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例言 

 

1．本報告書は平成 30 年度の大阪市内埋蔵文化

財発掘調査の概要を集めたものである。 

2．これらの調査は大阪市教育委員会の指導の

もと（公財）大阪市博物館協会大阪文化財研

究所が各原因者より委託をうけて実施したも

のである。本報告書では上記のうち、北区、

都島区、福島区、中央区、西区を収録する。 

3．本報告書の執筆は（公財）大阪市博物館協

会大阪文化財研究所所長 南秀雄の指揮のも

とに各々の発掘担当者が担当した。その氏名

は各報告書に記してある。 

4．本報告書の編集は大阪市教育委員会事務局

文化財保護課において行った。 
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北区長柄東三丁目66－ 2 の一部他における建設工事に伴う

長柄西遺跡発掘調査（NN18－ 1 ）報告書

－1－



調 査 個 所 	 大阪市北区長柄東 3 丁目66－ 2 の一部他

調 査 面 積 	 約60㎡

調 査 期 間 	 平成30年 6 月18日～ 6 月25日

調 査 主 体 	 公益財団法人	大阪市博物館協会　大阪文化財研究所

調査担当者	 調査課長　高橋	工、平田洋司

－2－



1 ）調査に至る経緯と経過
　長柄西遺跡は淀川が形成した三角州上に立地し、大川と淀川の分岐点に位置する。長柄西遺跡に

おける発掘調査例は少ないが、今回調査地の西側約100mにおいて大阪市教育委員会が行ったNN13

－ 1 ・ 2 調査では、地表下約1.9mで水成層の自然堆積層を確認し、その直上層から平安時代前～中

期に比定される黒色土器A類皿が検出された。また、南南西約500mの長柄遺跡B地点として行われ

たNN11－ 2 次調査では、TP+1.1～1.9mで氾濫堆積層を確認し、西側の低い部分では飛鳥～奈良時

代に遡る可能性がある水田作土層を検出している。中世の遺構・遺物は認められないが、18世紀前半

以降はおもに畠として利用されたことが判明した［大阪文化財研究所2013］。また、その南で行われ

たNN15－ 1 次調査では、TP+1.8mの自然堆積の砂礫層上面にて、 6 世紀前半の須恵器がまとまっ

て出土した遺構を検出したほか、江戸時代～近代の遺構が検出されている［大阪市教育委員会・大阪

文化財研究所2017］。淀川流域の周辺の遺跡ではHH97－ 1 ・01－ 2 次調査など弥生時代後期～古墳

時代前期の遺構・遺物が見つかった本庄東遺跡［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1999・2003］、

TS06－ 1 次調査で古墳時代前期・中世の遺構・遺物が見つかった豊崎遺跡［大阪市教育委員会・大阪

市文化財協会2008］などがある。また、明治年間に発見され、ボストン美術館所蔵の長柄銅鐸出土地や、

長柄古墳群推定の根拠となる家形埴輪出土地も今回の調査地の西側、淀川流域に当る。

　今回の調査地は大阪市教育委員会による試掘調査の結果、地表下約1.7m以下に近世以前の遺構面お

よび遺物包含層が検出されたため、調査を実施することとなった。平成30年 6 月18日より市教委の指

示に基づき、比較的地層の残存状況がよい敷地南西部に南北10m、東西 6 mの調査区を設定し、調査

を開始した。重機により近世の整地層である第 3 層までを除去し、以下は人力による掘削を行った。
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図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区位置図
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また、自然堆積層である第5ｂ層以下は部分的な深掘り

によって下位の地層の確認を行った。途中適宜に遺構検

出・掘削作業、図面作成・写真撮影などの記録作業を行

いながら調査を進めた。平成30年 6 月25日、現地におけ

る作業を終了した。

　なお、調査に使用した基準点は現場で記録した街区図

を1/2,500大阪市デジタル地図に合成することにより得

た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした（図 2 ・

5 ）。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP＋〇ｍと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 、図版）

　調査地の標高はTP+3.4～3.5mとほぼ平坦である。調査では部分的な掘削を含め、現地表下約2.8m

までの地層を確認し、第 1 ～ 5 層の 5 層に区分した。

　第 1 層：現代の整地層および攪乱で、層厚は40㎝である。

　第 2 層：下部からコークス主体、粗粒砂主体、焼土・炭主体、シルト偽礫主体など複数の整地層か

らなる幕末から近代の整地層である。各整地層上面は生活面をなす。層厚は50～60㎝である。本層上

面の遺構と考えられるものにSK201がある。

　第 3 層：複数の整地層からなり、上部から第3a層～第3c層に区分した。第3a層はシルト偽礫を多く

含む暗灰黄色（2.5Y4/2）粗粒砂混りシルト質細粒砂を主体とし、層厚は10～50㎝である。第3b層はシ

ルト偽礫を含む黒褐色（2.5Y4/2）粗粒砂混りシルト質細粒砂を主体とし、層厚は20㎝である。第3a層
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図 3 　地層と遺構の関係図

図 4 　地層断面図
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に比べると偽礫は少なく大きさも小さい。第3c層は暗灰黄色（2.5Y4/2）粗粒砂を主体とし、層厚は10

㎝未満で部分的に遺存する。重機により掘削を行ったため、正確な遺構面は不明なものが多いが、壁

面や埋土の観察から、第3b層上面の遺構として推定できるものにSK308・310～314、SD309が、第

3c層上面の遺構として推定できるものにSA301、SD302、SK303～307がある。直接第 3 層からの出

土遺物はないが、第 4 層および上記遺構の年代観から第3a層は18世紀後葉～19世紀初頭、第3b・3c

層は17世紀後葉～18世紀代後葉に位置づけられる

　第 4 層：オリーブ褐色（2.5Y4/3）粗粒砂混りシルト質細粒砂からなる作土層である。層厚は10～15

㎝である。土師器・肥前陶器・肥前磁器など細片で量は少ないが、17世紀中葉～後葉の遺物が出土した。

　第 5 層：流路の堆積層あるいは氾濫堆積層で、上部から第5a層～第5c層に区分した。第5a層は黄褐

色（2.5Y5/4）細粒～粗粒砂からなり、上方に細粒化する。植物根等による擾乱によりラミナは顕著で

ない。層厚は10㎝である。第5b層はにぶい黄色（2.5Y4/4）粗粒砂～中礫からなる。上方に細粒化し、

大きく 2 度の堆積が認められる。層厚は30～60㎝で、北に向かうほど厚く堆積し、ラミナも北へと下

がる。東西方向では東方向にやや粗粒化する。第5c層はにぶい黄色（2.5Y6/4）粗粒砂からなり、層厚

は60㎝以上である。ラミナの傾きは上部は水平に近く、下部ほど北への下がりが強くなる。遺物が出

土しなかったため時期は不明であるが、西で行われた大阪市教育委員会の成果を参考にすれば平安時

代以前、南の長柄西遺跡B地点の調査を参考にすれば古墳時代の 6 世紀前半以前に遡る可能性がある。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 ・ 6 、図版）

　遺構検出作業は第 4 層上面、第5a層上面、第5b層上面で行った。

　第5b層上面では遺構は検出されなかった。

　第5a層上面では作土層である第 4 層に伴う微細な凹凸はあったものの、耕作痕跡と断定しうる遺構

は検出されなかった。

　作土層である第 4 層からは少量であるが土師器・肥前陶器・肥前磁器などが出土した。 1は土師器

皿で灯明皿として使用されている。 2は土師器焙烙である。 3は肥前磁器染付碗である。これらの遺

物は17世紀中葉～後葉に位置づけられ、第 4 層の時期を示すものであろう。

　第 4 層上面では柵・土壙・溝・井戸などを検出した。重機掘削後の最初の遺構検出面であり、第 3

層以上に伴う遺構も同一面で検出されている。遺構埋土にはいずれも第 3 層以上に相当するものを含

む。ここでは埋土や調査区壁面から第 3 層に伴うと推定されるものには300番台の遺構番号を、第 2

層に伴うと推定されるものには200番台の遺構を付すこととする。また、第3c層上面の遺構として推

定できるものにはSA301、SD302、SK303～307が、第3b層上面の遺構として推定できるものには

SK308・310～314、SD309がある。

　SA301：調査区南端で検出した柵である。柱穴 4 基分を確認し、柱間隔は1.4～1.5m、東西4.2m以

上である。方位は東で北に 6 °振る。柱穴は平面形が方形を示し、深さは0.1mが遺存していた。遺物

は出土しなかった。

　SD302：幅0.6～0.8m、深さ0.2mの溝である。SA301と平行する方位を持つ。埋土はシルト偽礫を

含む埋戻し土である。瓦器・肥前磁器細片が出土したが、正確な時期は不明である。
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　SK303～305：これらは調査区南西

端で検出した土壙である。いずれも平

面形は不整形で、深さは0.2m未満と

浅い。埋土はシルト偽礫を含む粗粒砂

混りシルト質細粒砂で、第3c層上面に

遺構面がある。SK303から肥前磁器・

関西系陶器、SK305から肥前磁器が出

土したが、いずれも細片で正確な時期

は不明である。

　SK306： 直径0.3m、 深さ0.2mの

平面形が円形の土壙である。埋土は

SK303～305と共通する。遺物は出土

しなかった。

　SK307：直径0.2m、深さ0.1m未満

の平面形が円形の浅い土壙である。遺

物は出土しなかった。

　SK308：調査区南部に位置する東西

1.0m、南北0.4m、深さ0.2mの土壙で

ある。底部は平坦である。埋土はシル

ト偽礫を多く含む埋戻し土である。土

師器・肥前磁器・関西系陶器・堺擂鉢・瓦片が出土した。これらの遺物は18世紀後葉に位置づけられる。

　SD309：調査区中央部で検出した幅3.0mの溝である。検出面での南肩はほぼSD302の南肩に一致

する。深さは0.2mが遺存していたが、調査区西壁の観察から本来は0.4～0.5m程度であったことが

わかる。方位はもっとも深い部分で見ると、東で北に 9 ～10°振る。第3b層上面に遺構面があり、埋

土上部は第3a層であるシルト偽礫を多く含む粗粒砂混りシルト質粗粒砂によって埋められている。

SD302より新しく、SK310～312より古い。遺物は出土しなかったが、18世紀後葉以前と考えられる。

　SK310：南北2.3m、東西1.3mの平面形が方形の土壙である。深さ0.6mが遺存していた。SD309よ

り新しいことから本来の深さは0.8m以上と考えられる。埋土はシルト偽礫を多く含む埋戻し土である。

肥前磁器・堺擂鉢・瓦片が出土した。肥前磁器には広東碗を含み、18世紀後葉以降に位置づけられる。

　SK311・312：SK311は南北1.0m、SK312は南北2.4m、いずれも東西幅0.9m以上で、東は調査区

外に続く平面形が方形の土壙である。SK312はSK311より新しい。埋土はシルト偽礫を多く含む埋戻

し土である。深さは0.5mが遺存していたが、SD309より新しいことから本来の深さは0.8m以上と考

えられる。埋土はシルト偽礫を多く含む埋戻し土である。SK311からは瓦片、SK312からは土師器・

肥前磁器・関西系陶器・瓦片が出土した。 4・ 5はSK312からの出土遺物で、 4は関西系陶器碗、 5

は肥前磁器皿である。SK312は19世紀初頭に位置づけられる。

Y－44,365 Y－44,360

X－142,075

X－142,080

X－142,085

０ ５ｍ

１：100

GN
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SK312SK312
SK313SK313

SK314SK314

SK201SK201

図 5 　第 4 層上面平面図
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　SK310～312の機能としてはゴミ穴が推定できよう。また、SK310～312の方位は北で西に 9 ～10°

振る。

　SK313　直径0.6～0.7m、深さ0.2ｍの平面形が円形の土壙である。SK310より新しく18世紀後葉以

降に位置づけられる。堺擂鉢 6が出土した。擂目は 8 条一単位で、底部には輪形の重ね焼きの痕跡を

残す。

　SK314：調査区北西端で検出した土壙である。調査区西壁面でのみ観察できたため形状は不明であ

るが、第3b層上面に遺構面があり、第3a層で埋められている。深さは0.5ｍである。遺物は出土しなかっ

た。

　SK201　南北2.0ｍ、東西1.5ｍ以上の平面形が不整形の土壙である。第 2 層内のいずれかの整地層

上面に遺構面がある。深さは1.6ｍである。埋土は大きく 2 層に分かれ、上部は埋戻し土である。下部

は瓦を主体とし、土師器・瀬戸焼陶器・肥前磁器・関西系磁器など幕末～明治初期にかけての遺物が

多く出土した。機能としてはゴミ穴が推定できる。

　上記のうち第 3 層の遺構について、調査区南部で柵や浅い土壙群、中央部以北に溝やゴミ穴と推定

される規模の大きな土壙群が分布することが指摘でき、敷地利用のあり方の一端を示すと考えられる。

また、第3c層上面に遺構面が推定できるものは、東で北に 6 °、第3b層上面に遺構面が推定できるも

のは、東で北に 9 ～10°あるいはそれに直交する方位であるが、この方位の違いが単なる誤差の範囲

であるのか、時期による敷地割の違いを示すものかは、今回の狭い範囲を対象とした調査のみでは不

明としておきたい。

　

3 ）まとめ
　今回の調査では遅くとも17世紀中頃には耕作域として利用され、18世紀代には整地が行われ、屋敷

地へと変化することが判明した。ただ、陸化の時期を含めた中世以前の状況や近世各時期の土地利用

の詳細は面積が狭いこともあって明らかにすることができなかった。長柄西遺跡における調査はほと

0 10 20㎝

1：4

2

1

3

4 5

6

図 6 　出土遺物実測図（ 1 ）
第 4 層（ 1 ～ 3 ）、SK312（ 4 ・ 5 ）、SK313（ 6 ）
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んど行われていないため、今後十分な調査を行っていくことが望まれる。
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最終掘削状況および
地層断面（北東から）

第 4 層上面（北から）

SA301（西から）



北区中之島四丁目10－ 1 他における建設工事に伴う

中之島蔵屋敷跡発掘調査（NX18－ 2 ）報告書

－9－



調 査 個 所 	 大阪市北区中之島 4 丁目10－ 1 他

調 査 面 積 	 約72㎡

調 査 期 間 	 平成31年 3 月11日～ 3 月27日

調 査 主 体 	 一般財団法人	大阪市文化財協会

調査担当者	 調査課長　高橋	工、平田洋司・野田優人
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地の位置する中之島は、大川が北の堂島川、南の土佐堀川に分流する中洲として形成されてい

る。中之島の本格的な開発は1619（元和 5 ）年の淀屋常安による開発が契機とされる。その後、1684（貞

享元）年、河村瑞賢による堂島川の改修を経て堂島新地が成立し、米市場の堂島への移転と相まって、

中之島の南北と堂島一帯に諸藩の蔵屋敷が建ち並ぶようになる。天保年間には蔵屋敷は120余を数え

る［新修大阪市史編纂委員会1989］。

　今回の調査地は中之島蔵屋敷跡の中央に位置し、近隣では多くの調査が行われている。北東に位置

するHS95－ 1 ・96－ 1 ・01－ 1 次調査などは広島藩蔵屋敷に当り、豊臣期に遡る可能性のある耕作

溝、17世紀後半の鋳造関係の遺物を多く含む土壙、17～18世紀代の建物跡、19世紀代の船入遺構・御

殿・蔵など蔵屋敷造成以前から蔵屋敷廃絶後までの多くの遺構・遺物を検出している。また、西端部

は久留米藩蔵屋敷に当り、17世紀代の耕作溝、礎石列、18～19世紀代の礎石建物などが見つかってい

る［大阪市文化財協会2003・2004、大阪大学埋蔵文化財調査室2003］。調査地の北に位置するNX06

－ 1・06－ 2 次調査地も久留米藩蔵屋敷に当り、これらの調査では17世紀末葉～18世紀前葉の作土層、

18世紀前半～19世紀前半に至る石垣・礎石建物・土壙などを伴う複数の整地層と生活面を確認した［大

阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008a・b］。調査地の西に位置するNX10－ 1 次調査は高松藩蔵

屋敷に当り、17世紀初頭～前葉の作土層と掘立柱建物、18世紀前葉～19世紀中葉の蔵・礎石建物・土

壙などを伴う複数の整地層と生活面を確認した［大阪文化財研究所2012］。

　広島藩蔵屋敷・久留米藩蔵屋敷など、中之島北半には広範囲に及ぶ蔵屋敷が位置するのに対し、今

回の調査地が位置する南半は狭い敷地の蔵屋敷が林立する。今回の調査地は明確に藩名を特定しがた

福島１丁目所在遺跡福島１丁目所在遺跡

福島蔵屋敷跡福島蔵屋敷跡

福島蔵屋敷跡B地点福島蔵屋敷跡B地点

中之島蔵屋敷跡中之島蔵屋敷跡
土佐堀1丁目所在遺跡土佐堀1丁目所在遺跡

土佐堀2丁目所在遺跡土佐堀2丁目所在遺跡
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１：1,000

図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区配置図
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いが、付近は17世紀代では、西より府内藩（豊後）、柳河藩（筑後）、唐津藩（肥前）と九州の諸藩の蔵屋

敷であるのに対し、18世紀代では、西より周防藩（岩国）・村上藩（越後）・章野藩（播磨）と変化があっ

たようである。

　今回の調査地では、大阪市教育委員会によって試掘調査が行われた結果、地表下1.0mまでの現代相

当層の下位に蔵屋敷に関係すると想定される整地層が確認されたため、調査を実施することとなった。

ただし、地表下1.8mまで既存の基礎が残る箇所が認められたため、調査はこれらの基礎を除去し、整

地した後に行うこととなった。大阪市教育委員会の指示に基づき、敷地南部にて東西 9 m、南北 8 m

の調査区を設定し、平成31年 3 月11日より調査を開始した。基礎除去の際の整地土までを重機により

掘削し、以下は人力による掘削を行った。途中適宜に遺構検出・掘削作業、図面作成・写真撮影など

の記録作業を行いながら調査を進めた。また、掘削深度が深くなるため、途中からは安全面の確保の

ため周囲に犬走りを設けて、掘削を行った。現地における記録作業は 3 月26日に終了し、翌27日、機

材の撤収作業を行い、調査を完了した。

　なお、基準点は街区基準点を用いたトラバース測量により、本報告で用いた方位は図 1 を除いて世

界測地系に基づく。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP±○mと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 、図版 1 ）

　調査地の標高はTP+0.5～0.6mでほぼ平坦である。今回の調査では部分的な掘削を含め、現地表下

約3.6mまでの地層を確認し、第 1 ～ 9 層の 9 層に区分した。

　第 1 層：調査に先立ち、基礎を撤去した際の整地土で層厚は90～130㎝である。

　第 2 層：第2a・2b層の 2 層に細分した。上位の第2a層は焼土・シルト偽礫を含むにぶい黄橙色

（10YR6/4）中粒～粗粒砂からなる整地層で、層厚は10㎝未満でごく部分的に遺存するのみである。

遺物は出土しなかったが、蔵屋敷廃絶後の19

世紀代に降る可能性がある。下位の第2b層は

炭・焼土を多く含む黄褐色（10YR6/6）～暗灰

黄色（2.5Y4/2）を呈するシルト質中粒～粗粒

砂からなる整地層で、層厚は10～20㎝である。

複数の薄い整地と生活面とが重なり合ってい

たものと推測できる。第2a層はほとんど遺存

しなかったことから、本層上面より遺構検出

作業を行った。第2b層からの出土遺物は多く、

一部、混入が認められるが、上下の遺構の出

土遺物の時期とあわせ17世紀末～18世紀中葉

に位置づけられる。

　第 3 層：にぶい黄橙色（10YR6/4）中粒～粗

第1層

第2b層

第3層

第2a層

第4層 第4層

第5層畠状遺構

第6層 SK602

SK802
第 7層

SK601

SD801

第 8層

第9層

200番台
の遺構

300番台
の遺構

図 3 　地層と遺構の関係図
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粒砂からなる厚い整地層で、層厚は60～90㎝である。出土遺物は少量であり、時期を決することはで

きないが、下位層や上位層の遺構の時期から、17世紀後～末葉と推測される。本層上面の遺構には土

壙などがある。

　第 4 層：暗灰黄色（2.5Y4/2）シルトからなる水成層で、第 5 層上面検出の畠状遺構の畝間に層厚10

㎝未満で堆積する。

　第 5 層：炭化物を含む黄褐色（2.5Y5/3) ～オリーブ黒色（5Y3/2）を呈するシルト質細粒～中粒砂か

らなる作土層で、層厚は 5 ～25㎝である。本層上面にて畝間溝を伴う畠状遺構を検出した。17世紀中

～後葉に位置づけられる陶磁器類・木製品など出土遺物は多いが、その多くは下位のSK602に由来す

るものである。

　第 6 層：シルト偽礫を含む灰オリーブ色（5Y4/2）中粒～粗粒砂およびシルト偽礫を多く含む灰色

（7.5Y4/1）シルト質中粒砂からなる整地層である。層厚は10～20㎝で、SK802の内部で厚く堆積する

ほか、その周辺でも薄く広がる。17世紀後半の陶磁器類が出土した。本層上面の遺構には土壙がある。

　第 7 層：黄褐色（2.5Y5/6)中粒～粗粒砂からなる整地層で、SK802の内部にのみ層厚50㎝未満で遺

存する。17世紀後半の陶磁器類が出土した。

　第 8 層：シルト偽礫を含むにぶい黄褐色（10YR4/3）細粒～中粒砂からなる整地層である。層厚は

70～120㎝で、北から南に低くなる第 9 層を平坦にするように南で厚く堆積する。本層上面で溝・土

壙を検出した。本層からは遺物は出土しなかったが、これら遺構の出土遺物から17世紀中葉の整地層

と考えられる。

　第 9 層：にぶい黄色（2.5YR6/3)粗粒砂層で、層厚は60㎝以上ある。上面は南東へと急激に下がる。

河川による自然堆積層と判断した。もっとも高い部分の標高はTP－2.5mであり、北西のNX06－ 1・

06－ 2 次調査地の自然堆積層の上面の標高とほぼ等しい。ただし、部分的な掘削でかつ激しい湧水の

ため十分に観察できなかったことから、第 8 層と一連の整地層の可能性も否定できない。遺物は出土

しなかった。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 ～11、図版 1 ・ 2 ）

　今回の調査地で認められたもっとも古い人為の痕跡は第 8 層の整地層である。南東に下がる地形を

平坦にしているが、第 9 層上面の南東への下がりが急であることから、第 9 層上面に大規模な遺構が

あり、それを埋め立てた可能性もある。遺物は出土しなかったが、上面の遺構の年代観から17世紀中

葉と考えられる。

　第 8 層上面では溝・土壙を検出した。

　SD801：幅0.8m、深さ0.7mの北東－南西方向の溝で、方位は現在の敷地割りに一致する。SK802

に先行する。細粒～中粒砂で埋め立てられている。埋土には機能時と判断できる堆積層はなく、掘削後、

比較的短期間のうちに埋められたと考えられる。下駄片が出土したのみであり、時期は不明であるが、

SK802の出土遺物から17世紀中葉と考えられる。

　SK802：北東－南西幅3.5m以上、北西－南東幅4.0m以上、深さ1.2mの大型の土壙である。埋土は

最下部がシルト偽礫を含む細粒～中粒砂からなる加工時の形成層、その上位が炭を多く含むシルト質
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中粒～粗粒砂からなる機能時堆積層である。その後、整地層である第 7 層および第 6 層で埋められる

が、第 6 層上面においても深さ0.7mの窪みであるSK602として残っていた。

　SK802からは土師器・焼締陶器・肥前陶磁器のほか、桶・板片などの木製品が多く出土した。 1・

2は肥前磁器で、 1は染付鉢、 2は染付皿である。 3は肥前陶器刷毛目皿である。これらの遺物から

遺構の時期は17世紀中葉に位置づけられる。

　第 7 層の整地層はSK802の内部にのみ認められた。続く第 6 層はSK802の範囲を越えて周辺へも

整地されている。第 7 層からは肥前磁器染付皿 4、肥前陶器刷毛目皿 5など、17世紀後半の陶磁器類

が出土した。第 6 層からは土師器・丹波焼・肥前陶磁器などが出土した。 6は肥前磁器白磁小杯、 7

は肥前陶器瓶または鉢で、17世紀後半に位置づけられる。

　第 6 層上面では、SK601・602を検出した。

　SK601：長さ2.0m、幅1.2m、深さ0.5mの土壙である。埋土は下部が炭を多く含むシルト質中粒～

粗粒砂の機能時堆積層、上部がシルト偽礫・炭を少量含むシルト質細粒～中粒砂からなる埋戻し層で

ある。土師器・丹波焼・肥前陶磁器・木製品などの遺物が出土し、ゴミ穴として利用されたと推定で

きる。 8～11は肥前磁器で、8は口縁部に圏線が巡る染付碗、9は白磁碗、10は青磁皿、11は瓶である。

12は肥前陶器皿である。13は丹波焼大甕である。これらの遺物は17世紀中～後葉に位置づけられるが、

遺構の時期は第 6 ・ 7 層との関係から17世紀後葉と考えられよう。

　SK602：第 8 層上面の土壙であるSK802は第 6 ・ 7 層の整地によって埋められるが、第 6 層上面の

段階でも窪みとして残ったものをSK602とした。北東－南西幅3.5m以上、北西－南東幅2.5m以上で、

深さは0.4mある。埋土は炭を多く含むシルト質中粒～粗粒砂である。多量の陶磁器のほか木質遺物、

瓦を多く含む。遺物の様相はSK802と同様であり、ゴミ穴として利用されたと考えられる。

　14は中国産青花碗である。15は花文を施した壺で、中国産あるいは中国産を模した肥前磁器である。

16は中国南部産陶器壺である。17～21は肥前磁器で、17は小杯、18・19は染付碗、20は染付皿、21

は青磁皿である。22～28は肥前陶器である。22～25は碗で、25は刷毛目碗である。26は内野山系の

皿で、内面に目痕がある。27は鉢、28は蓋である。29・30は丹波焼で、29は灰落し、30は擂鉢である。

31・32は土師器で、31は焼塩壺、32は焙烙である。33・34は漆椀で、外面は黒漆、内面は朱漆である。

ほかに木製品としては桶・下駄・箸などが出土している。

　これらの遺物は17世紀中～後葉に位置づけられるが、遺構の時期は17世紀後葉であろう。

　第 8 層による厚い整地がなされた後の第 8 層上面から第 6 層上面にかけての土地利用であるが、整

地の契機を含め、出土遺物の内容からは蔵屋敷に関わるものであった可能性が高い。調査範囲が狭い

ため、具体的な様相は不明であるが、ゴミ穴として利用された大型の土壙があることから、建物など

が建ち並ぶ範囲からは外れていたと考えられる。

　第 5 層上面では畠状遺構として、幅0.4～0.5mの畝間溝が確認された。畝間溝の埋土は水成の第 4

層である。北西端の一角は周囲より0.1～0.2mほど高くなっており、周囲には畝間溝と連続するやや

幅の広い溝が巡る。

　第 4 ・ 5 層からは、17世紀中～後葉の陶磁器類・木製品などの遺物が出土したが、SK602の上部に
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当る位置で多く出土し、内容も同様であることから、これらの遺物は本来はSK602に伴っていた遺物

の可能性が高い。畠状遺構の時期は正確には決めがたいが、下位の遺構および第 3 層上面の遺構の時

期から17世紀後～末葉と推定できる。

　第 6 層上面までの遺構が蔵屋敷に関わるものであったとすれば、第 5 層の段階になって耕作地へと

変化することとなるが、引き続いて第 3 層の厚い整地が調査地全域に施されることから、前段階まで

の蔵屋敷とは断絶がある。屋敷の占有者が替わるなど、一時的な屋敷地としての利用が途絶えた間の

土地利用であったのかもしれない。

　続く第 3 層は層厚が60～90㎝にも及ぶ整地層であり、周辺の地形が大きく変化したと推定できる。

出土遺物は少量であるが、17世紀後～末葉と考えられる。

　第 3 層上面では多くの土壙を検出した。第2b層と埋土が類似したものもあり、第2b層が形成される

途中に本来の遺構面があった可能性がある。以下、おもなものを記す。

　SK308：長さ1.4m、幅1.0mの方形の土壙である。深さは0.3mである。埋土は炭を含むシルト質細

粒～中粒砂である。土師器・肥前陶磁器が出土したが、時期のわかるものはない。

　SK317：長さ1.0m、幅0.6m、深さ0.3mの土壙である。埋土は炭を含む細粒～中粒砂質シルトである。

土師器・備前焼・肥前陶磁器などが出土した。35・36は肥前磁器染付碗、37は土師器皿、38は備前焼

擂鉢である。これらの遺物は17世紀末葉に位置づけられる。

　SK316：直径1.2m程度の平面形が円形の土壙で、西は調査区外となる。深さは0.6mである。埋土
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は炭を含むシルト質細粒～中粒砂である。土師器・肥前陶器・瓦片などが出土した。39は肥前陶器皿

である。40～43は土師器で、40は鉢、41・42は皿、43は焙烙である。44は石製硯である。これらの

遺物は17世紀末葉に位置づけられる。

　SK314：長さ1.0m以上、幅0.7mの平面形が方形の土壙で、深さは0.8mである。埋土は炭を多く含

むシルト質細粒砂である。多量の瓦のほか土師器・丹波焼・肥前陶磁器などが出土した。45～48は肥

前磁器で、45は白磁小碗、46～48は染付碗である。49は関西系陶器碗、50は産地不明の軟質施釉陶器

土鍋、51は瀬戸美濃焼陶器汁次、52は土師器皿である。これらの遺物は18世紀前～中葉に位置づけら

れる。

　SK312：調査区北部で検出した長さ1.9m以上、幅1.4m以上の方形の土壙である。深さは1.3m以上

である。埋土下部は炭を多く含む機能時の堆積土、中部は砂主体の埋戻し土、上部は瓦を多く含む埋

戻し土である。土師器・肥前陶磁器・瓦などが出土した。53～58は肥前磁器である。53は蓋、54～56

は染付碗、57・58は染付皿である。59・60は肥前陶器で、59は鉄絵碗、60は刷毛目鉢である。ほか

に土師器・瓦片が出土した。これらの遺物は18世紀前～中葉に位置づけられる。

　SK306：長さ1.2m以上の不整形な土壙で、深さは0.6m以上ある。埋土は炭を多く含む細粒～中粒

砂質シルトである。土師器・軟質施釉陶器・肥前陶磁器などが出土した。61は肥前陶器碗、62は軟質

施釉陶器火入、63は肥前磁器水滴である。これらの出土遺物は18世紀前葉に位置づけられる。

　上記のように第 3 層上面の遺構の時期は17世紀末～18世紀中葉と考えられる。厚い整地層や時期、

出土遺物の様相から蔵屋敷の一部として利用されたと判断できる。遺構は土壙がほとんどを占め、ゴ

ミ穴として利用されたと考えられるものが多いことから、建物群の建ち並ぶ範囲からは外れていたの

であろう。

　第2b層からは多くの陶磁器類が出土した。このうちおもなものを記す。64～66は肥前磁器である。

64は染付碗、65はうがい碗である。66は17世紀末葉の染付皿である。67は備前焼ミニチュア釜、68

は萩焼のピラ掛碗、69は関西系陶器の蓋である。70は中国産青花色絵大皿で漳州窯のものである。高

台裏面には粗い砂が付着する。17世紀前半に位置づけられ、伝世したと推定できる。71は丹波焼水屋

甕である。これらの遺物は時期が遡るものはあるものの、概ね18世紀中葉に位置づけられ、第2b層の

形成時期を示すものであろう。

　第2b層上面では土壙を検出した。ただし、第2a層は部分的にしか遺存していなかったため、第2a層

上面より上位の遺構も含まれる。SK201～204は調査区西部で重なり合う長さ0.8～1.2m、深さ0.3～

0.4mの土壙である。SK218は第 3 層上面で確認したが、断面の観察からは第2a層上面の遺構とできる。

埋土や出土遺物から、いずれもゴミ穴として利用されたと考えられる。

　SK203：長さ1.5m、幅0.9mの平面形が方形の土壙で、深さは0.3mである。備前焼・丹波焼・瀬

戸美濃焼・肥前陶磁器・関西系陶器のほか、貝・漆喰片などが出土した。72は土師器灯明皿である。

73・74は肥前磁器で、73は染付碗、74は染付皿である。75～77は関西系陶器で、75は絵付碗、76は

鉄絵碗、77は鉢である。78は瀬戸美濃焼甕、79は備前もしくは堺擂鉢である。これらは18世紀中葉に

位置づけられる。
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　その他、SK202からは19世紀、SK204からは19世紀前葉の陶磁器類が出土した。なお、SK218か

らは18世紀末葉の陶磁器類が少量出土したが、細片で本来は第2b層に伴う遺物の可能性がある。これ

らのことから第2b層上面の年代は18世紀中～19世紀代に位置づけられよう。

　さらに第2a層の砂を用いた整地が施されるが、上面が遺存しておらず、遺物も出土しなかったため

状況は不明である。蔵屋敷廃絶後の整地層の可能性がある。

　　　

3 ）まとめ
　今回の調査は小規模でありながら、土地利用の変遷の一端を知ることができた。17世紀中葉に第 8

層の厚い整地が施され、蔵屋敷の一部として利用された。何度かの整地が行われ、整備が進んだと推

定されるが、17世紀後葉～末葉の一時期、畠として利用される。畠として利用された理由は不明であ

るが、その後の厚い第 3 層の整地を考えると、それまでの占有者の移転など、短期間の断絶があった

可能性がある。第 3 層の大規模な整地後は、再び蔵屋敷の一部として利用されている。

　小面積であったため、調査地が屋敷地内のどの位置であったのかなど、土地利用の詳細は不明であ

るが、中之島蔵屋敷跡は遺構面が深くまで及んでおり、今後も丹念に調査を積み重ねていくことによ

り、中之島蔵屋敷一帯としての開発の契機や、蔵屋敷ごとの詳細な変遷を明らかにしうると考えられ

る。
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新修大阪市史編纂委員会1989、『新修大阪市史第 3 巻』
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大阪市文化財協会2004、『広島藩大坂蔵屋敷跡』Ⅱ
大阪大学埋蔵文化財調査室2003、『久留米藩大坂蔵屋敷跡』
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北区大淀中二丁目 1 －18・ 1 －24における建設工事に伴う

鷺洲遺跡発掘調査（SU18－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市北区大淀中 2 丁目 1 －18・ 1 －24

調 査 面 積 	 約72㎡

調 査 期 間 	 平成30年 7 月17日～ 7 月24日

調 査 主 体 	 公益財団法人	大阪市博物館協会　大阪文化財研究所

調査担当者	 調査課長　高橋	工､ 南	秀雄、桑原武志
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地はJR大阪駅から西北西約800mで、1932年にクスの船材が出土した鷺洲遺跡の北端に位置す

る（図 1 ）。鷺洲遺跡では現在まで 2 件の本調査があり、南150mのSU13－ 1 次調査では各時期の水

田が発掘され、中世後期には耕作地として開発された可能性が推定された［大阪市教育委員会・大阪

文化財研究所2015］。また南330mのSU16－ 1 次調査では、15世紀には水田耕作を行っており、出土

遺物から付近に室町時代の集落があった可能性が考えられた［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所

2018］。

　本調査は、大阪市教育委員会の試掘を受け東西 9 m、南北 8 mの範囲を対象とした（図 2 ）。近世の

地層である第2a層の上面までを重機で掘削し、自然堆積層である第 4 層上面までを平面的に調査し

た。それ以下は一部を深掘りし、TP－2.3mまでの地層を観察して調査を終えた。基準点はMagellan

社製ProMark3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北を基準とした。標高

はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP－○mと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　現地表はTP－約0.1mで、第 2 次世界大戦時と推測される焼土を含む、厚さ50～60㎝の現代盛土の

下から層名を付した。

　第 1 層：シルト～極細粒砂混り暗灰黄色（2.5Y5/2）中粒砂層で、層厚は50～60㎝である。近代以降

の盛土である。
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　第 2 層：オリーブ黒色（5Y3/2）中粒砂質シルト層の第2a層

と、シルト偽礫混りオリーブ褐色（2.5Y4/3）中粒砂質シルト

層の第2b層から成る。層厚は第2a層が10～15㎝、第2b層が

5 ～10㎝である。作土で、両層とも下面で耕作痕を検出し

た。第2a層から中国産白磁碗 6と肥前磁器染付碗 7が、第2b

層から土師器皿 4・瓦器椀 3・肥前陶器碗 5が出土した（図 5 ）。

第2a層は18世紀頃の遺物を含み、下限は瀬戸美濃焼磁器など

から19世紀中葉である。第2b層は17世紀を前後する時期と推定される。

　第 3 層：黄褐色（2.5Y5/3）細粒砂質シルト層の第3a層と、灰色（5Y5/1）シルト質極細粒砂層の第3b

層から成る。層厚は第3a層が 8 ～12㎝、第3b層が 5 ～25㎝である。水成層で、第3a層は植物擾乱に

よりラミナが見えない。第3a層から土師器皿 1が出土した。第3a層は中世後半以降と推測される。第

3b層以下は遺物が出土していない。

　第 4 層：灰黄色（2.5Y6/2）中粒～粗粒砂の水成層で、層厚は75㎝以上である。シルトや植物遺体

の薄層を挟在する。トラフ型ラミナがあり、流向は北東から南西である。上面でSD401を検出した。

TP－2.3mで湧水し、以下は掘削していない。

　本調査地と南のSU13－ 1 次調査の地層では、中世に遡る可能性のある第 3 層まではほぼ対比でき

るが、その下ではSU13－ 1 次調査地に存在した作土などの人為層が見られなかった。

　ⅱ）遺構と遺物

　 a ．第 4 層上面の遺構（図 6 ）

　第 4 層上面でSD401を検出した。SD401は北東－南西の方向で、幅は1.7m以上、深さは0.20mで

ある。遺物は出土していないが、第3b層で埋まり、中世まで遡ると推測する。この他に第 4 層上面には、

調査地を斜めに横切るように浅い窪みがあった。
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図 4 　地層断面図
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　 b ．第2b層下面の遺構と遺物（図 5 ・ 7 ）

　第2b層下面で小溝群を検出した。方向は東西または南北で、当時の周辺の地割が北で西に振ってい

るのと異なる。深さはごく浅い。第2a層下面の鋤溝のように明瞭でないが、耕作に係わるものであろう。

第2b層下面の溝からは瓦器椀 2が出土した（図 5 ）。

　 c ．第2a層下面の遺構（図 7 ）

　第2a層下面で鋤溝を検出した。方向は北で西に27°前後振る。深さは0.05m以内であった。調査区

北端にある鋤溝と直交する溝は、もっとも新しい。

3 ）まとめ
　本調査では中世に遡る可能性のあるSD401を検出した。他はほぼ近世の耕作地であった。これまで

指摘されているように、中国産白磁や瓦器片の出土から近辺に中世の集落址が存在する可能性がある。
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図 6 　第 4 層上面遺構平面図

図 5 　出土遺物実測図
第3a層（ 1 ）、第2b層下面溝（ 2 ）、第2b層（ 3 ～ 5 ）、第2a層（ 6 ・ 7 ）
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第 4 層上面（北から）

第2b層下面（西から）

第2a層下面（北東から）



北区西天満三丁目20における建設工事に伴う

天神橋遺跡発掘調査（TJ18－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市北区西天満 3 丁目20

調 査 面 積 	 約60㎡

調 査 期 間 	 平成30年 8 月27日～ 8 月30日

調 査 主 体 	 公益財団法人	大阪市博物館協会　大阪文化財研究所

調査担当者	 調査課長　高橋	工、平田洋司
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は弥生時代～近世の集落跡である天神橋遺跡の西縁部に位置する｡ 東約120ｍのWT04－ 1

次調査では 5 世紀代の須恵器や 7 世紀の土師器・須恵器、 9 世紀代の緑釉陶器など古墳時代～古代の

遺物が出土している［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2005］。南東約50ｍのWT05－ 1 次調査で

は17世紀中頃の遺構・遺物が検出されている［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006］。また、南

約140ｍのTJ11－ 2 次調査では攪乱により地層が大きく削平を受けていたが、中世の遺構・遺物を検

出した［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2013］。西約160ｍのTJ17－ 2 次調査では豊臣後期に

遡る可能性がある 1 m近い厚さのある整地層と18世紀代の遺構・遺物が確認されている［大阪文化財

研究所2017］。上記のように調査地周辺では古墳時代から徳川期までの遺構・遺物が確認されており、

開発の時期は東方および南東方で早く、西へ向かうほど遅れることが指摘できる。

　今回の調査地は大阪市教育委員会による試掘調査の結果、地表下約2.2m以下に近世以前の遺構面お

よび遺物包含層が検出されたため、調査を実施することとなった。大阪市教育委員会の指示により、

比較的地層の残存状況がよい敷地西部に東西10m、南北 6 mの調査区を設定し、平成30年 8 月27日よ

り調査を開始した。重機により近世の整地層である第 3 層上面までを除去し、以下は人力による掘削

を行った。自然堆積層である第 4 層以下は部分的な深掘りを行い、堆積状況を観察した。途中、適宜

に遺構検出・掘削作業、図面作成・写真撮影などの記録作業を行いながら調査を進めた。平成30年 8

月30日、現地における作業を終了した。

　なお、基準点はMagelan社製ProMark3によって測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく。

標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP±○mと記した。
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2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 、図版）

　調査地の標高はTP+2.9～3.0mでほぼ平坦である。

調査では部分的な掘削を含めて、現地表以下約3.5m、

TP－0.5mまでの地層を確認し、第 1 ～ 4 層の 4 層に

区分した。

　第 1 層：既設建物基礎等の解体作業に伴い埋め戻し

た現代の整地層で、層厚は170～190㎝である。

　第 2 層：シルト偽礫・礫・炭を多く含む現代の整地

層で、層厚は20～30㎝である。基礎等の解体の際に攪乱された地層の可能性が高い。

　第 3 層：シルト偽礫を含む褐色（10YR4/4）細礫混り中粒～粗粒砂からなる整地層である。第 4 層上

面の遺構埋土の一部でもあり、遺構を埋め立て、さらに平均30～40㎝で調査区全域を嵩上げしている。

もっとも厚い部分では80㎝ある。本層上面にて土壙・井戸・小穴などを検出した。本層からの出土遺

物は多くないが、17世紀中葉までに限られること、本層上面にて検出した遺構の時期が17世紀中葉～

後葉であることから、本層の時期は17世紀中葉の可能性が高い。古い時期の遺物が残ることを考慮に

入れたとしても、第 4 層上面にて遺構・遺物量が一定量認められる遅くとも17世紀後葉であるといえ

よう。

　第 4 層：本層は部分的な掘削で確認したのみである。にぶい黄橙色（10Y6/4）～黄褐色（10YR5/6）

を呈する中粒砂～細礫が互層となる前浜の海浜堆積層である。層厚は100㎝以上である。各層は東西

方向では西に低くなり、南北方向では平坦かわずかに南へ下がる。下部ではラミナが顕著であるが、

上部付近ではラミナが乱れることから次第に水域から離れ、擾乱を受けやすい環境に変化していった

と考えられる。本層上面では豊臣期～徳川初期の井戸のほか、17世紀前～中葉の土壙などを検出した。

第 4 層からは遺物は出土しなかったが、上位層の出土遺物に古代の土器が少量ではあるが含まれるこ

とを積極的に考えると古代には離水していた可能性が高い。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 ～ 7 、図版）

　遺構検出作業は第 4 層上面、第 3 層上面で行った。

　第 4 層上面では井戸・土壙を-検出した。

　SE401：調査区北西端で検出した。北半が調査区外に続くが、直径2.0m程度の円形の井戸で、直

径1.0mの井戸側を伴う。井戸側は腐植していたが曲物とみられる木質の痕跡が認められた。上部は

SK403および攪乱によって失われているが、第 4 層上面からの深さは1.5m以上である。掘形より土

師器・瀬戸美濃焼・肥前陶器・中国産青花・瓦片などが出土した。 1は青花皿で、高台が高くシャー

プであることから豊臣前期以前に遡る可能性がある。 2は瀬戸美濃焼天目碗である。肥前陶器の存在

から遺構の時期は豊臣後期～徳川初期に位置づけられ、今回検出した遺構の中ではもっとも古い。

　SK402・403：調査区西部で検出した。整地層である第 3 層を除去していったところ、第 4 層上面

にて第 3 層を埋土とする落込みが認められ、掘削を進めたところ、東西 2 つの土壙が重複しているこ
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図 3 　地層と遺構の関係図
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とが判明した。南側をSK402・北側をSK403とするが、断面の観察では底部付近の埋土が両土壙で

連続しており、先後関係は不明であるが、先の土壙が埋まり始める前に次の土壙が掘削されたと考え

られる。

　SK402：東西1.8m以上、南北1.7m以上の土壙であるが、調査区外に続くため形状は不明である。

深さは0.4m以上である。埋土は肩部付近に加工時形成層であるシルト偽礫を含む細礫混り中粒砂～粗

粒砂があり、その上部と遺構底部付近に機能時堆積層であるシルト質中粒～粗粒砂が 5 ～10㎝堆積す

る。この機能時堆積層はSK403に連続している。このことから、SK402とSK403は併存していた時

期があることがわかる。さらに上部は第 3 層の整地層によって埋められている。第 3 層の部分からは

土師器・肥前陶器・肥前磁器・瓦片が出土した。図化できるものはないが、17世紀中葉までのもので

ある。

　SK403：東西3.0m以上、南北2.3m以上で調査区外に続くが、平面形が円形もしくは楕円形の土壙

と推定できる。深さは0.4m以上で埋土の特徴はSK402と同様である。遺物は出土しなかったが、上

述のとおりSK402と同時期に機能し、同時に埋め戻された遺構である。

　SK404：調査区東端で検出した土壙である。東西1.5m以上、南北2.0m以上、深さ0.4m以上で、調

査区外に続き、形状は不明である。底部を検出することができなかったが、掘削した限りでの埋土は

SE401
SK403SK402

SK309

SK303 SK304 SK305
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－35－



GN

GN

０ ５ｍ

１：80

０ ５ｍ

１：80

SK402

SK404

SK403

SE401

SK306

SP310

SK302

SK303SK304SK305

SK307
SK308

SK309

SK301

井戸側

Y－45,160Y－45,165

X－148,390

X－144,385

Y－45,155

Y－45,160Y－45,165

X－148,390

X－144,385

Y－45,155

第 4層上面第4層上面

第3層上面第3層上面

図 5 　第 4 層上面・第 3 層上面平面図

－36－



第 3 層であった。遺物は出土していない。

　SK402～404は大型の土壙であり、オープンの状態で機能していたことは明らかであるが、掘削の

目的は不明である。また、機能時に堆積した層はわずかであり、第 3 層の整地によって埋め立てられ

ている。ベースが崩れやすい砂層であることも考慮すると、土壙が掘削されてから長期間使用される

ことなく、第 3 層の整地が行われたと判断できる。これは一屋敷地内のあり方としては不自然であり、

整地層が厚いことからも、より広範囲な街区に及ぶ整地が行われた可能性を示すものであり、周辺の

開発の画期のひとつとして注目されよう。

　これら遺構の埋土以外の第 3 層からは土師器・丹波焼・肥前陶器・肥前磁器・瓦片など17世紀中葉

までの遺物が少量出土した。

　第 3 層上面では土壙・小穴などを検出した。以下、主要なものを記す。

　SK301：調査区東部で検出した。東西1.0m、南北0.6mの平面形が不整形の土壙で、深さは0.3mで

ある。埋土はシルト偽礫を含むシルト質中粒～粗粒砂である。丹波焼甕・肥前陶器碗・肥前磁器皿な

ど17世紀中葉以降の遺物が出土した。

　SK302：調査区北東部で検出した。東西0.5m以上、南北0.4m以上の平面形が楕円形の土壙で、深

さは0.2mである。埋土は炭・シルト偽礫を含むシルト質中粒～粗粒砂である。肥前陶器・肥前磁器片

など17世紀中葉～後葉の遺物が出土した。

　SK303：調査区南部で検出した。東西0.7m、南北1.0m以上の平面形が方形に近い土壙である。深

さは0.4mである。埋土は炭・シルト偽礫を多く含むシルト質中粒～粗粒砂である。土師器・備前焼・

肥前陶器・肥前磁器・瓦片など規模に比して多くの遺物が出土したことからゴミ穴として使用された

と考えられる。 3～ 5は土師器皿で直径 6 ～ 7 ㎝と13㎝の大小 2 種類が認められる。 6は肥前磁器碗

で、高台内には「大明年製」の銘を有する。 7は備前焼擂鉢である。これらの遺物は17世紀後葉に位置

づけられよう。

　SK304：SK303の西で検出した。南北0.6m以上で、平面形が円形あるいは楕円形とみられる土壙で、

遺構の重複からSK303よりも古い。深さは0.3mで、埋土はシルト偽礫を多く含む細礫混り中粒～粗

0 10 20㎝

1：4

1

7

2

3

6

4

5

図 6 　出土遺物実測図
SE401（ 1 ・ 2 ）、SK303（ 3 ～ 7 ）
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粒砂である。土師器皿・火入片が出土したのみである。

　SK305：SK304の西で検出した。直径0.6mの平面形が円形の土壙で、遺構の重複からSK304より

も古く、さらにはSK303より古い。深さは0.4mである。埋土はシルトが少量混る中粒～粗粒砂で、

埋土の下部には炭を多く含む。遺物は出土しなかったが、遺構の重複関係からSK303より古い17世紀

後葉以前といえる。

　SK306： 調査区南西端で検出した。 直径1.0mの平面形が円形の土壙で、 深さは0.6mである。

SK305より新しい。埋土はシルト偽礫を多く含むシルト質中粒～粗粒砂である。土師器甕・肥前陶器皿・

肥前磁器碗・瓦片などが出土したが、詳細な時期は不明である。このうち土師器甕は古代に遡るもの

である。

　SK307：調査区中央部で検出した。東西0.8m、南北1.5mの平面形が楕円形の土壙で、深さは0.2m

である。埋土はシルト偽礫を多く含むシルト質中粒～粗粒砂である。土師器皿・肥前陶器碗・肥前磁

器碗など17世紀後葉の遺物が出土した。

　SK308：SK307の上位で検出した。直径0.4mの平面形が円形の土壙で深さは0.4mである。埋土は

シルト偽礫を含むシルト質中粒～粗粒砂である。柱痕跡は確認できなかったが、形状から柱穴であっ

た可能性もある。土師器皿・丹波焼甕・肥前磁器碗など17世紀後葉の遺物が出土した。

　SK309：調査区南東部で検出した。直径1.0mの平面形が円形の土壙で、深さは0.9m以上である。

壁面はほぼ垂直である。埋土は検出した範囲では、下部がシルト偽礫を多く含む粗粒砂で、上部は炭

を多く含むシルト質中粒～粗粒砂である。遺物は出土しなかった。

　SP310：調査区西端で検出した。東西0.4m、南北0.2mの平面形が楕円形で、深さは0.2mである。

18世紀後葉に位置づけられる肥前磁器碗が出土した。

　小穴は調査地東半を中心に他にも検出されたが、組み合わせや時期を確定できるものはなかった。

　第 3 層上面の遺構は土壙が中心であり、ゴミ穴と推定できる遺構が含まれるなど、調査地は屋敷地

内に位置していたと考えられる。遺物は細片が多いが、時期的には17世紀中葉から見られ、17世紀後

葉が主体となっており、第 3 層の整地に引き続くものと判断でき、屋敷地として利用するために第 3

層の整地が行われたといえよう。一方、18世紀に降る遺構・遺物は少ない。これは18世紀代には建物

など深く掘削する必要のない遺構が配置されていたためなのか、あるいはさらに敷地が嵩上げされた

ことにより、深さ的に検出しえなかったのかは第 3 層直上まで現代の削平を受けていた今回の調査地

だけでは判断できない。

3 ）まとめ
　今回の調査ではまず、海辺の環境から次第に離水していくことが確認できた。検出したもっとも古

い遺構には豊臣後期～徳川期初頭の井戸がある。この井戸が埋没したのち、大型の土壙群が掘削され

るが、掘削後まもなく17世紀中葉、遅く見積もっても後葉には厚い整地がなされる。この整地は広範

囲におよぶ可能性が高く、当地域の開発を考えるうえで重要な手がかりとなろう。整地後は17世紀を

通じて屋敷地内として利用されたことが判明した。
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　一方、調査面積が限られていたこともあり、海辺の環境から離水していく時期や豊臣期以前の調査

地の状況については不明であり、遺構が多く見つかった17世紀代についても敷地内における諸施設の

配置の様相などは明らかにすることができなかった。また、深くまで攪乱が及んでいたため、18世紀

以降の状況も不明なものとして課題が残った。各時期の変遷をたどるためにもさらに周辺での調査成

果の蓄積が望まれる。
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南壁地層断面（北から）

第 4 層上面（東から）

第 3 層上面（東から）



北区西天満三丁目 1 －14における建設工事に伴う

天神橋遺跡（TJ18－ 2 ）発掘調査報告書
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調 査 個 所 	 大阪市北区西天満 3 丁目 1 －14

調 査 面 積 	 35㎡

調 査 期 間 	 平成30年11月15日～11月20日

調 査 主 体 	 一般財団法人	大阪市文化財協会

調査担当者	 調査課長　高橋工、大庭重信
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は旧淀川本流の大川北岸にある天神橋遺跡の西端に位置する（図 1 ）。遺跡周辺は古代の東大

寺荘園の新羅江荘、古代から中世にかけての渡辺津の推定地であり、これまで古墳時代後期～中世の

遺構・遺物は遺跡の東半で多く確認されているが、西半でも今回の調査地南東側約150ｍのTN17－

1 次調査で12世紀代の遺物が多く出土している［大阪文化財研究所2018］。また、豊臣秀吉による天満

城下町の建設以後、近世には市街地化が進み、調査地西側約200ｍにはSH10－ 1・12－ 1 次などの発

掘調査が行われた佐賀藩蔵屋敷跡が位置する［大阪文化財研究所2012］。

　当該地で行われた大阪市教育委員会による試掘調査の結果、現地表下1.9ｍ以下の深さで本格的な発

掘調査を必要とする近世以前の遺構面および遺物包含層が検出されたとの報告を受け、平成30年11月

15日より調査に着手した。当初の設計では東西3.5ｍ、南北10ｍの調査区が予定されていたが、予定

深度まで掘削して平面調査を行うには東西幅が狭いため、調査範囲を東西 5 ｍ、南北 7 ｍに変更した

（図 2 ）。また、重機掘削中に焼土層を挟む近世の遺構面が現地表下0.7ｍ以下に複数存在することが判

明し、このうち現地表下1.2ｍで確認した最下層の焼土層までを重機で除去し、焼土層に覆われた第 4

層上面より人力掘削を開始した。以後、計 4 面で平面調査を行い、遺構・遺物の検出作業を行った。

11月20日には最終検出面の記録写真を撮影した後、深掘トレンチで以深の地層の観察・記録を行い、

調査を完了した。

　本報告で用いる方位は現場で記録した街区図を 1 /2500大阪市デジタル地図に合成することにより

得た世界測地系座標に基づき、標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP±〇mと記した。なお、以下の

報告のうち、遺物に関する記載は、調査課学芸員小田木富慈美による。
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2 ）調査の結果
　ⅰ）層序

　調査地の現地表面はTP+3.2ｍ前後で平坦である。TP－0.1ｍまでの深さ3.3ｍの地層を観察し、近

現代の攪乱埋土および盛土層である第 0 層以下を、第 1 ～ 7 層に区分した（図 3 ・ 4 ）。第 1 ～ 3 層ま

では重機で除去し、第 4 ～ 6 層を平面調査の対象とし、第 7 層は深掘りトレンチ断面で確認した。

　第 1 層：浅黄色（2.5Y7/4）中粒～粗粒砂からなる盛土層で、層厚は最大で15㎝ある。西壁断面では、

本層上面が被熱によって赤色化していた。本層より上から掘られた遺構としてSK01・04・06、SD07

がある。これらの遺構および下位層に伴う遺物から、第 1 層の年代は18世紀前半～中頃と考えられる。

　第 2 層：上部がにぶい黄色（2.5Y6/4）細粒～中粒砂、下部がオリーブ褐色（2.5Y4/4）シルト質細粒

～中粒砂からなり、ともに焼土・炭を多く含む盛土層である。層厚は20～30㎝あり、本層中には休止

面があり、SD08が掘られていた。

　第 3 層：オリーブ黄色（5Y6/3）シルト質細粒～中粒砂からなり、下部にシルト偽礫を含む盛土層で、

層厚は20㎝前後ある。調査区西半では下部に焼土・炭を多く含む。下位層の遺構出土遺物から、下部

の焼土・炭層は1724年の妙知焼によるものと考えられる。

　第 4 層：黄灰色（2.5Y4/1）細粒～中粒砂からなり、シルト偽礫を多く含む盛土層である。層厚は最

大で30㎝ある。本層上面でSK02・03・05・10～14、SE09、瓦敷22・23を検出し、最も新しい時期

の遺物は18世紀前葉である。また、第 4 層からは肥前磁器の染付碗 7が出土した（図 7 ）。口縁部外面

に波状の文様を施し、17世紀中葉に属するものである。第 4 層の年代は下位層の遺構に伴う遺物から、

これよりやや新しい17世紀後半と考えられる。

　第 5 層：上部が黄褐色（2.5Y5/3）極細粒砂偽礫を多く含む細粒砂層、下部がにぶい黄褐色（10YR5/3）

シルト偽礫混り細粒～中粒砂からなる盛土層で、上部には炭粒が多く含まれる。層厚は30～40㎝あり、

本層上面でSK15・17・18、SE19を検出した。第 5 層からは中国産白磁の端反皿 6が出土した（図 7 ）。

景徳鎮産で、17世紀前葉以前のものであろう。第 5 層の年代は、上面遺構に伴う遺物から豊臣期～17

世紀中葉の間と考えられる。

　第 6 層：にぶい黄褐色（10YR4/3）細粒～中粒砂からな

る古土壌で、層厚は20㎝前後ある。古代から中世までの

遺物を含み、本層上面でSK20、本層下面でSK21を検出

した。第 6 層から出土した 1～ 5を図化した（図 7 ）。 1・

2は土師器皿である。1は「て」の字状口縁を呈するもので、

2は口縁部を短く折り曲げ、いわゆるコースター形を呈す

る。 3は須恵器壺で肩部に突帯を有する。 4は瓦器椀であ

る。5は瓦質土器の甕で、外面に細かい平行タタキを施す。

以上は12～14世紀に属する。

　第 7 層：明黄褐色（2.5Y7/6）～灰白色（2.5Y8/1）細粒
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1：浅黄色（2.5Y7/4）中粒～粗粒砂（第 1 層）
2：にぶい黄色（2.5Y6/4）炭・焼土含む細粒～中粒砂（第 2 層）
3：オリーブ褐色（2.5Y4/4）炭・焼土含むシルト質細粒～中粒砂（第 2 層）
4：オリーブ黄色（5Y6/3）下部にシルト偽礫含むシルト質細粒～中粒砂（第 3 層）
5：褐色（10YR4/6）シルト偽礫含む細粒砂（第 4 層）
6：黄灰色（2.5Y4/1）シルト偽礫＋細粒～中粒砂（第 4 層）
7：黄褐色（2.5Y5/3）上部に炭粒を含む極細粒砂偽礫＋細粒砂（第 5 層）
8：にぶい黄褐色（10YR5/3）シルト偽礫混り細粒～中粒砂（第 5 層）
9：にぶい黄褐色（10YR4/3）細粒～中粒砂（第 6 層）
10：明黄褐色（2.5Y7/6）～灰白色（2.5Y8/1）細粒砂～細礫（第 7 層）

A：にぶい黄色（2.5Y6/4）焼土・シルト偽礫含む細粒砂（未命名遺構）
B：褐色（10YR4/4）礫混りシルト質中粒～粗粒砂、上部に漆喰片多い（SK04）
C：にぶい黄色（2.5Y6/4）上部：細粒砂～砂質シルト互層、中部：炭混り砂質シルト、
　　下部：細粒砂（SD07)
D：暗褐色（10YR3/4）上部に焼土・炭多く含むシルト質細粒～中粒砂（SE09）
E：オリーブ褐色（2.5Y4/3）瓦集積（SK10）
F：にぶい黄褐色（10YR4/3）細粒砂～礫（SE19）
G：褐色（10YR4/4）シルト混り細粒～中粒砂（SE19）
H：暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト（SE19)
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図 4 　東壁地層断面図

砂～細礫からなる河成層で、TP± 0 ｍ前後では細礫～極粗粒砂であるが、上方へ細粒化し、TP+0.5

ｍより上は細礫を含む細粒～中粒砂となり、部分的に礫が並ぶ箇所もある。遺物は出土しなかった。

　ⅱ）遺構

　第 4 ～ 6 層の各層上面、および第 6 層下面で遺構検出作業を行った。

a. 第 6 層上面・下面の遺構（図 5 ）

　調査区南半の第 6 層上面でSK20、第 6 層下面でSK21を検出した。

　SK20は東西長約0.9ｍ、深さ0.1ｍの浅い窪み状の遺構で、瓦器椀の小片が出土した。

　SK21は調査区の南端で第 6 層を掘削中にシジミが集積する箇所を確認し、最終的に第 6 層下面で

0.2ｍ、深さ0.05ｍの窪みとして残ったもので、本来は第 6 層中から掘られたものと考えられる。なお、

SE19の約 1 ｍ東側でも第 6 層中にシジミが集中する箇所が見られた。

　SK21から出土した遺物はシジミの他に 8・ 9がある（図 7 ）。 8は土師器杯Cの口縁部で、 7 世紀後

半に属する。 9は土師器皿で、口縁部を軽くつまんで外反させる。細片のため時期比定が困難である

が、11～12世紀に属するものであろう。 9がシジミの廃棄された時期を示すと考えられる。天神橋遺

跡や大坂城下町では、中世貝塚においてはヤマトシジミが主体となることが指摘されており［池田研

2004］、TN04－ 1 次調査でも平安時代前半と考えられる土壙からシジミが大量に出土している［大阪

市教育委員会・大阪市文化財協会2005］。本調査地でもこれらと同様の傾向といえる。

b. 第 5 層上面の遺構（図 5 ）
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第 6層上面・下面

第５層上面

図 5 　第 6 層上面・下面遺構（上）および第 5 層上面遺構（下）平面図
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　SK15・17・18、SE19および礎石とみられる石を 3 基検出した。

　SK15・17・18は調査区西壁沿いで検出した南北に並ぶ方形土壙である。SK18は南北1.4ｍ、東西0.3

ｍ以上、深さ0.7ｍあり、掘削後すぐに埋められており、中層には炭が多く含まれていた。17世紀中

葉の肥前磁器などが出土した。SK15・17はこれよりやや浅く深さ0.5ｍ程で、埋土は共通する。17世

紀中葉～後半にかけての遺物が出土しており、これらは屋敷地の一角に設けられたゴミ穴の可能性が

ある。

　SE19は掘形が直径約1.5ｍ、井戸側が直径0.6ｍ、深さ1.5ｍの井戸である。西側に南北0.8ｍ、東西

0.5ｍ、深さ0.9ｍの張出し状の土壙が取り付き、底に30×15㎝の平石を据えていた。埋土が共通する

ために一連の施設と考えられ、痕跡は確認できなかったが、平石の上に井戸に付随する柱を立ててい

た可能性もある。

　SE19からは10・11が出土した（図 7 ）10は黒色土器A類の椀で、 9 世紀に属する。下位層からの混

入品であろう。11は瀬戸美濃焼の天目碗である。器高が低く口縁部の屈曲は小さい。豊臣期に属する

ものであろう。

　また、SE19の南側では10～15㎝の石が 3 基、東西1.4ｍ、南北0.9ｍの間隔をおいて出土した。配

置から建物の礎石の可能性があり、井戸に近接して小型の建物があったと考えられる。

c . 第 1 ～ 4 層上面の遺構（図 4 ）

　第 4 層上面で平面調査を行い、第 4 層上面の遺構と第 3 層より上から掘られた遺構を同時に検出し、

後者は調査区壁面の地層より帰属層準を判断した。

　第 4 層上面の遺構はSK02・03・05・10～14、SE09、瓦敷22・23がある。また、調査区北東部は

第 4 層上面が焼けており、焼土・炭が多く分布していた。火災は妙知焼に伴うものと考えられる。

　SK02・11～14は第 4 層上面を覆う焼土を多く含む小型の土壙である。SK14はSK03に切られる浅

い方形の窪み状の土壙で、底に被熱痕が見られた。南端の東西両端がさらに窪み、石を据えた跡かも

しれない。SK03は平面が直径1.7ｍ、深さ約1.0ｍの大型土壙で、焼けた瓦や陶磁器類が多く出土した。

SK10は炭が多く出土したSK05に切られる直径0.8ｍ、深さ0.8ｍの土壙で、大量の瓦を廃棄していた。

SK10・14以外は、火災後の片付けに伴って掘られたものと考えられる。

　SE09は調査区北東側で検出した井戸で、掘形の直径が1.0ｍ、井戸側の直径が0.8ｍ、深さ1.3ｍある。

井戸側の裏込めに平瓦の破片を詰めており、埋土上半に焼土・炭を多く含む。SK03に切られていた。

　瓦敷22は焼土・炭が分布する範囲の南端で検出し、平瓦を 2 ～ 3 列重ねてコの字状に立て据えてい

た。瓦敷23は調査区南端の第 4 層中で検出したもので、掘形は確認できなかった。平瓦を東西方向

に重ねて並べたもので、東西1.2ｍまで確認した。後述する上層の遺構であるが近接して同一方向の

SD07・08があり、一定期間敷地内で土地利用の境があった可能性がある。

　以上の遺構のうち、第 4 層上面で検出したSK03・10出土遺物を図化した（図 7 ）

　SK03から出土した遺物は12～24である。12～19は肥前磁器である。12～14は染付碗で、12は半球

形を呈し、出土遺物の中では最も新相に属する。15は染付の皿、16は三足を有する青磁の皿である。

17は染付蓋、18は染付鉢でいずれも被熱が著しい。19は染付の蓋物である。20は肥前陶器で内野山系
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図 6 　第 4 層上面および上位の遺構平面図

の皿である。21は関西系陶器の碗で、器高が高く、色絵を施す。22は堺擂鉢で、注口部上面に「上長」

の刻印を有する。23は備前焼とみられる壺で、体部外面にヘラ記号を有する。器壁が厚く、口縁部は

短く外反する。被熱が著しく外面の調整は不明である。24は土師器の羽釜である。以上は一部に17世

紀代に遡るものを含むがおおむね18世紀前葉に属する。

　SK10出土遺物は25～27がある。25は関西系陶器の土鍋で、器壁が薄い。26は関西系陶器の水注で、

底部外面に判読不明の墨書を有する。27は備前焼の鉢である。以上は18世紀前葉に属するものであろ

う。

　第 2 層中の遺構はSD08がある。幅0.5ｍ、深さ0.2ｍの東西方向の溝で、埋土に焼土・炭を多く含む。

　第 1 層上面の遺構はSK01・04・06、SD07がある。
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図 7 　出土遺物実測図

第 6 層（ 1 ～ 5 ）、第 5 層（ 6 ）、第 4 層（ 7 ）、SK21（ 8 ・ 9 ）、SE19（10・11）、SK03（12～24）、SK10（25～27）
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　SK01は調査区北西端で検出した、大量の焼けた瓦を含む土壙である。付近の第 1 層上面は被熱

により赤色化しており、火災後の片付けに伴うものであろう。18世紀中葉の土師器皿が出土した。

SK04は調査区東端で検出し、直径0.9ｍ前後の掘形をもつ。大半が調査区外のため一部を掘り下げた

のみであるが、形状から井戸の可能性もある。SK06は調査区北東端で検出した土壙で、焼土を多く

含み、SK01と同様の機能が考えられる。SD07は調査区南端で検出した東西溝で、水が流れた跡があ

ることから敷地内の排水溝であろう。

　

3 ）まとめ
　今回の調査では、中世から近世にかけての遺構を確認した。

　最も古い遺構は第 6 層下面のSK21で、11～12世紀にシジミを投棄していた。また、遺構の時期を

示すものではないがSK21からは 7 世紀に遡る土器も出土した。

　第 5 層上面で検出した17世紀中葉～後半の遺構群が、当地が市街地化する最初の段階のもので、

SE19からは豊臣期の遺物も出土することから、開発の開始が豊臣期に遡る可能性もある。以後、第

4 層上面で1724年の妙知焼で焼失したと考えられる遺構群、18世紀中頃の火災に遭った第 1 層上面の

遺構群などを検出した。この間、井戸や東西溝が近接した位置で継続して存在することから、町屋と

みられる当地の敷地内の土地利用が、開発当初から少なくとも18世紀中頃まで踏襲されていたことが

推測される。

参考文献

池田研2004「大坂城下町出土の貝類の分析」：大阪市文化財協会『大坂城下町跡』Ⅱ　pp.452－467

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2005、「天満本願寺跡発掘調査（TN04－ 1 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包

蔵地発掘調査報告書（2002・03・04）』、pp.13－32

大阪文化財研究所2012『佐賀藩蔵屋敷跡発掘調査報告』

大阪文化財研究所2018「北区西天満三丁目59－ 1 における建設工事に伴う天神橋遺跡発掘調査（TN17－ 1 ）報告書
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第 4 層上面遺構検出状況
（南から）

第 5 層上面遺構検出状況
（南から）

東壁地層断面
（西から）



北区天神橋一丁目30－ 4 他 3 筆における建設工事に伴う

天神橋遺跡発掘調査（TJ18－ 3 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市北区天神橋 1 丁目30－ 4 他 3 筆

調 査 面 積 	 150㎡

調 査 期 間 	 平成30年12月17日～平成31年 1 月10日

調 査 主 体 	 一般財団法人	大阪市文化財協会

調査担当者	 調査課長　高橋工、大庭重信
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は淀川デルタに形成された天満砂堆の南部、天満天神社（大阪天満宮）正門の約80ｍ南東に位

置する（図 1 ）。天神橋遺跡の東部に当る天満天神社周辺は一帯の中でも最も標高が高く、TP+2.0～

2.5ｍの古土壌が分布し、南側を西流する大川に近接したエリアを中心に古代から中世にかけての遺

構・遺物が複数地点で確認されている［大阪文化財研究所2011］。豊臣期～徳川期の遺構も検出されて

おり、今回調査地北隣のTJ17－ 3 次調査では17世紀後葉に遺構・遺物が増加し、17世紀末の大規模

な整地が天満宮の参道整備を含む一帯の開発の画期となる可能性が指摘されている［大阪市教育員会・

大阪文化財研究所2019］。また、南西側100ｍの天満宮参道に面したTJ16－ 5 次調査やさらに南側の

TJ08－ 3 次調査では、豊臣後期以降、18世紀までの間に付近で鍛冶生産を行っていたことが判明し

ており、1696（元禄 9 ）年刊行の『難波丸』や1679（延宝 7 ）年刊行の『難波鶴』に「天満鳥井ノ前」「天満

鳥居筋」に鍛冶職人がいたという記録を裏付ける成果が得られている［大阪市教育委員会・大阪市文化

財協会2010、大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2018］。

　当該地で大阪市教育委員会が行った試掘調査により、地表下2.2ｍ以下の深さで本格的な発掘調査を

必要とする近世以前の遺構面・遺物包含層が検出されたという報告を受け、平成30年12月17日より調

査を開始した。調査箇所は敷地内西部の南北15ｍ、東西10ｍの範囲で、掘削によって生じた土砂の仮

置きスペースを確保するために調査範囲を南北に分けて反転掘りし、12月17日より南半（南区）、12月

26日より北半（北区）の調査に着手した（図 2 ）。調査の方法は、地表下2.0ｍまでの現代盛土および攪乱

層（第 0 層）と直下の第 1 層を重機で除去し、以下を人力によって掘り下げ、遺構・地層の記録や遺物

の補集を行った。南区・北区ともに調査区内の西半に旧建物の基礎が深く及んでおり、これにより遺構・
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地層の遺存状況は芳しくなかった。平成31年 1 月10日には北区の最終遺構面の写真記録を行ったのち、

調査区中央で深掘りトレンチを設けて基盤層の観察・記録を行い現地での作業を終了した。

　なお、基準点はMagellan社製ProMark 3 により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく

座標北を基準とした。標高はT.P値（東京湾平均海面値）でTP+〇mと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ～ 5 ）

　調査地の現地表はTP+5.2～5.5ｍとほぼ平坦である。現地表下5.0ｍまでの地層を、第 0 ～ 6 層に区

分した。

　第 0 層：現代の盛土層および攪乱層で、層厚は平均150㎝であるが、南区・北区とも調査区内に旧

建物基礎による撹乱が深さ3.5ｍ以上にわたって存在する。

　第 1 層：浅黄色（2.5Y7/4）細粒～粗粒砂からなる盛土層で、層厚は最大で30㎝ある。上は削平を受

けており、本来の厚さは不明である。本層より上から18世紀以降の遺物を含む遺構が掘られていた。

　第 2 層：黄褐色（2.5Y5/4）や暗オリーブ色（5Y4/3）のシルト偽礫を含むシルト質細粒～粗粒砂を主

体とする盛土層で、層厚は調査区西壁で25～40㎝あった。北区北西部では本層に相当する白色砂層が

厚く堆積しており、ここから17世紀末に位置づけられる備前焼灯明皿46と肥前磁器瑠璃釉蓋物47、同

染付碗48が出土した（図10）。遺構と出土遺物の年代から、第 1 層および第 2 層は北側のTJ17－ 3 次

調査で大規模な整地層とされる第 4 層に対比できる可能性がある。本層上面で土壙 1 基を検出したほ

か、本層中で石および石列が出土したが、本層上面が一定期間生活面であった様子は認められず、第

1 層と一連の盛土であった可能性がある。

　第 3 層：暗灰黄色（2.5Y5/2）炭混りシルト質細粒砂

からなる盛土層で、層厚は40㎝ある。本層上面で17世

紀中～後半の遺物を含む遺構を検出した。

　第 4 層：にぶい黄色（2.5Y6/3）シルト質細粒砂から

なる盛土層で、層厚は30～40㎝ある。時期は明らかに

出来なかった。

　第 5 層： 暗色化した細粒砂層で、 第 5 － 1 層と第

5 － 2 層に区分した。 第 5 － 1 層はにぶい黄褐色

（10YR4/3）細粒砂からなり、炭粒を含む。層厚は15㎝

あり、下位層との層境は不明瞭であるが、人為的な攪

拌を受けており、下位の第 5 － 2 層を母材とした作土

層と判断した。上面では、部分的に畠の畝の可能性が

ある南北方向の凹凸を確認した。上面の標高はTP+5.3

ｍでほぼ平坦である。第 5 － 1 層からは土師器皿 7・8、

瓦器椀 9・10、緑釉陶器皿11・壺もしくは瓶12、中国

SK21他SK21他

SK26他SK26他

畠？畠？

SK17SK17 石A・石列B石A・石列B

SD27SD27

第 0層第0層
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図 3 　地層と遺構の関係図
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産白磁皿13、管状土錘14が出土した（図 6 ）。 9・10は13世紀代のものである。

　第 5 － 2 層は黄褐色（2.5Y5/4）細粒砂からなる古土壌で、層厚は15㎝である。下位層との層境は不

明瞭で、生物擾乱の跡が顕著に見られる。下面で土壙を複数検出した。第 5 － 2 層からは、土師器杯

2・甕 3、須恵器蓋 4、黒色土器A類椀 5、製塩土器 6が出土した（図 6 ）。 2は内面に縦方向に 3 条の

線刻が見られる。これらは 8 世紀後半～ 9 世紀前半にかけての時期のものである。
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　第 6 層：天満砂堆を構成する河成の砂礫層で、第 6 － 1 層と第 6 － 2 層に区分した。北区の深掘り

トレンチではTP+0.2ｍの深さまで確認した。第 6 － 1 層は浅黄色（2.5Y7/3）の均質な細粒砂からな

り、層厚は50～60㎝ある。ラミナは明瞭ではないが、堆積物中に雲母片が目立つことから、大川の増

水時に砂堆内に流入した越流堆積層とみられる。下限付近で生物擾乱が認められることから、全体が

堆積後に擾乱を受けたと判断される。本層の最上部（図 5 ）で庄内式期とみられるタタキ甕の体部の破

片 1が出土し（図 6 ）、土壌生成が進行する以前の第 6 － 1 層堆積後間もない時期を示すものであろう。

　第 6 － 2 層は北区の深掘りトレンチで層厚140㎝まで確認し、上・中・下部に細分できる。下部層

は深掘りトレンチ底付近で確認した灰白色（2.5Y7/1）極粗粒砂～細礫層である。中部層はTP+0.3～

1.3ｍで確認した黄色（2.5Y8/6）ないしは明黄褐色（10YR7/6）礫混り細粒～粗粒砂からなる。地下水

の影響による汚染がひどく堆積構造ははっきりしないが、断続的に分布する泥層を手掛かりにすると

複数の堆積ユニットが確認できる。特に中位付近では北西から南東方向に傾斜するトラフ型ラミナが

観察された。上部層はTP+1.3～1.6ｍで確認した灰白色（2.5Y8/1）礫混り中粒砂～細粒砂からなり、

上方細粒化する。

　ⅱ）遺構と遺物

　a . 第 5－ 2層下面（図6・ 7）

　SK19・32～36　南区でSK19、北区でSK32～36の6基の小型の土壙を検出した。埋土は第5－ 2層

と共通し、検出面からの深さはSK19・32・33・35が0.3m前後、SK34・36が0.2m弱である。遺物が出

土しなかったSK36以外、各遺構には土師器や須恵器の小片が含まれていた。より上位の遺構ではある

が、SK15からは8世紀末頃の土師器杯15、SK28から9世紀代の黒色土器A類椀16が出土している。また、

SK33からは工字状土錘17が出土した。
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図 6 　中世以前の地層・遺構出土遺物
第 6 － 1 層最上部（ 1 ）、第 5 － 2 層（ 2 ～ 6 ）、第 5 － 1 層（ 7 ～14）、SK15（15）、SK28（16）、SK33（17）
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図 7 　第 5 － 2 層下面・第 5 － 1 層上面検出遺構平面図
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　b . 第 5－ 1層上面（図6・ 7）

　第5－ 1層は人為的な擾乱を受けていることから、上面で精査を行ったところ、南区の北東部と南西

部で南北方向のわずかな凹凸を確認した。北東部のものは幅0.3m程の窪みがこれと同じ間隔をおいて

2列確認され、畠の畝・畝間の可能性がある。第5－ 1層に含まれる出土遺物から13世紀に遡ると考え

られる。

　c . 第 3層上面（図8～10）

　17世紀中～後葉の遺構を検出した。調査区の西半と東半とで遺構の性格が分かれ、東半には焼土・炭・

鞴羽口・椀形滓などを廃棄した土壙群が分布するのに対し、西半には石組をもつ南北溝SD27が存在し、

SD27が土地利用の境界であったようである。

　SK13～16・18・25・26・28～31　調査区の東半で検出した焼土・炭・鞴羽口・椀形滓などが多く出

土する土壙である。規模や形状、埋まり方は様々で、SK26は南北3.0m以上、東西2.0m程、深さが1.5m

のほぼ垂直に掘られた大型土壙で、底付近に炭層が集積しており、その上を白色砂で埋め、最終的にシ

ルト偽礫や焼土で埋めていた（図9）。SK25は北区の南壁付近で一部のみ確認した。東西1.0m、深さ0.6m

のほぼ垂直に掘られた土壙で、全体を炭・焼土で埋めていた。この他、緩やかな傾斜をもって掘られた

不整形の大型土壙SK13・29・31、溝状に掘られた小型土壙SK16などがある（図9）。付近の鍛冶工房

で生じた廃材の捨て場として継続して利用されたとみられる。

　これら鍛冶関連廃棄土壙の出土遺物は18～34・36～43を図化した（図10）。

　SK13出土の18は灯明皿に使用した土師器皿、19は土師器大皿、20は肥前陶器碗、21は肥前磁器染付碗、

22は同小杯で、17世紀中～後葉に位置づけられる。SK16出土の23は肥前磁器染付碗、24は同青磁香炉

で17世紀中～後葉、SK25出土の25は肥前磁器青磁碗で17世紀中葉にそれぞれ位置づけられる。SK26

出土の26は灯明皿に使用した土師器皿、27は土師器椀、28は肥前磁器染付碗、29は同白磁皿で、27は

類例を知らないが他は17世紀中～後葉に位置づけられる。SK31出土の30は瀬戸美濃焼志野皿、31は肥

前磁器染付鉢、32は肥前陶器蓋、33は中国産青花輪花皿、34は同小杯で17世紀中葉に位置づけられる。

　また、鞴羽口はSK13出土の36、SK16出土の37～39、SK25出土の41、SK26出土の42・43、SK31出

土の40を図化した。いずれも胎土に砂粒を多く含み、直径8 ㎝前後のものが主体を占め、37は直径6

㎝前後とやや小さい。また、42は孔径が大きく、器壁が約1 ㎝と薄いもので、羽口の基部の部分かも

しれない。38・39・41・42は孔内に鉄滓が付着しているが、廃棄後の埋没時に付着したものであろう。

　SD27　北区の西部で検出した、西辺に石組をもつ南北溝で、北半は現代の建物基礎による攪乱で西

辺の石組のみ遺存し、南半で幅0.3～0.5ｍの溝を検出した。石組に使用していた石の多くは溝内に落ち

込んでいたが、原位置を留める個所では2段積まれており、2段目の石の上端から溝底までの深さは約

0.4mである。南区では溝の続きは検出できず、現代の攪乱が及ぶ南区北半付近で途切れていた可能性

がある。出土遺物は肥前磁器青磁碗35を図化した。17世紀中葉のものである。

　d . 第 1・ 2層上面（図8・10）

　重機掘削で第2層上面まで掘り下げて検出した遺構を併せて報告する。第2層上面の遺構は南区の

SK17とその東側にある石A、および北区南半の石列Bで、それ以外は第1層より上から掘られた遺構
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である。

　SK17　南区南西端の壁際

で検出した円形土壙で、直径

1.6m以上、 深さ1.0mある。

17世紀中葉の陶磁器類が出土

したが、古い時期の遺物の混

入であろう。

　石A　南区のSK17の東側

で検出した一辺0.3m程の平

石で、建物の礎石の可能性も

あるが調査区内ではこれと組

み合うものは確認できなかっ

た。石は第 2 層内に据えられ

ており、直上には小規模な土

壙が第 1 層の上から掘られて

いることが断面で確認できる

ことから、石の上に据えられ

た柱を抜き取った跡の可能性

もある。

　石列B　北区の南半で南北に2列に並ぶ平石を6基検出した。この石も第2層内に据えられていたが、

性格は不明である。

　SE04・07・23　調査区内で井戸を 3 基検出した。SE04は南区南東隅、SE07は南区南西隅、SE23

は北区南部に位置する。全体を検出したSE23は掘形が直径1.7mの円形、井戸側が直径0.8mの円形で、

廃絶時に井戸側内を白色の砂で埋めていた。深さは1.8mまで確認した。SE04・07も廃絶時に白色の砂

で埋めていた。遺構の年代を示す遺物は得られなかったが、SE04は18世紀後半～19世紀前半の遺物を

含むSK01と重複し、これより古い時期のものである。

　埋甕08　南区東部で第2層掘削中に検出した丹波焼大甕を用いた埋甕遺構である。甕内から出土した

肥前磁器染付碗44、軟質施釉陶器翁面45を図化した。44は17世紀末～18世紀初頭に位置づけられるも

のである。45は裏面に横方向の突帯を貼り付け、縦方向の小孔を通しており、他の部位と連結できるよ

うにしている。

　SK03・20・21　焼けた瓦と焼土・炭を多く含む大型の土壙で、火事場整理の際の廃棄土壙であろう。

SK03からは18世紀後半、SK20からは18世紀後半～19世紀前半、SK21からは18世紀前半の陶磁器類が

出土した。

　SK01　南区南壁付近で検出した大型の土壙で、調査区内では東西方向の北辺と西側で北に折れ曲が

るL字の形をなす。北側は現代の攪乱で削平され不明である。東西長は3.0ｍ以上、北側に折れ曲がる部

N S
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1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）極細粒砂偽礫＋細粒砂＋炭
2 ：にぶい黄橙色（10YR6/4）極細粒砂偽礫＋細粒～中粒砂
3 ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）極細粒砂偽礫＋細粒砂＋炭
4 ：灰色（5Y4/1）シルト～極細粒砂偽礫＋細粒～中粒砂＋炭
5 ：暗褐色（10YR3/3）シルト偽礫＋細粒砂質シルト
6 ：黒褐色（10YR3/2）極細粒砂偽礫＋細粒～中粒砂＋炭

1 ：黒色（5Y2/1）シルト質細粒砂＋焼土
2 ：暗オリーブ色（5Y4/3）シルト偽礫＋細粒砂
3 ：オリーブ黒色（5Y3/1）炭混りシルト質細粒砂
4 ：黄褐色（2.5Y5/4）シルト偽礫＋細粒砂
5 ：黒褐色（10YR3/2）シルト質細粒砂＋炭

6 ：浅黄色（2.5Y7/4）細粒砂
7 ：浅黄色（2.5Y7/4）細粒砂
8 ：灰黄褐色（10YR4/2）シルト偽礫＋炭
9 ：褐色（10YR4/6）細粒砂
10：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）シルト偽礫＋細粒砂

図 9 　SK13・16・26断面図
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分の東西幅は1.4mある。南壁断面での観察によると、深さ1.8m程掘削した後に一部を埋め戻して底を

平坦に整え、北へ折れ曲がる部分と東側とでは段差があり前者が0.5m低い。その後、東から焼土・炭

を挟みつつ偽礫や砂で埋めていた。また、SK01の西辺でSK01に切られる複数の掘込み跡SK09～11を

検出しているが、これらもSK01の最初の掘削に伴うものの可能性がある。埋土からは18世紀後半～19

世紀前半の遺物が出土しており、19世紀前半には廃絶したと考えられるが、性格は不明である。

　SK05・17・22・37　SK05・17は南区南西端、SK22は北区北東端、SK37は北区西端でそれぞれ一

部を検出した土壙である。SK37は調査区内では現代の攪乱により破壊されており、壁面でのみ確認した。

時期を示す遺物は出土しなかったが、断面観察からSK05はSK03に切られていることから18世紀後葉

以前、SK37はSK03およびSK21に切られていることから18世紀前葉以前の時期と判断される。

3 ）まとめ
　今回の調査の成果は、以下の通りである。

　①天満砂堆を構成する河成層上半の第 6 － 1 層最上部から庄内式期の土器片が出土した。本層は大

川増水時に砂堆内に流入した越流堆積層とみられ、土器は堆積直後の時期を示す情報となる。

　②第 5 － 2 層および本層下面で古代（ 8 世紀後半～ 9 世紀）の遺構・遺物を、第 5 － 1 層上面で中世

（13世紀）とみられる畠跡を検出し、これまでの調査結果を裏付ける古代から中世にかけての人間活動

の痕跡を確認した。

　③17世紀中～後葉の鍛治関連遺物を廃棄した土壙を多数確認し、南側のTJ16－ 5 ・08－ 3 次調査

地だけでなく当地でも鍛治生産が行われていたことが判明した。今回の調査では、17世紀末以降、鍛

治関連遺物は出土しなくなる。北隣のTJ17－ 3 次調査の成果を参照すると、17世紀末の天満宮周辺

の整備に伴い工房も他所へ移転した可能性が考えられる。
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南区南壁地層断面

南区西壁地層断面

北区深掘りトレンチ
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北区第 5 － 2 層下面遺構検出状況（西から）

南区第 5 － 1 層上面遺構検出状況（南から）

図
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南区第 3 層上面遺構検出状況（東から）

北区第 3 層上面遺構検出状況（東から）

図
版
三



都島区網島町 4 － 3 ・40－ 3 における建設工事に伴う

網島町遺跡発掘調査（AG18－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市都島区網島町 4 － 3 ・40－ 3

調 査 面 積 	 780㎡

調 査 期 間 	 平成30年 8 月 1 日〜10月25日

調 査 主 体 	 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者	 調査課長　高橋	工､ 趙	哲済、桑原武志
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1 ）調査に至る経緯と経過
　網島町にある藤田美術館の敷地は、浄瑠璃「心中天網島」で知られる浄土宗大長寺のもと境内であっ

た。明治の終盤に実業家・藤田伝三郎が宅地用地として買収し、その後美術館となった。大長寺は移

転し、現在、都島区中野町にある。

　大長寺の建立年には 2 説ある。『大阪府全志』によれば「慶長十年七月鯰江備中守の建立なりといふ」

とあり、すなわち慶長10（1605）年とする説と、浄土宗寺院の由緒を書き上げた『蓮門精舎旧詞』には「起

立　慶長元丙申歳」とあり、すなわち慶長元（1596）年とする説である（註 1 ）。

　網島町は上町台地の北先で、北からの大川と東からの寝屋川・鯰江川とが合流する地点にある。網

島町一帯は中世末以降、大坂本願寺や豊臣氏大坂城、徳川氏大坂城などにより台地の北端が重要な治

世地域として位置づけられたため、古くから治水の要衝にあったと考えられる。しかし、大川右岸が

豊臣前期に天満本願寺を護る堤が築かれたのに対して（TW08－ 1 ・TW12－ 1 の両調査地で検出）、

大川左岸・寝屋川右岸にある当地域についてはほとんど状況が分かっていなかった。唯一、当該地の

北側約160mで実施されたAG10－ 1 次調査で、19世紀前半の石積み遺構や18世紀に遡る可能性のあ

る盛土が見つかっていたに過ぎない。その後、美術館建替え計画に伴って、平成30年 4 月26日に大阪

市教育委員会による試掘調査が行われたところ、近世の磁器のほか、地表下1.4m以下に近世以前の堤

かと疑われる斜面が検出された。これにより当地での本格調査が実施されることになった（図 1 ）。

　調査は旧美術館建物の解体作業が続く中、開発業者により地表下1.4m（後述する第 2 層下部〜第 3
舎
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層内）まで掘削された後の平成30年 8 月 1 日に開始した。当初計画では建物の解体作業と競合しない

ヤード分け設計であったが、解体工事の終了が 8 月末まで遅れることが明らかとなったため、北側の

解体関係車両の稼働スペースと東側の解体業者用通路を残す必要から、範囲全体を少し西側に寄せて、

南北30m、東西26mで実施することになった。また、工事車両が接近する北壁際は、安全確保のため

に解体工事が終わるまで調査を行わないことにした。

　しかし、解体工事は 9 月以降も続き、南側・西側での塀の解体も含め、全景写真撮影の半日を除い

て、ヤード分けは配慮されなかった。さらに、工事用の大型敷鉄板がバックホーのキャタピラに巻き

込まれて持ち上がり、調査区内に落下しかける人身事故寸前の状況もあった。そのような状況に加え

て、 8 月は猛暑日が続く過酷な環境での調査となり、作業員不足も常態化した。

　発掘調査では調査区を調査区外周の基点から10m間隔で 9 区に分けて実施した（図 2 ）。大長寺の墓

や井戸、畠などの徳川期の遺構のほか、試掘調査結果から期待された豊臣前期に遡る大規模な堤遺構

（後述）を検出することができ、写真と図面の記録保存に努めた。しかし、解体工事との競合、酷暑、

作業員不足のため調査効率は上がらず、調査期限が実働 2 週間後に迫ってきた10月上旬、全域調査の

継続を堤の形状が検出できたところで断念し、その後、調査範囲をA2－ 3 ・B2－ 3 区を中心に 4 分

の 1 に縮小して堤の内部の調査を行い、10月25日に現場調査を終了した。

　本報告で用いた基準点はMagellan社製ProMark3により測位した。また、方位は世界測地系に基づ

く座標北を基準とした。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP±〇mと記した。

　本調査終了後、大阪市教育委員会と協議の上、遺跡の古環境変遷と大長寺の墓の検討のため、年代

測定、花粉・珪藻・プラントオパール分析を株式会社古生態研究所に、人骨分析を安部考古動物学研

究所にそれぞれ委託した。

　遺物の観察と記述は、主として学芸員の小田木富慈美が担当した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）地形と層序

　もと大阪市公館や藤田美術館のある網島町の西部、本調査地の東・南側道路と大川左岸の護岸法面

とに囲まれた三角地帯は、網島町の中ではTP+3mを超える標高の高い地域である。本調査地はその

中でTP+3.2〜3.6mの高さにある。一方、道路を挟んで東・南側はTP+2m代に下がる。

　調査地の地層は調査区南壁を基準に、レンガや土管などを含む近代・現代の整地層・攪乱層（第 0 層）

の下位を14層に区分した。第 1 層から第 6 層までは全域で、第 7 層から下位は深掘区で詳しく観察し、

各層を適宜細分した。なお、各層厚は 5 ㎝刻みの概数である（図 3・5・6 、図版 1 ）。なお、堤（堤防）

の呼称は図 4 による。

　 a ．第 1 〜 2 層：近世・近代の盛土層と整地層の互層

　第 1 層はにぶい黄褐色（10YR5〜7/4）砂礫・砂の盛土・整地層と黒色（2.5Y2/1）コークス状廃棄物

の整地層などからなる19世紀以降の客土層である。全層厚は30〜60㎝である。

　第 2 層は盛土・整地層のセットが複数重なる客土層であり、 3 ユニットに細分した。
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　第 2 層上部ユニットはオリーブ褐色（2.5Y4/6）を基色とし、上部の漆喰偽礫を含むシルト質砂の整

地層（層厚20㎝前後）と下部の中礫〜細礫質粗粒〜中粒砂の盛土層（層厚15㎝）などのほか、礫や粘土偽

礫を含む客土層からなる。ユニット上部は調査区南・東部にのみ分布した。全層厚は25〜50㎝である。

上面および層内に礫や粘土偽礫を含みシルト質砂で埋まる土壙が複数認められる。漆喰偽礫は本層以

上に含まれる地層対比の鍵物質である。

　第 2 層中部ユニットは上部の褐色（10YR4/4）の粘土偽礫を含む砂互層からなる整地層（層厚10㎝）

と中部の褐色（10YR4/4）砂互層の整地層（層厚15㎝）、下部のにぶい黄褐色（10YR4/4〜5/4）細礫質

極粗粒〜中粒砂の盛土層（層厚15㎝）などからなる。上面およびユニット内に細粒砂偽礫とシルト質砂

で埋まる土壙が複数認められる。これらの土壙のいくつかに花崗岩の切石が複数含まれ、切石は後述

する墓石と類似することから、大長寺に係る墓の納骨部（カロート）の石材とみられる。

　第 2 層下部ユニットは上部の黄褐色（10YR5/6）砂互層の整地層（層厚10㎝）、中部のにぶい黄褐色

（10YR5/4）中粒砂主体の砂整地層（層厚25㎝）、下部の明黄褐色（10YR6/6）粘土偽礫主体の盛土層（層

厚20㎝）などの客土からなる。全層厚は30〜100㎝である。ユニット中部上面に花崗岩切石を複数含

TP＋3.0m

＋2.0m

＋1.0m

±0.0m

－1.0m

－2.0m

－3.0m

第 0層 現代

年　代

近代

17世紀中葉
（後半）

17世紀中葉
（前半）

17世紀前葉

徳川初期

豊臣後期

井戸
墓壙

畠

畠

第1層

第2層
上部
中部
下部

水平地滑り面
（慶長伏見地震）

慶長伏見地震
（1596年）

豊臣前期末

弥生後期

第9a層
第9b層第9c層

第9d層

第10層
（豊臣前期末）

堤SX31

土留杭SX62

第11層

第12層
第13層

第14層

第3層

R305・R308

R306・R307
R304

R303

畝間R311 畝R310

R302

R301

R309

第 4層

第3～5層

第7・8層
第5層

第6層

第8層
第6層
第7層

SN

計画高水位（HWL）計画高水位（HWL）

法面（表法）法面（表法） 表小段表小段 裏小段裏小段

犬走り犬走り

低水護岸低水護岸

堤外地堤外地
河川区域河川区域

堤防敷堤防敷

堤防堤防川表川表 川裏川裏

法肩法肩 法肩法肩

法尻法尻
法尻法尻

堤内地堤内地

法面（裏法）法面（裏法）

天端天端

低水路低水路 高水敷（河川敷）高水敷（河川敷）

図 3 　地層と遺構の関係図

図 4 　堤防の模式断面と呼称（［Wikimedia	Commons（online）・末次忠司2005］に基づいて作成）
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み砂で埋まる土壙が認められる。第 2 層中部ユニット内の切石土壙と同様に大長寺に係る墓の納骨部

の石材とみられ、堤の埋立て後の墓壙は少なくともこの層準以上で造られたと推察される。また、東

壁南部の下部ユニットの上面には、畠の畝・畝間らしい凹凸を観察したことにより、作土として耕起

された可能性もある。

　第 2 層には17世紀中葉（後半）以降18世紀末までの陶磁器類を含む。また、重機掘削中に墓石が多数

出土したが、後述する墓石の建立年からみて、これらの多くは第 2 層から出土したものとみられる。

　 b ．第 3 〜 5 層：徳川期17世紀中葉前半に堤内・堤外を埋立てた盛土層および整地層

　第 3 層は上部の褐色（10YR4/6）細礫質極粗粒〜中粒砂の細互層からなる整地層（層厚20㎝と、下部

のにぶい黄橙色（10YR7/3）細粒中礫〜細礫質極粗粒〜細粒砂からなる盛土層（層厚20〜80㎝）などの

客土層である。西壁付近には分布しない。全層厚は35〜100㎝である。

　第 4 層は調査区の東側2/3ではオリーブ褐色（2.5Y4/4）粘土偽礫の客土層であり、層厚は10〜35㎝

である。上部 3 ㎝前後は締まりの良いシルト質砂層の整地層であり、上面は硬化面と呼ばれることが

南壁

第1層

第1層

第1層

第3層
第3層ブロック

第5層
第5層

第4層
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攪乱 瓦片
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瓦土管

崩壊

第7b層

右図の位置

第9b層

第9b層

第7c層

第9c層
第10a層

第7d層
第9d層

第7a層

第9a層

第2層下部

第2層下部

第2層下部

深掘区西壁

第3層

第3層 第3層

第4層

第10層
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第4層 第5層
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SK54

SK55

Mn

杭イ
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杭q

杭y

SK56

SK14 炭

ずれ面
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＋1.0m

±0.0m

E
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ある古地表面である。調査区の西側1/3では、にぶい黄褐色（10YR6/3）粗粒中礫サイズの粘土偽礫・

中礫を含む細礫質極粗粒〜中粒砂の盛土層であり、最大層厚は110㎝である。粘土偽礫層（層厚 5 〜10

㎝）を挟み、最上部20㎝がシルト質砂・砂の整地層である。

　第 5 層は調査区の東側2/3はにぶい黄褐色（2.5Y6/3－4）細粒細礫〜細礫質極粗粒〜中粒砂からな

る盛土層であり、粘土偽礫を少し含む。調査区東から2/3の位置に北西－南東方向に設けた粘土偽礫

の垣の東側に客土されたもので、層厚は110〜150㎝であった。西側1/3は炭を含む暗オリーブ灰色

（2.5GY3/1）細礫質粗粒砂からなる盛土層であり、偽礫垣の裾を支えるように東側で厚く、西側では

堤の表法面を天端から埋立てるように積まれている。堤の裏法面側では第 3 〜 5 層の細分が困難なた

め一括した。東壁では砂質泥、粘土偽礫、粘土偽礫混じり中礫〜細礫などからなる盛土層であり、南

壁では極粗粒〜細粒砂、砂質泥などからなる盛土層であった。

　第 3 〜 5 層からは17世紀中葉以前の陶磁器が出土した。第 2 層の出土遺物からみて、出土遺物の下

限は17世紀中葉前半に属するとみられる。

第2下部

第1層
第1層
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第2中部
第2中部
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瓦
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図 5 　地層断面図（南壁・深掘区西壁）
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岩相の基本パターン 岩相パターンの組合せ例線の太さと種類
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－72－



第0層

SX57・58

第 3層

第4層

第5層

第8層

第10層

第14層
第13層

第12層
第11層

第9層

杭d

MnMn

畠

Fe

第9層

第9層

第6層

第6層
第6層

第7層

NR63

第 7層

東壁

深掘区西壁（反転した層序図、層相図の詳細は図5を参照）

第2層下部

第2層中部

第2層上部
第2層中/下部

第2層下部

第2層下部 第2層上部
第2層上部

SE30

攪乱

階段
位置

土管
攪乱

攪
乱

瓦

瓦

西壁（反転）

第5層

第6層
第6層上面

第7・8層第10層
第3層

第4層

第1層

第2層下部

第2層中部

SD
根

攪乱

第7b層

第9b層

第10a層

第9b層

第7c層

第7d層

第7a層

第9a層

第2層下部

第2層下部

第2層中部

第1層第3層

第3層第3層

第4層

第10層

第4層

第5層

第8層 第6層

SK54

SK55
SK56

SK14

滑り面

ずれ面

第11層

第12層

第13層

第14層

第9d層
第9c層

NR63

第 9層上面

杭イ

横木c
杭n

杭y
杭q

杭m

０ ５ｍ

１：100

H：W = 1.25：1

０ ５ｍ

１：100

H：W = 1.25：1

０ ５ｍ

１：100

H：W = 1.25：1

S

S

N S

１：80

TP＋3.0m

＋2.0m

＋1.0m

±0.0m

－1.0m

－2.0m

１：80

TP＋3.0m

＋2.0m

＋1.0m

±0.0m

１：80

TP＋1.0m

±0.0m

－1.0m

－2.0m

－3.0m

堤堤

断面図位置図断面図位置図

堤堤

断面図位置図断面図位置図

断面図位置図断面図位置図

堤堤

図 6 　地層断面図（東壁・深掘区西壁・西壁）
縦・横比は1.25： 1
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　 c ．第 6 〜11層：豊臣後期〜徳川期17世紀前半の堤の拡張盛土層と作土層

　第 6 層は主として堤SX31の南法面（川表、図 4 ）からもと鯰江川の河川敷（高水敷）にかけて分布

する作土層と土壌A層である。細礫サイズの粘土偽礫や炭を含むにぶい黄色（2.5Y6/4）・暗緑灰色

（10GY3/1）・オリーブ黒色（10Y3/2）などを呈する砂質シルトからなる。層厚は高水敷で15〜40㎝、

表法では20㎝以下で、天端近くで尖滅する。下限は一部不明瞭である。高水敷の上面で畠を検出し、

層内から徳川期17世紀中葉以前の陶磁器が出土した。また、土壌洗浄により、ウリ科の種などが産出

した。一方、堤の北法面（川裏）側では第 6 層の分布はよくわからないが、西壁の第 4 ・ 5 層の直下に

あるオリーブ褐色（2.5Y4/4）砂質泥層を第 6 層として区分した。

　第 7 層は川表法面下部〜高水敷に分布した砂質な盛土層であり、深掘区で第7a 〜7d層に細分した。

第7a層は炭を多く含むオリーブ黒色（7.5Y3/1）砂質シルト層、第7b層は基底に灰色（10Y4/1）泥層を

伴う灰オリーブ色（5Y5/3）極粗粒〜細粒砂層、第7c層は灰色（10Y5/1）粘土・砂質粘土偽礫層、第7d

層は灰オリーブ色（7.5Y5/2）粘土偽礫・細礫質極粗粒砂層であり、各層が法尻から法面上方へ積み重

ねられている（図 5 ：下左）。全層厚は最大75㎝である。徳川期17世紀前葉までの陶磁器が出土した。

　第 8 層は炭を含む灰色（ 5 ・10Y4/1）粘土や砂質粘土・泥などの偽礫が優勢で、砂が混じる盛土層

である。最大層厚は140㎝である。

　第 9 層は川表で分布を確認した暗色の古土壌とその再堆積層、および盛土層などであり、深掘区で

第9a 〜9d層に細分した。第9a層は暗緑灰色（10GY4/1）の水漬き粘土層であり、層厚は10㎝以下で、

TP－0.9m以下に分布する。第9b層はオリーブ黒色（10Y3/1）砂質泥からなる土壌A層とその再堆積

層（層厚10〜25㎝）であり、第 9 層の主要構成層である。第9c層は粘土偽礫が少ない細礫質粗粒砂の盛

土・攪乱土層（層厚25㎝）である。第9d層は上部がオリーブ黒色（10Y3/1）、下部が灰色（10Y4/1）の

粘土偽礫と中粒〜細粒砂からなる盛土層（層厚20㎝）である。

　第 8 ・ 9 層からは豊臣後期〜徳川初期の陶磁器が出土した。

　 d ．第10〜11層：豊臣前期の堤の盛土層と基盤攪乱層

　第10層は細礫質粗粒砂、砂質泥、粘土偽礫などの客土単位の盛土層であり、基底部に粗粒砂が多い。

層厚は調査区南部中央（深掘区西壁）で180㎝あるが、下底面が東に傾くため、最大層厚は東壁の340

㎝である。客土単位の境界は曖昧で、かつ、コンボルート葉理に似た変形や扁平な粘土偽礫などが認

められる。

　深掘区西壁の第10層中には不明瞭ながら法面に斜交するずれ面（小規模断層）が認められる。第9b層

には達していないので、第10層盛土後、第9b層の土壌形成期までの間に起った斜面の部分崩壊と考え

られる。この崩壊物を第10a層とする。断層は東壁には認められない。西壁の川表には同層準で北側

に傾斜する偽礫層があり、これも第10a層とした。

　第11層はオリーブ黒色（ 5 〜7.5Y3/2）粘土層から粘土偽礫層へ、自然堆積層から人為層へと不明瞭

に変化する地層であり、層厚は90〜110㎝である。基底に灰オリーブ色（5Y5/2）の極粗粒〜中粒砂層

（層厚25㎝）を挟む。この砂層中の砂ラミナには曖昧ながら幅数10㎝・深さ約10㎝で南北性のトラフ

型クロスラミナが認められ、層中には枝や繊維の長い茎や葉などが北北東－南南西方向に密に並ぶ植
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物ラミナが挟まれることから、東南東向きの流水で運ばれてきた砂層であり、堤構築前の大川左岸の

自然堤防を溢流した洪水によるものとみられる。砂層からはウリ科の種が出土した。砂層を覆う下部

の粘土層は中粒砂〜砂質シルト薄層を狭みつつ不規則に変形し、これに漸移して上部の粘土偽礫層と

なる。上部の偽礫には灰色粘土偽礫とともに第14層由来の黒褐色粘土偽礫が含まれ、この土色がよく

目立ち、盛土の指標となる。変形粘土層と粘土偽礫層とは漸移して境界は不明確だが、黒褐色偽礫の

分布下限を頼りに区分すると、深掘区西壁・東壁ともに概ねTP－0.8m 〜－1.4m付近が盛土開始層

準として認められる。なお、東壁では後述する水平地滑りにより、上部の粘土偽礫層は欠如している。

　第10層のずれ面や変形、土留め杭SX62の折れ切断などは、各層出土遺物の年代と編年から、慶長

伏見地震（文禄 5 ・慶長元年・1596年）の揺れによるものと考えられる。詳細は後述する。

　 e ．第12〜13層：豊臣前期の築堤以前の自然堆積層

　第12層は灰色（7.5〜10Y4/1）粘土・シルト薄層と粗粒〜レンズ状の細粒砂薄層の互層であり、全般

に変形している。層厚は70㎝である。基底部 5 ㎝は暗色と明色の細泥層が互層する。中ほどに 2 面の

水平滑り面（変位を伴う剪断面）があり、上位の滑り面を挟んで砂・泥の細互層は著しく傾いている。

下位の剪断面の下盤は顕著な傾きはないが微細な変形が著しく、部分的に割れて下位層から噴砂脈が

貫入している。水平滑り面や噴砂脈は、慶長伏見地震の揺れによる変位・変形と考えられる。

　第13層は細礫・粗粒砂層が主体のフレーザー層理を示し、シルト薄層が複数挟まれる。礫・砂層は

正級化ないし逆級化・正級化を示し、一方のシルト薄層は正級化・逆級化を示す。これらは流れの緩

急の繰り返しを示している。本層は基底に流路NR63があり、これを埋積し、溢れ出たものである。

流路外の層厚は20㎝である。

　第14層は黒褐色（2.5Y3/1）〜オリーブ黒色（5Y3/1）のシルト質粘土層であり、TP－3.0mまで確

認し、層厚は100㎝以上である。最上部から出土したヒシの実の放射性炭素年代（IntCal13による）は

48cal.AD 〜130	cal.AD（2σ、詳細は後述）であり、弥生時代後期にあたる。ボーリング資料によれば、

当該地の完新統基底はTP－17.4〜－19.2mにあり、その上位には海成のシルト質粘土層（概ね縄文時

代早期〜前期の海成層）が厚く堆積し、TP－7.6〜4.1m以上では層厚0.5〜1.3mの細粒砂層を 1 枚以上

挟み、全般に細粒砂質となってTP－2.5mまで続く。

本層はその粘土層の最上部にあたる。

　ⅱ）遺構と遺物

　 a ．豊臣前期以前の自然流路・偶蹄類の足跡

　自然流路NR63は第14層上面を流下した幅2.5m以

上の自然流路で、底は浅い窪みがあるものの比較的

平らであり、最大深さは0.25mであった。検出長は

約5mで、西南西方向へ流れている。埋土は第13層で

ある（図 5 ）。

　第14層上面には第13層の砂で埋まる長径数㎝〜10

数㎝で深さ数㎝の窪みが分布した。その中のいくつ 写真 1 　第14層上面の偶蹄類の足跡
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かは偶蹄類の足跡であった（写真 1 ）。

　 b ．豊臣前期〜後期の堤SX31

　堤SX31は第11層上部から第 6 層によって構成される大規模な堤（堤防）である。第 6 層上面での最

終的な規模は、天端幅11〜15m、盛土・土壌層の高さが3.5m前後ある。堤の伸びは北東―南西方向

であり、近接するもと鯰江川（現京阪本線）や寝屋川の流れ方向に調和する（図 7 ・ 8 、図版 2 ）。

　堤の堤構成層は大局的には初期に堤北部を優先して盛り上げ、堤の核をつくり、そこから順次南側

に盛土して天端が形成されている。堤構成層はさらに、盛土層や土壌、自然堆積層の層序と岩相、お

よび変位・変形状況の特徴から、下部・中部・上部の 3 部層に区分でき、これを基に堤の形成は 3 段

階に分けられる（図 6 ）。

　（ 1 ）初期築堤段階　堤下部層は第11層上部〜10層からなり、盛り上げられた偽礫は主として灰色系

の泥が主体で、第14層に由来する黒褐色系粘土偽礫が混じっている。これは周辺地を第14層の深度ま

で 1 mを超えて掘り下げ、偽礫（土砂）を搬入したことを示している。堤下部層の積み上げ段階で、堤

の高さはすでに3.5m前後あり、東・西壁ともに天端の最高地点はTP+2.3mある。土留めSX62の第

1 列杭群（後述）は、第10・11層盛土中に構築されたものと考えられる。また、堤の基盤層である第11

層下部の変形には、慶長伏見地震の揺れと、築堤普請の開始期かそれ以前の湿地への人間の侵入が絡

んでいるのであろう。

　第11層から出土した 1は中国産白磁の皿である。器壁は厚く、高台を面取りする。16世紀後半代で

あろう（図 9 ）。

　（ 2 ）中期築堤段階　堤中部層は第10a層と第 9 層からなる。第10a層は深掘区では川表法肩をつくる

第10層の厚さ約50㎝が約30㎝ずり落ちた部分であり、ずれ面は上方で約45度、下方で約30度傾斜し

ている。ずれ面は明瞭ではなく、第10層が非常に柔らかい段階でずり落ちた、いわゆる面無し断層に

属するものである。法肩がずり落ちた要因は慶長伏見地震と考えられる。

　第 9 層の主体である第9b層は第10・10a層の土壌化層（A層）である。その上位の第9a層は水漬きの

粘土層であり、堆積場所は鯰江川（の北岸自然堤防）と堤の間の水漬きの湿地であったと推定できる。

第9b層の下位にある第9c・d層は慶長伏見地震後しばらくして、部分的に修復された際の盛土層であり、

土留めSX62の第 2 列杭群（後述）の打設を伴う。

　第 9 層上面での堤SX31の規模は天端で幅約10m、高さは3.5m前後である。C1区に幅約 5 m・長さ

約 3 mの張出しがあり、その西側は天端幅が少し狭まり、約 7 mになる。第 9 層段階と第10層段階の

規模があまり変わらないのは、植生が繁茂して土壌第9b層が生成し、堤地形が安定するまでの間、慶

長伏見地震による崩壊箇所が土留め 2 列群の打設以外、抜本的な修復がされずに放置された結果と考

えられる。高水敷に第9a層の湿地が拡がったのもその所為だろう。

　第10層出土の 2は土師器の皿である。口縁部外面にはナデを施す。口縁端部は丸く収める。豊臣前

期末であろう。第10層の盛土時に伴うものとしては朝鮮半島産白磁皿や中国産青花皿があるが図示し

えなかった。また、第 9 層出土の 3は瀬戸美濃焼の灰釉を施す皿で、 4〜 8は肥前陶器の皿である。

6の内面には砂目跡が残る。 7・ 8は鉄絵を施し、組物であった可能性がある。 9・10は漆椀である。
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いずれも外面に鶴の文様を描く。以上の第 9 層出土遺物は徳川初期に属するとみられる（図 9 ）。

　（ 3 ）後期築堤段階　堤上部層は第 8 〜 6 層からなる。第 8 ・ 7 層は堤の拡幅盛土であり、第 6 層は

その上部が土壌化し、これを耕起したものである。拡幅は川表・川裏ともに行われ、堤SX31の最終

的な規模は、上述のように、天端幅11〜15m、盛土・土壌層の高さが3.5m前後である。第 9 層段階にあっ

たC1区の張出しは踏襲され、張出しの両側の拡幅盛土は薄く、張出しが強調されている。

　川表の法尻はTP+0.5〜+0.3mにあるが、畠が耕起された高水敷も段々に低くなっている。川裏の

法尻は未確認である。川裏には平坦面がTP+ 1 m付近に広がるが、裏小段や犬走に相当するような狭

小の平坦面ではなく、西壁では幅4.6m以上、東壁でも同1.2m以上あり、さらに北に続くとみられる。

　第 8 層からは朝鮮半島産白磁、土師器、備前焼、瀬戸美濃焼、肥前陶器、瓦が出土したが、図示し

うるものはなかった。第 7 層出土の11は中国産青花の碗で、漳州窯産である。12は肥前陶器の内野山

系碗である。13は肥前陶器の擂鉢である。14は金属製品で、薄い銅板に花の文様を施す。飾金具であ

ろうか。なお、第7a層には肥前磁器が含まれる。以上は17世紀前葉に属する（図 9 ）。

　堤SX31の上面精査中に出土した遺物は、第 3 〜 6 層のどれかに属するものである（図10）。28〜30
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図 9 　第11〜 6 層出土遺物実測図
第11層（ 1 ）、第10層（ 2 ）、第 9 層（ 3 〜10）、第 7 層（11〜14）、第 6 層（15〜17）
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は土師器の皿である。28は丸底で、内面には圏線が巡る。29・30は平底で、糸切を施すと思われるが

摩滅のため不明瞭である。31は土師器の焼塩壺である。32〜34は肥前磁器である。32・33は染付碗、

34は白磁の皿である。35は丹波焼の擂鉢である。36は内外面に鉄釉を施す擂鉢で、口縁部を折り曲げ

て作る。肥前陶器ないしは須佐唐津焼であろう。37は備前焼擂鉢、38は同水屋甕である。39は瓦質の

土管で、先端は内湾気味に開き、段状の受け部を持たない古い形状である。40〜42は煙管雁首である。

43は菊花状の留金具である。44は棒状品の飾金具であろう。45は吊金具である。46〜51は古寛永通宝

である。以上は17世紀中葉以前に属する（図10）。

　 c ．堤SX31内の土留めSX62

　土留めSX62は深掘区で第 9 層以下を掘削中に発見した。大局的に 2 列の杭群からなる（表 1 、図 7・

11、図版 3 ）。第 1 列杭群は表法の中腹にあり、 3 本の横木と16本の土留め杭、および 4 箇所の横矢

板で構成される（表 1 ）。横木 a ・ b と杭 d 〜 n の11本、横矢板z1〜 3 は一連の土留めで、横木aが

N66°E、横木bがN50°Eを向く。これを杭a群・杭b群と呼ぶ。両者は杭f・g・h・iを共有し、横木

aとbは約 2 m重なる。杭b群の西側延長方向には杭ウ・イがある。横木cはN27°Eを向き、これと杭o・p・

qの 3 本、横矢板z4とは一群の土留めである。これを杭c群と呼ぶ。横木cの高さは横木bより35㎝低い。

杭b・c群の横矢板z 1 〜 4 がほとんど皮一枚の状態になって残存する。杭b群の横矢板z1〜 3 がもと

は 1 枚板であったかどうかはわからないが、木目は横木方向に揃っている。

　一方、第 1 列杭群の南側約 2 mの位置にする杭s 〜v・w 〜yを第 2 列杭群とよぶ。第 2 列杭群には

横木や横矢板を伴わない。土留め杭s 〜vは杭a群にほぼ平行して、N70°Eを向く。これを杭s群と呼

ぶ。s群の杭vとa群の杭gの間には、杭アとrがある。杭w 〜yは杭c群の南側に並行してあり、N20°

Eを向く。これを杭w群と呼ぶ。

　第 1 列杭群と第 2 列杭群は、見た目の規模に明瞭な違いがある。第 1 列杭群で全長を検出できた杭

e・f・g・h・i・k・lは長さ 2 mを超え、 3 m超もe・g・hの 3 本あり、最長はgの354㎝である。太さ

は長径が 6 〜14㎝である。これに対して、第 2 列杭群で全長を検出できた杭u・v・yは 1 mに満たず、

最長でもvの98㎝である。太さも長径が 4 〜 8 ㎝と第 1 列より全般に細い。

　なお、杭の多くは腐朽が進んでおり、検出長は必ずしももとの長さを示していない恐れがある。深

掘区の西壁面で検出した第 1 列の杭イの杭頭がTP－0.05m、第 2 列の杭yの杭頭がTP－0.55mであ

る。共に依存状況が悪く、壁面でなければ検出できないほど腐朽しているので、平面で検出した各列

の杭頭が、イ・ y と同様の高さにあった可能性は否定できない。しかし、もしそうなら、第 1 列には

現状で確認できる長さよりもはるかに長い杭が用いられたことになる。

　第 1 列杭群と第 2 列杭群のもう一つの明確な違いは、前者の杭がくの字に折れ、かつ、傾いている

点である。第 1 列の確認できた杭a・b群のd 〜nのすべてが、杭頭と杭先を南側に向けて杭半ばのTP

－1.4〜－1.5m付近で折れている。杭c群の頭部もa・b群と同様に傾いていることから、地下で折れ

ているものと推察される。これに対して、第 2 列の確認できた杭のうち、杭先端が第 1 列の折れ深度

より深いTP－1.65m・－1.75mに達する杭u・vに折れはなく、ほぼ垂直に立っている。

　上述の第 1・2 列杭群の違いは、土留めの規模と時期の違いを反映していると考えられる。すなわち、
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第 1 列は初期築堤段階の普請であり、第 2 列は慶長伏見地震を経験した後の中期築堤段階の修復に伴

うものである。

　図12の18〜27は土留めSX62に用いられた杭・横木である。自然木を加工したものと転用材とがあ

る。18（杭u）は自然木を加工しており、平坦に手斧加工した面に「右□（態カ）□□□□慶長十一年十月」
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図12　土留めSX62杭・横木実測図
27（杭e）は卒塔婆であり、杭に転用時は上下逆に打込まれている。
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の墨書が見られる（図版 5 ）。この年代（1606年）は杭の打設時の年月を示すものと推測される。19・21

〜24は自然木を加工し、先端を尖らせている。25（杭i）は部材を転用したもので、ほぞ穴が認められ

る。27（杭e）は全長約345㎝で、卒塔婆を転用したものである。基本 6 面に面取りするが、部分的に

7 面や 8 面のところもある。頭部を宝珠形に作る。 1 個所に「十」字状の印を刻んでいる。杭に転用時

は卒塔婆の上下を逆にして、頭部を下にして打込んでいる。20（横木c）は一部自然木の外面を残しつつ、

8 面の面取りをしている。これも卒塔婆の可能性がある。

　 d ．慶長伏見地震の痕跡

　すでに述べたように、1596年に当地を襲った慶長伏見地震の揺れは、第12層を水平に剪断して変位

させ、土留め杭を圧し折り、第10・11層を変形させ、堤の一部を崩している（表 2 、図11・13、図版 4 ）。

　土留め杭の折れの状況からは、大局的に、杭は最初北西側に傾き、その直後に中ほどが圧し折れて、

上部が南西に傾き直したと考えらえる。これを少し詳しく観察すると、第 1 列杭群の各杭の偏角は、

折れ上部ではd 〜kがN28°〜40°W（平均N37°W）、 l 〜 n がN53〜61°（平均56°）である。折れ

下部の偏角はe 〜i・kがN46〜67°W（平均N56°W）、l 〜nは垂直に近いが、およそN5°E 〜15°W（平

均N3°W）である（表 2 ）。

　各杭の傾きは、折れ上部ではd 〜kが45〜77°で、西から東へ傾きが大きくなる傾向が明瞭である。

折れ下部の傾きはe 〜i・kが26〜51°で、西から東へ傾きが大きくなる傾向が明瞭である。一方、杭l

〜nでは折れ上部の傾きが35〜51°（平均44°）、折れ下部では 6 〜15°（平均10°）である。

　杭d〜kは折れ点が杭先端に対して相対的に西あり、杭l〜nは折れ点が杭先端よりも東にある。また、

杭k/l間が他の杭間に比べて広い。

　これらの状況からは、形態の異なる 2 種類の変位を読み取ることができる。

　ひとつは杭a・b群間の変位である。上述のように横木aはN66°E、bがN50°Eを向き、bはaに対

して16°東偏する。しかし、横木a・bが杭f 〜iで重なり、横木bの杭f 〜h間が変形することから、杭a

群とb群は本来直線的に並んだ一連の土留めであったと考えられる。したがって、a群を含む土塊は、

杭h付近を軸にして、相対的に時計回りに16°回転したと推定できる。hから遠い東側がより変位が大
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d
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n

偏角 垂線からの傾き
上 平均 下 平均 上 平均 下 平均

杭

表 2．杭 a・b 群の偏角と傾き （　）は概数
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N56°W

増
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増
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図13　丸まるように変形した横矢板
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きかった。

　もうひとつは杭k・l間の変位の違いであり、杭群を支えた堤の土塊の西側が折れの上下で別個の動

きをした可能性がある。すなわち、杭lより西側の滑り面下盤があまり動かず、上盤が相対的に19°前後、

反時計回りに回転した可能性がある。一方、N27°Eを向く横木cは、bより35㎝低く、別組の土留め

のように見える。しかし、横木cに伴う横矢板z4は、横木の内側（堤側）で丸まるように変形しており（図

13、図版 4 ）、堤側の盛土の押出により変形したと考えられる。したがって、変位する前の杭lより西

側も、杭a・b群と一連の土留め杭であった可能性がある。

　横木bとほぼ直交する深掘区の北西－南東断面では、第12層中に 2 枚の水平滑り面がある（上述）。

下位の滑り面の下盤は微細な変形が著しいものの顕著な傾きはないが、滑り面の上盤の内部は北西上

がりの変位をもち、その構造を断ち切る上位の滑り面の上盤内部は南東上がりの変位を持つ。あたか

もヘリンボーン葉理のような変位構造である。これらの変位からは、最初、下位滑り面の上盤が北西

に滑り、直後に上位滑り面の上盤が南東に揺れ戻った姿が復元される。この状況は土留め杭の折れの

様子と一致する。すなわち、土留め杭の下部が北西側に傾き、中ほどの折れを挟んで上部が南西に傾

く状況は、北西向きの横揺れとその揺れ戻しと考えられる。ヘリンボーン葉理の軸を挟む岩相対比か

ら、第12層中における水平滑り面のずれは22㎝であった。この変位量は河内平野で古代末〜中世初め

に起った強振動横揺れを伴う地震と同等以上の大きさがある［趙哲済2009・2014］。

　 e ．17世紀中葉（前半）の畠

　堤の南側高水敷にあたる第 6 層上面で耕されたA 2 ・ 3 区の小区画の段々畠である。小区画は 4 面

杭列
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図14　第 6 層上面の畠
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あり、北 2 面が高く、南東面、南西面へと低くなる。規模は大きくないが、西側2面は畝幅30〜40㎝、

畝間幅25〜40㎝、畝高 6 〜 9 ㎝あるのに対して、東側 2 面は畝幅・畝間幅とも10〜20㎝、畝高 5 ㎝

未満でより小さい（図14、図版 6 ）。

　第 6 層出土の15は肥前陶器の刷毛碗である。16は肥前磁器の白磁碗である。17は漆碗である。高台

内に屋号を記す。以上は17世紀前半に属する（図 9 ）。

　 f ．堤を埋立てた徳川期17世紀前〜中葉前半の盛土

　第 5 〜 3 層は堤SX31の堤内・堤外を埋立てた盛土層である（図 5 ・ 6 ）。堤外地では第 5 層は北東

側天端から南西側高水敷に向かって順次客土され、フォアセットラミナ状に第 6 層上面の畠を覆って

いる。A2区の畠の西限には細い土留め杭を伴って巨礫大の粘土偽礫が石垣状に積まれ、第 5 層砂客

0 10 20㎝

1：4
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62 63
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65

66
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図15　包含層その他出土遺物実測図
第 5 層（52・53）、第 3 層（54・55・57）、第 2 層（58〜61・70）、第 2 〜 3 層（62〜64）、トレンチ（56・65〜69）
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土が野放図に流れ落ちるのを塞き止めている。偽礫垣の西側は、垣の隙間からこぼれ落ちた第 5 層堆

積物と天端から供給された砂・粘土偽礫客土とが合体している。これに連続して、第 4 層砂・粘土偽

礫客土が垣西側を埋立て、垣東側も含めて泥偽礫で整地している。第 4 層上面では埋立ての休止期に

いくつかの土壙が掘られ、その後、さらに第 3 層が堤天端の高さまで客土される。堤内地でも第 5〜

3 層が盛られ、その結果、堤SX31は完全に埋立てられた。

　第 5 層出土の52は肥前磁器の白磁碗、53は肥前磁器の染付花生である。以上は17世紀中葉に属する。

第 4 層からは土師器、備前焼、肥前陶器、肥前磁器、瓦が出土したが、いずれも細片で図示しうるも

のはなかった。第 3 層出土の54は中国産青花の皿で、口縁部は端反となる。高台は幅が広い。55は肥
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図16　第 3 〜 1 層の各層内・上面の遺構平面図
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前磁器の染付碗で、SX31出土の33と類似する。57は内外面に鉄釉を施す擂鉢で、口縁部を外方に折

り曲げて作っている。肥前陶器ないしは須佐唐津焼であろう。以上はおおむね17世紀中葉に属する（図

15）。

　この大規模造成の時期は、第 6 〜 3 層の遺物が17世紀中葉かそれ以前に属することから、徳川氏大

坂城が再築される元和 6（1620）年〜寛永 6（1629）年の天下普請より後の可能性がある。

　 g ．大長寺に係る徳川期17世紀中葉以降の墓

　第 2 層の大半が重機掘削で除去されたので、正確にはわからないが、壁面の地層観察から、今回検

出した大長寺に係る墓は、第 2 層下部ユニットから上位で造られたと考えられる（上述）。

　A2・ 3 区で検出したSX01A・01B・23は素掘りの土葬墓である。SX01Aは径0.75〜0.65mの歪な

円形で、深さは0.4m以上ある。SX01Bは径0.70〜0.60mの歪な円形で、検出時の深さは0.2mである。

SX23は径0.35〜0.40m（推定）の歪な円形である。検出時の深さは0.1mである。 3 基とも砂で埋まっ

ている（図16・17、図版 7 ）。出土した人骨については後述する。

　SX23の精査中に出土した72は瀬戸美濃焼の天目碗である。73〜75は泥面子でそれぞれ「徳」・「風」・

「亥」文字を施す。77はミニチュアの庖丁である。78は古寛永通宝である。以上は墓の副葬品で、17世

紀中葉以前に属する。SX01A・B・23の検出時精査中に出土した71は肥前磁器の青磁碗である。76は
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図17　第 2 層内の土葬墓・火葬墓平面・断面図
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1 ：にぶい黄褐色（10YR5/3）粗粒砂（柱痕）
2 ：黄褐色（2.5Y5/3）粘土質砂客土（掘形）
3 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）粗粒砂客土
4 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）粘土偽礫質砂客土
5 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）粗粒砂客土
6 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）粘土偽礫質砂客土

1 ：褐色（10YR4/6）
　　粘土質砂
2 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
　　粗粒砂

1 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
　　シルト偽礫含むシルト質中粒～細粒砂客土
2 ：黄褐色（10YR3/4）
　　シルト偽礫含むシルト質中粒～細粒砂客土
3 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）
　　シルト偽礫含むシルト質中粒～細粒砂客土
4 ：黄褐色（2.5Y5/4）粘土質シルト偽礫多含中粒～細粒砂客土
5 ：灰褐色（10YR4/3）シルト質粗粒～細粒砂客土
6 ：明黄褐色（10YR6/6）粗粒～細粒砂客土

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）
　　中礫細礫質シルト質粗粒～細粒
　　砂客土
2 ：褐色（10YR4/4）シルト質砂客土
3 ：褐色（10YR4/6）シルト質砂客土
4 ：明黄褐色（10YR7/6）
　　細礫質極粗粒～中粒砂客土
5 ：黄褐色（10YR5/6）同上

1 ：にぶい黄褐色（10YR6/4）砂・シルト客土
2 ：にぶい黄褐色/褐色（10YR4/3.5）
　　中粒中礫～細礫質極粗粒～細粒砂客土、
　　粘土偽 礫含む
3 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
　　細礫質極粗粒～細粒砂,粘土偽礫含む
4 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
　　ややシルト質細礫質極粗粒～細粒砂客土、
　　粘土偽礫含む

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
　　シルト質粗粒砂客土、漆喰偽礫・泥偽礫を含む
2 ：オリーブ褐色（2.5Y4/6）同上、モルタル礫含む
3 ：褐色（10YR4/6）
　　ややシルト質細粒中礫～細礫質粗粒砂、漆喰偽礫を含む

1 ：褐色（10YR4/4）
2 ：褐色（10YR4/6）
3 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）
4 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）
5 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）

1 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）
2 ：褐色（10YR4/4）/
　　明黄褐色（10YR6/6）
3 ：にぶい黄褐色（10YR4/5）
4 ：褐色（10YR4/4）
5 ：褐色（10YR4/6）
6 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）
7 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
8 ：黄褐色（10YR5/6）
9 ：黄褐色（10YR5/6）

10：褐色（10YR4/6）
11：褐色（10YR4/6）
12：明黄褐色（10YR6/6）
13：褐色（10YR4/4）
14：にぶい黄橙色（10YR6/4）
15：黒褐色（2.5Y3/2）
16：黄褐色（10YR5/6）
17：明黄褐色（10YR6/6）
18：にぶい黄褐色（10YR5/4）

1 ：明黄褐色（10YR6/6）粗粒～中粒砂客土
2 ：褐色（10YR4/4）細粒中礫～細礫質粗粒～細粒砂客土
3 ：褐色（10YR4/4）
　　ややシルト質中粒中礫～細礫質粗粒～細粒砂客土
4 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）砂客土
5 ：にぶい黄褐色（2.5YR6/4）粗粒～中粒砂客土
6 ：にぶい黄色（2.5Y6/4）
　　粗粒～中粒砂主体砂客土、シルト偽礫含む
7 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）砂質シルト客土
8 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）砂質シルト客土
9 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）
10：にぶい黄褐色（10YR5/4）
11：明黄褐色（10YR5/6）
12：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
13：にぶい黄褐色（10YR5/4）

6 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）
7 ：褐色（10YR4/4）
8 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
9 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）

同下、粘土偽礫多い同下、粘土偽礫多い

ややシルト質
粗粒～細粒砂
ややシルト質
粗粒～細粒砂

粗粒～細粒砂粗粒～細粒砂

粗粒～細粒砂粗粒～細粒砂

細礫質極粗粒
～中粒砂客土
細礫質極粗粒
～中粒砂客土同右端同右端

ややシルト質砂質粘
土偽礫質中礫～細礫
質粗粒～細粒砂客土

（土色 2 ～ 9 ）

ややシルト質砂質粘
土偽礫質中礫～細礫
質粗粒～細粒砂客土

（土色 2 ～ 9 ）
粗粒砂粗粒砂

シルト質砂偽礫シルト質砂偽礫

粗粒砂粗粒砂

ややシルト質砂質粘土偽礫質粗粒
～細粒砂客土（土色1）
ややシルト質砂質粘土偽礫質粗粒
～細粒砂客土（土色1）

炭含む粗粒～
細粒砂客土
炭含む粗粒～
細粒砂客土

細礫細礫

シルト質砂シルト質砂
粘土偽礫粘土偽礫

細礫質極粗粒～中粒砂客土細礫質極粗粒～中粒砂客土

ややシルト質
粗粒砂
ややシルト質
粗粒砂

シルト質粗粒砂偽礫・極粗粒砂客土シルト質粗粒砂偽礫・極粗粒砂客土

極粗粒～細粒砂薄層とシルト
質細粒砂薄層の互層客土
極粗粒～細粒砂薄層とシルト
質細粒砂薄層の互層客土

炭含む粗粒～中粒砂客土炭含む粗粒～中粒砂客土

ややシルト質ややシルト質

偽礫・砂・シルト客土
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図18　第 3 〜 1 層の各層内・上面遺構断面図（ 1 ）

－90－



用途不明の滑石製品で、直方体を呈する。墓の副葬品であろう（図20）。

　A3区の東壁面犬走で検出したSX58・57は火葬墓であり、本来の遺構面は第 2 層中部ユニット以

上である。埋土はともに粘土偽礫を含む粗粒〜細粒砂の客土である。SX58は掘形の径0.45〜0.40m

の歪な円形で、検出時の深さは0.1mである。火葬骨を埋納した89は土師器火消壺であり、88は火消

壺の蓋である（図20）。SX57はSX58の下位にあり、直径0.40mのほぼ円形で、深さは0.3m以上ある。

骨壺には火葬骨が埋納されている。火葬骨を埋納した90は土師器で小型の火消壺である（図16・17・

20）。埋納された人骨については後述する。

　そのほか、調査終了後の工事中に、第 1 層の高さ（TP+約2.8m）から火消壺91が出土した。他の火

消壺と同様、中に火葬骨が入っており、蔵骨器として使用したものである（図16・20）。また、重機掘

削中に墓石が見つかっている。大長寺に係るものと推測され、墓石35点の中で建立年が判るものは承

応 3（1654）年〜享保 4（1719）年である。第 2 層出土の遺物は17世紀中葉〜後葉を中心に、18世紀後

葉のものまで含まれるので、年代に齟齬はない。したがって、当地に大長寺に係る墓が造られ出した

のは、17世紀中葉であったと考えられる。参考のため、末尾に墓標年（表 3 ）と墓石スケッチ（図24〜

31を添付した。

　 h ．徳川期17世紀中葉以降の土壙や井戸

　SK14は南壁沿いに長さ11m余りで分布する土壙である（図 5 ・16・20）。第 2 層下部上面の遺構と

みられ、深さは第 4 層の上面付近まで 1 m前後ある。埋土は第 2 層下部〜 3 層の大小のブロックや当

時の表土とみられる黒褐色（10YR3/2）腐植質砂質シルトのブロックが混在する。ブロックの最長は

第 3 層ブロックが3.5mあり、西部では第 2 層中部〜 1 層が約 5 m幅で 1 mほど垂れ下がっている。複

数の倒木により地層が攪乱されたものと考えられる。SK14から出土した79〜83は土師器皿である（図

20）。79〜82は灯明皿として使用しており、79・80は丸底、81・82は平底に近い。いずれも体部中央

にナデによる圏線状の段ないしは緩やかな稜を有する。83は大型品で、底部内外面は黒変している。

84は瓦質土器の火入れである。85は備前焼の擂鉢で、口縁部の幅は狭い。86は肥前磁器の白磁碗で、

口縁部が端反となる。87は肥前陶器の瓶で、花生であろう。以上は17世紀中〜後葉に属し、遺構面よ

り下位の遺物が混在しているとみられる。

　井戸にはA1区にSE11、A2区にSE09・10、B2区にSE43、B3区にSE30、C1区にSE64などがある（図

6・16・18・21）。いずれの埋土も砂・礫・泥偽礫およびこれらの混雑堆積物からなる客土である。井

戸底は検出し得ていないが、基盤層の粒度と現在の湧水の状況から第13層まで達しているものと思わ

れる。

　SE09は第 3 層上面の井戸であり、掘形は長径1.7m・短径1.4mの歪な円形である。井戸側の直径は

0.85mであるが、井戸側施設は遺存しない。土師器皿・火入､ 肥前磁器碗・皿､ 壁土､ 丹波焼鉢など、

17世紀中葉以前の遺物が出土した。

　SE10の掘形は直径1.8mの円形で、井戸側の直径は0.9mであるが、井戸側施設は遺存しない。金属

製品､ 桟瓦､ 肥前磁器碗､ 土師器皿・焙烙､ 肥前陶器瓶､ 瀬戸美濃焼壺など､ 17世紀後葉以前の遺物

が出土したが、投棄された墓石が含まれるため、遺構面は第 2 層より新しく、大長寺撤去時（第 1 層
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TP＋1.5mTP＋1.5mTP＋1.5m

＋1.0m

＋1.0m

TP＋1.5m

TP＋1.5mTP＋1.5m

TP＋2.0mTP＋2.0m

TP＋2.0m

1 ：褐色（10YR4/4）シルト客土、粘土偽礫多含
2 ：褐色（10YR4/4）
　　シルト質中粒～粗粒砂客土、漆喰偽礫含む
3 ：浅黄色/にぶい黄橙色（10YR7.5/4）
　　細礫質粗粒砂客土
4 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
　　シルト質砂客土、漆喰偽礫含む

1 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）
　　細礫質極粗粒砂客土
2 ：褐色（10YR4/4）
　　シルト質粗粒～細粒砂客土
3 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）
　　粗粒～中粒砂客土
4 ：褐色（10YR4/4）
　　同上、ややシルト質

1 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
　　細礫質極粗粒～細粒砂客土,粘土偽礫含む
2 ：褐色（10YR4/4）
　　ややシルト質細礫質粗粒～細粒砂客土
3 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
　　ややシルト質粗粒～細粒砂客土
4 ：褐色（10YR4/6）
　　ややシルト質細礫質粗粒～細粒砂客土

1 ：黄褐色（10YR5/6）
2 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
3 ：褐色（10YR4/4）

1 ：褐色（10YR4/4）
2 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）
3 ：褐色（10YR4/4）
4 ：褐色（10YR4/4）
5 ：褐色（10YR4/6）
6 ：褐色（10YR4/4）
7 ：褐色（10YR4/4）
8 ：黄褐色（10YR5/6）
9 ：褐色（10YR4/4）
10：黄褐色（10YR5/6）

1 ：黄褐色（2.5Y5/4）
2 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
3 ：黄褐色（10YR5/6）
4 ：黄褐色（2.5Y5/4）

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/6）中粒砂客土,炭多含
2 ：黄褐色（2.5Y5/4）粘土質砂客土

1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/6）中粒砂客土、炭多含
2 ：褐色（10YR4/4）粘土質砂客土

極粗粒砂・シルト質
偽礫、炭含む
極粗粒砂・シルト質
偽礫、炭含む

細粒砂薄層・砂質シル
ト互層の整地層
細粒砂薄層・砂質シル
ト互層の整地層

細礫質粗粒～中粒砂細礫質粗粒～中粒砂

シルト質粗粒砂シルト質粗粒砂

粘土偽礫粘土偽礫

シルト質粗粒～細粒砂シルト質粗粒～細粒砂

シルト質砂偽礫シルト質砂偽礫

シルト質砂偽礫シルト質砂偽礫

シルト質粗粒砂シルト質粗粒砂

シルト質細粒砂偽礫・極粗粒砂シルト質細粒砂偽礫・極粗粒砂
シルト質砂偽礫・極粗粒砂シルト質砂偽礫・極粗粒砂

粘土質粗粒～細粒砂粘土質粗粒～細粒砂

粗粒砂主体粗粒砂主体

粗粒砂主体粗粒砂主体

シルト質粗粒砂シルト質粗粒砂

細礫質極粗粒～中粒砂細礫質極粗粒～中粒砂

整地客土整地客土
細礫質極粗粒砂細礫質極粗粒砂

細礫質極粗粒～細粒砂細礫質極粗粒～細粒砂

シルト質砂シルト質砂
中粒中礫質極粗粒砂中粒中礫質極粗粒砂
砂質シルト砂質シルト

中粒中礫～細礫質極粗粒～中粒砂中粒中礫～細礫質極粗粒～中粒砂
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5 ：にぶい黄褐色（10YR5/5）
6 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
7 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）

8 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
9 ：にぶい黄橙色/にぶい黄褐色（10YR5.5/2）
10：にぶい黄褐色/褐色（10YR4.5/4）
11：オリーブ褐色/暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）
12：褐色（10YR4/4）
13：にぶい黄褐色（10YR5/4）
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図19　第 3 〜 1 層の各層内・上面遺構断面図（ 2 ）
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図20　遺構出土遺物実測図（ 1 ）

SX23（SX01含む）（71〜78）、SK14（79〜87）、SX58（88・89）、SX57（90）、調査終了後工事中（91）
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形成期）に存在した可能性がある。

　SE11は遺構面が第 2 層以上で、掘形は長径2.8m・短径2.6mの歪な円形である。井戸側は直径0.9m

であるが、井戸側施設は遺存しない。遺物の取り上げの際、井戸側内・外の区別はできていない。出

土した92は肥前磁器の染付碗である。93は関西系陶器の平碗で、底部内面の 3 個所に目跡を有し、高

台内には「高ヵ次」の刻印を有する。94は漆椀である。内外面とも朱漆を施し、口縁部を輪花状に仕上

げる。以上は17世紀末葉に属するものであろう。

　SE43は遺構面が第 2 層以上で、直径1.3mの円形である。掘形と井戸側の区別はない。肥前磁器小杯・

碗・火入などが出土した。

　SE64は遺構面が第 1 層内以上で、径は1.5m前後のやや歪な円形である。井戸側は直径0.9mで、11

枚の井戸瓦で組んでいる。

　土壙には大小多数ある。A区の多くは第 2 層内以上の層準であるが、A1区のSK25・26・30は第 3

層上面である。また、B・C区のものは、所属層準が第 3 層か第 2 層はよくわからない。いずれの埋土

も砂、礫、泥偽礫、およびこれらの混雑堆積物からなる客土である（図18・19）。

　A1区のSK12は1.8m四方の隅丸方形気味で、検出時の深さは0.4mである。出土した95・96は肥前

磁器の碗である（図21）。95は染付碗、96は白磁である。97は備前焼の小壺で、体部を変形させている。
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図21　遺構出土遺物実測図（ 2 ）
SE11（92〜94）、SK12（95〜102）、SK13（103〜110）、SK54（111〜117）
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98〜100は土師器皿で、灯明皿として使用している。101は土師器焙烙である。102は土師器火入れで、

外面に判読不能の刻印を有する。以上は17世紀後〜末葉に属するものであろう。

　A1区のSK13はSK14の上で検出した。直径0.6m程度の円形気味で、検出時の深さは0.3mである。

出土した103〜109は土師器皿である（図21）。103〜106は小型の皿で、口径 6 ㎝前後を測る。107〜

109は口径10〜12㎝で、体部内面の底部付近に圏線を有する。110は肥前磁器の染付碗である。以上

は17世紀中〜後葉に属する。

　A2区のSK54は第 2 層以上の土壙である。長さ0.95m・幅0.70mで、検出時の深さが0.25mの隅丸

方形の土壙である。埋土は細粒中礫質シルト質極粗粒〜粗粒砂の客土である。出土した111〜117は土

師器皿である（図21）。111・112は口径 6 ㎝未満である。113〜117は口径10〜12㎝で、底部内面に圏

線が巡る。以上はSK13出土の土師器皿に比較して全体に法量が縮小していることから、これに後出

するものとみられ、17世紀後葉に属するものであろう。

　 i ．その他の包含層出土遺物

　第 2 層出土の58は丹波焼擂鉢で、口縁部は断面三角形であり、17世紀後葉にかかる時期のものであ

る。59〜61は肥前磁器の白磁香炉である。器壁が薄く、体部は扁平である。寺院に関連する遺物の可

能性がある。70は泥面子である。このほか第 2 層からは17世紀後葉以降に属する土師器、瓦質土器、

瀬戸美濃焼、備前焼、肥前陶器、肥前磁器、金属が出土している（図15）。

　他に特徴的な遺物として、第 2 〜 3 層およびトレンチ掘削時に出土した層準未詳の遺物について述

べる（図15）。56は中国産青花の碗で、高台内に「大明成化年製」銘を施す。17世紀前半であろう。62〜

69はミニチュアの瓦である。62・63は菊丸瓦、64〜69は輪違ないしは丸瓦であろう。これらは厨子に

葺かれていた可能性が高く、寺院と関連するものであろう。

3 ）遺構と遺物の検討
　a．自然科学分析

　今回の分析調査では、豊臣前期末の堤の築造前後期の古環境に関する情報を得ることを目的して、

自然科学分析調査を実施した。堤の築造以前については、発掘調査底面で確認されている層厚 1 m以

上の第14層の有機質砂混じり泥層について放射性炭素年代測定、珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析、

大型植物遺体分析、その上位を覆う第13層の河川堆積物について花粉分析を実施した。堤の築造後は、

高水敷の第9a層の湿地堆積物と第 6 層の畠作土について花粉分析を実施した。

　分析結果の概要は以下のとおりである。

　第14層では、上部から出土したヒシ属果実片（R308）の14C年代は1920±20yrBPを示した。Intcal13

データーベースを用いた暦年較正の結果、2σで27－40calAD（4.4%）、48－130calAD（91.0%）の較

正年代が得られた。この年代値は、畿内の弥生時代後期〜古墳時代前期の土器付着物の年代値に類似

するとから、第14層上部の形成年代が弥生時代後期〜古墳時代前期頃であることが推定された。

　第14層上・下部の珪藻化石群集は、ともに湖沼沼沢湿地指標種群が特徴的で、河川性指標種群や湖

沼浮遊生指標種群、陸生珪藻などを伴う組成を示した。上・下部層準の第一位優占種は、低照度でも
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増殖できる陰性珪藻と呼ばれる広義のFragilaria属に該当するものであった［辻彰洋・新山優子2014］。

　第14層上部・下部の大型植物遺体群集では池沼や湿地に生育する水生植物が多数確認された。水生

植物には、抽水植物のウキヤガラ・フトイ類・オモダカ属・オモダカ科・ハリイ属・ホタルイ属・ミ

ズオトギリ、浮葉植物のヒシ属・ガガブタ、浮葉〜沈水植物のヒルムシロ属、沈水植物のイバラモ、

オオトリゲモートリゲモ、ムサシモ・フサモ属が確認され、層位的には上部で沈水・浮葉植物が多い

傾向にあった。花粉化石群集で確認された草本類でも、大型植物遺体と同様に上部で沈水・浮葉植物

が多く確認された。また、植物珪酸体は含量密度が上・下部層準とも低く、ヨシ属など低密度で確認

された。このように第14層の植物化石群集は、浮葉植物・沈水植物を主体とし、抽水植物を伴う組成

を示しており、第14層形成期の調査地点には沈水・浮葉植物が生育する水深のある湖沼〜湿地の環境

が拡がっており、低照度の水域環境下でも増殖できる陰性珪藻が繁茂していたことが推定される。

　また、周辺の台地などの高燥な場所にはアカガシ亜属・シイ属などの常緑広葉樹林、後背の自然堤

防などの氾濫原の微高地上などにハンノキ属、エノキ属ームクノキ属、ヤナギ属などの河畔林要素が

林分を形成していたことが木本花粉の産状から推定された。

　第13層形成期には、イネ科花粉の増加から後背の氾濫低地などにおいてイネ科草本植生の成立領域

が拡大したことが推定された。この背景には河内湖の堆積の進行に伴う、離水領域の拡大が関係して

いる可能性がある。木本花粉では二次林の代表的な樹種でもあるマツ属（複維管束亜属を含む）が増加

傾向を示すことから、常緑広葉樹林などの二次林化が進行したことが推定された。

　堤の築造後、慶長伏見地震（1596年）後の豊臣後期〜徳川初期に高水敷に堆積した湿地成の第9a層で

は、ガマ属・オモダカ属・スブタ属・サンショウモなどの水生植物を伴う、イネ科を主体とする草本

植生が拡がっていたことが草本花粉の産状から推定された。また、人里植物のオオバコ属や、栽培種

のソバ属、第 6 層ほどではないが、アブラナ科も比較的多産しており、付近での人間活動が示唆された。

　17世紀前半頃に形成された第 6 層の高水敷の作土からは、アブラナ科花粉が多産したことから、畠

でアブラナ科植物が栽培されていたことが推定された。この結果は、アブラナ植物の利用開始時期を

考える上で重要で、今回のアブラナ科花粉の多産が搾油に伴うアブラナ栽培に由来するものだとすれ

ば、17世紀前半に栽培が行われていたことを示す結果として重要な成果といえる。

　 b ．人骨ならびに動物遺存体の分析・鑑定

　本調査で発掘された土葬墓 3 基（SX01A、SX01B、SX23）から成人 2 体と幼児 1 体が、火葬墓 3 基

の骨壺（SX57、SX58、SX65）からは焼骨が出土した。堤SX31の検出時とその盛土内にウシとウマの

歯・骨が出土した。

　観察方法は、成人骨は骨計測をマルチン法［Martin	and	Knussmann,	1988］の骨計測法に従った。性

と死亡年齢の判定はできなかった。幼児骨の死亡年齢の推定は［Buikstra	and	Ubelaker.	1994］により

歯の萌出状態で行った。古病理学的観察は歯の齲蝕の有無を行った。焼骨は焼成時の温度で骨の変形

や色調が変化する［池田次郎1981］ため、死亡年齢や性の判定は行わず、部位の同定と骨の色調の観察

にとどめた。また、動物遺存体は種ごとの最少個体数を求めるとともに、［Driesch.	1976］の計測法に

従い骨計測を行った。ウマの年齢推定は臼歯の歯冠高で行い［山崎健2016］、体高の推定は［林田重幸・
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山内忠平1957］の推定式を用いた。ウシの体高の推定は［西中川駿・下市寿史・中村修・佐藤克己・尾

崎洋子・松元光春2017］の推定式で行った。

　観察結果の概要は以下のとおりである（図22）。

　（ 1 ）人骨

　土葬墓SX01A　出土部位はほぼ全身の骨格が遺存している。死亡年齢は大臼歯の摩耗が軽度であ

ることより若い個体である。古病理学的観察では、右第 1 大臼歯と第 2 大臼歯、左第 2 大臼歯に軽度

の齲蝕がみられた。

　土葬墓SX01B　出土部位は上肢骨と下肢骨で、頭骨や体幹の骨格は遺存していない。骨病変は見

られなかった。

　土葬墓SX01AまたはB　A人骨とB人骨が混在している骨片で出土部位が重複しないものを所属不

明とした。遺存していた部位は主に遊離歯である。また、動物骨も混在している。

　土葬墓SX23　遺存していた骨の保存状態は非常に良く、ほぼ全身の骨格が遺存している。死亡推

定年齢は 3 才前後である。

　火葬墓SX57　出土骨は 6 片で、すべて焼骨であり、色調は白色を呈しているものが多かった。し

かし、黒色のものも混在し、火葬温度は高温とはいえない。椎骨の椎体周辺に骨増殖がみられ、高齢

と推測される。

　火葬墓SX58　出土骨は焼骨で全身の部位が遺存しており、多くの骨が白色でクラック（亀裂）が入っ

たものがあり、高温で焼成されたことを示唆している。

　火葬墓SX65　遺存部位は全て焼骨であり、色調は灰白色から白色で、高温で火葬されている。

遺構不明の人骨　SX62杭uの中位の深度の第11層出土の人骨（R246）は焼骨で、長骨片である。第12

　層出土（R193）はヒトの骨片であるが、焼骨ではない。

R

SX01A SX01B SX23

L

L

R

R

図22　土葬墓出土人骨の遺存部位（網掛部）
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　（ 2 ）動物遺存体

　堤の盛土（第 6 〜11層）から出土したウシとウマの最少個体数はウシもウマ 1 個体である。

　ウマ　出土部位は遊離上顎臼歯（裏法検出中）、下顎骨（第 8 層）、寛骨（第10層）と大腿骨（第11層）で

あり、下顎骨には臼歯がすべて釘植していた。死亡年齢は 9 才以上と推定される［山崎2016］。推定体

高は119.1㎝で小型馬である。

　ウシ　出土部位は右上腕骨（第10・11層）、右の中手骨と手の骨格（表法検出中）であり、上腕骨以外

は同一個体である。推定体高は112.2㎝であり、小型のウシである。

　種不明　第 2 層中の骨（R36）の細小片と小石が混在しており、部位の同定はできない。第 3 層以下

では長骨の骨幹（R114）が遺存している。SX31の裏法検出中（R163・164）および盛土第11層中（R275）

から骨片が出土している。

　 c ．堤SX31築造の背景

　本調査地は東・南側道路と大川左岸の護岸法面とに囲まれた網島町の中では標高の高い三角地帯に

ある。三角地帯の西の護岸法面と大川左岸とは50m前後、南側道路と寝屋川右岸からは250m前後、

鯰江川を埋立てた京阪本線からでも100m前後の距離にある。東側道路の東は急に低くなり、約130m

東の市道赤川天王寺線付近ではTP+ 1 m近くまで下がる。堤SX31はその南縁を限る南側道路の少し

北側に位置する（図23右上）。	

　明治19年製版の仮製地図を見ると、大川左岸の高水敷に沿って斜面が連続し、その斜面の上に道路

が走り、道路の東側に沿って集落が並ぶ。集落のさらに東側には水路が並行して走ることから、道路

と集落が40〜50mの幅広い堤防上に並ぶことが読める。おそらく、大川の攻撃斜面に形成された自然

堤防が基礎となっているのであろう。	

　ところが、ちょうど網島町の三角地帯の西側長辺にあたる部分の堤防法面は途切れている。北から

伸びてきた道路は三角地帯の東側道路へと折れ曲がる。東側道路は土手状で、両側が斜面になる。さ

らに、これに続く三角地帯の南側道路の北側には集落が連なり、道路の約30m南には西進して鯰江

川に合流する水路がある。このことから南側道路と集落付近が高かったことが判る。南側道路は分

岐して北側の一本が川嵜橋西側で再び大川を見下ろす位置に出る。ここでの斜面・北側分岐道路・集

落・南側道路・水路（鯰江川）の関係は、南側道路を除けば、三角地帯より北側の地形と類似して、約

140mの長さで西進する。	

　ところで、豊臣秀吉が天下を統一し、権力基盤を根固めしていた豊臣前期には、物流の活性化と洪

水対策のための河川管理は不可欠の課題であった。文禄 3（1594）年に秀吉が伏見〜大坂間の水陸の交

通路の整備を命じた文禄堤をはじめ、治水と道路整備のための堤が各地で造られている。大川右岸で

も 2 箇所が見つかっている［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2010、大阪市教育委員会・大阪文

化財研究所2014］。桜之宮橋の西詰で見つかった堤の規模は天端が 7 m、堤防敷が推定20〜25m、高

さが3.4m以上で、天満本願寺建立の翌年、天正14（1586）年に洪水対策のために普請されたと考えら

れている［南秀雄2009］。	

　ここで、堤防・道路が三角地帯で不自然に折れ曲がる理由を考えてみよう。折れ曲がる位置は天満
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図23　堤SX31周辺の地形と豊臣前期の堤検出地
明治19年製版 2 万分の 1 仮製地図を 1 万分の 1 に拡大して表示

右上：国土地理院発行の数値地図に基く 0 〜10m等高線図
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本願寺の対岸、大川左岸の攻撃斜面の中でも最も河川流の直撃を受けやすい場所にある。ここの堤防

が決壊すれば、堤内地の野田村や澤上江村の田畠が冠水するだけでなく、京橋から野江村・関目村を

経由する京街道にも被害が及んだであろう。文禄 3 年 7 月（1594年 9 月）や元亀 2 年 8 月（1571年 9 月）

には近畿諸国に「大風」が吹き荒れ、天文年間（16世紀中葉）以降にも「大風雨、洪水」が度々起こってい

る［建設省国土地理院1965］。もし、その一つ以上が堤防に被害を及ぼし、決壊したり破損したりした

場合は、急遽、修復するか、堤防を造り代える必要に迫られることになる。大川の自然堤防を越流し

てきたと考えた第11層基底の砂層は、そのような破堤の証拠になり得る砂層である。記録によれば遅

くとも17世紀初頭には大長寺が建立されているはずで、1655年発行の『明暦元年大坂三郷町絵図』には、

建立した鯰江備中守の外祖父毛利備前守に因んで、「備前しま」の地名がある。しかし、1657年発行の『新

板大阪之圖』には網島の西端（堤防被害がなかったと推測される範囲）に永井信濃守の文字が表れ、居

宅が描かれているのに、その東隣の当該地に寺院の建物は描かれていない。絵図の情報収集時に、未

だに荒廃したままか、復旧中の場所であったからではないだろうか。	

　三角地帯の東側道路はそのような災害箇所を避け、迂回して普請された堤の名残と考えられる。同

様に、南側道路の少し北側、道路に沿う集落の位置に埋没するSX31も、復旧堤防であったと考えら

れる。SX31の規模は天正期に対岸で造られた天満本願寺の堤と同じかやや大きいが、対岸の堤には

見つからなかった土留めが施工されている。性急な造成のために土留めが必要であったのかもしれな

い。盛土の締まりが悪く軟弱なうちに慶長伏見地震に遭遇していることから、築堤時期は地震からそ

れほど遠くない過去と考えられる。仮に、水害直後に復旧築堤が行われたのであれば、文禄 3 年の「大

風」は破堤原因の有力な候補になる。	

　ところで、堤SX31の初期・中期築堤段階における大川側の平坦地は、第10・11層が鯰江川側の盛

土基底面より2.5m余り高く盛土されており、その面は調査区を超えて北側に拡がる。その拡がりは、

堤をもとの規模で復旧して再び洪水被害に遭う危険を回避するために、破堤したであろう三角地帯の

西縁まで達した可能性がある。現状の三角地帯が初期築堤段階にまで遡るなら、三角地帯全域が嵩上

げされた姿は、現代のスーパー堤防にも似た豊臣期の高規格堤防と言えよう。	

　 d ．築堤以前の景観

　第14層は古墳時代前期〜弥生後期に遡り、植物遺体や花粉・珪藻・プラントオパール分析からは、

常時水没した開放的な浅水域と考えられる。砂粒をほとんど含まないことから、大川や寝屋川・鯰江

川から直接の影響を受けない隔離水域と考えられる。少なくとも大川とは攻撃斜面側の自然堤防で隔

離されていたし、南側は河内湖縁辺のヨシ原で粗粒砕屑物はトラップされて、流入しなかった可能性

がある。

　しかし、第13層堆積期になると、西北西向きの古流向から見て、寝屋川・鯰江川が近隣まで伸長し、

時折砂を運んでいたと考えられる。NR63は自然流路としたが、第14層の粘土堆積物が不自然に削ら

れている点や、形状からみて人工流路の可能性もある。第13層に連続して堆積した第12層の砂泥互層

は、自然堤防の溢流堆積物とみることができる。大川の蛇行が顕著になり、洪水流が直接堆積物を搬

入し出した可能性がある。第13層〜第12層の堆積期は、古墳時代前期〜豊臣前期までの可能性がある
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が、堆積層の軟弱さから見て、恐らく、新しい方に偏るであろう。

4 ）まとめ	
　この調査では調査地に分布する地層を10層に区分し、これに基づき遺構・遺物を検討した結果、次

の諸点を明らかにし、また、可能性を指摘した。年代順にまとめておく。

　（ 1 ）本調査地の第14層最上部は古墳時代前期〜弥生時代後期に遡り、大川からは隔離された河内湖

縁辺の水域に堆積したと考えられる。

　（ 2 ）第13・12層堆積期は、寝屋川の影響を受ける氾濫平野であった。堆積年代は古墳時代前期から

豊臣前期まで可能性があるが、比較的新しいと思われる。

　（ 3 ）第11層基底の砂層は、大川右岸の堤防を越流したとみられるが、この洪水により破堤した洪水

流で運ばれた可能性もある。この洪水は、豊臣前期の中でも終盤に近いと予測される。

　（ 4 ）堤SX31は第11層下部の堆積後に築堤が開始された。築堤場所は破堤箇所を避けて、南側へ迂

回するように造成されたと考えられる。その時期は第11層下部・上部の層界の不明瞭さや盛土の軟弱

さからみて、恐らく（ 3 ）の洪水イベントの直後、豊臣前期の終盤であろう。

　（ 5 ）初期の築堤土留（第 1 列杭群）の一部には、卒塔婆が用いられていることから、近隣に寺院の墓

地が存在したと考えられる。もし、その寺院が大長寺であったなら、大長寺の創建は慶長伏見地震と

同年の、『蓮門精舎旧詞』に記された慶長元（1596）年である可能性がある。

　（ 6 ）第11層上部〜10層の盛土による築堤が終わった直後の1596年、慶長伏見地震の激震を受け、揺

れ戻しを含む強烈な横揺れにより土留め杭が圧し折れ、堤の一部が崩れた（第10a層の形成）。横揺れ

は北西－南東方向であった。

　（ 7 ）壊れた堤は10年余り放置され、土壌（第 9 層）が生成し、高水敷には水溜りもできた（第9a層の

堆積）。

　（ 8 ）その後、第 8 ・ 7 層の客土により堤の修復と拡張が行われた。その時期は修復時に打設された

杭の墨書から、慶長11（1606）年と考えられる。

　（ 9 ）修復された堤には土壌が生成し、南の高水敷は畠として利用された。畠ではある時期からアブ

ラナ科植物が栽培された。アブラナ科の栽培は1640年代まで続いた。

　（10）1640年代（17世紀中葉前半）に、第 5 〜 3 層により、堤は天端の高さまで川表・川裏側がとも

に盛土され、嵩上げされた地面の下に姿を消した。この地業は豊臣氏大坂城を盛土の下に埋め尽くし

た徳川氏の天下普請の仕業に似ている。本調査地を含む高標高の三角地帯は、この普請により形成さ

れたと推測される。

　（11）17世紀後半〜18世紀末までの第 2 層造成期には、盛土と整地が繰り返して行われ、少なくとも

3 度の嵩上げが行われた。その間、調査区一帯は墓場として利用され、土葬墓や火葬墓が掘られている。

これらは大長寺に係る墓であると考えられる。

　（12）19世紀に入っても、墓場は継続して使われたと思われるが、大長寺は20世紀初頭（1909年）に

移転し、その後整地されて藤田家の宅地となった（第 1 層造成期）
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　以上により、当該地域の積極的な開発が豊臣前期にまで遡り、豊臣氏大坂城の京橋より北側の状況

がはじめて明らかとなった。また、当時の治水と道路整備に係る堤SX31の成り立ちを復元し、築堤

に洪水が係るとする仮説を提示した。その実証を含む具体の解明は今後の課題である。周辺地域にお

ける今後の調査に期待したい。

　なお、自然科学分析と人骨ならびに動物遺存体の分析・鑑定の詳細については、別途報告する予定

である。

註）

（ 1 ）（独）大阪市博物館機構大阪歴史博物館の大澤研一氏のご教示による。	
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資料　墓石のスケッチ
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（31）（31）
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延宝 4 年
天和 4 年
元禄 7 年
元禄 11 年
宝永元年
宝永 6 年
享保元年
享保 2 年
享保 4 年

（甲午）
丙辰
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（戊寅）
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（己丑）

丙申
丁酉

（己亥）
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1717 年
1719 年

（31）
（20）
（21）
（32）
（9）
（18）
（9）
（28）
（10）
（18）

年号 干支 西暦墓石番号

表 3．墓石の墨書

図24　墓石スケッチ（ 1 ）と拓本
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図25　墓石スケッチ（ 2 ）
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図26　墓石スケッチ（ 3 ）
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図27　墓石スケッチ（ 4 ）
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図28　墓石スケッチ（ 5 ）
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図29　墓石スケッチ（ 6 ）
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図30　墓石スケッチ（ 7 ）
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西壁地層断面
（東から）

南壁地層断面
（西から）
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深掘区調査終了時
（北東から）

堤中景（北東から）

堤遠景（南西から） 図
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杭下半部の状況
（東から）

杭上半部の状況
（北東から）

土留め杭検出時の状況
（東から）
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丸まった土留板
（東から）

地震の揺れ戻しにより
滑り面の上下でラミナ

の傾きが逆になった
地層断面（北東から）

折れた土留杭
（北東から）
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重機掘削後の状況
（第 2 層内・南西から）

第 6 層上面（南西から）

第 6 層上面（北東から） 図
版
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土葬墓SX23
（第 2 層内、

南西上方から）

土葬墓SX01B
（第 2 層内、北東から）
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福島区鷺洲五丁目 7 － 2 における建設工事に伴う

鷺洲5丁目所在遺跡発掘調査（EE18－ 1 ）報告書

－113－



調 査 個 所 	 大阪市福島区鷺洲 5 丁目 7 － 2

調 査 面 積 	 約210㎡

調 査 期 間 	 平成30年 4 月23日～ 5 月17日

調 査 主 体 	 公益財団法人	大阪市博物館協会　大阪文化財研究所

調査担当者	 調査課長　高橋工、大庭重信、平山裕之、野田優人
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図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区配置図

１）調査に至る経緯と経過
　鷺洲 5 丁目所在遺跡は、淀川河口域に位置する新発見の遺跡である（図 1 ）。西側の海老江遺跡では

平成28年度に 2 件の調査が行われており、中世後半にクリーク状の南北大溝を掘削して以降、耕地開

発が進む様子が明らかになり［大阪文化財研究所2017a・b］、またEE16－ 1 次調査では、干潟層出土

木材の放射線炭素年代測定によって、弥生時代終末期～古墳時代前期には陸化が始まっていたことが

判明した。

　大阪市教育委員会が行った試掘調査の結果、敷地西半の地表下0.9ｍ以下で本格的な調査を必要とす

る近世以前の遺構面や遺物包含層が検出されたとされ、これを受けて調査を実施することとなった。

調査は平成30年 4 月23日から開始し、まず指定された範囲に東西30ｍ、南北 7 ｍの調査区を設定し、

重機で現代盛土の除去を進めたが、調査区が旧建物の基礎列と重なって調査対象の地層がほとんど削

平され遺存していないことが判明したことから、北隣に調査区域をずらして再度掘削を進めた（図 2 ）。

調査は 5 月17日まで行い、最後に調査区西端で深掘りトレンチを設定し、下層の観察・記録を行い、

調査を完了した。

　基準点はMagellan社製ProMark3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北

を基準とした。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP－〇ｍと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ・ 6 ）

　調査地の標高はTP－0.8m前後でほぼ平坦である。現地表下3.0mまでの地層を観察し、現代盛土の
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図 3 　地層と遺構の関係図

図 4 　西壁地層断面図

第 0 層以下を第 1 ～ 5 層に大別し、一部を細分した。

　第 1 層：細粒砂～シルト偽礫を含む明褐色（2.5Y6/6）細粒～粗

粒砂からなる氾濫堆積層で、調査区南端の東西溝SD01を埋める

とともに、第2a－ 1 層の上にも部分的に分布する。近代前半の

陶磁器類を含み、1885（明治18）年の淀川大洪水に伴うものと考

えられる。

　第 2 層：第2a－1・ 2 層、2b層に細分した。第2a－ 1 層は、下

位の第2a－ 2 層～第5a層に由来する偽礫からなる盛土で、層厚

は20㎝遺存していた。SD01に沿って土堤状に分布するが、上面

は偽礫の単位を残し凹凸が顕著である。SD01掘削時に生じた排

土で、掘削後ほどなく第 1 層に覆われたものである。第2a－ 2

層は、暗灰黄色（2.5Y4/2）極細粒砂質シルトからなる作土層で、

層中に炭粒を含む。本層上面の第2a－ 1 層との間に、シルトの薄層が部分的に堆積していた。層厚は

10～15㎝ある。第2b層は、オリーブ褐色（2.5Y4/3）中粒～粗粒砂混り極細粒砂質シルトからなる作土

層で、炭粒を含む。層厚は10㎝ある。時期は、第2a－ 2 ・第2b層ともに出土遺物から近代で、第2b

層出土の型紙刷の瀬戸美濃焼染付磁器碗 4を図化した（図 5 ）。

　第 3 層：黄褐色（2.5Y5/6）中粒～粗粒砂からなる氾濫堆積層で、層厚は 5 ～10㎝ある。18世紀後半

以降の関西系陶器や肥前磁器などが出土した。

　第 4 層：第4a・4b層に細分した。第4a層は暗灰黄色（2.5Y5/2）極細粒砂質シルトからなる作土層で、

層厚は 5 ～10㎝ある。上面で畦畔状の高まりを検出した。第4b層は灰オリーブ色（5Y4/2）細粒砂質

シルトからなる作土層で、層厚は10㎝ある。第4a層からは18世紀後半以降の肥前磁器染付皿 2や肥前
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図 5 　出土遺物実測図
第4b層（ 1 ）、第4a層（ 2 ・ 3 ）、第2b層（ 4 ）

陶器皿 3、第4b層からは中世に遡る瓦質土器・瓦器・備前焼擂鉢が出土したが、肥前陶器碗 1も含ま

れるため、ともに近世のものと考えられる（図 5 ）。

　第 5 層：一部を深掘りトレンチで確認した自然堆積層で、第5a ～5d層に細分した。第5a層は、黄

褐色（2.5Y5/4）～にぶい黄褐色（10YR4/3）極細粒～粗粒砂からなり、上からの根により擾乱されてい

るが、部分的にトラフ型ラミナが確認できる。古流向は西から東方向である。層厚は40㎝ある。第5b

層は、植物片を多く含む灰色（5Y5/1）シルト～極細粒砂からなり、部分的に植物遺体の薄層を挟む。

縦方向の植物の根痕とともに、カニの巣穴とみられる径 1 ㎝程の内面にシルトの膜が貼りついた生痕

が多く認められた（図版中段）。層厚は55㎝ある。第5c層は黄灰色（2.5Y4/1）極細粒砂～シルトからな

る有機質な地層である。本層も上位と同様の生痕が顕著である。層厚は10㎝ある。第5d層は灰色（7.5

Ｙ6/1）中粒砂を主体とした地層で、生痕は見えない。層厚は60㎝まで確認した。以上の第 5 層の堆積

環境は、第5a層が淀川から供給された河成層、第5b層が潮間帯の川辺の湿地のような環境で堆積した

干潟層、第5c層が三角州前面の干潟層、第5d層が外浜下部の海成層とみられ、西側400mのEE16－1

次調査の第10・11・13・14の各層に対比される［大阪文化財研究所2017a］。

　ⅱ）遺構

　第2a－ 1 層・第2a－ 2 層、第3a層、第5a層の各上面で遺構検出作業を行った。遺構が確認できなかっ

た第2a－ 2 層上面を除いて、以下で各面の検出遺構を報告する。

　 a ．第5a層上面（図 6 ）

　第5a層上面で遺構検出作業を行い、SK02・03を検出した。SK02は調査区中央西寄りで検出した長

軸2.0ｍ程の不整形な土壙で、深さは0.1ｍである。偽礫状をなす極細粒砂が周囲よりやや多いが人為

的な痕跡は確認できず、自然のものと判断した。SK03は調査区中央東寄りで検出した一辺0.6×0.7ｍ

の隅丸方形の土壙で、深さは0.1ｍである。埋土は砂質シルト層で、自然のものと判断した。SK02・

03からは遺物は出土していない。

　第5a層上位の第4b層からは中世に遡る土器が出土していることから、本来第5a層の上位には中世の

生活面があり、これが近世の耕作によって削平されたと判断される。

　 b ．第4a層上面（図 7 ）

　氾濫堆積層である第 3 層で覆われた第4a層上面で、1.9～2.0ｍ間隔で均等に並ぶ畦畔状高まりを15
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写真 1 　第4a層上面の偽礫検出状況（A地点）

本検出した。幅は上端で0.1m前後、高さは

0.1ｍで、細くかつ下端から急激に立ち上が

る。畦間の平坦部は微妙な凹凸があり、周

囲より一段低くなった箇所（図 7 のA、写真

1 ）では第4a層由来の偽礫が残り、偽礫が

直接第 3 層で覆われていた。このことから、

畦畔状の区画を作る作業中に洪水によって

廃絶したと判断される。シルトを基質とす

る特徴から第4a層は水田作土と考えられる

が、通常の水田畦畔と比べて検出した畦が

細く貧弱であること、また畦間の間隔が極めて狭いことから、検出した遺構は本来の水田面の形状で

はなく、作土の入れ替え等の土壌改良を目的とした作業の一工程が洪水で埋まったものの可能性があ

り、この場合畦は作業単位の目印として掘り残されたものの可能性がある。時期は出土遺物から近世

である。

　 c ．第2a－ 1 層上面（図 7 ）

　現代の攪乱を受けて遺存状態は良くなかったが、調査区の南端で第 1 層で埋まる東西溝SD01と、

その北側でSD01掘削時に生じた排土とみられる偽礫の集積（第2a－ 1 層）が幅2.0～3.0ｍの範囲で土

堤状に分布していた。SD01は幅1.0ｍ以上、深さ0.7ｍ以上あり、排土とみられる土堤状の高まり上面

は偽礫の形状が残ったまま第 1 層で覆われていたことから、SD01を掘削した直後に氾濫堆積層であ

る第 1 層で覆われたことがわかる。また、第2a－ 1 層と第2a－ 2 層の間にはシルトの薄層が部分的に

分布しており、かつこれが第2a－ 1 層の偽礫の荷重で変形している部分があることから、SD01が掘

削される直前にこの場所が水漬かりの環境にあったことが推定できる。

　出土遺物からみて、第 1 層は1885（明治18）年の淀川大洪水に伴うものと考えられ、西側400mの

EE16－ 1 次調査でもこの洪水の直前に耕地を洪水から守るための一次的な貯水・貯砂を目的とし

たとみられる濠状の大型長方形土壙が検出されている［大阪文化財研究所2017a］。今回見つかった

SD01も一部を確認したに過ぎないが、同様の状況下で掘削され、EE16－ 1 次調査例と機能を同じく

する可能性がある。

3 ）まとめ
　近世以降の耕作関連遺構を検出し、中世に遡る遺物は出土するものの、遺構もしくは当時の生活面

は近世の耕作により削平されていた。下層の確認調査では、外部下浜の海成層から三角州前面の干潟

層、潮間帯の干潟層、淀川からの河成層の順で陸化が進んだことが判明し、西側400ｍのEE16－ 1 次

調査のデータと対比できる資料が得られた。
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調査区西壁地層断面
（東から）

第5b層中の生痕（矢印）
と根痕（東から）

第4a層上面全景
（東から）



中央区高津三丁目34－ 2 ・17－ 1 における建設工事に伴う

高津3丁目所在遺跡Ｂ地点発掘調査（KD17－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市中央区高津 3 丁目34－ 2 ・17－ 1

調 査 面 積 	 374㎡

調 査 期 間 	 平成30年 2 月28日〜 4 月10日

調 査 主 体 	 公益財団法人	大阪市博物館協会　大阪文化財研究所

調査担当者	 調査課長　高橋工、清水和明・桑原武志・野田優人
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図 2 　調査区配置図図 1 　調査地位置図

1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は高津 3 丁目所在遺跡B地点とされており、上町台地の西側斜面から大阪海岸低地へ地形が

変換する地点に当る。ここには、台地縁辺に沿って南北に松屋町筋が通り、同筋の東側は徳川期の初

期に下寺町が形成された。一方、調査地がある西側は18世紀前葉までは郊外の農地であったようで、

享保（1716〜1736）年間に作成された『摂津大坂図鑑綱目大成』には当該地は「田」と記されている。後

に西高津新地の開発に伴って、享保19（1734）年に調査地の西を南北に延びる高津入堀川（現阪神高速

1 号線）が開削され、元文 5（1740）年にはその堀止付近に天王寺銭座が設置されている。翌年から鋳

銭が始まり、延享 2（1745）年に銭座は廃止されるものの、宝暦 2（1752）年に銭座跡地に天王寺御蔵（高

津新地御蔵）が設置されている。このように、当地は18世紀前葉から開発が進み、中葉には幕府の関

連施設が開設されるなど市街地化が進んだものと考えられる。しかし、天王寺御蔵は米の痛みが早い

ため寛政 3（1791）年に廃止されて難波御蔵に統合されるなど、元来は多湿な地質環境にあり、その後

の土地利用からも郊外地としての性格が窺える。

　周辺におけるこれまでの発掘調査では、本調査地の南西側でNP05－ 1 次［大阪市教育委員会・大

阪市文化財協会2006］・KD07－ 1 次調査［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2009］があり、南側

でKD14－ 1 次調査［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2016］がある。特に注目されるのは複数

の製造業種に係わる資料で、KD07－ 1 ・KD14－ 1 次調査地の18世紀後葉〜19世紀前半のベンガラ、

KD07－ 1 調査地の同時代の金属生産や金属加工品、KD14－ 1 次調査地の幕末〜明治初期にかかるバ

イゴマなどの生産関連遺物が発見されている。これらは、当地が居住域というよりは各種の工房が集

まる地域であったことを示しており、近世の大坂が地域で異なる役割をもっていた特徴を明らかにす
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る点で重要である。

　大阪市教育委員会による試掘調査で、地表下約

1.1ｍ以下の深さで本格的な発掘調査を必要とす

る近世以前の遺構面が検出され、発掘調査を実施

することとなった。周辺の調査成果を参考に、当

該地における開発の開始時期や、18世紀中〜後

葉頃を境に大きく変化する開発状況の具体的な

資料を得ることなどを主たる目的とした。

　調査は平成30年 2 月28日から開始し、当初計

画のとおり東西22m、南北17mの調査区を設定

した。調査区内には鉛による土壌汚染が現地表

から0.5ｍないし1.0m下まで及んでいる範囲があ

り、すでに事業者によって0.8ｍの深さまで重機

掘削されていた。そこで、地層の境界面とは無関係に汚染土壌の残りの深度まで重機掘削を続けた結

果、おおよそ第 4 層上面（第 4 層の範囲外は第 3 層中部）付近に相当したため、その面で18世紀後葉〜

近代にかかる遺構を検出し調査を開始した。その後、第 5 層上面、第6a層下面、第6b層下面、第 7 層

上面で遺構を調査し、各々で出土遺物の取上げと写真・図面による記録作業を行った。第 5 層上面を

調査したのち、さらに調査が必要な遺構面を大阪市教育委員会と協議した結果、調査期間を勘案して

第6a層以下では調査区を東西16m、南北10mに縮小し、同年 4 月10日に現地における全ての調査作業

を終了した。なお、調査の過程で生じた汚染土壌の残土については、汚染深度が0.5ｍの範囲について

は現地表から深さ1.0ｍまでの、汚染深度1.0ｍの範囲は深さ2.0mまでの全てが事業者によって場外処

分とされた。

　また、基準点はMagellan社製ProMark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく

座標北を基準とした。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP＋〇ｍと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　調査地の現況はTP+3.0m以下で概ね平坦な地形である。調査で確認された地層は 8 層に大別し、

以下に各地層の詳細を記す。

　第 1 層：褐色（7.5YR4/4）含レンガ・コンクリート・焼瓦、細礫質粗粒砂層やシルト質粗粒砂層な

どの複数の整地層からなる近代・現代の地層である。層厚は70〜90㎝程度である。

　第 2 層：灰黄褐色（10YR4/2）粗粒砂やオリーブ褐色（2.5Y4/3）礫混りシルト質粗粒砂などの複数の

整地層からなる18世紀後葉〜幕末の整地層で、上面は焼けている箇所がある。層厚は20〜40㎝程度で

ある。

　第 3 層：にぶい黄色（2.5Y6/4）細〜中礫質極粗粒砂ないし中粒砂からなる整地層で、層厚は20〜60
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写真 1 　深掘りトレンチ第 7 ・ 8 層断面（西から）

㎝程度である。第 4 層とともに下位の第 5 層（畠）上面を覆う一連の整地層であるが、本調査区では北

側に顕著に分布している。出土遺物は18世紀中〜後葉で、年代的には天王寺御蔵の開設に近く、その

工事に関連する客土の可能性がある。天王寺御蔵の正確な範囲は未確定だが、18世紀後葉以降の古地

図では入堀川の西・南側に接するようである。本調査地からは少し離れるが、御蔵開設に伴って入堀

川が再整備されたと考えられ、それが客土の要因として想定されよう。

　第 4 層：黒褐色（10YR3/2）泥炭質シルトやにぶい黄色（2.5Y6/3）シルトの偽礫を主体とする整地層

で、層厚は20〜30㎝程度である。本層の分布する範囲は調査区南半を中心とし、さらに入堀川から離

れる東端付近はまばらになるが、上位の第 3 層と一連の客土によるものである。第 4 層が湿地性堆積

物を主体とするのに対し、第 3 層は海成層と思われる砂礫を起源とする。こうした違いは工事の進捗

状況によるものと考えられ、より深くで掘削された砂礫を主体とする第 3 層が、第 4 層の上位に客土

されたものであろう。このことから、調査区の範囲では南半の第 4 層から北半の第 3 層へ整地作業が

進んだと推測される。調査を開始した本層の上面では18世紀後葉〜明治期の遺構多数を検出した。

　第 5 層：黒色（2.5Y3/1）細礫混り中粒砂質シルトからなる作土層で、層厚は10〜30㎝である。第 3・

4 層の整地層で覆われており、客土の年代が本層の下限となるため、18世紀後葉以前と考えられる。

本層の上面で畠の畝や土壙を検出した。

　第 6 層：第 5 層以前の耕作による作土層で、客土による高まりを耕起した第6b層と、平行して溝状

に低くなる第6a層に分けられる。

　6a層：上部は黒褐色（2.5Y3/1〜10YR3/1）細礫混り極細粒砂質シルトで作土層であるが、下部は

水漬きの黒褐色（2.5Y3/1）極細粒砂質シルトで踏込み痕が著しい。擾乱の範囲は第 7 〜 8 層に及ぶ。

幅の広いSD601・602の埋土となり、層厚は最大で50㎝程度である。

　6b層：黒褐色（10YR3/1）シルトないし黒褐色（2.5Y3/1）粗粒砂混り極細粒砂質シルトを主体とす

る作土層である。長方形の高まりであるSR603・604を形成している。層厚は30㎝である。偽礫の構

造を残す部分があることから、客土によって形成された高まりを耕起した作土層と判断した。本層の

掘削中に17世紀代の肥前磁器 2が出土しており、年代の上限を示すものと考えられる。

　第 7 層：本層は著しく暗色化が進んでいる。岩相によって第7a層と第7b層の上下 2 層に分けられる。

出土遺物はなく地層の年代は不明であるが、本層の上面で検出した落込みSX701や第 6 層から出土し

た古代・中世の遺物は本層に属していた可能性

が高い。徳川期になって当地の耕地化が進む以

前に形成された地層で、上町台地西縁に平行す

る低地の上部にたまった湿地性堆積層である。

　7a層：黒色（10YR2/1）泥炭質シルト〜泥炭混

り極細粒砂質シルトで、層厚は10〜20㎝である。

　7b層：黒色（10YR1.7/1）極細粒砂質シルトで、

層厚は20㎝程度である。

　第 8 層：灰色（5Y4/1）シルト質中粒砂層で出
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土遺物はない。層厚は70㎝を確認した。難波砂州を形成した砂層の一部と考えられる。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 〜12）

　先述のとおり出土遺物には古代・中世に遡るものがあるが、調査した遺構は全て徳川期に属すると

考えられる。以下に古い時期のものから記述する。

ａ．中世以前の遺物（図10）

　SX701および第6b層内から中世以前の遺物が出土した。SX701からは中国産磁器 3と平瓦 4が出土

した。 3は青磁鉢で14〜15世紀頃のものであろう。 4は須恵質で、凸面は格子タタキ、凹面はケズリ

で調整した古代に遡るものである。第6b層内からは瓦器椀１と平瓦 5が出土した。１は外面のヘラミ

ガキがまばらになった和泉型で、12世紀後葉頃のものでる。 5は 4と同じ調整で古代に遡る。当該期

の確実な遺構はないが、当該地で近世より遡って開発が始まっていた可能性を示唆する資料である。

ｂ．徳川期の遺構・遺物

　①第 7 層上面・第6b層下面遺構（17世紀代　図 5 ）

　第 7 層上面でSX701を、第6b層下面でSD605を検出した。

　SX701は縮小区の東部にあり、南北に延びる上端から第 7 層を深さ0.2〜0.4m程度削って東へ低く

なる平坦地を作り、その一部をさらに土壙状に掘り下げた落込みである。土壙状の部分は南北4.4m、

東西2.1mで深さは0.7mである。埋土は水漬きの黒〜黒褐色シルトないし砂質シルトなどを主体とし、

開口しながら徐々に埋没したとみられ、上部からの踏込み痕が著しい。出土遺物には先述の中世以前

のものがあるが、下位層から巻き上げられた可能性が高い。SD605をはじめとする17世紀代の耕作遺

構と同じ方位であるため、徳川期の遺構として把握しておく。

　SD605は次項のSR604の北側にあり、第6a層でSD601・602が埋没する以前にSR604を北へ拡幅

する客土によって埋められていた。出土遺物はないが、第6b層の年代が17世紀代であるため、ほぼ同

時期の遺構と考えられる。

　②第6a層下面遺構（17世紀代　図 6 ・10）

　第6a層下面では縮小区全体にわたる東西に長い長方形の高まりと、その間に平行する溝を検出した。

溝は作土である第6a層で埋没している。

　SR603・604は上面を第 5 層で削られて平坦化しているが、SR603の上端幅で3.1〜3.6m、SR604

との間にあるSD602は上端幅で約3.5mである。両者間の比高は約0.5mになる。SR604はSD605が埋

まる前は幅1.5mであった。SR603・604は第6b層の黒褐色（10YR3/1）シルトないし黒褐色（2.5Y3/1）

粗粒砂混り極細粒砂質シルトなどで形成されているが、黄灰色細粒砂や黒色シルトなどの第 7 ・ 8 層

の偽礫を積んだ箇所が残り、SD601・602などを掘削して間に客土して嵩上げしたものと考えられる。

SD601・602の埋土下半は踏込み痕が著しいが上半は淘汰が進んだ作土である。これらの形状は「堀田」

に類似しており、水はけの悪い環境下で排水を確保して水田耕作を行ったものであろう。

　出土遺物には先述のSR603内の肥前磁器青磁皿 2があり、底部内面を蛇ノ目に釉剥ぎした17世紀代

のものである。

　③第 5 層上面遺構（18世紀中〜後葉　図 7 ・10）
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　第 5 層上面では調査区全体にわたる畠跡を検出した。畝は調査区中央付近のSD518で北と南で 2 群

に分けられる。北群の畝を挟んで調査区北端にSD518と平行するSD508があり、両者は調査区東部

でつながって北群を囲んでいる。北群は南北7.5m、東西15.0m以上となり、その中に同方位で 7 条の
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畝が並んでいる。畝幅は0.5〜0.6m、高さは0.1m程である。畝間は幅0.6mとなる。また、畝には所々

に途切れて小さな区画が作られた箇所がある。SD518は幅2.7〜3.0m程度の東西に延びる溝であるが、

調査区東部で南へも屈曲しており、南群の畝も北群と同様に幅の広い溝で区画されていたようである。

南群は南北8.5m以上、東西15.5m以上で、その中に北群と同方位で10条以上の畝が並んでいる。畝幅

は0.3m、高さは0.1、畝間は幅0.5mである。北群と同じように数箇所で畝が途切れた箇所がある。北

群に比べて畝幅・畝間幅ともに若干狭いため、作物の種類も異なる可能性があろう。これらの畝の方

位は、全て前代の第 6 層関連の畝と同一である。

　そのほか畝を壊して掘られた土壙が複数基検出されている。SK513を除いて平面形が長方形ないし

楕円形に近いものが多く、それらは畝間と方位を揃え、重複する位置にあることから畠作に関係して

掘削されたものであろう。

　SK501は北群の中央南部にあり、南北1.5m、東西0.75m、深さ0.2mの土壙で、埋土は黒色有機質

シルトや暗オリーブ褐色シルトである。図化していないが肥前磁器片が出土している。

　SK513は南群の東部にあり、平面形が直径0.95mの円形となる土壙である。深さは0.45mで、埋土

の下部はオリーブ黒色シルトで、上部は黒褐色粗粒砂を主体に遺物を多く含んでいた。おもな出土遺

物には 6〜10などがある。 6・ 7は肥前磁器染付の深皿で、 6は外面に唐草文を描き底部には渦福銘

を、内面は葉と扇を交互に配して底部には五弁花のスタンプを施す。 7よりやや小型で内面の葉の意

匠が異なるほかは、両者には共通点が多く、セットとしてよい製品である。 7の内面は葉と扇を交互

に配して底部には五弁花のスタンプを施す。ほかにもよく似た製品として、第 4 層上面で検出された

SK021の12、SK321の27などがある。さらにKD07－ 1 次調査地のSK08・09でも同じ特徴の碗が出
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図 7 　第 5 層上面遺構平面・断面図

土しており、一帯で多用されていた製品と考えられる。 8は肥前磁器筒茶碗で、外面に水平な沈線を

密に施し、中位に鉄釉の帯を描いている。 9は肥前磁器染付仏飯器で外面にコンニャク印判による花・

雲文を描いている。10は完形の堺擂鉢で、底部内面には刷り目が 3 辺ある。これらは18世紀中〜後葉

のものである。

　④第 4 層上面遺構（18世紀後葉〜明治初期　図 8 ・ 9 ・11・12）

　調査区の全面で溝や井戸・土壙を検出した。溝は近代に降る土管の埋設溝が北東－南西方向で調査

区を斜めに横切るほかはSD108・113・207など前代と同じ東西に方位を揃えている。土壙は埋土に
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図 8 　第 4 層上面遺構平面図

炭層を多量に含むものもあるが、銭座や御蔵との関係を直接示すものはなく、ほとんどが不要物の廃

棄目的のものと考えられる。また建物も検出されなかった。以下におもな土壙を記述する。

　SK021は西側を別の遺構で壊されているが、東西1.6m、南北1.8m、深さ0.45mである。埋土は黒

褐色シルト質細粒砂を主体に、底には炭層が堆積していた。おもな出土遺物には次のものがある。肥

前磁器11は染付蓋で外面・内面ともに瓔珞文で、ガラスの焼継がある。また二次的に焼けている。肥

前磁器染付深皿12は内面に葉文を配しているが、外面はSK513出土の 6・ 7と同じ意匠の唐草文を描

いたものである。瀬戸美濃焼陶器擂鉢13は薄手の擂鉢である。ほかに肥前磁器皿・瓶､ 堺擂鉢､ 瀬戸

焼擂鉢､ 関西系陶器土瓶・土鍋､ 備前焼壺､ ミニチュア土製品､ ガラス製簪などが出土し、これらは

18世紀後葉の資料である。

　SK066は調査区の東北部にあり、東西2.25m、南北4.1mの大型の土壙で、深さは0.3mである。埋

土は黒褐色シルト質極細粒砂や極細粒砂質シルトを主体としている。出土遺物には関西系磁器染付碗

17や中国産徳化窯の白磁上絵碗16などがある。17は外面には植物を描き、底部内面には壽銘を描いて

いる。16は外反する口縁部の小碗である。ほかに肥前磁器碗・皿､瀬戸美濃焼磁器碗､関西系陶器土鍋・

汁次､ 瀬戸美濃焼陶器皿､ 肥前陶器皿､ 丹波焼鉢､ 軟質施釉陶器灯明皿などが出土し、これらは19世

－133－



TP＋2.0m TP＋2.0m

＋1.5m

TP＋2.0m

＋1.5m

TP＋2.0m

TP＋2.0m TP＋2.0m

1 ：黒褐色（2.5Y3/1）含細～中礫、シルト質極細粒砂
2 ：黒色（2.5Y2/1）シルト質炭
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4 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト質細粒～中粒砂（第 3 層）
5 ：黒褐色（2.5Y3/2）含細礫・炭、シルト質極細粒砂
6 ：黒褐色（2.5Y3/2）シルト質中粒砂
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4 ：黒色（2.5Y2/1）極粗粒砂質シルト
5 ：黄灰色（2.5Y4/1）粗粒砂質粘土（第 4 層）

1 ：黒褐色（2.5Y3/1）含細礫・炭、粗粒砂混りシル
ト質極細粒砂

2 ：黒褐色（2.5Y3/2）細礫混りシルト質極細粒砂
3 ：黒色（7.5Y2/1）炭質シルト
4 ：黒褐色（2.5Y3/1）粘土偽礫～細粒砂（第 3 層）

1 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）含漆喰偽礫・シルト偽礫、細粒砂質シルト
2 ：灰黄褐色（10YR4/2）含シルト偽礫・漆喰偽礫、中粒砂
3 ：黄灰色（2.5Y4/1）粗粒砂質シルト
4 ：黒褐色（2.5Y3/2）シルト（第 5 層）

1 ：黒褐色（2.5Y3/2）シルト質極細粒砂
2 ：黒褐色（10YR3/1）含漆喰・シルト質極細粒砂
3 ：黒褐色（2.5Y3/1.5）極細粒砂質シルト
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5 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）含灰白粗粒砂偽礫・暗褐色

シルト質中粒砂～シルト偽礫、シルト質粘土（
第 4 層）

1 ：オリーブ黒色（5Y3/2）含細礫・炭・粘土偽礫、シルト質極粗粒砂
2 ：黒色（5Y2/1）含灰色極粗粒砂偽礫、泥炭質シルト
3 ：オリーブ黒色（5Y3/1）含灰色極粗粒砂偽礫、シルト質泥炭（第 4 層）
4 ：オリーブ黒色（5Y3/2）含礫、シルト質細粒砂～シルト質粗粒砂
5 ：黒褐色（2.5Y3/1）シルト質細粒砂
6 ：黒色（5Y2/1）含灰色シルト偽礫、シルト質炭
7 ：黒色（7.5Y2/1）含灰色シルト偽礫、シルト質炭
8 ：黄褐色（2.5Y5/6）粘土偽礫
9 ：灰オリーブ色（5Y5/3）粗粒～細粒砂（第 3 層）
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図 9 　第 4 層上面遺構断面図

紀前半までのものである。

　SK094は調査区中央西部にあった土壙で、東西1.1m、南北1.1m、深さ0.35mで、埋土はオリーブ

黒色細礫混り中粒砂質シルト層や黒色極粗粒砂質シルト層を主体とする。出土遺物はないが埋土は19

世紀に降る遺構と共通する。

　SK099はSK094の北東側にあり東西1.15m、南北0.85m、深さ0.35mの土壙で、埋土はオリーブ黒

色シルト質細粒砂〜シルト質粗粒砂層や灰色シルト偽礫を含む黒色シルト質炭層などを主体とする。

出土遺物は図化していないが、瀬戸美濃焼磁器碗や関西系磁器皿、堺擂鉢や関西系陶器土瓶、土師器

焜炉など19世紀に属する。

　SK101はその東に隣接する東西0.85m、南北0.8m以上、深さ0.3mの土壙で、埋土は細礫・炭・粘

土偽礫を含むオリーブ黒色シルト質極粗粒砂層や灰色極粗粒砂偽礫を含む黒色泥炭質シルト層を主体

とする。出土遺物はない。

　SK123・124はSK066の南側にある土壙で、SK124がSK123を壊している。SK124は東西0.8m、
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図10　出土遺物実測図（その 1 ）
SX701（ 3 ・ 4 ）、SR603（第6b層）（ 1 ・ 2 ・ 5 ）、SK513（ 6 〜10）
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南北1.0m、深さ0.4mで、埋土は細礫や炭を含む黒褐色シルト質極細粒砂層やシルト質中粒砂層のほか、

底に溜まった炭層である。SK123は東西1.85m以上、南北0.9m、深さ0.35mで、埋土は礫を含む黒褐

色シルト質極細粒砂層のほか中部以下に大量の炭が堆積していた。SK123の出土遺物に肥前磁器染付

碗18、土師器焙烙19がある。18は口縁部内面に四方襷文がある。19は底部が平坦で、胎土も灰白色で

あり大坂産ではない。内面にオコゲが付着している。

　SK339は調査区東南隅の土壙で、平面形は直径1.65mの円形で、深さは0.5mである。埋土は漆喰や

シルト偽礫を含む暗灰黄色細粒砂質シルトや灰黄褐色中粒砂層、黄灰色粗粒砂質シルト層などである。

出土遺物には肥前磁器染付蓋28のほか、肥前磁器鉢・壺､ 丹波焼徳利､ 瀬戸美濃焼陶器鉢､ 関西系陶

器蓋､ ミニチュア土製品芥子面子など19世紀代のものがある。

　また、調査区中央東部のSK271・353では埋土中にバイガイの貝殻が大量に捨てられていた。同様

の遺構はKD07－ 1 次・KD14－ 1 次調査地でも見つかっており、明治期のバイゴマ製造業に伴う廃

棄土壙と推定されているが、同じ性格のものと考えられる。

　以上のほかにも18世紀後葉〜明治期の様々な遺物が出土しており、おもな資料を記述する。

　関西系磁器染付小碗14・同染付鉢15はSK056から出土した。14は外面に花文を描いている。15は

外反する口縁部で、外面には唐草様の、内面には口縁部に花文を、その下に山木などの景色を描いて

いる。二次的に焼けている。これらは19世紀前半の資料である。

　肥前磁器20・21はセットとなる染付蓋・碗でSK127から出土した。どちらも外面には渦巻を組み合

わせた雲文と壽を丸で囲んだ文様を、内面には口縁部に四方襷文を配している。碗21には底部に壽文

を囲む雲文がある。18世紀後葉のものである。

　中国産鉢22はSK202から出土した漳州窯のもので、19世紀代に降るものであろう。

　関西系磁器染付碗23・中国産青花碗24はSK253から出土した。19世紀前半のものである。23の外

面は竜ないし魚であろうか。24は内外面に霊芝文を描いている。

　瀬戸美濃焼磁器染付碗25・肥前磁器染付碗26・同皿27はSK321から出土した。26は外面に芙蓉手

様の区画に草花を粗雑に描く。27の外面は 6・ 7と同じ意匠の唐草文で底部内面にコンニャク印判に

よる五弁花を配する点で共通するが、内面の口縁部に四方襷文を配している。18世紀後葉〜19世紀初

頭のものであろう。また 3 個体とも渦福銘には囲みはないが異なる書き手と思われる。

　堺擂鉢31はSK001で便槽に利用されていた。18世紀後葉のものである。

　印籠蓋形式となる蓋付き壺32は白釉を掛けたヨーロッパ輸入陶器の一つでSK073から出土した。底

部外面に刻印があり、歯磨き粉入れやクリーム等の化粧壺で明治期に降る資料である。

　関西系陶器の壺33はSK103から出土した。背の低い平底のインク壺で、肩に「大阪府小学校生徒用」

とイッチン描きされている。新字体であり昭和期に降るものかもしれない。

　軟質施釉陶器34はSK127から出土した。壁掛け式の水滴型灯火具で、壁や柱に懸垂するための背当

は折れている。注口に灯芯を通す孔がある。油溜めの底部内面は青海波文で飾り、底部外面には「丸

に本元」の刻印がある。18世紀後葉の資料である。

　土師器壺35はSK211から出土した。高さ34㎝、口縁径27㎝で、底部に径0.7㎝程度の孔を簀子状に
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図11　出土遺物実測図（その 2 ）
SK021（11〜13）、SK056（14・15）、SK066（16・17）、SK123（18・19）、SK127（20・21）、SK202（22）、SK253（23・24）、SK321（25
〜27）、SK339（28）
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図12　出土遺物実測図（その 3 ）
SK001（31）、SK073（32）、SK103（33）、SK127（34）、SK211（35）、SK274（39）、SK321（36・38）、第 4層（29・30・37・40）
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開けている。18世紀後葉以降のものであろう。

　ミニチュア製品36と骨細工38はSK321から出土した。36は獅子を模ったもので、白磁と思われる。

獅子の右側面に 2 個の孔がある。口中に土玉を入れて鳴るようにしている。38は箆でウシまたはウマ

の脛骨を使用したものであろう。柄は骨幹部の丸みを帯びた厚みのある部位を当て、箆の部分は近位

端側の薄く平坦となる部位を当てたと思われる。握りは幅を違えた 2 本の溝を 2 重の螺旋状に彫り、

滑らないようにしつつ簡素な装飾としている。柄の先端に近い孔は紐通しであろう。

　銅簪39はSK274から出土した耳かき付きの平打簪である。円状の飾りには花（牡丹か）と葉が陰刻さ

れ、 2 本の足がつく。長さは現状で20.4㎝である。

　以上のほか、遺構ではなく第 4 層内から出土した遺物には次のものなどがある。

　肥前磁器染付筒碗29は外面に菊花文を並べ、間を連続する三角形の氷裂文で埋めている。内面は口

縁部に四方襷文を、底部にコンニャク印判の五弁花を施している。二次的に焼けている。肥前磁器染

付皿30は底部内面を釉剥ぎし、内面は草文と思われる。これらは18世紀後葉のものである。

　土師質土製品37はバイコマを模った土製玩具である。上面に径0.2㎝、深さ0.2㎝程度の穴がある。

表面にはキラコが残っている。先端は摩耗しておらず、未使用の可能性があることから鉛などの金属

製バイコマの型を作る原型の可能性もあろう。近代の資料であり、第 2 層以上から掘り込まれた遺構

に伴う混入であろう。

　石製硯40は粘板岩製で、上面や下側面に未調整の部分が残り、未製品と考えられる。

　

3 ）まとめ
　調査地一帯の開発については、今回の調査でも徳川期を遡る積極的な資料は得られなかった。しか

し、既往の近隣調査でも中世以前の遺物は僅少ながら発見されており、本調査地でも古代の瓦や中世

の瓦器、輸入磁器が出土した。上町台地西側低地の開発過程を明らかにするため、引き続き周辺域の

調査が必要であろう。

　徳川期に入ると松屋町筋の東側では下寺町が成立するが、調査地側は耕作地で、堀田による水稲作

を行っていたと考えられる。その後、18世紀中〜後葉の遺物を含む客土で埋没する直前には、畝幅や

畝間幅の異なる畠作地となっていた。

　この客土は湿地性堆積物や海成砂礫を起源とするもので、地中深くを掘削した残土を利用したと考

えられた。18世紀前葉の高津入堀川開削より後出することから、天王寺御蔵開設など後の工事に伴う

作業が想定される。また、銭座が存在した時期は耕作地であり、関連を示す資料は得られなかった。

　客土以降の徳川期後半では耕作は行われず、廃棄土壙を中心に多くの遺構がみられた。埋土に炭を

多量に含むものがあり、火を使用する何らかの産業との関係が考えられるが、業種を明らかにするに

は至らなかった。

　近代には周辺調査と同様にバイゴマ製造業によるバイガイの廃棄土壙が確認された。
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第 5 層上面遺構掘削状況
（西から）

SK501断面（南から）
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第 4 層上面遺構掘削状況
（西から）

第 3 ・ 4 層の地層断面
（西壁：南東から）

第 3 ・ 4 層の客土状況
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中央区森ノ宮中央一丁目 9 － 7 における建設工事に伴う

森の宮遺跡・大坂城跡発掘調査（MR18－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市中央区森ノ宮中央 1 丁目 9 － 7

調 査 面 積 	 288㎡

調 査 期 間 	 平成30年 9 月 3 日〜10月18日

調 査 主 体 	 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者	 調査課長　高橋	工､ 松本啓子
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は上町台地東縁の裾部に位置し、縄文時代〜江戸時代にわたる複合遺跡である森の宮遺跡

の範囲内にあり、豊臣期は大坂城惣構の東南部にあたり、徳川期には大坂城下町となった場所であ

る。本調査地の北約200mには中央大通が東西に通り、調査地の東端には玉造筋が南北に通っている

（図 1 ）。本調査地周辺ではこれまで多くの調査が行われ、当協会および当協会の前身の調査機関に

よって報告書が刊行され、調査成果が公表されている［森の宮遺跡発掘調査団1972、難波宮址顕彰

会1978、大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2015a・2015b・2015c・2016、大阪市文化財協会

1996、大阪文化財研究所2014］。

　平成30年 5 月30日に大阪市教育委員会が行った試掘結果に基づき、地表面から2.2m以下に、近世

以前の遺構面および遺物包含層が検出されたため、本調査を行うことになった。試掘結果に基づき、

地表下2.2mまでの間にある現代盛土と近代以降の地層を重機で除去し、その下の地表下3.0mまでの

地層の年代や遺構・遺物の分布状況を確認するため、本調査を行った。

　調査は平成30年 9 月 3 日から開始した。調査地内に排土置場を確保するため、最初に調査地南側の

東西約14m、南北約10mの範囲（Ⅰ区）を調査し、Ⅰ区の調査終了後、 9 月19日に埋め戻して北側に隣

接した東西約13.5m、南北約14mの範囲（Ⅱ区）の調査を行った（図 2 ）。両調査区とも重機掘削後は人

力によって掘り下げ、遺構・遺物の検出・採集と記録をとった。平成30年10月18日に現地におけるす

べての作業を終えて撤収した。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP+○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標
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に乗せたものであり、座標北を基準とした。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 、図版上）

　調査地内は盛土されており、現地表はTP+3.7m 〜3.2mで、北側が高い。

　本調査の基本層序は以下のとおりである。

　第 0 層：重機で除去した層厚0.6〜0.9mの現代の盛土層である。

　第 1 層：本層も重機で除去した近代の地層で、層厚52㎝の褐灰色（10YR4/1）礫混り砂質シルト層

である。

　第 2 層：黒褐色（10YR3/1）砂・礫混り粘土質シルト層で、18世紀後半の作土層である。最大層厚

は48㎝である。本層から弥生土器・土師器・須恵器・肥前磁器・瓦などの破片が出土した。本層上面

で19世紀の東西方向の溝SD201・252・257・258を検出し、本層下面の耕作溝SD253・254を検出し

た。また、本層を除去して18世紀後半の布掘りの掘形をもつ柱列SA202と溝SD203が見つかった。

　第 3 層：黄褐色（10YR5/6）粗粒砂混りシルト質細粒砂層で、最大層厚30㎝の作土層である。本

層上面で東西溝SD311・360・363、北東－南西方向の畝間SD356・358、土壙SK355・357、小穴

SP352〜354を検出し、本層を除去して東西方向に帯状に広がる杭跡群SX313、本層下面の溝SD312

と耕作溝SD362を検出した。本層からは畿内第Ⅳ様式の弥生土器の壺 2・ 3・ 7や 6 世紀の須恵器杯

蓋 9などの遺物とともに飛鳥時代の土師器杯10が出土した。

　第 4 層：黄灰色（2.5Y5/1）〜オリーブ褐色（2.5Y4/3）細粒砂と巨礫〜粗粒砂の互層で、水成層であ

る。層厚は80㎝以上ある。遺物は畿内第Ⅳ様式の弥生土器の破片とともに縄文晩期後半の滋賀里Ⅲ式

期の深鉢 1が出土した。本層上面で溝SD452と土壙SK451・453が検出された。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 〜 8 ）

　 a ．弥生時代の遺構と遺物（図 5 ・ 8 、図版中）

　弥生時代の遺構は、Ⅱ区第 4 層上面の溝SD452と土壙SK451・453である。

　SD452は、幅2.0〜3.0m、深さ0.1mの浅い溝状の窪みで、約5.5m分を検出した。埋土は黄褐色

（2.5Y5/4）粗粒砂混り細粒砂である。縄文土器の破片 1 点のみが出土したが、第 4 層から弥生土器が
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見つかっているので、SD452は弥生時代か

それ以降の遺構である。

　SK451は、長径約0.8m、短径約0.7m、深

さ約0.3mの平面楕円形の土壙で、埋土は黄

褐色（2.5Y5/4）粗粒砂混り細粒砂である。弥

生土器甕の破片が出土した。

　SK453は、長径約0.7m、短径約0.5m、深

さ約0.1mの平面楕円形の土壙で、 埋土は

SK451と同じ黄褐色（2.5Y5/4）粗粒砂混り

細粒砂である。遺物は出土していない。

　このほか、第 4 層中および第 4 層上面よ

りも上位の地層や遺構からも弥生時代中期

を中心に弥生土器が出土している。これら

のうち、第 3 層出土の弥生土器壺 2・3・7、

SD356出土の壺底部 5、 鉢 6、SD360出土

の甕口縁部 8、SD362出土の甕底部 4を図 8

に示した。

　 b ．古代の遺構と遺物（図 6・8 、図版下）

　古代の遺構は、第 3 層を除去して見つかった帯状に分布する杭群SX313と溝SD312、第 3 層下面

の耕作溝SD362、および第 3 層上面の東西溝SD311・360・363、北東－南西方向の畝間SD356・

358、土壙SK355・357、小穴SP352〜354である（図 6 ）。

　SX313は、第 3 層を除去して見つかった、Ⅰ区北西端から中央部にかけて分布する杭痕跡の範囲で

ある（図版中）。オリーブ黒色（5Y3/1）シルト混り細粒〜粗粒砂で埋まる、直径10〜15㎝、深さ10〜

30㎝の杭痕跡が、幅約1.3m、長さ約5.0mの範囲に多数分布していた。杭本体は残っていなかった。

SX313がどういった性格の遺構であったのかは本調査ではよくわからなかったが、柵（しがらみ）など

の可能性が考えられる。遺物は出土していない。第 3 層の示す飛鳥時代か、それ以前の遺構である。

　SD312は、Ⅰ区北西隅から東へ約3.5m伸びる、幅約0.5m、深さ約0.1mの溝で、埋土は黒色（2.5Y2/1）

シルト質細粒〜粗粒砂である。遺物は土師器の破片が出土した。

　SD362は、幅0.8〜1.5m、深さ約0.1mで、第 3 層で埋まる北東－南西方向の溝で、Ⅱ区北よりの中

央部で約3.5m分を検出した。いくつもの耕作溝が重なったものとみられる。遺物は先述の弥生土器甕

底部 4とともに土師器の破片が出土した。

　SD311は、 Ⅰ区北端の第 3 層上面で見つかった幅0.6m以上、 深さ約0.2mの溝で、 埋土は灰色

（5Y4/1）砂混り粘土〜シルトである。遺物は土師器の破片が出土した。

　SD360は、Ⅱ区南半部の第 3 層上面で見つかった幅約1.4m、深さ約0.3mの東西方向の溝で、埋土

は暗灰黄色（2.5Y4/2）細粒〜中粒砂である。遺物は先述の弥生土器甕 8とともに土師器皿の破片が出
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図 5 　弥生時代の遺構平面図
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土した。

　SD363は、 Ⅱ区南端の第 3 層上面で見つかった幅0.3m以上、 深さ約0.1m溝で、 埋土は褐灰色

（10YR4/1）礫混りシルト質細粒砂である。遺物は出土していない。

　SD356は、Ⅱ区北端の第 3 層上面で見つかった幅約2.3m、長さ約6.5mの範囲に、幅0.2〜0.5mの

北東－南西方向の耕作痕跡で、深さは約0.2mで、埋土は灰オリーブ色（5Y4/2）粗粒砂混り細粒砂で

ある。先述の弥生土器鉢 6や壺底部 5のほか、土師器の破片が出土した。

　SD358も、Ⅱ区北西端の第 3 層上面で見つかった北東－南西方向の畝間で、幅0.2〜0.3m、深さ約

0.2m、埋土はにぶい黄褐色（10YR4/3）粗粒砂混り細粒砂である。土師器や弥生土器の破片が出土した。

　SK355は、Ⅱ区北よりの中央部の第 3 層上面で見つかった直径約0.7m、深さ約0.2mの平面円形の

土壙で、埋土は褐灰色（10YR4/1）砂混りシルトである。遺物は出土していない。

　SK357は、Ⅱ区西壁際の第 3 層上面で見つかった東西0.2m以上、南北約0.4m、深さ約0.1mの土壙で、

埋土は灰褐色（7.5YR4/2）礫・シルト混り粗粒〜中粒砂で、炭粒が混じる。遺物は土師器甕と弥生土

器の破片が出土した。

　SP352〜354は、Ⅱ区の第 3 層上面で見つかった直径12〜15㎝、深さ10㎝ほどの小穴で、埋土は褐

灰色（10YR4/1）シルト・礫混り粗粒〜細粒砂で、炭が混じっていた。遺物はSP354から土師器と弥

生土器の破片が出土した。

　古代の遺物は破片が多く、出土数も少ないが、第 3 層の時期を示す飛鳥時代の土師器杯10を図 8 に

示した。第 3 層上面の遺構は飛鳥時代かそれ以降、下面の遺構は飛鳥時代、第 3 層を除去して見つかっ
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たSX313とSD312は飛鳥時代かそれ以前ということになる。

　 c ．江戸時代の遺構と遺物（図 7 ）

　江戸時代の遺構は、第 2 層を除去して見つかった18世紀後半の東西方向の布掘りの掘形をもつ柱列

SA202と溝SD203と、第 2 層下面の18世紀後半の耕作溝SD253・254、第 2 層上面の19世紀の東西

溝SD201・252・257・258がある（図 7 ）。

　SA202は、Ⅰ区北壁近くで見つかった東西溝で、幅0.8〜1.0m、深さ約0.2mの溝を掘り、その溝の

中に直径0.3〜0.5m、深さ0.1〜0.2mの小穴SP204〜210を一直線に並ぶように配置して掘り、穴の中

に柱を支えるための石や瓦を置いた布掘り掘形の柱列である。柱はすでに抜き取られ、掘形と柱穴は

黒褐色（2.5Y3/1）シルト混り細粒〜中粒砂で埋められていた。SA202の埋土から弥生土器の破片が出

土した。SA202北側のⅡ区には同様の遺構はない。南側はSD201や現代の攪乱で大きく削りとられ

ているので、SA202が建物になるのか塀になるのかは本調査ではわからなかった。

　SD203は、Ⅰ区の北壁際の第 2 層を除去して見つかったもので、幅0.3m以上、深さ約0.1mの東西

方向の溝である。埋土はSA202と似た黒褐色（2.5Y3/1）シルト混り細粒〜中粒砂である。遺物は出土

していない。

　SD253は、Ⅱ区南端の第 2 層下面で見つかった幅0.3〜0.7m、深さ約0.1mの東西方向の耕作溝で、

埋土は黒褐色（10YR3/2）粗粒砂混りシルト質細粒砂である。遺物は弥生土器や土師器、須恵器の破片

とともに肥前磁器蛇の目凹形高台皿の破片が出土した。

　SD254は、Ⅱ区南壁際の第 2 層下面で見つかった幅0.7m以上、深さ約0.2mの東西方向の耕作溝で、

埋土は黄灰色（2.5Y5/1）砂混りシルト質粘土である。遺物は弥生土器の破片が出土した。、下位層か

らの混入品である。

　SD201は、Ⅰ区中央を東西に貫く第 2 層上面の溝で、幅は約2.8m、深さは約0.6m、埋土は灰色

（5Y4/1）砂混りシルト質粘土である。遺物は桟瓦や関西系陶器などの19世紀の遺物が出土した。

　SD252は、Ⅱ区南部で見つかった幅1.4〜0.8m、深さ約0.3mの、SD258のほぼ真上を通る東西溝で、
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図 8 　出土遺物実測図
第 4 層（ 1 ）、第 3 層（ 2 ・ 3 ・ 7 ・ 9 ・10）、SD356（ 5 ・ 6 ）、SD360( 8 ）、SD362( 4 ）、

1 ：縄文土器、 2 〜 8 ：弥生土器、 9 ：須恵器、10：土師器
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埋土はオリーブ黒色（5Y3/1）礫・粘土混り砂質シルトである。遺物は土師器の破片が出土した。

　SD257は、Ⅱ区南部で見つかった幅0.4〜0.6m、深さ約0.1mの東西溝で、埋土はSD252と同じオリー

ブ黒色（5Y3/1）礫・粘土混り砂質シルトである。肥前磁器や信楽焼などの近世の遺物が出土した。

　SD258は、Ⅱ区南部で見つかった幅約1.6m、深さ約0.6mの東西溝で、埋土は埋土は灰色（7.5Y4/1）

粗粒砂混り粘土である。肥前磁器や肥前陶器、瀬戸美濃焼陶器、焼締擂鉢といった近世末の遺物が出

土した。

3 ）まとめ
　今回の調査では、縄文土器・弥生土器の包含層、弥生時代の土壙と溝、古代の溝・杭跡群・耕作痕跡、

近世の耕作痕跡・溝・柱列を検出した。

　本調査地の周辺は傾斜地であり、しかも削平を多く受けていることは間違いないが、本調査地で断

片的ではあるが、これらの時代の遺構・遺物が残っているので、これらの時期の生活面がまだ周辺に

存在する可能性は十分に考えられる。今後の周辺の調査結果を待ってさらなる検討を加えたい。
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Ⅱ区西壁地層断面
（東から）

Ⅰ区調査地全景
（第 4 層上面、

手前はSX313の杭群、
北から）

Ⅱ区第 3 層上面
（北から）



中央区上町 7 － 1 における建設工事に伴う

難波宮跡・大坂城跡発掘調査（NW18－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市中央区上町 7 － 1

調 査 面 積 	 330㎡

調 査 期 間 	 平成30年 5 月21日～ 7 月11日

調 査 主 体 	 公益財団法人	大阪市博物館協会　大阪文化財研究所

調査担当者	 調査課長　高橋	工
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は上町台地脊梁上の高所、史跡難波宮跡の南側にある（図 1 ）。難波宮跡との位置関係をやや

詳しくみると、調査地は前期難波宮の宮城南門（いわゆる「朱雀門」；［大阪市文化財協会2004］）のほぼ

真西に位置する。調査地の南側ではNW49・52・126・139・170・90－20・13－ 1 など多くの調査で

難波宮の遺構が発見されていて、南北棟の長舎が縦列する様相から、前期難波宮の西南方宮外官衙と

する説がある［高橋工2014］。前述のように本調査地は宮城南門の真西にあり、西へ約120mのNW97

－ 2 次調査（図 6 ）では宮城南門西棟通りの延長線に合致する位置で掘立柱塀が発見されている［大阪

市文化財協会1999］。このような状況から、同塀は調査地の北辺を掠める位置にあることが調査前か

ら予測された。この地で建築工事が計画されたため、大阪市教育委員会文化財保護課は事前に発掘調

査を行なうことが必要と判断し、この地域の歴史的変遷を復元する基礎資料を得ることを目的として

本調査が行なわれることとなった。

　発掘調査は、平成30年 5 月21日に機材を搬入し、重機を用いた表土掘削を開始した。ところが、掘

削が進むにつれて調査地内の地層が地下1.5～2.8mに達するまで徹底的に攪乱されており、各時期の

遺構もすでに損壊されていることが判明した。攪乱はバックホウを用いており、掘削した土を搬出す

ることなくその場で攪拌した状況がみられ、敷地を囲む仮設ネットフェンス際まで及んでいた。この

状況を文化財保護課に報告し、調査予定範囲内の状況を確認した後は、遺跡が残っている可能性があ

る敷地境界際の範囲、特に前期難波宮の掘立柱塀が存在することが予測された北辺部の幅約1.5mの範

囲を拡張して同塀の探索を行う方針に転じて調査を進めた。その結果、当初予定された調査面積（287

㎡）は43㎡増えて頭書の面積となった（図 2 ）。攪乱土と近代の地層については重機を用いて除去し、
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近世の地層以下はすべて人力で掘り下げ、遺物の採集に努めなが

ら、慎重に遺構の検出・掘下げを行った。進行に応じて、適宜に

実測図や写真撮影で記録を作成した。また、予測した通り、調査

地北辺部で前期難波宮の掘立柱塀を発見したため、調査終了後に

塀についての成果をまとめ、 8 月28日に大阪市教育委員会ととも

に大阪市ホームページにて成果を公開した。

　本調査で用いた基準点はMagellan社製ProMark3により測位し、

本報告で用いた方位は世界測地系に基づく。標高はT.P.値（東京湾平均海水面値）で、TP+○mと記した。

また、出土遺物に関する記載は大阪文化財研究所学芸員小田木富慈美によった。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 、図版一）

　本調査地の地表面はTP+21m前後で平坦であった。地表以下地山層（上町層）までを以下の 7 層に分

けることができた。層序は攪乱行為によって大部分が乱されていたが、攪乱の限界である 2 区西壁北

部と 1 区北壁中央部のごく一部で確認できた。よりよく残っていた 2 区西壁北部の地層断面を参考に

記述を行う。

　第 1 層：黒褐色～灰色砕石層で、現地表面を形成する。層厚は最大で30㎝で、建物解体工事後の整

地層である。

　第 2 層：明褐色地山偽礫や明黄褐色砂などの様々な岩相の偽礫からなる人為堆積層で、前述の攪乱

行為によって形成されたものである。層厚は概ね150～200㎝ほどであったが、280㎝以上の箇所もあっ

た。偽礫は調査地内の各層準に由来しており、土砂の搬出や何かの埋設を目的とせず、ただ地中を攪

拌したようにみられた。本層の分布は敷地境界と現有仮設フェンス控えの直前までで、攪乱行為はこ

れらが成立した後、つまりここ

十数年の間に行なわれたものと

みられる。

　第 3 層：近代の整地層で、以

下の 3 層に細分された。

　第3a層は黄褐色砂礫からなる

整地層で、層厚は最大で30㎝で

ある。断面観察によると上面で

は焼土・炭を顕著に含む遺構が

見られ、第 2 次世界大戦時の空

襲による被災面とみられた。

　第3b層は黄白色粗粒砂混りシ

ルトからなるいわゆる三和土で、
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第5層

第6層

第7層

第3a層
第3b層
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図 3 　地層と遺構の関係図

図 4 　 2 区西壁地層断面図
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層厚は 5 ㎝である。屋内の土間に相当する部分であろう。　

　第3c層は褐色細礫混り砂からなる整地層で、層厚は13㎝である。　

　第 4 層：黒褐色細礫混りシルト～細粒砂からなる整地層で、層厚は20㎝である。地層の年代を判定

できる遺物は出土しなかったが、上下の地層との関係からみて、近世後半から近代にかけての地層で

ある。

　第 5 層：褐灰色細礫混り砂からなる整地層で、層厚は25㎝である。地層の年代を示す遺物は出土し

なかったが、上面で18世紀中～後葉に属する遺構が検出されたことからみて、18世紀頃の地層であろ

う。

　第 6 層：黄褐色地山偽礫からなる整地層で、層厚は15㎝である。地層の年代が知れる遺物は出土し

なかったが、上面で17世紀中～後葉の遺構が検出されたことなどから考えて、16世紀末～17世紀代の

地層であろう。

　第 7 層：明褐色砂礫～砂質シルトからなる地山層で、層厚は200㎝以上であった。上方への細粒化

が顕著で、上部には海棲生物のものとみられる巣穴化石がみられた。上面で難波宮の遺構が検出され

た。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 ～10、図版二・三）

　平面的に遺構を検出しえたのは 1 区北辺の中央部付近、東西約11m、南北1.5mほどの狭小な範囲で

（図 2 ）、第 7 層上面で古代の遺構、第 6 ・ 5 層上面で近世（徳川期）の遺構を検出した。

　 a ．第 7 層上面の遺構

　柱穴 7 個を検出した。うち、SP701～706は難波宮の遺構で、SP707はSP706に切られるので難波

宮下層遺構と判断した。難波宮の遺構（柱穴）については教育委員会と協議を行ない、調査後も保存す

ることを前提に、基本的に平面形を検出するに止めたが、 4 個については半截掘削を行って柱穴の深

さと柱位置の確認を行った（図 5 ）。

　SP707の平面形はほぼ楕円形を呈するとみられ、長軸は0.7m以上、短軸は0.6mで、深さは20㎝で

あった。地山偽礫を含む主に砂で埋められていた。柱穴の一部であるとみられるが、遺構の年代を判

定できる遺物は出土しなかった。

　SP701～706は二つの建築遺構が重複していると見るべきで、 切合い状況と柱間寸法から、

SP702・704・706が同じ遺構で古い段階、SP701・703・705が新しい段階の遺構とみてよい。両遺

構が周囲に展開して建物跡を形成するかは不明であるが、現状で掘立柱塀の特徴をもつので、仮に前

者をSA701、後者をSA702と呼称することにする。

　SA701を構成する柱穴は、掘形が1.1m強ほどの隅丸方形を呈するものとみられる（SP704・706）が、

SP702はやや歪な形状を呈するようである。遺存する深さは約20㎝である（SP704）。柱抜取り穴も隅

丸方形の平面形をもち、一辺がやはり1.1mほどである（SP702・704）。深さは掘形よりも5～15㎝ほ

ど深い。柱穴の半裁調査の所見では、SP702	の柱抜取り穴底部で、直径約30㎝の範囲で地山層が暗

灰色を呈し、グライ化している箇所が観察された。柱のアタリとみられる。ほかの柱の位置はSP704

ではSP703で破壊されたためか確定できず、SP706では平面で柱痕跡のような箇所が見られたが、断
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面調査を行っていないのでやや不確実である。こうした状況であったが、強いて柱間の距離を求めれ

ばSP702－SP706間を5.90mとし、これを二分すれば平均距離で2.95mが得られる。

　SA702を構成する柱穴は、掘形が不整な隅丸方形を呈し、長軸で1.2～1.3m、短軸で1.0mほどで

ある（SP701・705）が、SP703はやや大型である。深さはSP703で60㎝、SP701で50㎝が遺存する。

柱抜取り穴は長軸が60～80㎝の楕円形で、深さは掘形のそれにほぼ等しい（SP701）。抜取り穴を参考

にして柱間距離を求めれば、SP701－SP703間が2.68m、SP703－SP705間が2.97mである。

　SA701・702について、難波宮の遺構との関係からその性格を考えてみる。前述のように、これら

の遺構が検出された箇所は前期難波宮宮城南門の西棟通り上に延びる掘立柱塀（以下宮城南門西塀と

する）の延長上に当ることが予測された。宮城南門西塀との関係を詳しくみると以下のようになる（図

6 ）。NW93－ 5 次調査で検出された宮城南門（図 6 の①）の西棟通りの延長上にNW97－ 2 次調査の

掘立柱塀（図 6 の②）が並び、宮城南門の西に続く区画施設の一部とみられる。宮城南門の西に接続す

るのは掘立柱形式の複廊（SC702）なので、宮城南門の東西に延びる区画施設は門に接する部分が複廊

で（いわゆる翼廊）、ある部分から掘立柱塀に変わるとみてよい。NW97－ 2 次調査の掘立柱塀はその

一部である。SC702の棟通りで最も西寄りの柱穴の柱位置（図 6 の①中▲印）からNW97－ 2 次調査検

出塀のSP503柱位置（図 6 の②中の▲印）への方向角は座標北から270°50′16″で、距離は239.464m

である。この間の 1 間の柱間寸法を 1 尺0.292mで10尺の等間とするとSP503は82間目の柱穴となる

（239.464÷2.920=82.008）。宮城南門西妻柱からSC702西の件の柱までは17間と復元できるので、南

門からは99間目となる。これによってNW97－ 2 次掘立柱塀は宮城南門西塀の一部であることが確認

できる。

　一方、宮城南門西塀の柱通りとSA701・702の関係は図 6 の③のようになり、完全に一致すること

がわかる。柱間寸法を上と同様に計算すると、SP706が42間目、SP704が43間目、SP702が44間目

にほぼ一致する。宮城南門からはそれぞれ59～61間目となる。このことから、SA701は前期難波宮宮

城南門西塀の一部であることがわかるのである。そうするとSA701の平均柱間距離2.95mも宮城南門

西塀のそれと近似する数値となり整合的である。

　SA702はどうであろうか。SA701よりは方位がやや北に振れるが、短距離間の比較ではあまり意味

をなすとは考えられない。柱穴の深さはSA701と比較すると歴然として深い。これらのことから以下

の 2 通りの復元案が成り立つ。まず、SA702をSA701の建替えとみる考え方である。しかし、NW97

－ 2 次調査の掘立柱塀やNW93－ 5 次調査のSC702には建替えがあったことは報告されておらず、頭

貫き材などの取り外しを考慮すると部分的な補修も考えにくくなり、説得力に欠ける。もう一つは

SA702を掘立柱塀とは別の構造の建築物とみる考え方である。SA701とSA702の深さの差は、奈良

国立文化財研究所箱崎和久氏の教示によれば、これだけの差があると別の構造物を考えたほうがよい

という。その場合、掘立柱塀が一条の柱列で上部構造を支えるので相対的に柱穴が深いという特徴を

考えると、一般的な側柱ないし総柱建物などではなく、掘立柱塀より高い構造物、例えば門のような

ものが想定できよう。SA702が周囲に展開するかどうかが確認できない現在としては棟門などがその

候補である。総合的な判断は後者の考え方がより合理的ではあるが、結論は将来に調査が進展するこ
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とを待ちたい。

　上記柱穴からは以下の遺物が出土している（図 9 ）。SP704からは凹基式石鏃 1、土師器 2が出土し

た。 1は縄文時代後半に属するものである。 2は土師器甕の頸部から体部にかけての破片で、内面に

は粘土紐接合痕跡を残す。古墳時代に属するものであろう。SP701からは須恵器 3・ 4が出土した。

3は杯蓋で、天井部と口縁部との境には明瞭な段が見られる。古墳時代後期でMT15型式に属する。

4は杯身で、口縁部は短く立ち上がるものとみられる。TK209型式の古段階に属するものであろうか。

SP702からは須恵器 5・ 6が出土した。いずれも杯身で、口縁部の立ち上がりが短い。TK43型式の

新段階ないしはTK209型式の古段階に属するものとみられる。SP706からは須恵器 7が出土した。

底部は平坦で、おそらく杯Gである。飛鳥時代初頭に属するものであろう。これらの遺物は遺構の年

代を示さない混入品もあるが、前期難波宮の遺構であることを否定するものは含まれない。

　 b ．第 6 層上面の遺構（図 7 ・ 9 ）

　第 6 層上面では柱穴・小穴やごみ捨て穴とみられる遺構などを検出した。

　西方にはSP1～ 6・10・14・28が分布していた。SP1・ 3・ 4・ 6は径が0.3m前後の柱穴である。

深さは10～30㎝であった。SP4には柱痕跡が確認された。SP1からは中国産青花の皿 9が出土した。

高台は碁笥底で、16世紀後半に属するものである。10は肥前磁器の色絵水滴である。垂髪の女性像で、

17世紀代に属するものであろう。SP28からは須恵器提瓶の口縁部 8が出土した。 6 世紀後半のもの

であろう。

　SX12は東西0.3m、南北1.1m以上、深さ50㎝の溝状を呈し、地山偽礫で埋められていた。塀などの

布掘り状の柱掘形かもしれない。年代の知れる遺物は出土しなかった。

　SK11から東方にはSK18・SK20などやや大型の遺構が分布していた。規模や埋土の状況、遺物の

出土状況からごみ捨て穴とみられる。SK11は東西1.1m、南北0.8m、深さ15㎝ほどであった。

　SK18は平面が不整形で、東西4.2m以上、深さ1.1mである。暗オリーブ色細礫混り細粒～中粒砂

で埋められていた。SK18からは肥前磁器11～14、肥前青磁15、土師器16～18が出土した。11～14は

GN －43,８76－43,８80 Y－43,８72

X－146,620

－146,622

０ ５ｍ

１：100
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図 7 　第 6 層上面遺構平面図
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肥前磁器の染付である。11・12は碗で、13・14は皿である。15は肥前青磁の皿である。16・17は皿、

18は焙烙である。以上は17世紀中葉に属する。

　SK20は平面形が不整な楕円形で、東西0.7m、南北0.8m、深さ45㎝で、灰色砂で埋められていた。

土師器・肥前陶器・肥前磁器などが出土した。19～22は肥前磁器である。19・20は染付碗、21は白磁

の筒形碗、22は染付の皿である。23は肥前陶器の呉器手碗である。24は肥前陶器の碗で、体部下半に

線刻状の文様を施す。25・26は土師器の皿である。以上は17世紀中～後葉に属する。

　以上、第 6 層上面の遺構は17世紀台のものとみられる。上町筋に面する側に柱穴など建築に係る遺

構、奥側にごみ捨て穴があるようにみえるが、調査地全体に対して遺存する範囲があまりに狭小であ

るため判断できない。

　 c ．第 5 層上面の遺構（図 8 ・10）

　小穴とごみ捨て穴とみられる遺構が検出された。

　SP9は直径0.2m、深さ20㎝の小穴で暗灰色細粒～中粒砂で埋められていた。出土遺物はなかった。

　SK7は東西1.7m、南北0.8m以上、深さ85㎝で、多量の遺物を混じながらオリーブ褐色シルト質細

粒砂で埋められていた。出土遺物には土師器・信楽焼・肥前陶器・肥前磁器・軟質施釉陶器などがあった。

31～35は肥前磁器の染付である。31・32は碗で、33は小杯、34は仏飯具、35は瓶である。36～38は

肥前陶器の刷毛目碗である。39～42は関西系陶器である。39は一部に鉄釉を施す腰折碗である。40・

41は向付で、42は土瓶の蓋である。43は信楽焼の火入れである。44は備前焼模倣とみられる焼締陶器

の擂鉢である。45は軟質施釉陶器の仏花生である。46～53は土師器皿で、すべて灯明に使用している。

法量は 3 種類に分けられる。49は底部を糸切りしている。54・55は土師器の小壺と蓋である。56は土

師器の焙烙である。57は鞴羽口である。以上は18世紀前～中葉に属する。

　SK8は東西1.2m以上、南北0.7m、深さ25㎝で、黒褐色粘土質極細粒～細粒砂で埋められていた。

時期がわかる遺物は出土しなかった。

　以上、第 5 層上面の遺構は、SK7の年代を参考にして18世紀代とみることができる。

　 d ．第 2 層出土の遺物（図 9 ）

　第 2 層は近年の攪乱行為によっ

て形成された地層で、本来調査地

にあって失われたすべての地層・

遺構の遺物を包含するはずであ

る。重機によって掘削したため、

捕集したものは少ないが、以下の

遺物を報告する。

　27は肥前磁器の染付碗である。

28は花焼塩壺で、長方形二重枠内

に「イツミ　花焼塩　フタ」の刻印

を有する。29は鞴羽口である。30

GN Y－43,８76－43,８80

X－146,620

－146,622

０ ５ｍ

１：100

第 5層上面第5層上面

SK 7SK 7

SK 8SK 8 SP 9SP 9

図 8 　第 5 層上面遺構平面図
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NW18-1_図9_出土遺物実測図
SP704（1・2）、SP701（3）、SP702（5・6）、SP706（7）、SP701（4）、SP28（8）、SP1（9・10）
SK18（11～18）、SK20（12～26）、第2層（27～30）
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図 9 　出土遺物実測図
SP704（ 1 ・ 2 ）、SP701（ 3 ・ 4 ）、SP702（ 5 ・ 6 ）、SP706（ 7 ）、SP28（ 8 ）、SP 1（ 9 ・10）

SK18（11～18）、SK20（19～26）、第 2 層（27～30）
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NW18-1_図10_SK7出土遺物実測図
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図10　SK 7 出土遺物実測図
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は永楽通寶である。これらの遺物は永楽通寶を除き、17世紀末～18世紀初頭に属し、第 5 上面・第 6

層上面の遺構の年代に近い。永楽銭は豊臣期の遺構も存在したことを示しており、帰属する層準とし

ては第 6 層上面が適当であろう。

3 ）まとめ
　今回の調査で明らかになったことは以下のとおりである。

・調査地では近年の間に意図的に地中を攪拌する行為が行なわれ、遺跡の大部分が失われていた。

・前期難波宮宮城南門西塀を発見した。その位置は宮城南門からは約175mの地点に当る。NW97－

2 次調査の遺構は同じ塀の連続であるが、南門から約295mに当る。単純に南門の東西が対称と仮定

すれば東西約600mにわたって区画施設が築かれていたことになる。区画施設の構造は、朱雀門の東

西では複廊であるが、その外側は掘立柱塀であることが確認された。どこからが掘立柱塀になるかは

まだわかっておらず、その解明は今後の課題である。

　宮城南門西塀柱穴には別の遺構の柱穴が重なっており、棟門などが後に付加された可能性が考えら

れたが、真相の究明は今後の調査を待たなければならない。前期難波宮の棟門は内裏西方官衙北面掘

立柱塀SA302でも存在する可能性が指摘されている［大阪市文化財協会2000］。SA302は内裏西方官

衙と内裏北方官衙（仮称）の境界をなし、棟門は両官衙間の通用門としての機能が考えられよう。本調

査地も朝集殿院と西南方宮外官衙の境界にあたり、棟門が存在すれば両者間の通用門とみてよいであ

ろう。前期難波宮では宮内道路は未発達であったと考えられ、官衙間の往来経路の復元のためには、

このような小規模な門の存在の解明は今後の課題として重要である。

・17・18世紀の遺構を検出した。これら遺構の性格は大規模な攪乱によって解明することができなかっ

た。

引用・参考文献

大阪市文化財協会1999、「難波宮跡の調査」：『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告―1997年度―』、pp.63－68

大阪市文化財協会2000、『難波宮址の研究』第十一

大阪市文化財協会2004、「NW93－ 5 次およびその周辺の調査」：『難波宮址の研究』第十二、pp.69－87

高橋工2014、「前期・後期難波宮跡の発掘成果」：『難波宮と都城制』、pp.55－77
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層序（ 1 区西部：東から）

層序
（ 1 区北壁：南西から）

層序と柱穴検出状況
（ 1 区北壁：南から）

図
版
一



難波宮柱穴検出状況（西から）

難波宮柱穴検出状況
（南西から）

図
版
二



SP701断面（西から）

SP701・702断面
（南から）

SP703・704断面
（南から）
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中央区上町一丁目 2 －11における建設工事に伴う

難波宮跡・大坂城跡発掘調査（NW18－ 2 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市中央区上町 1 丁目 2 －11

調 査 面 積 	 1,041㎡

調 査 期 間 	 平成30年10月29日～平成31年 1 月21日

調 査 主 体 	 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者	 調査課長　高橋	工
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1 ）調査に至る経緯と経過
　本調査地は大阪市域を南北に延びる上町台地の北端付近で東斜面上に立地する。大阪市中央区の西

部にあって、史跡難波宮跡の東南、寺山公園の西隣に位置する。地形的には、概ね東に開く開析谷で

ある上町谷の北で、難波宮方向に向かって入り込む同谷の支谷d・eの間にある（図 1 ）。巨視的には、

上町谷は難波宮の南を画する地形であり、北へ派生する支谷には、難波宮の造営に係わって埋め立て

られたものと、埋められなかったものがあることがわかっている［大阪文化財研究所2015］。

　周辺では多くの調査が行われ、難波宮に関する調査成果も上がっていて、代表的なものは以下のも

のが挙げられる。本調査地より西へ240mのNW93－ 5 次調査では前期難波宮の「朱雀門」とされる建

物が見つかっている［大阪市文化財協会2004］。「朱雀門」からは宮の南限を画する区画施設が東西に

延びるが、本調査地はその東の延長上に当る。西に隣接する府営寺山住宅内では前述の支谷dが検出

されており、NW17－ 1 次調査ではその幅が約40m、深さは 4 m以上あることがわかり、調査地以北
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図 1 　前期難波宮南限の区画施設
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の谷が前期難波宮造成に際して埋め立てられて

いることがわかった［高橋工2018］。NW13－ 5

次調査では、埋立て土からは「斯々一古」と記さ

れた荷札木簡が出土した。木簡は「朱雀門」の南

東に近いNW14－ 2 次調査でも発見されており、

「玉作五十戸俵」とあって、評制下のものとして

注目されている［谷﨑仁美2015］。調査地南にほ

ど近いNW81－30次調査では、支谷e内の西側を

埋め立てて堰板をもつ排水路が設けられており、

近くに難波宮関係の施設がある可能性が指摘さ

れている［高橋工2015］。

　近世の調査成果も多く、NW13－ 5 ・17－ 1

次調査では豊臣期・徳川期の建物や井戸などが

見つかっている。調査地周辺は、豊臣期には三

ノ丸の南部に含まれるという説もあり［松尾信裕

1994］、絵図資料からは徳川期には御城代屋敷をはじめとした武家屋敷となっており、発見された遺

構はそうしたものの一部と捉えることができる。

　如上の歴史的環境下にある当地において建築工事が計画されたため、大阪市教育委員会によって試

掘調査が行われ、地表下75㎝で発掘調査を必要とする遺構や遺物包含層が発見されたため、本調査

が行われることとなった。当初計画では東西28m、南北31mの大調査区の南西に東西 5 m、南北16m

の小調査区を配する計画（合計948㎡）であったが、大阪市教育委員会と協議のうえ、作業の能率向上

のため両調査区を一体とし、遺構の残りが良かった北東部の調査区を拡張して合計調査面積は頭書の

1041㎡となった。場内に排土を置く必要から、調査区を南北に二分（南区・北区と呼称）して反転調査

とし、南区→北区の順で行った。平成30年10月29日に機材を搬入し、重機を用いた掘削を開始した。

重機掘削は後述の第 2 層下面までとし、その他の掘下げ・遺構検出と掘削は人力で行い、同時に遺物

の捕集に努めた。調査の進行に伴い、実測図作成と写真撮影によって適宜に記録保存を行った。平成

31年 1 月21日には、撤収作業を行って全調査工程を終了した。

　本調査で用いた基準点はMagellan社製ProMark3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系

に基づく。標高は国設置の水準点「国233（Ⅱ）」より直接水準測量によって取り付けたT.P.値（東京湾平

均海面値）で、TP+○mと記した。また、出土遺物に関する記載は大阪市文化財協会学芸員小田木富

慈美によった。

2 ）調査の結果
　ⅰ）	地形

　調査地の現況地形は解体工事後の整地を反映しているが、敷地の北西でTP+17.3m、北東で同
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図 2 　調査区位置図
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+17.1m、南西で同+15.2m、南東

で同+15.6mで北から南へ下がる緩

斜面となっていた。地層の遺存状況

は芳しくなく、 調査区の北辺は幅

6m、南辺は幅約 5 ～ 8 mにわたっ

て旧住棟の基礎解体工事によって撹

乱され、なおかつ、調査区の中央に

は第二次世界大戦時の爆弾炸裂壙が

あって、直径約18mの範囲で層序が

乱されていた（図 3 、図版一・二）。

また、地山層上面の標高は、比較的

残りの良い部分でみると、調査区西

部でTP+15.2m前後、北東部で同+14.4m、南東部で+14.7mで、標高の高い炸裂壙の西部は地表下

20～50㎝で地山層が現れ、その上面は著しく損壊を受けていた。前期難波宮「朱雀門」の棟通りを東へ

延びる区画施設（門に近い部分は複廊、遠い部分は一本柱塀）の延長はこの部分に当るが、検出されな

かった。おそらくはこうした状況からすでに破壊されたものとみられる。以上の状況から、後述する

層序が残っていたのは、炸裂壙東方の東西15m、南北18mほどの範囲に限られていた（図版二－上）。

また、地山層上面の地形が北東方向へやや下降するのは、次に述べる北西方向に入り込む谷（上町谷

の支谷e）の西肩に近いことを示しているとみてよい。

　北区の東端を拡張した部分で埋没谷を検出した（図 6 ）。谷の形状は攪乱で大きく破壊されていたが、

南東－北西方向へ延びる上端が辛うじて確認された。谷の西斜面の一部を捉えたもので、幅は最大で

4.5m、深さは同1.3m（TP+12.8m）までを確認したが、谷底には至っていない。谷を埋める堆積層に

は作土層が 3 層あり、斜面が階段状に下がるのは、これらの耕作による変形を受けているためである。

後述するように、上町谷の支谷eである。

　また、東壁地層断面でみると（図 4 の③）、地山層上面の標高は中央部でTP+14.7mに達するが、そ

の北側ではTP+14.3m前後となり、約40㎝の段差があったことになる。北側（地層・遺構の残存部分）

ではその上には豊臣期～徳川期の整地層が残っていた。段差につ

いては、この時期の屋敷地の造成に際して、谷に向かう凹地を整

形・整地したか、あるいは、切土によってひな壇状の造成をした

かの二通りが考えられる。これら整地層の下位で、前述の「朱雀門」

東方の区画施設が発見されなかったことを考慮すれば、屋敷地が

切土によって造成されており、その結果として宮の区画施設が破

壊されたと考える方が適当ではないだろうか。

　ⅱ）層序

　上記の事情により、調査地本来の地層が観察できた場所は調査
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図 4 　地層と遺構の関係

図 3 　遺跡の遺存状況
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区東壁に限られた。以下、東壁の地層断面を主に層序について述べる（図版二・図 4 ・ 5 ）。現地表以

下地山層まで 3 mまでの間を11層に区分した。

　第 0 層：住宅解体工事に伴う客土層および整地層で、砕石などからなる。層厚は20～300㎝ほどで、

建物基礎を解体・埋め戻した箇所で特に厚い。

　第 1 層：暗黄褐色瓦礫混り砂などからなる近代の整地層で、層厚は70㎝ほどである。上面では防空

壕や焼土がつまった排水溝など、第二次世界大戦の空襲で罹災した住宅に係わる遺構が検出された。

　第 2 層：砂質の整地層で近世～近代とみられ、第2a・2b層に細分される。第2a層は明黄褐色砂礫か

らなり、層厚は最大で20㎝であった。第2b層は黄褐色地山層偽礫混り砂礫からなり、層厚は約20㎝

であった。

　第 3 層：近世豊臣期から徳川期の整地層で、第3a・3b層に細分される。第3a層は黄褐色地山偽礫混

り砂礫から砂質シルトからなり、層厚は最大で15㎝であった。地山層由来の堆積物を用いて丁寧に敷

き均されていた。上面では徳川期（17世紀前半～19世紀前半）の遺構が検出された。第3b層は明黄褐色

地山偽礫や灰色地山偽礫混り砂などからなり、層厚は平均で10㎝余りであった。下部は主に地山層偽

礫でSD121や低い部分を埋め、上部は砂質の堆積物を用いて整地したものとみられた。上面で豊臣後

期から徳川期（17世紀前半）の遺構が検出された。土師器皿 1（図15）は第3b層上面に密着して出土した。

豊臣後期のものである。

　第 4 層：本層以下は地山層の第10層を除き、谷の中の堆積層である。第 4 層は暗色を呈し、暗灰褐

色細粒砂からなる作土層で、層厚は約15㎝であった。上面で畝間、下面で溝状の耕作痕跡が検出され

た。瀬戸美濃焼天目碗 2などを含み、豊臣後期に属する。

　第 5 層：細礫を混じる作土層で、第5a・5b層に細分される。第5a層はオリーブ褐色細礫混り砂から

なり、層厚は約15㎝であった。本層からは豊臣前期とみられる備前焼擂鉢が出土した。第5b層は黄褐

色細礫混り細粒砂からなり、層厚は約12㎝であった。常滑焼片など少量の遺物が出土した。

　第 6 層：暗灰黄色シルト～砂からなる自然堆積層で、層厚は最大で20㎝であった。荷重によるラミ

ナの変形や剪断が多くみられ、頻繁に人間の立入があったと考えられる。

　第 7 層：オリーブ褐色砂質シルトからなる作土層で、層厚は最大で15㎝であった。

　第 8 層：暗灰黄色細礫混り細粒砂からなる客土層で、層厚は最大で60㎝であった。谷の下部を埋め

たものである。瓦質土器などが出土し、中世の地層である。

　第 9 層：オリーブ黒色粗粒砂質シルトからなる作土層で、層厚は最大で10㎝であった。谷底付近と

みられる斜面にのみに分布していた。須恵器杯B蓋 4（図15）などの 7 ～ 8 世紀の土師器・須恵器に混

じって瓦器椀の細片が出土しており、年代は中世に降る。瓦器椀 3は底部の破片で、13世紀のもので

ある。本層はこの時期には谷の内部が耕作地として開発されたことを示している。

　第10層：黄褐色極細粒～細粒砂からなる地山層である。本層の上面で難波宮の掘立柱建物が検出さ

れた。

　ⅲ）遺構と遺物

　a．古代～中世の遺構
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　SB1　北区東部で見つかった掘立柱建物で、第10層（地山層）上面で検出された（図 6・7 、図版一・

三）。その位置は谷の中に当るが、旧住棟の削平を受けて検出面は平坦であった。高さも近世の遺構

が検出された南側の同層上面よりも約 1 m低く、同程度の比高をもつ谷の斜面上に建てられたことに

なる。SP135～139の 5 個の柱穴を検出した。遺構が保存されることを前提に、柱穴の断割りによる

深さ・柱痕跡の確認は最小限に留めることとし、SP136・138についてのみ行った。柱穴の平面形は

やや不整な隅丸方形で、やや東西に長くて110㎝ほど、南北は90～130㎝である。深さはSP136で85㎝、

SP138で140㎝である。深さの差は大きいが、西へ上がる谷の斜面に建てられたとすれば、斜面上方

に当るSP136が浅いことは理解できる。いずれも地山層の偽礫を主体とした埋土で丁寧に埋められて

いた。SP136・138では柱穴底面で柱の当りが見つかった。その直径は18㎝（SP136）、15㎝（SP138）

で、両者の芯々距離は328㎝であった。SP139を除く柱穴の上面で、柱抜取穴らしき箇所がみられた。

０ ５ｍ

１：100

SP135

SP140

SP137
SP136

SP138

谷

SP142

SP139

SB1

SP141

SP143

X－43,610

－146,615

－146,620

Y－43,430－43,435

GN

図 6 　第10層上面の遺構平面図
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その位置はSP136・138で柱の当りの位置と大きくずれているのであまり参考にはならないが、柱間

距離はSP136－135でおよそ180㎝ほどであろうか。方位はSP136－SP138でE94°S（N4°E）であ

る。また、SP143は柱掘形のごく一部が残るのみであるが、SP136～138の柱筋に一致する位置にあり、

同じ建物を構成する可能性がある。建物の構造は明確に復元することはできないが、いくつかの可能

性について後で考察する。

　SP135の掘形部分から須恵器 5・土師器 6（図15）が出土した。 5は杯H蓋もしくは短頸壺の蓋、 6

は杯Cかと思われるが、いずれも細片のため断定できない。ただし、 7 世紀代のものではあるだろう。

正方位からやや東へ振る方位、推定される年代から考えて、前期難波宮に関する建物である可能性が

高い。

　SP140～SP142　小柱穴が 3 個発見された。掘形は30～50㎝、深さは30㎝ほどであった。柱抜取

り穴もみられるので掘立柱建物の一部であろう。SP140・142は規模が近似し、同じ建物に属してい

たのかもしれない。両柱穴間の方位はE11°Sである。柱穴の形状からみて中世頃のものかと思われ

るが、時期を推定しうる遺物は出土しなかった。

　b．近世の遺構 1（第5b層下面、図 8 ）
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　SX134　谷内に堆積する第5b層の下面、谷の西肩

近くで検出した落込みである。平面形は不整な円形を

呈し、東西130㎝、南北110㎝以上、深さは20㎝である。

第5b層に含まれる遺物からみて、豊臣前期に属する遺構である。

　c．近世の遺構 2（第 4 ・10層上面、第 4 層下面、図 9 ～11、図版四－上）

　SD55　南区の東端、遺構が残る一角の最も南で検出された溝で、東西方向にやや屈曲しながら延
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図 8 　北区5b層下面平面図

図 9 　第 4 ・10層上面遺構平面図

写真 1 　SD121断面②（西から）
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びるようである。幅30～40㎝、深さ30㎝で、埋

土は大きく 2 層に分かれ、下層は粗粒砂が自然

堆積していて水流があったことがわかり、 上

層は地山層偽礫など（第3b層）で人為的に埋め

られていた（図 5 ）。 遺物は出土しなかったが、

SD121と規模や埋没過程が共通し、同時期で同

じ機能をもつ溝とみられる。

　SD121　北区の東部で遺構残存範囲を東西に

貫く溝で、緩やかに蛇行する。幅・深さとも30

～40㎝であるが、東端では遺構の立上りが緩や

かに広がり、幅は100㎝を超える。埋土は大きく

2 層に分かれ、下層はシルト～砂が自然堆積し

ており、上層は地山層偽礫（第3b層）で人為的に

埋められていた（写真 1 ）。遺構底の高さは東方（図10の断面①）がTP+13.4mであるのに対して、西方

（図10の断面③）は同+13.8mと高く、東の埋没谷の方向へ導水した溝とみることができる。肥前陶器

の碗が出土しており、豊臣後期に属するとみられる。

　SX120・129・SD126　SX120・129はSD121の北側を概ね東西方向に延びる落込みである。不整

形ではあるが溝状を呈し、幅30～50㎝、深さ10㎝ほどで、埋土は第3b層の地山層偽礫であった。西

部では第10層を、東部では第 4 層の作土を基盤としていた。第 4 層作土の畝間とみられる。SD126

はSD121から派生する位置にあり、幅10㎝、深

さ5㎝ほどで、 極細粒砂が自然堆積していた。

SD121から埋没谷の耕地に対して給水を行った

溝であろう。SX120は瀬戸美濃焼天目碗や朝鮮

半島産白磁碗 7を含み、豊臣後期に属する。

　SD131・132　第 4 層下面で検出された溝で

（図11）、 幅30㎝前後、 深さは5㎝未満である。

耕作痕跡である。SX133も同様な遺構である。

　d． 近世の遺構 3（第3b層上面、 図12・14・
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図11　北区 4 層下面平面図

写真 2 　SE10（南から）

図10　遺構断面図（ 1 ）
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15、図版四－中）

　SE10　南区の西部（図 3 ）で検出された、木製の縦板で井戸側を構成した井戸である。掘形の直径

は約120㎝の円形で、深さは150㎝まで掘削したが底に達していない。検出面から約70㎝下がったと

ころから井戸側が遺存していた。井戸側は、幅10～20㎝ほどの板材を用いて円筒形に形成していた（写

真 2 ）。板材は内・外二～三重になっていた。井戸側の上端は折り取られており、以上は掘形も破壊

されて漏斗状を呈していて、内部は周囲から流入した粘土や細粒砂で埋まっていた。それ以下は地山

層偽礫を含む粗粒砂で人為的に埋められていた（図14）。井戸を放棄する際に、井戸側下部を埋め戻し

た後に、上部を掘り広げて井戸側を折り取り、水溜として利用されたものとみられる。上部からは19

世紀の瀬戸美濃焼磁器が出土しており、この時期が水溜の廃絶時期である。下部からは17世紀前半の

肥前磁器碗などが出土していて、この時期が井戸としての廃絶時期ということになる。
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図12　南区第3b層上面平面図
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　SA2～ 7　柱穴や小穴、礎石が列をなす箇所があったが、建物としてのそれらの組合せが確認でき

るものはなかった。したがって、塀であるのか建物の一部であるのかは区別できていない。

　SA2は西からSP115・125とその東の小穴からなる。柱間距離は西から（以下同）200㎝、110㎝で

ある。SA3はSP117・その東の礎石 2 個、SP108からなる。柱間距離は190㎝、210㎝、190㎝であ

る。SA4はSP124、その東のSP94と礎石 2 個からなる。柱間距離は180㎝、110㎝、220㎝である。

SA5はSP50とその西の礎石SP51によってなる。柱間距離は150㎝、190㎝である。SA6は北区東

部にあって、SP107・104からなり、柱間距離は160㎝である。SA7は北区東壁際で検出され、北か

らSP65・67・72からなる。これらの柱穴列の方位は、SA2～ 6がほぼ正東西、SA7はN5°Wである。

SA5の南にもSP49・52や礎石が散在し、SA7の西にもSP68～70・103などがあって、建物として

復元することはできないが、一帯に建物があったことを示している。

　SD85　SA3の北にある溝で、幅40㎝、深さ 5 ㎝ほどで、西端で南に曲がるようである。水流によっ

て砂が堆積していた（図14）。雨落ち溝など建物に付随するものかもしれない。瀬戸美濃焼向付 9が出

土した。徳川初期のものであろう。

　SK84　SD85を切る土壙で、平面形はほぼ円形で、東西90㎝、南北80㎝、深さ30㎝である。埋土

は砂質の堆積物で埋められていた（図14）。土師器火消壺などが出土し、豊臣期に属するものとみられ

る。

　SK102　北区東部で検出され、北部を欠損するが、平面形は隅丸方形を呈するとみられ、東西は

200㎝、南北100㎝以上、深さは40㎝である。埋土は大きく上層・下層に分かれ、下層は炭を含む砂

混り粘土などが自然堆積し、上層は人為に埋められた層で、瓦片と石を投棄した後に地山層由来の偽

礫で埋め戻されていた（図14）。少量の肥前陶器・丹波焼の破片が出土し、それらから17世紀前半頃の

遺構とみられる。

　SX45　遺構群の最も南にある不整形な落込みである。深さは20㎝ほどで、砂が流れ込んで埋まっ

ていた。排水施設の残欠であるかもしれない。肥前陶器碗などが出土し、豊臣後期に属するものとみ

られる。北西のSX39も同様な遺構で、肥前陶器が出土した。

　SX109　SK84の南で検出された不整形の落込みである。深さは最大で10㎝であった。肥前陶器瓶

8が出土し、豊臣後期～徳川初期頃のものとみられる。

　e．近世の遺構 4（第3a層上面、図13～15、図版四－下）

　第3a層上面で検出された遺構の他に、上位層が削剥されて地山層上面で検出した遺構の中でも、遺

物からみて18～19世紀前半に属する主要な遺構を報告する。

　SE62　北区北東隅で検出された井戸状の遺構で、北部を欠損するが平面形は楕円形とみられる。

東西90㎝、南北50㎝以上、深さ30㎝であった。遺構内部には立上りに沿って直径 5 ㎝ほどの木杭が

打ち込まれ、土留とみられた。出土遺物はなかった。簡易な貯水施設かもしれない。

　SE74　北区南東隅で検出された井戸である。平面形は円形で、東西210㎝、南北190㎝、深さは80

㎝まで掘削したが、底には達していない。埋土は地山層偽礫や礫を含む粘土質砂などで埋められてい

た（図14）。出土した遺物からみて18世紀末～19世紀初頭頃の遺構である。
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1 ：灰黄色（2.5Y6/2）細礫混り細粒砂
2 ：灰黄色（2.5Y7/2）砂
3 ：灰オリーブ色（5Y6/2）シルト～中粒砂
4 ：灰色（5Y6/1）砂
5 ：灰色（5Y5/1）粘土
6 ：黄灰色（2.5Y5/1）地山偽礫混り砂質粘土
7 ：灰色（5Y5/1）粗粒砂混り粘土

1 ：暗灰黄色（2.5Y5/2）
　　細粒砂

1 ：黄褐色（2.5Y5/3）
　　炭・焼土混り細粒砂（自然堆積）
2 ：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
　　細粒～中粒砂（自然堆積）

1 ：褐色（10YR4/4）
　　シルト～細粒砂
2 ：にぶい黄褐色（10YR5/3）
　　細粒砂～中粒砂

1 ：黄褐色（2.5Y5/3）地山偽礫混りシルト質細粒砂
2 ：黄褐色（2.5Y5/6）シルト質細粒砂（攪乱）
3 ：黒褐色（2.5Y3/1）炭・瓦混り砂質シルト（人為堆積）
4 ：黄灰色（2.5Y4/1）シルト質粘土（自然堆積）
5 ：黄灰色（2.5Y5/1）粘土混り砂
6 ：灰色（5Y4/1）粘土
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3 ：黒褐色（10YR3/2）細礫混り細粒砂

1 ：にぶい黄橙色（10YR6/3）
　　わずかに炭混り細粒～中粒砂

1 ：にぶい黄橙色（10YR6/4）
　　中礫混り細粒～粗粒砂

1 ：黄褐色（2.5Y5/4）
　　地山偽礫砂
2 ：にぶい黄色（2.5Y6/3）
　　シルト偽礫・地山偽礫混り砂
3 ：灰黄色（2.5Y7/2）地山偽礫
4 ：浅黄色（2.5Y7/3）
　　地山偽礫混りシルト質砂
5 ：灰色（5Y6/1）砂質シルト

1 ：灰黄褐色（10YR5/2）砂質シルト
2 ：にぶい黄橙色（10YR7/4）地山偽礫
3 ：にぶい黄色（2.5Y6/3）地山偽礫
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1 ：黄褐色（2.5Y5/3）細粒～中礫混り砂
2 ：褐色（10YR4/6）粘土質砂（地山由来）
3 ：黒褐色（10YR3/2）
　　シルト～粘土質シルト偽礫（人為堆積層）
4 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）粘土偽礫

5 ：黒褐色（10YR2/3）シルト偽礫
6 ：黒褐色（10YR2/3）粘土偽礫
7 ：灰黄色（2.5Y6/2）細粒砂
8 ：灰色（5Y5/1）粘土質シルト～細粒砂
9 ：灰白色（5Y7/1）粘土質シルト～細粒砂
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　SE119　北区北東隅で検出された井戸である。掘形の平面形はほぼ円形で、直径200㎝を測り、内

部には断面円形の杭材や幅10㎝ほどの板材を方形に立て並べて一辺約120㎝の井戸側を形成してい

た。井戸側内部には角材を四辺に当てて押えとしていた。井戸側内からは多量の遺物が出土したが、

土師器皿10・11、肥前磁器青磁染付蓋12を図示した（図15）。これらの遺物からみて18世紀後半の遺構

である。
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図15　出土遺物実測図
第3b層上面（ 1 ）、第 4 層（ 2 ）、第 9 層（ 3 ・ 4 ）、SP135（ 5 ・ 6 ）、SX120（ 7 ）、SX109（ 8 ）、SD85（ 9 ）、

SE119（10～12）、SK76（13～15）、SK81（16・17）、SX79（18・19）
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　以上の井戸は埋没した谷の上に掘られており、

地下水の豊富な場所に掘られたものとみられる。

　SD80　遺構残存範囲の北端で検出された東西

方向の溝で、幅15㎝、深さ 5 ㎝であった。細粒

砂が堆積して埋まっていた。

　SK75・76　SE74の西で検出された土壙で、

SK70が埋没したあとに掘られている。SK75は

東西90㎝、南北170㎝、深さ20㎝、SK76は東西

60㎝、南北180㎝、深さ20㎝である。ともに細

礫を混じる細粒砂で埋められていた（図14）。同時に埋められたものであろう。ともに多くの遺物が出

土したがSK76の肥前磁器染付碗13・14、肥前陶器皿15を図示した（図15）。これらからSK75・76の

年代は18世紀中葉に求められる。

　SK81　SK75・76の西で検出され、平面形は楕円形で、東西40㎝、南北100㎝以上、深さ20㎝を測

る。埋土は主に砂で、人為的に埋められていた。遺構の南端付近に瀬戸美濃焼陶器鉢17が正置された

状態で出土した。17は17世紀前半に属する。ほかに土師器皿16も出土している。

　柱穴など　柱穴や小穴は、SE74	の北側や、SX90西側の辺りで散在するが、いずれも明確に建物が

復元できたものはなかった。

　SX79　SK76の南で検出された半環状にめぐる落込みである。幅45㎝、深さ10㎝で、細粒砂が自

然堆積していた。建物の排水に係る遺構であろうか。肥前陶器鉢18・瀬戸美濃焼鉢19が出土した（図

15）。18世紀代に属するものである。

　SX90　東壁際で検出した（図14）。平面形は楕円形を呈し、東西170㎝以上、南北90㎝、深さは120

㎝掘り下げたが底に達していない。井戸である可能性もある。詳細な時期が知れる遺物は発見されな

かった。SX90の西には土壙状に見える遺構が数基あったが、いずれも浅い落込みで、特筆すべき所

見はなかった。

　SX32　遺構群の最も南で検出された溝状の落込みで南北に延びる。幅180～270㎝、深さ80㎝であ

る。埋土は大きく 2 層に分かれ、上層は砂質の埋戻し土、下層はシルト、砂が自然堆積していた（図

14、写真 3 ）。地形的には南へ下がるので、屋敷地からの排水を行った溝であるのかもしれない。詳

しい時期が知れる遺物は出土しなかった。

　SX40～42　SX32の東で検出された小規模な落込みである。深さは10～20㎝ほどで人為的に埋め

られていた（図14）。

3 ）若干の考察とまとめ
　ⅰ）谷と旧地形

　今回検出した谷は調査区の北東隅をかすめて概ね南東から北西方向に延びていた。調査区内にか

かったのは谷の南西側斜面である。北西延長方向では大阪市教育委員会による事前試掘調査（No.5試

写真 3 　SX32（北西から）
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掘壙）が行われていて、地表下約250㎝で上面が傾斜する地山層と、その上位に近世～古代の堆積層が

確認されている。南東（下流）の延長方向ではNW94－20次調査が行われていて、北西方向へ入り込む

谷の北東斜面が検出されている。これら 3 地点では同一の谷を捉えたとみてよく、［大阪文化財研究

所2015］で上町谷の支谷eとした谷である（図 1 ）。支谷eは上町谷から北へ向って派生し、NW94－20

次調査付近から徐々に北西に方向を変え、難波宮朝堂院南東隅方向に向って延びるようである。谷頭

は未発見である。西70～80mには支谷dが似た方向で延びている。両支谷では、埋没過程が異なる。

支谷dは谷頭に近い北部が難波宮造営に伴って埋め立てられているが、支谷eは古代・中世においては

大規模な埋立ては行われず、NW94－20次調査地では大坂城三ノ丸造成に伴って平地化されたとみら

れた。また、両支谷に挟まれたNW81－30次調査地でも北へ延びるごく小規模な谷が見つかっており、

前期難波宮造営の段階で埋め立てられているようである。このように谷が平地化する時期には差があ

るが、難波宮との関係で整理すると次のようになる。支谷dは前期難波宮「朱雀門」東棟通りの区画施

設のすぐ外から北が宮造営に伴って埋め立てられている。一方、支谷eは朱雀門東延長線より北（宮内）

へ入っても埋められていない。また、両支谷に挟まれたNW81－30次調査の小支谷は、朱雀門ライン

より南（宮外方向）にあるが、宮造営に伴って埋められ、整地後に南北方向の排水路が設けられている。

こうした違いは、谷埋め工事のもつ利点（平地の獲得）と欠点（莫大な労働力の投下、容易な排水手段

の喪失）、そして宮殿におけるその場所の機能の違いに起因しているとみるべきであろう。その場合、

宮中枢に近い支谷dが朱雀門ライン付近から宮内を埋め立てるのは当然として、本調査地は宮内であ

りながらおそらくは排水の確保が優先され、NW81－30次調査地では宮外でありながら谷埋め工事を

行ってでも設置するべき施設の計画があったと考えられるのである。

　ⅱ）SB1をめぐって

　掘立柱建物SB1は南東－北西方向に延びる支谷eの南西側斜面（北東へ下降）に位置する。柱穴 5 個

を検出したのみで全体の構造・規模は不明であるが、谷の斜面に立地する、柱間距離が短い、柱掘形

が深いという顕著な特徴がみられた。構造について現有の情報からではいずれとも決しがたいが、側

柱建物と橋梁の二つの復元案を示しておきたい。

　第 1 案は南北棟の側柱建物を想定する（図16）。この場合、SP136－138が妻側、SP136－135と

SP138－139を平側として、北側へ数間延びる側柱建物ということになる。梁行が 2 間（328㎝）、桁

行が 2 間（約360㎝）以上で、柱間寸法は、梁行 1 間=164㎝（平均値：5.5尺相当）、桁行 1 間=約180

㎝（ 6 尺相当）となる。柱間距離が1.5～1.8mと短めの建物は、前期難波宮でSB8244708（内裏東方官

衙）、SB9020703（西南方宮外官衙）など雑舎的な建物に例があるが、ともに柱掘形も0.7m前後と小ぶ

りである点がSB1と異なる。また、SP137が妻柱の位置にあるが、柱筋、中央位置ともに大きく外

れており、別の建物に属する可能性がある。その場合、SB1は梁行 1 間（11尺相当）となり、SP137

は別の柱穴と組み合うことになるが、SP143などはその候補となろう。

　第 2 案は東西に延びる橋梁を想定する（図16）。この場合、SP136～138側が橋の南側の桁柱筋とい

うことになる。SP135・139を橋の中央と仮定し、ここを中心にSP136・137・138を反転した柱穴を

それぞれSP－A・SP－B・SP－Cとし、北桁行の柱列とする。南桁行延長上のSP143を同じ構造物

－182－



の柱穴と評価し、SP137とSP－Bの関係と同様に北桁柱筋上に対応するSPDを想定する。とすると、

柱穴 3 個（ 2 間）の梁、柱穴 2 個（ 1 間）の梁が交互に並ぶことになる。つまり、柱 3 本のものを主橋脚、

2本のものを補助的な橋脚とし、それぞれの上に南北方向の梁材を渡し、梁上に東西方向の桁材を渡し、

最後に桁材上に板材を敷いて橋面とした木橋を復元することが可能なのである。さらに派生する可能

性としては、柱 3 本の梁と同 2 本の梁を別の橋とみて先後関係を想定することもできる。

　次に、二つの復元案の是非についてもう少し考察してみたい。第 1 案は北東に下がる斜面に南北
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図16　SB01復元案
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棟の側柱建物を建てたということになる

が、 似た条件の建物としてNW93－12次

のSB702があげられる［大阪市文化財協会

2004］。この建物は梁間 2 間で南北棟の側

柱建物と復元されており、建物内での斜面

の比高は約1.3mである。立地はよく似てい

るが、SB9320702は柱間距離が2.4～2.9m

程度であるのに比べるとSB1は1.6～1.8m

程度であるから歴然と短い。また、柱穴の

深さもSB9320702で最も深いものは90㎝

であるのに対し、SB1は140㎝であるから

これも明確な差がある。SB9320702を一

般的な側柱建物とみるのであれば、SB1

は構造的にそれとは異なる可能性が高いと

みてよい。

　第 2 案は橋梁であるが、 橋であること

が明確な上本町遺跡UH09－02次調査［大

阪文化財研究所2010］のSB600（図17）との

比較を試みる。まず、主橋脚に比べてやや

幅狭の補助橋脚が伴う点は共通している。

幅（梁間）はSB1が360㎝（復元）に対して

SB600が292㎝で、柱間距離（平均）が前者180㎝（復元）、後者（ 4 間として）84㎝である。桁方向の柱

間距離は、SB1の主橋脚間で328㎝、SB600で432㎝、主橋脚－補助橋脚間で前者164㎝（平均値）、

後者で216㎝（平均値）である。それぞれの値を比較すると近似はしないが、桁方向で伸ばそうとする

設計は似ているといえる。柱穴の深さは、SB600が掘立柱と盛土による立柱を併用していて工法が異

なるので直接の比較は適当ではないが、SB600にも直径に比して深さが深い柱穴が散見され、根入れ

は深い傾向が認められる。

　こうしてみると、SB1の構造は橋梁のそれに似ているといえなくもない。そもそも、谷の斜面に梁

間の狭い側柱建物が建つ違和感に比べると、谷（上町谷支谷e）に架橋したと考えた方がごく自然に感

じられる。ただし、既述のようにいずれかを決するには情報不足であり、また、提示した二つの復元

案とはまったく異なる建築である可能性もある。ここはSB1が橋梁である可能性をやや強く推しな

がらも両復元案併記のままに留め置きたい。

　SB1はその方位や 7 世紀代とみられる遺物片が出土したことから、難波宮に係わる建築であった

とするのが妥当であろう。しかも、宮殿南限ラインとの位置関係から考えると前期難波宮の施設であ

るとみられる。後期難波宮の遺構とすると朱雀門前面の道路にはみ出す位置にあるからである。前

０ ５ 10ｍ

１：200
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図17　上本町遺跡の橋梁遺構
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期難波宮におけるSB1の位

置は図18のようになる（図中

SB18021と表記）。 朝集殿院

東・西の地区ではいままで殿

舎は見つかっていなかった。

今回の調査で、SB1の建築物

としての構造は明らかにでき

なかったが、その如何に係わ

らず、朝集殿院東地区には何

らかの施設が置かれていたこ

とは確実になったといえよう。

その性格は、位置的にみてや

はり官衙が相応しいのではな

かろうか。加えて、前項でも

指摘したように、調査地南側

（朱雀門ライン外）のNW81－

30次調査地周辺にも施設の広

がりが想定される。この地区

は「西南方宮外官衙地区」［高

橋工2014］の対称位置に当っ

ていて、官衙がこの地区まで

広がる可能性を物語っている。今後の難波宮の研究において、前期難波宮周辺の官衙域が、従前の理

解の範囲を越えてさらに大きな広がりもって展開していたことには注意をはらうことが必要である。

　ⅲ）谷内の開発と近世の屋敷地化

　上町谷支谷eについては、谷底には達しなかったものの、各時代の堆積層を確認した。第 9 層は瓦

器を含む中世（13世紀頃か）の作土層でこの時期には谷内が耕作地として開発されていたことがわかっ

た。以後、客土層（第 8 層）や自然堆積層（第 6 層）を挟みながら、第 7 ・ 5 層と作土層がみられ、中世

～近世を通じて耕作地としての土地利用が続いたことがわかった。こうした土地利用の最終段階は豊

臣後期の第 4 層で、谷内の耕地に西方（台地高所側）からの給水路がみつかった。この段階では谷はほ

ぼ平地化していたと考えられ、給水路の系統も前段階とは変化していた可能性があろう。平地化した

谷を含めて調査地内に整地が行われ、屋敷地となるのは第3b層の段階で、豊臣後期に当る。以後、調

査地内は豊臣・徳川期を通じて屋敷地として利用されるようになった。近代も宅地として利用され、

爆弾の炸裂壙に象徴されるように、戦災を被りながらも現代に連続していることがわかった。

　ⅳ）まとめ

・上町谷の支谷eを検出した。調査地を経由して北西方向へ続くものとみられた。難波宮の造成に係わっ
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図18　前期難波宮とSB1
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て埋め立てられることはなかったことがわかった。

・前期難波宮に属するとみられる建物SB1を発見した。朝集殿院東地区にもなんらかの施設が展開し

ていたことがわかった。

・中世から近世初頭（豊臣前期）まで谷の中が耕作地として利用されていたことがわかった。

・近世初頭（豊臣後期）から近代・現代までは、屋敷地、宅地として継続して利用されてきたことがわかっ

た。
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大阪市文化財協会2004、『難波宮址の研究』第十二

大阪文化財研究所2010、『上本町遺跡発掘調査報告』Ⅰ
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中央区上町一丁目18－ 9 他 2 筆における建設工事に伴う

難波宮跡・大坂城跡発掘調査（NW18－ 3 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市中央区上町 1 丁目18－ 9 他 2 筆

調 査 面 積 	 約32㎡

調 査 期 間 	 平成30年11月28日～12月 4 日

調 査 主 体 	 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者	 調査課長　高橋	工､ 南	秀雄
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地点は前期難波宮の朝堂院南西角に当り、南面回廊のすぐ北に位置する。後期難波宮では朝堂

院南西角の外になり、すぐ東を朝堂院西面の築地塀の延長ラインが通るところになる（図 1 ・ 2 ）。敷

地にある既存建物は難波宮の発掘開始前の昭和20年代の建築で、今回の調査は、その建坪を使った新

たな建築のクレーン設置場所における遺構の状態を確認する目的で行った。

　調査範囲は、建物に接した覆い屋の下の東西約 7 m、南北約4.5mである。表土を重機で掘削した後、

第 2 層上面で近世の遺構を、第 3 層上面で古代以前の遺構を調査した。その結果、調査区東で後期難

波宮の瓦片がかたまって分布する状況が検出され、朝集殿院を画する構造物など、朝堂院西面回廊の
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図 1 　難波宮の遺構配置と調査地の位置
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延長に想定される遺構に由来する可能性が考え

られた。これを受け、教育委員会文化財保護課

と開発者の間でクレーンの位置を遺構に影響が

ないように調整し、遺構保存のために全面に砂

を入れて埋め戻した。

　本調査の基準点はMagellan社製ProMark3に

より測位し、本報告で用いた方位は世界測地系

に基づく座標北を基準とした。標高はT.P.値（東

京湾平均海面値）でTP+○mと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　現地表はTP+22.1～22.3mで、厚さ50～60㎝

の近代以降の盛土の下から層名を付した。

　第 1 層：シルト偽礫を含むオリーブ褐色

（2.5Y4/3）シルト質中粒砂層で、層厚は20㎝で

ある。近世の盛土で、上面でSK03などを検出

した。

　第 2 層：中粒～粗粒砂質シルト層で、上層は

黄褐色（10YR5/6）、下層は褐色（10YR4/4）で

第1層
第1層

第2層

第2層

第1層

第2層
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図 4 　西・東壁地層断面図

図 3 　地層と遺構の関係図

図 2 　調査区位置図
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ある。下層は後期難波宮の瓦片を含む。第 2 層は中世の畠作土で、下面に南北方向の耕作痕があった。

上面で17世紀前葉のSK01などを検出した。

　第 3 層：風化した細礫を多数含む明黄褐色（7.5YR5/8）中粒～粗粒砂質シルト層で、層厚は50㎝以

上である。上町台地の中位段丘構成層で、標高はTP+21.4mである。上面でSK301と、瓦片が散布

した所にある掘込みSX302を検出した。

　ⅱ）遺構と遺物

　 a ．古代以前の遺構と遺物（図 5 ～ 7 ）

　調査区東端に後期難波宮の瓦がかたまって分布するところがあった（図版 1 の下、 2 の上）。瓦の分
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図 5 　遺構平面図
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布は調査区東辺の下端から西0.8mの範囲で、南北方向に延びるようにも見えた。瓦片は第 3 層上面や

それに近い第 2 層中に包含され、原位置を留めているものはない。図 7 の 1・ 2はそれらの中で大き

な破片の平瓦である。

　瓦の分布域に重なって落込みの輪郭が見えたため（SX302）、破壊を最小限にとどめる東西トレンチ

により調査した。SX302は人為的に掘られており、東西1.8m以上、深さ0.30mである（図版 2 の中、

埋土等は図 6 参照）。遺物は出土していない。性格は不明だが、瓦の分布と関連する可能性がある。

　調査区東辺は、後期難波宮の朝堂院回廊基壇を南に延ばしたラインから西へ 3 ～ 4 mの位置に当る。

瓦の分布とSX302は、朝堂院の南に想定される朝集院殿の西面回廊などと関連する可能性が考えられ

る。

　調査区北西角のSK301は東西1.05m以上、南北0.8m以上、深さ0.30mである。埋土は、下層がオリー

ブ褐色（2.5Y4/4）シルト質中粒～極粗粒砂層、上層が褐色（10YR4/6）中粒砂質シルト層である。遺物

は出土していない。

　 b ．近世の遺構と遺物（図 5 ～ 7 ）

　以下、主な遺構のみを報告する。

　SK01は東西2.45m、南北1.10m、深さ0.80mで、一段深くなった部分は長方形を呈す。埋土には炭

を含み（図 6 参照）、ごみ捨て用の穴であろう。SK01からは図 7 の 3～24が出土した。 3～ 8は土師器

皿で、 7は底部の内外面を黒く焼き上げている。 9は土師器鍋、10は備前焼壺である。11～14は瀬戸

美濃焼陶器で、天目碗11・12と皿13・14がある。13は灰釉、14は鉄釉である。15・16は肥前陶器の

碗と皿で、16の底部外面に「十」の墨書があった。17・18は中国産白磁皿で、18には型押しの文様があ

る。19は中国産青花の碗、20は同皿である。21は平瓦を加工した円板で、図の下端は瓦の縁が生きて

いる。22～24は軒瓦で、23は桐文軒丸瓦である。SK01は、土師器皿 6などから大坂ノ陣後の17世紀

前葉と推定される。

　SK04・05・07は、 1 m弱の間隔で南北の柱列を構成する。SK04・05の柱の下には石が敷かれてい

た。柱列の方向は、北で東に 6 °振る。深さはSK04で0.25m、SK05で0.30mであった。SP09・06は

東西の柱列で、方向は上記の柱列と直交する。柱間は2.1m前後で、SP06の痕跡から柱の直径は約0.1m

第2層
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3 ：にぶい黄色（2.5Y6/3）シルト・炭層
4 ：黄褐色（2.5Y5/3）中粒～粗粒砂質シルト
5 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト・炭層
6 ：褐色（10YR4/4）中粒砂質シルト

1 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）中粒～粗粒砂質シルト
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3 ：黄褐色（10YR5/6）中粒砂質シルト（人為層）
4 ：にぶい黄褐色（10YR5/3）中粒砂質シルト（人為層）
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第 2 層瓦分布部（ 1 ・ 2 ）、SK01（ 3 ～24）、SK02（25）、SK03（26）
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であった。深さはSP06で0.25m、SP09で0.35mである。

　SK02は浅く、深さ0.18mで、巴文軒丸瓦25が出土した。また、西壁際のSK03は第 1 層上面の遺構で、

絵唐津の向付26が出土した。SK10はSK08より新しく、調査区外へ広がる大型の土壙である。

　上記のうち、SK03・10は第 1 層上面の遺構で、他は第 2 層上面の遺構である。

3 ）まとめ
　本調査では、後期難波宮の遺構に関係する可能性のある瓦の分布域と、掘込みSX302を検出した。

周辺の遺構の残存状況は良好で、既設の建物で壊されていない部分については慎重に保護し、将来の

調査等に期す必要がある。
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第 3 層上面全景（西から）

東端の瓦出土状況（北から）
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SX302東西トレンチ北壁
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中央区今橋二丁目27・28における建設工事に伴う

大坂城下町跡発掘調査（OJ17－14）報告書

－195－



調 査 個 所 	 大阪市中央区今橋 2 丁目27・28

調 査 面 積 	 312㎡

調 査 期 間 	 平成30年 2 月19日～ 4 月20日

調 査 主 体 	 公益財団法人大阪市博物館協会　大阪文化財研究所

調査担当者	 調査課長　高橋工､ 趙哲済
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1 ）調査に至る経緯と経過
　大坂城下町跡は豊臣秀吉が建設した城下町である。上町台地の西、難波砂州に立地する。

　調査地は遺跡北部の今橋通に北面し、浮世小路に南面する（図 1 ）。今橋通と浮世小路を挟んで南の

高麗橋通は、大川に並行する東西道路であり、豊臣期の城下町の中でも初期に開通されたものと推測

されている［松尾信裕2004］。

　調査地の周辺では、OJ92－ 1 ・07－ 2 ・10－ 3 ・16－ 6 ・17－ 8 次などの調査が行われ、大坂冬

ノ陣で焼けた遺構面のほか、豊臣後期から徳川前期の遺構面が複数確認されている。

　当該地で平成29年 6 月 5 日に大阪市教育委員会が行った試掘調査では、地表下2.3m以下で本格的

な発掘調査を必要とする近世以前の遺構面や遺物包含層が検出された。そこで、地層の年代や遺構・

遺物の分布状況など、この地域の歴史的変遷の基礎資料を得ることを目的として調査を実施すること

になった。

　調査は平成30年 2 月19日に南区から開始した。地表下2.3ｍまで重機掘削の後、人力による遺構の

検出と掘下げ、写真と図面による記録作業や出土遺物の取上げを地層ごとに行い、徳川期から豊臣

後期の遺構面を調査した。当初、遺跡の残存状況が比較的良いと判断された調査地の東寄りに南北

26m・東西12mの調査区が設定されたが、調査前に建設工事に係って地中壁とクレーン用基礎が設置

されていた。また、 2 区に分けての反転掘りが計画されていたが、調査地西寄りの残土置き場の面積

が十分でないことから 3 区に分けて行うことになった（図 2 ）。その結果、調査区が細かく分断され、

効率の悪い調査を実施せざるを得なくなり、冬ノ陣の焼け面から下位は、ごく一部を調査できたに留

まる。同年 4 月19日に調査を終了し、翌20日に機材・資材を撤収した。
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図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区配置図
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　なお、調査地の基準点はMagellan社製ProMark3により測位し、これに基づく座標北を基準とした。

標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP+〇mと記した。また、出土遺物の記載は調査課小田木富慈美

が担当した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序

　調査地の現状はほぼ平坦な造成地であり、北側の今橋通でTP+3.5～3.4m、南側の浮世小路で

TP+3.3～3.2mで、いずれも東の堺筋側が少し高い。

　地表下2.3mまでの地層は、試掘調査の結果によれば、現代攪乱のないところでアスファルトと大阪

大空襲時の焼土層の下位に、灰黒色砂質シルト層、桟瓦を含む焼土層、灰白色砂層（整地層）などが重

なる。この部分は重機掘削で排除し、かつ、調査区周囲が土留め壁で覆われていたため観察できなかっ

たが、これらの層および地中壁施行時の攪乱などを第 0 層とし、その下位の徳川期から豊臣後期まで

の地層を第 1 ～ 8 層に区分した。そのうち第 5 層は大坂冬ノ陣直後の整地層であり、有効な鍵層にな

る。しかし、第 1 層～第 3 層の対比に関しては、小地区ごとの岩相の差異が著しく、特に敷地境があっ

たとみられる調査区の東寄りは泥分を多く含む新旧の溝が幾重にも重なり、対比の不確かな個所も多

い。全層の把握にはさらに詳細な検討が必要であり、ここでは主として砂と泥の客土が互層する調査

区中～西寄りの観察に基づいて層序を述べる。

　なお、断面図（図 5 ～ 9 ）の岩相は図 4 の凡例に示す。また、各層の土色は、砂勝ちな盛土層は明度・

彩度ともに高い淡黄色や明黄褐色などを示し、泥が混じる整地層は明度・彩度ともに低い黄橙色やオ

リーブ褐色などを示す傾向がある。土色の詳細は断面図に示し、以下では省略する。また、複数の客

土層が累重して単位層を構成する場合、客土層中の任意の面に構築された遺構を［文化庁文化財部記

念物課2010］の用語を援用し、層内の遺構と呼

ぶ。

　第 1 層は粗粒砂を主体とする礫混り砂の盛土

層で、層厚は30cm以上ある。中・北区の西寄

りに分布した。機械掘削後の第 1 層上面（第 1

層上位の第 0 層基底面）で徳川中期以降とみら

れる複数の井戸や、焼失建物、焼壁や焼土、炭、

焼けた瓦などで埋まる土壙を検出した。後述す

るように建物SB06からは17世紀後葉～18世紀

前葉までの陶磁器類が出土しており、1724（享

保 9 ）年の妙智焼けで焼失した可能性があるが、

焼土塊などで埋まるSK92は17世紀後半以降の、

SK93は18世紀中葉以降の陶磁器類が出土して

いるなど、遺構の時期幅は広い。
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層序区分 時期・出来事おもな遺構
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17世紀中葉
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図 3 　地層と遺構の関係図
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　第 2 層は下半の粗粒砂を主体とする比較的厚い盛土層と上半の砂質シルトを主体とする比較的薄い

整地層のセットが、上部・下部 2 セット重なる客土層で、層厚は10～60cmである。SK80などの遺構

面により上・下部を区分する。第 2 層上部には竈SK108群などが見つかった。第 2 層には17世紀後葉

頃までの陶磁器類が含まれる。

　第 3 層は第 2 層と類似する上下 2 セットの客土層で、層厚は10～50cmであるが、次の点で第 2 層

とは異なっている。すなわち、上部下半の粗粒砂を主体とする比較的厚い盛土層には粘土偽礫が多く

含まれ、下部下半には粘土・炭・シルト質砂・粗粒砂などからなる薄層の互層がしばしば挟まれる特

徴がある。第 3 層下部上面で北区の竈SK119や中区の地割溝SD73、南区の厠土壙SK19などが見つ

かった。第 3 層には徳川前期、17世紀中頃までの陶磁器類が含まれる。

　第 4 層は粘土偽礫と砂が混在する客土や砂質シルトの客土からなる盛土層、および下位層上面の窪

みに堆積した炭薄層を挟む水漬き泥互層・砂層で、層厚は15～40cmである。第 4 層上面にはSD81が

あるが、上位の第 3 層とは概ね連続的である。第 4 層には徳川初期の陶磁器類が含まれる。

　第 5 層は焼土塊や焼壁塊、炭・砂などからなり、褐色に黒色が混じる色合いが目立つ。冬ノ陣直後

の火事場整理の整地層である。層厚数～20cmで調査区のほぼ全面に整地されている。第 5 層上面に

は大小の土壙や溝がある。

　第 6 層はシルト質砂偽礫や砂・礫が混在する客土層である。層厚は20～50cmで、南区南部では中

位の客土面で細分できる。上面は冬ノ陣の被災面で、SB85やSB82の床下地面や周囲の焼けは著しく、

煤が膠着している。第 6 層には豊臣後期の陶磁器類が含まれる。

　第 7 層と第 8 層は南区南部で区分できる。第 7 層は一部で粘土偽礫を多量に含む砂質泥の客土層で、

層厚は20cmである。第 8 層は泥質な砂の客土層で、層厚は80cm以上あり、下限は不明である。南

区南部以外の範囲では両層ともシルト質砂～砂質シルトの客土層で類似した岩相となって区分できな

い。一部で粗粒砂レンズを挟む。第 7 層上面には土壙SK47などが見つかった。第 7 層には豊臣後期

の陶磁器類が含まれる。

　ⅱ）遺構と遺物

　 a ．豊臣後期

　 a － 1 ．第 7 層上面の遺構と遺物（図 5 ・10・11）

　この層準の調査が限られた範囲であったため、この層準で機能した遺構は南区の土壙 3 基を検出し

ただけである。

　SK47は長径1.3m、短径1.1m、深さ0.6mで筒形の土壙であり、底は平らである。埋土は下半部が

黒色炭質砂質シルト層、上半部が暗褐色砂質シルト層である。出土遺物の 6・ 7は中国産青花の皿で

ある。 8は中国産白磁の碗で、型押しによる霊芝文を施す。 9～11は肥前陶器の碗である。12・13は

肥前陶器の向付である。13は鉄絵を施す。14は土師器の火消壺で、外面には粗いハケ調整を施す。15

は中国産で青色ガラス製の簪である。頂部が丸く、基部を欠損する。元～明代にかけてのものとみら

れる。

　SK48は見かけの長径1.3m、短径0.4m以上、深さ0.7mでカップ状の土壙で、底は小さく平らである。

－204－



０ ５ 10ｍ

１：200

SK48

SK42

SK46

SK45

SD43

SK50

SK137

SK88 SK88SK83

SK87

SK86

SD79

SX146

SB85

SB82

SK135

SK133

SK134
SK136

溝

SX140

SK131

北トレンチ

クレーン
基礎

地中壁

SK22
SA141

SK32

SK31
SK49

SK47第 7層上面

第6層下部上面

瓦
溜

炭

GN

－145,180

－145,185

Y－145,190

X－145,175

－45,240－45,245 Y－45,235

－45,240 Y－45,235

－145,195

－145,200

０ ５ｍ

１：100

｝

SB85

母屋

庇

母屋

縁側

SB82

瓦

瓦

礎石

X－145,182

－145,186

X－145,190

－145,194

Y－45,245Y－45,238－45,242

図10　遺構平面図（ 1 ）　第 7 層上面～第 6 層上面（層準明示の遺構以外は第 6 層上面）
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埋土は炭・有機質泥薄層を挟む砂質シルト層、粗粒砂レンズを挟むシルト質砂層である。出土遺物の

1は肥前陶器で鉄絵を施す皿である。 2は瀬戸美濃焼で、長石釉を掛ける向付である。体部が膨らみ

口縁部は外反する。3・ 4は土師器である。3は皿で口縁部内面に面を持つ。4は大和型の羽釜である。

　SK49は長径1.0（復元1.5）m、短径0.6（復元1.0）m、深さ1.0mでカップ状の土壙であり、底は平らで

ある。埋土は下位から炭・木材片・その他の植物片を多量に含む有機質泥層、有機質泥層、炭・木材

片を多量に含む泥層、泥質砂層である。明度の高い有機質泥層は排泄物の変質物かもしれない。出土

遺物の 5は漆膜で、方形を呈すると思われる。折敷の一部の可能性がある。

　 a － 2 ．第6層内の遺構と遺物（図 6 ～10・12）

　SK88は第 6 層内の一時的な遺構面で見つかった見かけの長径0.8m、短径0.4m以上、深さ0.6mで

カップ状の土壙であり、底は平らである。埋土は下位から有機質砂質シルト層、粗粒砂レンズを挟む

0 10 20㎝

1：4

1
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4
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16 17

図11　第 8 層・第 7 層上面の遺構出土遺物
SK48（ 1 ～ 4 ）、SK49（ 5 ）、SK47（ 6 ～15）、SK88（16・17）
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粘土偽礫と砂の混合埋立て層である。出土遺物の16は瀬戸美濃焼で灰釉を施す折縁ソギ皿である。17

は土師器皿で、口縁端部内面に面をもつ形態である。

　SK137は中区と南区にまたがって第 6 層内の一時的な遺構面で検出した長径2.0m以上、短径1.5m

以上、深さ0.5m以上の土壙である。粘土偽礫を少量含む細粒中礫・細礫混り極粗粒～中粒砂やシルト

質粗粒砂が埋める。

　上記 a － 1 ・ 2 の遺物は土師器皿に豊臣前期の様相を残すが、肥前陶器が一定量含まれており、豊

臣後期に属するものであろう。

　 a － 3 ．第 6 層上面の遺構と遺物（図 6 ～10・12、図版 3 ・ 4 ・ 7 ・ 8 ）

　SB82は南区と中区にまたがって検出した礎石建物である。南北の桁行 5 間（3.5ｍ）以上、梁間 3 間

（2.1m）以上である。南側には1.1m幅の縁側があり、束柱 2 列で支える。東側にも束柱があったが、

これは母屋と0.2mしか離れておらず、縁側にしては狭い。庇の支え柱であろうか。東桁下と南梁下に

は柱間に瓦を縦に組み並べている。東桁下には庇支え？礎石に沿うもう一列の瓦組列が並行しており、

建替えや修理があったのかもしれない。礎石と瓦組列は第 6 層により30cm近く埋められ床下地面が

つくられている。床下地面には格子状に小溝が掘られていて、冬ノ陣で焼けている。

　SB85は中区と北区にまたがって検出した礎石建物である。南北の桁行 4 間（3.9m）、梁間 3 間（3.0m）

で、礎石の分布から見て床下には半間ごとに束柱があったようである。また、少なくとも北側に庇

があったことが確かめられる。庇の幅は母屋の半間に当る0.4m強である。西側にも礎石が並ぶが、

SB82と同様に桁行礎石との間隔は0.2mである。庇の支え柱であろうか。外周の礎石に沿う瓦組列は

どの縁も 1 列である。礎石と瓦組列もSB82同様に第 6 層で埋められているが、床下中央付近の地面

は浅く窪んでいる。

　SB82・85の礎石が置かれた旧地面（第 7 層上面）はよく締まっており、両建物の建築と第 6 層によ

る嵩上げが一連の地業であったことが伺える。ただし、瓦組列の機能はよくわからない。ネズミなど

の土中動物を防ぐ壁であろうか、今後の課題である。

　SB82の床下地面の嵩上げ土（第 6 層）から出土した遺物の23は肥前陶器の皿である。内面には胎土

目跡が確認される。29は丹波焼の大平鉢口縁部である。30は土師器焼塩壺、36は土師器皿である。

　北区のSX140と中区のSX146は不詳の焼跡である。SX140は長さ1.6ｍ以上、幅0.9ｍ前後、SX146

は長さ1.8ｍ以上、幅0.5～0.6ｍの規模で、ともに格子状や窓枠状に煤が膠着し、内側が赤く焼けている。

木戸や格子窓のような木製設備であったと思われる。

　SK83は中区で検出した長径0.9m、短径0.6m、深さ0.3mでひしゃげた逆円錐形の土壙である。埋

土はシルト質砂客土である。出土遺物の35は土師器皿で、底部から体部が屈曲して立ち上がり、底部

内面には圏線状の窪みを有する。

　SK50は南区で検出した一辺1.2m、深さ0.1mの隅丸方形とみられる浅い土壙である。出土遺物の24

は肥前陶器の向付である。34は土師器の皿で、底部内面には圏線状の沈線を施す。37は石製品で、大

型品の脚部とみられる。

　SK133は北区で検出した長辺1.0m、短辺0.6m、深さ0.1mの浅い土壙である。出土遺物の25は肥前
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図12　第 6 層上面の遺構および第 6 層の出土遺物
第 6 層（18～22）、SB82（23・29・30・36）、SK83（35）、SK50（24・34・37）、SK133（25・28・32）、

SK131（26）、SK42（27・31・33）
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陶器の鉢である。28は備前焼のらっきょう徳利である。32は土師器皿で、口縁部は内湾気味に立ち上

がる。

　SK131は北区で検出した見かけの長辺1.3m、短辺0.8m以上、深さ0.3mの方形とみられる土壙であ

る。出土遺物の26は肥前陶器の皿で、口縁部は端部が屈曲したのちに内湾する。

　SK42は南区で検出した長径1.4m、短径1.1m、深さ0.2mの土壙である。27は瀬戸美濃焼で志野の

皿である。31は土師器の焼塩壺、33は土師器皿である。

　 a － 4 ．第 6 層出土遺物（図12）

　18は朝鮮半島産白磁の皿である。19は瀬戸美濃焼で志野の皿である。20は軟質施釉陶器の碗である。

21は備前焼で水指であろう。22は丹波焼擂鉢で、摺目は 7 条を 1 単位とする。上位層からの混入品の

可能性がある。

　上記 a － 3 ・ 4 の遺物は、豊臣後期の様相を示す。

　 b ．徳川初期

　 b － 1 ．第 5 層上面・第 4 層上面の遺構と遺

物（図13・14）

　SD81は第 4 層上面の遺構、それ以外は第 5

層上面の遺構である。

　SK123は北区で検出した長径1.2m、 短径

0.8m、深さ0.3mの土壙である。出土遺物の55

は中国産青花の小杯である。内面には型押し文

様が見られる。56は瀬戸美濃焼の天目碗である。

57は土師器皿である。

　SK39は南区と中区にまたがって検出した長

辺7.2m、短辺4.1m、深さ1.1mで平面が歪な五

角形の大土壙である。埋土は客土で下部が粘土・

泥偽礫を含む砂質シルト、上部が礫質極粗粒砂

～中粒砂からなる。出土遺物の58は肥前陶器の

向付である。

　SK125は北区で検出した長辺1.2m以上、 短

辺0.9m以上、深さ0.3mの土壙である。埋土は

焼土塊・炭を少量含むシルト質砂客土で、長辺

30cmを超える亜角礫が 2 個伴っていた。出土遺

物の59は瀬戸美濃焼で青織部の向付である。同

一文様・器形のものが包含層からも出土してお

り、組であったとみられる。

　SK30は南区で検出した長径1.0m、短径0.4m

０ ５ 10ｍ
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図13　遺構平面図（ 2 ）　第 5 層上面・第 4 層上面
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以上、深さ0.3mである。埋土は極粗粒砂と泥偽礫が混在する客土である。出土遺物の60は肥前陶器

の碗である。

　SD81は中区の第 4 層上面で検出した幅1.3m、長さ2.5m以上、深さ0.3mの溝である。地中壁を挟

んで南には続かない。埋土は砂質シルト客土である。出土遺物の61は中国産青花の碗で、漳州窯産で

ある。62は肥前陶器の碗である。63は瓦質土器で小型の羽釜である。64は土師器皿である。底部は丸

く、体部下半内面に圏線状の窪みを有する。

　 b － 2 ．第 5 層出土遺物（図15）

　38・39は中国産青花の碗である。39の内面には寿字文を施す。40～42は中国産青花の皿である。

40・42は漳州窯産である。43～46は肥前陶器である。43・44は碗で、43は内面に鉄絵で鳥を描く。

45は皿、46は向付である。47・48は瀬戸美濃焼である。47は志野の菊皿、48は志野で大型の鉢である。

鉄絵文様を施す。49は丹波焼の擂鉢である。50・51は産地不明陶器である。50は焼締陶器の壺で焼成

は良好である。51は土師質の壺で、焼成は甘い。52・53は石製の硯である。54は三巴文軒丸瓦である。

この他に、棹秤の錘133、鉄砲玉134が出土している（写真 1 ）。以上は豊臣後期に属し、大坂冬ノ陣で

被災したものを多く含んでいる。

　この他に、第 4 層下半部～第 5 層上面の検出中に貝製の白碁石139が出土した（写真 1 ）。上記の b

－ 1 ・ 2 の遺物は徳川初期に属し、肥前磁器出現以前のものであろう。

　 c ．徳川期、17世紀中葉～18世紀

　 c － 1 ．第 3 層上面～層内の遺構と遺物（図16～20・25）

　SK119とSK121は北区の第 3 層下部上面の接近した位置で検出した竈である。SK119は幅0.9m、

奥行0.6m以上、深さ0.2mである。内部に長径15～25cmの亜角礫を 6 個組んで炉をつくっている。炉

の内幅0.2m、奥行0.4m、深さ0.1m強であり、奥から15cm付近に瓦で仕切りをつくっている。炉内
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図14　第 5 層上面～ 4 層上面の遺構出土遺物
SK123（55～57）、SK39（58）、SK125（59）、SK30（60）、SD81（61～64）
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図15　第 5 層出土遺物

－211－



SD73

SD118

SP70

SK119

SK122 SK121
SX144

SX142 SX143

SK75

SK71

SK72

SE76

SE74

SK62

瓦

瓦

瓦

SK29

GN

X－145,180

－145,185

－145,190

－145,195

－145,200

Y－45,240－45,245

０ ５ 10ｍ

１：200

SK18

SK28

SK23SK19

SK26
SK25

SK27

SK21

SK64
SK63

SK65

SK66

SK67 SD60

SK68

SD58

X－145,180

－145,185

－145,190

－145,195

－145,200

Y－45,240－45,245

０ １ ２ｍ

１：40

SK119

＊網掛けは被熱変色部分

SK121

－145,180

X－145,178

Y－45,240

図16　遺構平面図（ 3 ）　第 3 層下部上面 図17　遺構平面図（ 4 ）　第 3 層上面～上部内
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図19　第 3 層下部上面の遺構出土遺物
SK29（82・83）、SK19（84～92）
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図20　第 3 層上面・第 2 層下部上面の遺構出土遺物
SE76（93～100）、SE74（101）、SD58（102）、SD60（103～105）、SK114（106）、SK115（107）
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には多量の煤と炭が堆積していた。SK121は幅0.9m、奥行0.3m以上、深さ0.2以上で、過半がSK122

に壊されている。竈の周りに建物は復元できなかったが、北区に礎石列が南北 2 列（SX142・143）、

東西 1 列（SX144）あり、建物があったものと思われる。

　SK29は南区の第 3 層下部上面で一部が検出できただけの遺構で、深さは0.2m以上ある。出土遺物

の82は瀬戸美濃焼で志野の皿である。内面には鉄絵を施す。本来これと揃いであったとみられる皿97

がSK76から出土している。83は肥前陶器の向付である。

　SK19は南区の第 3 層下部上面で検出した南北2.3m、東西2.1m、深さ0.5mの厠土壙である。 4 基

の甕が、粘土偽礫・シルト偽礫が混在するシルト質粗粒砂で埋められて据えられていた。西側の 2 基

は上半部が壊れて中に落ちているが底は残り、東側の 2 基は掘り返されて底まで壊されていた。北縁

にそって礎石が並ぶことから厠建物があったと思われるが、復元はできていない。埋土から出土した

84～87は肥前陶器である。その他、埋土から出土した84～86は碗である。87は壺で、底部は糸切し

ている。88・89は丹波焼の擂鉢である。90・91は土師器の皿である。92は南西側の埋甕の土師器甕で、

内面には白色の付着物があり、便槽として使用していたものである。口縁部は逆台形を呈する。この

他に、銅製の匙ないしは箆138が出土している（写真 1 ）。以上は17世紀前葉に属する。

　SE76は中区の第 3 層下部上面で検出した見かけの長辺1.4m、短辺1.2m以上の隅丸方形とみられる

素掘り井戸である。東側の深さ1.2mにテラスがあり、西側が深く1.8m以上ある。埋土は粘土偽礫を

含むシルト質砂客土で、テラスから下がやや腐植質である。出土遺物の93は中国産白磁の碗である。

口縁部は端反となる。94～96は肥前陶器である。94は小碗である。95は三島手の鉢である。96は皿で、

高取焼の可能性がある。97は瀬戸美濃焼の皿で、SK29出土の82と揃いであったとみられる。98は瀬

戸美濃焼向付である。第 8 層上面検出のSK48から出土した 2はこれと同一器形で、本来、下位の遺

構に伴う可能性がある。99は丹波焼の擂鉢である。100は土師器の皿で、底部中央が膨らむ。以上は

98・100が豊臣期に遡る可能性があるが、他は17世紀前葉に属する。

　SE74は中区の井戸である。遺構面は第 3 層下部以上である。出土遺物の101は須恵器で平瓶の把手

とみられる。奈良時代のものであろう。混入品である。

　SD58は第 3 層上部層中の細い南北溝である。調査区東寄りの地割溝のひとつとみられる。出土遺

物の102は中国産青花の碗である。口縁部には虫食いがある。外面には牛を描く。

　SD60は第 3 層上部上面で検出した細い南北溝である。調査区東寄りの地割溝のひとつとみられる。

両側は板壁である。出土遺物の103は肥前磁器の染付碗である。104は肥前陶器の碗である。105は丹

波焼の擂鉢である。以上は17世紀中葉に属する。

　 c － 2 ．第 3 ～ 4 層出土遺物（図21）

　65・67・68・74・75は第 3 ・ 4 層から一括で取り上げたものである。65は中国産青花の小杯で、

内面には鉄分が付着する。鉄漿に使用した可能性がある。67は中国産青花の碗、68は同皿で、いずれ

も漳州窯産である。74は肥前陶器で水指の蓋であろう。75は瀬戸美濃焼で青織部の向付である。以上

は徳川初期に属する。

　66・76～79は第 3 層から出土したものである。66は中国産青花の碗で、漳州窯産である。76は肥
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図21　第 4 ～ 1 層出土遺物（ 1 ）
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前磁器で仙人を模った灯芯押さえである。77は土師器の焼塩壺で、「みなと藤左ェ門」の刻印を有する。

78・79はベトナム産陶器の長胴瓶である。ベトナム産陶器は、第 1 ～ 3 層からも長胴瓶の底部80が出

土しているほか、第 5 層や上位層からも複数が出土している。本来は第 3 層以下に帰属するものであ

ろう。以上、第 3 層出土遺物は17世紀前～中葉に属するものであろう。

　 c － 3 ．第 2 層上面～層内の遺構と遺物（図 6 ・21～26）

　SK114は第 2 層下部層内で検出した直径0.4m、深さ0.3mの小さな土壙である。出土遺物の106は肥

前陶器の壺で口縁部は短く、端部が内側へ屈曲する。外面には平行タタキ、内面には同心円文当て具

痕が見られる。底部外面には貝目跡を有する。17世紀前半であろう。

　SK115はSK114の下位にあって同じく第 2 層下部層内で検出した直径1.4m、深さ0.4mに復元でき

る土壙である。出土遺物の107は丹波焼の大平鉢口縁部である。端部は屈曲して外反したのち上方へ

つまんでいる。17世紀中葉であろう。

　SK80は第 2 層下部上面で検出した細長い土壙で、長さ1.3m以上、幅0.4m、深さ0.2mあり、西端

が少し窪む。出土遺物の117は丹波焼の擂鉢で、摺目の一部を交差するように施し、口縁部を外反さ

せるもので、九州系の擂鉢に類似した形状である。17世紀前半に属するものであろう。

　SK56は中区の第 2 層上部上面で検出した直径1.1mの土壙である。出土遺物の142は銅製品とみら

れる網状品で、用途は不明である（写真 1 ）。

　SK59は中区の第 2 層上部上面で検出した見かけの長径1.1m、短径0.7m以上、深さ0.3mの土壙で

ある。出土遺物は108～110は肥前磁器である。108は染付碗である。外面には梅花文を施す。109は
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図22　第 4 ～ 1 層出土遺物（ 2 ）
第 3 層（78・79）、第 2 層（81）、第 1 ～ 3 層（80）
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染付小杯である。110は青磁鉢である。内面には印刻文を施す。111は肥前陶器の碗である。112～

114は土師器皿である。底部は平底で口縁部は内湾する。体部内面には圏線状の窪みを有する。以上

は17世紀後葉に属する。その他、貝殻が多数含まれた。

　SK20とSK09は南区の東寄りで上下に重なる土壙であり、第 2 層下部堆積期～第2層上部堆積期に

存続した地境の凹みと考えられる。下位のSK20は長さ7.4m、幅1.8m以上、深さ0.8mであり、上位

のSK09は長さ2.6m、幅1.4m以上、深さ0.4mに縮小する。SK20から出土した116は瀬戸美濃焼の鉄

釉皿で、輪花とみられる。SK09から出土した122は中国産青花の皿で、高台内に「富貴長命」と記すも

のであろう。123は青花小杯で、内面に上絵付を施す可能性がある。以上は17世紀前半に属する。

　SK108は第 2 層下部上面から上部上半にかけて存続した竈である。一時的な灰原を伴うSK108a・

b・ cの 3 基の竈と、灰捨て土壙のSK108dからなる。各竈部分の規模はSK108aが幅0.8m、奥行

0.6m、深さ0.2m、SK108bが幅0.4m以上、奥行0.6m、深さ0.3m、108cが幅1.0m、奥行0.8m、深さ

0.4m強で、それぞれ手前の灰原との間は緩い馬の背があり、全体として揺りかご型になる。いずれ

SK01 SK02

SK17SK15

SK16SK11
SK14 SX10 SK20

SK12
SK13

SK106

SD107
SK108

SK80

SK114
SK115

ab

d

c

SK104

瓦溜

GN

X－145,180

－145,185

－145,190

－145,195

－145,200

Y－45,240－45,245

０ ５ 10ｍ

１：200

SE52

SK09

SK59

SK56

礫

SX55

SD139

SE54

SK61

SK103

X－145,180

－145,185

－145,190

－145,195

－145,200

Y－45,240－45,245

図23　遺構平面図（ 5 ）　第 2 層下部～下部内 図24　遺構平面図（ 6 ）　第 2 層上面～第 2 層上部内
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6 ：黒褐色（2.5Y3/1）
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9 ：にぶい黄褐色（10YR5/4）
10：黄褐色（2.5Y5/4）
11：暗灰黄色（2.5Y4/2）
12：オリーブ褐色（2.5Y4/3）
13：暗灰黄色（2.5Y4/2）
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も壁面は著しく焼けており、煤が分厚く膠着し

ている。SK108cとSK108bが古く、SK108a

が新しい。SK108bは 1 度修復した後、一部を

壊してSK108aをつくっている。SK108の灰原

はSK108bを再利用しているようである。灰捨

て土壙のSK108dは長径1.8m、短径1.3m、深

さ1.0mのすこし歪な漏斗形である。灰層と粘

土偽礫を含むシルト質砂客土層が互層する。

SK108aの廃棄時の客土層から出土した118は肥

前磁器の染付碗である。119は瓦質土器の火入

れである。120・121は土師器皿で、120は底部

を糸切するものである。以上は17世紀後葉に属

する。SK108d出土の陶磁器が示す17世紀中葉

から17世紀後葉まで、SK108は使われ続けたと

考えられる。

　 c － 4 ．第 2 層出土遺物（図21・22）

　69は中国産青花の皿で、 漳州窯産である。

70・71は中国産青花の鉦鉢で、いわゆる古染付

である。70は山水文を施すものであろう。71は

器壁が薄く、肥前磁器の写しの可能性もある。

73はベトナム産陶器で印判手の深皿である。以

上は17世紀中葉に属するものであろう。81はタ

イメナム・ノイ窯産焼締陶器の四耳壺である。

肩部に白泥を掛ける。

　 c － 5 ．第 1 層上面および相当面（第 0 層基底面）の遺構と遺物（図 7・21・22・24・26・27、図版 5・6 ）

　SB06は南区と中区にまたがって検出した長辺約4.5m、短辺約2.7mと推定される建物であり、床下

地面が火災で焼けている。焼け面には大小 3 基の曲物の底が焼け残り、これを覆って瓦を含む炭層・

焼土塊・瓦混在層などの火事場整理の整地層が覆っている。焼け面の周囲には、多量の焼土や炭のほ

か花崗岩の角礫を多数含む土壙SK53や57などが溝状に取り囲んでおり、これらは整地焼土層の上か

ら掘られている。整地後に礎石を集めるために掘ったものと考えられる。検出面は第 2 層上位の第 0

層基底面であり、遺物の年代から第 1 層上面相当の遺構と推定される。出土遺物の115は肥前磁器の

染付碗であり、18世紀前葉の所産と考えられる。

　SE07は第 2 層上位の第 0 層基底面の井戸である。出土した124は須恵器杯、125は須恵器杯蓋である。

いずれも奈良時代に属するもので、101と同様、下位層からの混入遺物であろう。

　SK98は第 1 層上位の第 0 層基底面の土壙である。出土した126は肥前磁器の染付碗である。127は

０ ５ 10ｍ
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図26　遺構平面図（ 7 ）　第 1 層上面
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図27　第 2 層下部上面・上部上面・第 1 層上面（第 0 層基底面）の遺構出土遺物
SK59（108～114）、SB06（115）、SK20（116）、SK80（117）、SK108（118～121）、SK09（122・123）、SE07（124・125）、

SK98（126・127）、SE89（128）、SK138（129～131）、SK94（132）
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写真 1 　金属製品・貝製品
第 5 層（133・134）、第 4 層下半部～第 5 層上面（139）、第 2 ～ 4 層（135）、第 3 層最上部（136・137・141・143・144）、

SK19（138）、第 2 層上面SK56（142）、第 1 層上面（第 0 層基底面）SK98（140）
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中国産青花の鉢で、いわゆる古染付である。外面には粘土紐を網状に貼り付ける。140はヤマトシジ

ミで、上部に孔を開けており、造り物の材料であろう（写真 1 、註 1 ）。以上は126が18世紀前葉に属

するもので、127は17世紀前半のものであろう。

　SE89は第 1 層上位の第 0 層基底面で検出した井戸である。128は中国産青花の皿で、17世紀前半に

属し、下位層からの混入品であろう。

　SK138は第 1 層上位の第 0 層基底面の埋め壺であり、掘形はごく小さい。出土した129は丹波焼の

壺である。体部下半が膨らみ、口縁部には蓋受けがあることから、蓋を伴うものであろう。130・131

は土師器皿である。いずれも口縁部は内湾し、体部内面には圏線状の窪みを有する。17世紀中～後葉

であろう。

　SK94は第 1 層上位の第 0 層基底面の土壙である。132は肥前陶器の甕である。口縁部はT字状を呈

し、外面には沈線を施す。内面には格子状の当て具痕が見られる。17世紀後半であろう。

　 c － 6 ．その他の遺物

　北区北トレンチの第 1 ～ 7 層一括資料からは朝鮮半島産白磁皿72が出土した。内外面に多数の目痕

を有する。本来、第 7 層以下に帰属する遺物の可能性があり、17世紀初頭以前の遺物である。

　これらの他に、中区北寄りのトレンチ第 2 ～ 4 層からは銅製の水滴135、いずれも北区の第 3 層最

上部からは、銅製の銚子136、目皿137、イタヤガイ製の貝杓子141、金属製の杓子143・144が出土し

た（写真 1 ）。

3 ）まとめ
　本調査では今橋 2 丁目の今橋通南側の敷地を発掘し、豊臣後期～徳川期に係る多くの遺構・遺物に

より、当時の様相がある程度明らかになった。以下におもな結果と課題をまとめる。

　ⅰ）豊臣後期（第 7 ・ 6 層造成期）

　大坂冬ノ陣の直前に南北に桁行がある縁側や庇のつく礎石建物が少なくとも 2 棟あった（第 6 層上

面）。これらの建物は冬ノ陣で焼失した。 2 棟の建物はともに旧地面（第 7 層上）に礎石を並べ、第 6

層により嵩上げした新しい地面に建築されている。第 3 層や第 2 層の造成が嵩上げ盛土と整地のセッ

トで行われ、整地時に遺構が構築されるのとは施工方法が異なり、豊臣期と徳川期の建築技術の違い

を示す可能性がある。なお、嵩上げ盛土内の瓦組列の機能の解明は今後の課題である。

　この建物の下位に、浮世小路側で土壙 3 基が見つかった（第 7 層上面）。

　ⅱ）徳川初期（第 5 ・ 4 層造成期）

　この地域は大坂冬ノ陣で壊滅的に焼失したとみられる。第 6 層上面には煤が膠着し、火事場整理の

整地層である第 5 層は厚く広く客土されている。第 5 層上面には大小の土壙があるが、特筆すべきも

のはなく、復興するにはしばらく時間が必要だったとみられる。

　ⅲ）徳川期、17世紀中葉頃まで（第 3 層造成期 1 ）

　今橋通側の第 3 層下部上面に竈が 2 基見つかった。礎石が並ぶことから建物があったと考えられる。

建物の復元は今後の課題である。第 3 層上部上面の浮世小路側に厠土壙が見つかったことから、浮世
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小路はこの当時、裏通りとしての位置づけであったと考えられる。調査区東寄りには南北の敷地境の

溝が重なっている。この地割はその後踏襲され、現代まで存続する。この時期、徳川氏により大坂城

下町が再興し、町割りが確定されてきたと考えらえる。

　ⅳ）徳川期、17世紀中葉から後葉頃まで（第 2 層造成期 2 ）

　今橋通側の第 2 層下部上面から上部上半にかけて竈が 3 基見つかった。17世紀中葉から後葉にかけ

て使用され続けたと考えられる。

　ⅴ）徳川期、18世紀（第 1 層造成期 3 ）

　第 0 層基底面で見つかった遺構には18世紀以降の多時期のものが含まれる。その中で、焼失建物や

焼土や炭で埋まった土壙のひとつは、1724（享保 9 ）年の妙知焼けに係わる可能性がある。

　以上のように、本調査地は当該地周辺の中では豊臣後期から徳川期にかけての遺構・遺物の遺存が

たいへんよい状況であり、近隣地の調査が進めば、大坂城下町跡の解明に大いに情報を提供すること

になるであろう。

註）

（ 1 ）福島県浪江町教育委員会　池田研氏から貝製品全般についてご教示をいただいた。
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調査地全景（北西から
株式会社奥村組提供）

地中壁外東側の西壁
地層断面（南東から）

地中壁外南側の南壁
地層断面（北西から）
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地中壁内側の北壁
地層断面（南東から）

地中壁外南側の
第 3 層上部内

～下部上面の遺構
（西から）

厠土壙SK19
（第 3 層下部上面

南から）
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地柱壁内側の西壁
地層断面（南東から）

地中壁内側
第 6 層上面の冬ノ陣

焼け面（南から）

地中壁内側
礎石立建物SB82
（第 6 層掘下げ後

南から）
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クレーン基礎東側
第 6 層上面の冬ノ陣

焼け面（東から）

クレーン基礎西側
第 6 層上面の冬ノ陣

焼け面（西上から）

地中壁外側
溝SD73肩部の瓦列
（第 3 層下部上面

南西から）
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地中壁外側
礎石上に残る柱根

（第 3 層上部内
南東から）

地中壁内側
第 2 層下部上面

（南から）

地中壁内
建物SB06及び
土壙SK53・57

（北半部　南から）
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SB06床面の
焼けた曲物 3 基

（西から）

北区　南壁地層断面
（北西から）

北トレンチ南壁
地層断面（北西から）
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西壁地層断面
（北東から）

第 6 層上面（冬ノ陣焼面）
および第 3 層内の礎石列

（北から）

礎石立建物SB85
（東から）
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礎石立建物
SB85構築開始時の

床下地面（第 7 層上面
東から）

不詳焼痕SX140
（第 6 層上面
冬ノ陣焼け面

南から）

第 3 層下部上面
～下部内

（南から）
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甕SK119
（第 3 層下部内

南西から）

甕SK108（ a ～ d
第 3 層上部内

南から）

石組溝SD139
（第 2 層下部内

北から）
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中央区本町一丁目15－ 1 における建設工事に伴う

大坂城下町跡発掘調査（OJ18－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市中央区本町 1 丁目15－ 1

調 査 面 積 	 200㎡

調 査 期 間 	 平成30年 9 月 5 日〜10月15日

調 査 主 体 	 一般財団法人	大阪市文化財協会

調査担当者	 調査課長　高橋工、清水和明
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1 ）調査に至る経緯と経過
　本調査地は西の八百屋町筋と東の一丁目筋に挟まれ、南の本町通と北の安土町通に挟まれた街区に

ある。この街区と西隣の 2 街区は東西に通る小路によって南北に分割され、調査地は南側にあって本

町通に面している。豊臣期の大坂城下町では東南の一角に想定され、これまでの付近の調査では、豊

臣後期の建物などをはじめ、古墳時代から徳川期までの幅広い時代の遺構と遺物が見つかっている。

　調査地の南東130m付近のOJ92－17次調査地では円筒埴輪・滑石製品などの古墳時代の遺物や、飛

鳥〜平安時代の遺物がわずかな遺構とともに出土した［大阪市文化財協会2004］。滑石製品は鋸歯文

を刻んだ石製容器の蓋ないし器台と目される希少な資料である。東側は後に東横堀川となるラグーン

が縄文時代には形成されていた南北に延びる低地で、その大阪湾側に並行した砂州の高まりが早い時

期からの開発を可能としたものと考えられる（［趙哲済ほか2013］でいう「砂州A」）。調査地に北接す

るOJ96－11次調査地では奈良時代の井戸、中世の井戸があり［大阪市文化財協会1999a］、東140mの

OJ97－ 7 次調査地では上記のラグーンが埋没する過程で古代〜中世の遺物が多数廃棄されていた［大

阪市文化財協会1999b］。近世になると、OJ92－17次調査地では豊臣後期の井戸や土壙をはじめ、徳

川初期からの遺構・遺物が多数見つかっている［大阪市文化財協会2004］。また、調査地の南に接す

るOJ05－ 2 次調査地［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006］やOJ07－ 1 次調査地［大阪市教育

委員会・大阪市文化財協会2009］では豊臣後期の複数の遺構面や大坂冬ノ陣の片づけに係る焼土主体

の整地層、徳川初期以降18世紀にかかる建物や土壙などが発見されている。OJ17－13次調査地では

豊臣後期以降の遺構が見つかり、17世紀中〜後葉には礎石建物などがあって敷地内の開発が進んだこ

とが判明している［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2019b］。これらの地域では大坂ノ陣以降、
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建物の建築など早い段階での復興が指摘されて

いる。

　大阪市教育委員会による試掘調査では、地表

下約1.9ｍ以下の深さで本格的な発掘調査を必要

とする近世以前の遺構面が検出されたことによ

り、発掘調査を実施することとなった。周辺の

調査成果からは、豊臣〜徳川期の大坂城下町の

広がりと変遷の理解をおもな目的とした。

　調査は平成30年 9 月 5 日から開始した。当初

計画のとおり東西10m、南北20mを調査区とし、

南北 2 区に分けて反転調査とした。調査は南区

から始め、地表から約1.9m下の後述する第 5 層

上面で17世紀代の遺構が検出されることがわか

り、第 4 層までを重機で除去し、第 5 層、第 6 層、第 7 層の各上面および第5a層内の遺構を調査した。

北区は10月 9 日から開始した。第 5 層上面までを重機で掘削し、南区と同じ各層準の遺構を調査した。

同年10月15日に機材を撤収し、現地におけるすべての作業を終了したが、雨天が多く調査作業を実施

したのは延べ20日であった。

　基準点はMagellan社製ProMark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北

を基準とした。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP＋〇ｍと記した。なお、以下の遺物については

調査課学芸員小田木富慈美が記載した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 、図版 1 ）

　調査地は東辺でTP+5.0〜5.1m、西辺でTP＋4.4〜4.7mと西側が低くなっていて、周辺道路も同じ

傾向である。調査で確認した地層は、 7 層に大別した。以下におもに調査区西壁（図 4 ）での観察に基

づいて各地層の詳細を記す。

　第 1 層：ガラス・金属などを含む現代の整地層で層厚は75〜165㎝程度である。

　第 2 層：橙色（7.5YR6/8）ないし灰オリーブ色（5Y4/2）シルト質粗粒砂で粘土偽礫を含み、上部に

焼け面を伴う層厚25㎝の整地層である。近世後半から近代のいずれかに当るものであろう。

　第 3 層：浅黄色（2.5Y7/4）細粒砂を主体とする整地層で、層厚は30〜40㎝である。第 5 層上面で本

層を埋土とする遺構を検出した。

　第 4 層：オリーブ褐色（2.5Y4/6〜4/4）中粒砂ないしシルト偽礫を含むシルト質中粒砂を主体とす

る整地層で、層厚は25〜30㎝である。地層断面の観察から第 4 層上面および第 4 層を埋土とする遺構

を第 5 層上面で検出した。

　第 5 層：第5a・5b・5c層の 3 層に細分した。第5b・5c層の記述は調査区東壁を参照する。

　第5a層は、上部は黒褐色（2.5Y3/2）細粒砂質シルト〜シルト質細粒砂を主体に炭・焼土・粘土偽礫
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図 3 　地層と遺構の関係図
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を多く含み、下部は黄褐色（2.5Y5/4）シルト質細粒砂〜細粒砂を主体にシルト偽礫・炭を含むが、境

界は明瞭ではない。遺構の埋土と客土で形成されている。層厚は最大200㎝である。

　第5b層は褐色（10YR4/4〜7.5YR4/4）シルト質砂で焼土偽礫や炭を多く含む。層厚30㎝の整地層で

ある。

　第5c層は褐色（7.5YR4/4）細粒砂で中礫や粘土偽礫を多く含む整地層で、層厚は0.05mである。一

部で上面が焼けており、大坂冬ノ陣の被災面である。

　南北に延びる敷地境の東側に第5b・5c層が、西側に第5a層が堆積し、形成時期は第5c層が豊臣後期、

第5b層が徳川初期、第5a層も後出するが徳川初期に収まっている。

　第 6 層：褐色（10YR4/6）細礫混りわずかにシルト質細粒砂で、下位の第 7 層の上部に形成された古

土壌で、古代〜中世の遺物を包含する。層厚は10〜15㎝で、本層上面で第5c層を埋土とする豊臣期の

遺構が検出された。
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　第 7 層：明黄褐色（2.5Y7/6）中粒〜粗粒砂が主体で、下部は細礫質粗粒砂となる。最高地点は約

TP+2.1mである。水平ラミナが認められるため上町台地の西側に縄文時代以降に形成された海浜性

の浜堤（砂州A）の堆積物と推定される［趙ほか2013］。本層上面で古代末〜中世初の遺構を検出した。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 〜14）

a．中世（図版 1 ・ 2 ）

　第 7 層上面で第 6 層を埋土とする中世の遺構を検出した。本調査地では最も古い層準の遺構となる。

調査区の東南側で土壙のほか柱穴の可能性のあるものが見つかった。北に接するOJ96－11次調査地

の中世以前の遺構は、本調査地にも多数が広がっていたと推測されるが、上位遺構によりほとんどの

範囲で失われたものと考えられる。

　SK701：南北0.5ｍ、東西0.4ｍ、深さ0.5ｍで、埋土は黄褐色シルト質細粒砂〜細粒砂などを主体と

する。出土遺物には古代の土師器片のほか中世の瓦器片がある。図 7 － 1は土師器杯Aである。内面

には斜放射状暗文を施す。 8 世紀前半であろう。 2は土師器皿で、細片のため時期比定は困難である

が平安時代後半とみられる。他に瓦器椀片が出土しており鎌倉時代に降る遺構であろう。

　SK707：南北0.55m、東西0.45m、深さ0.2mで、長さ20㎝程度の礫を埋めており、柱穴の可能性

があるが周囲で組み合う柱穴は確認できていない。瓦器椀片が出土しているが、細片のため図化して

いない。
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　SK706：東西1.8m、南北1.3mの範囲で確認したが、形状などはよくわからない。深さは0.2mで、

埋土は褐色細粒砂を主体とする。土師器・須恵器・瓦器の細片が出土した。 3は瓦器椀である。内外

面ともにていねいなヘラミガキを施す。12世紀前半のものであろう。

　第 6 層出土遺物：上記のほか、第 6 層からは中世以前の遺物が出土している。4・5は土師器皿である。

4は比較的大型で、平安時代後半に属するものであろう。 5は底部が平坦になる形態の皿の口縁部で、

口縁部をつまんで薄く仕上げる。体部はユビオサエしている。15世紀代に属するものであろう。 6は

須恵器の甕である。平安時代以前に属するとみられる。このほか本層からは瓦燈片が出土している。
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b．豊臣期（16世紀末〜17世紀初）（図版 2 ・ 3 ）

　第 6 層上面で第5c層を埋土とする遺構を検出した。第5c層上面は一部で焼けており、出土遺物から

大坂冬ノ陣による被災面である。検出された遺構は中世よりも多くなっている。その時期はほとんど

が豊臣後期だが、SK612は豊臣前期に遡る可能性がある。

　SK603：東西0.5m、南北1.3m、深さ0.4mで、埋土はシルト〜シルト質粘土偽礫を多く含む黄褐色

シルト質砂を主体とする。図化していないが、古代以前の須恵器杯細片のほか、土師器皿・中国産青

花碗片などが出土している。

　SK605：南北0.7m以上、深さ0.2mを確認した。出土遺物には土師器・瀬戸美濃焼などがある。11

は土師器皿で、口縁部上端を軽く内側へつまみ、内面の底部と体部の境に沈線を施す。豊臣後期に属

する。他に瀬戸美濃焼志野向付が出土している。

　SK606：東西0.7m、南北1.1m、深さ0.5ｍで、埋土は炭を含む褐色ないしオリーブ褐色のシルト質

粗粒砂を主体とする。12は土師器皿である。13は中国産磁器の皿で、内面には型押文様を施し、高台

内には染付による圏線が巡る。14は中国産とみられる陶器壺の肩部で、外面には黒褐色釉を施す。15
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図 7 　出土遺物実測図①
SK701（ 1・2 ）、SK706（ 3 ）、第 6 層（ 4 〜 6 ）、SK605（11）、SK606（12〜17）、SK612（ 7 ）、SK614（ 8・9 ）、SK618（10）
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は丹波焼の擂鉢で、摺目は 1 条単位である。16は肥前陶器で鉄絵を施す皿である。17は三巴文軒丸瓦

で、巴の尾部は繋がって圏線となり、珠文は11個である。以上は豊臣後期に属する。

　SK611：東西0.7m、南北0.8mの平面形が四角形となる掘形に平瓦を各辺 2 枚程度組んだ土壙で、

埋土は掘形がにぶい黄褐色シルト質中粒砂、瓦組の内部が褐色シルト質中粒砂である。底には平瓦の

破片を雑に詰めていた。出土遺物は無い。

　SK612：東西1.1m、南北1.7mの範囲で検出したが全体の形状は不明である。深さは0.4mで炭ラミナ・

粘土偽礫を含む褐色シルト質細粒〜中粒砂を主体とする。出土遺物には土師器・須恵器がある。 7は

土師器皿である。底部は平坦で、口縁部外面はナデて仕上げる。底部と体部との境には明瞭な段を有し、

底部中央には黒斑を有する。灯明皿として使用している。豊臣前期に遡る可能性がある。

　SK614：東西0.6m、南北1.4m、深さ0.2mである。出土遺物には土師器・須恵器・中国産青花がある。

8は土師器皿である。口縁部上端内面には面を持つ。 9は中国産青花の碗である。以上は豊臣後期に

属する。

　SK618：東西1.2m、南北1.3mを確認した。深さは0.3mである。10は朝鮮半島嶺南地方産の陶質土

器で、筒形器台の台部ないしは鉢形器台の鉢底部とみられる。図では台部として復元した。外面には

平行タタキの痕跡が残る。突帯の上部には縦方向の装飾がある。古墳時代後期頃に相当する時期のも

のであろう。他に土師器・須恵器片が出土している。

　SK623：東西1.7m以上、南北3.0m、深さ1.5mで、埋土は灰色シルト偽礫や炭ラミナを含むオリー

ブ褐色シルト質細粒砂や褐色細礫質粗粒砂などを主体とする（図 4 東壁参照）。出土遺物には土師器・

須恵器・瓦器・信楽焼・埴輪・瓦などがあるが、細片で実測していない。ほか金属片・貝殻がある。

c．徳川初期（17世紀初）（図版 3 ）

　大坂ノ陣後に第5b層を整地して東側に高い段を作り、段の西辺に石列SA510を配して縁石としてい

る。この段差は徳川初期のうちに第5a層で埋没するが、その過程で廃棄土壙が繰り返し掘削され、埋

められている。各遺構の埋土はよく似ており、区別して掘削することが困難であったため、第 6 層上

面まで掘削して検出したが、これらを第5a層内遺構として記述する。

　SA510：南北に延びる石列で、幅0.6〜0.8mの掘形に西へ面を揃えた自然礫を並べている。この

石列を縁石として西側は約0.9m低く段をなしている。調査区北壁で延長上に石列を確認でき、南北

12.5m以上となるが、途中の多くの石は抜かれていた。さらにSX511が一連のものとすれば南へ約

3.0m延びて段差は消滅している。一部であるが、縁石を支えた杭が検出されている。掘形からは瀬戸

美濃焼のほか備前焼・肥前陶器などが出土した。39は瀬戸美濃焼小杯である。灰釉を施す。徳川初期

のものである。他に古寛永通宝が出土したが混入と判断する。

　SK501：平面形が直径1.4m程度の円形で、深さは0.7m程度である。埋土は炭のラミナや第 7 層の

偽礫を含み、暗灰黄色〜オリーブ褐色シルト質中粒〜細粒砂を主体とし、開口していた可能性があ

る。出土遺物には土師器・肥前陶器のほか輸入磁器がある。18〜21は土師器皿である。18・19は丸底、

20・21は平底である。21の底部外面には糸切痕が見られる。22は中国産青花の碗で、漳州窯産である。

23は朝鮮半島産とみられる陶器の瓶である。器壁は薄く、体部内面に当て具痕跡が残る。24・25は肥
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前陶器である。24は鉄絵を施す片口鉢である。25は皿で、内面には胎土目跡を残す。以上は徳川初期

に属する。

　SK512：調査区の中央付近から北へ広がる大型の土壙で、東西4.0m以上、南北7.5m以上、深さ1.9m

になる。埋土は上部が黒褐色（2.5Y3/2）細粒砂質シルト〜シルト質細粒砂を主体に炭・焼土・粘土偽

礫を多く含み、下部は黄褐色（2.5Y5/4）シルト質細粒砂〜細粒砂を主体にシルト偽礫・炭を含む。出

土遺物には土師器・備前焼・瀬戸美濃焼・丹波焼・肥前陶器のほか中国産青花などがある。30〜33は
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図 8 　第5b層上面・第5a層内遺構平面・断面図
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図 9 　出土遺物実測図②
SA510（39）、SK501（18〜25）、SK512（30〜38）、SK514（27〜29）、SK517（26）
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土師器皿である。30は底部中央が窪む。32・33は平底で、底部外面に糸切痕を残し、灯明皿として使

用している。34は瀬戸美濃焼織部の向付である。35は同志野織部の向付で、高台内に「一」印がある。

36は丹波焼の大平鉢である。37は肥前陶器で鉄絵の皿、38は同向付である。以上は徳川初期に属する。

　SK514：東西1.5m、深さは0.9mである。埋土は黄灰色〜黒褐色のシルト質細粒砂を主体に炭を多

く含んでいる。出土遺物には肥前磁器のほか輸入磁器がある。27は中国産白磁皿で、口縁部は端反と

なる。28は中国産青花皿で、口縁部は輪花となり体部に型押文様を施す。29は肥前陶器碗である。以

上は徳川初期に属する。

　SK516：東西0.9m、南北0.8m、深さ0.5mでSA510の西辺に接する位置にある。埋土は暗灰黄色〜

黄灰色シルト質中粒砂で炭を含んでいる。出土遺物には土師器のほか肥前陶器碗・中国産青花皿など

の細片がある。

　SK517：東西0.7m、南北0.7mの範囲で検出した。深さは0.2mである。出土遺物には土師器・肥前陶器・

備前焼・丹波焼のほか貝殻が多数ある。26は大型の土師器皿である。底部は平底で、中央に黒斑を有

する。内面には底部と体部の境界に明瞭な沈線を有する。口縁部外面は軽くナデを施す。豊臣後期〜

徳川初期であろう。

d．徳川期（17世紀前〜）（図版 3 ）

　第 5 層の上面で17世紀前葉以降の徳川期の遺構を多数検出した。これらは詳細は不明であるが、上

位の第 3 層を埋土とする遺構や第 4 層上面で掘削された遺構、また第 4 層が数次にわたって整地され

たある段階で掘削された遺構などが混在するであろう。

　なお、本層準で認識できずに下位の層準で検出した遺構は、検出時の遺構番号をそのままにここで

記述する。

　SK607：東西1.0m、南北1.9m、深さ0.4mである。土師器・肥前磁器のほか金属器が出土した。

46・47は土師器皿である。46は底部中央が窪む。47は体部内面の中程に圏線状の段を有する。44は肥

前磁器染付碗で、SK608出土片と接合した。48は肥前磁器小碗である。49・50は煙管雁首である。以

上は17世紀中葉に属する。

　SK608：直径0.8m、深さ0.3mでSK607を壊している。出土遺物には土師器・丹波焼・肥前磁器な

どがある。40〜42は土師器皿である。42は平底で、底部外面には箆状の工具痕跡を有する。43は土師

器の焙烙である。45は丹波焼の擂鉢である。

　SK619：東西1.7m、南北1.6m、深さ1.3mで、埋土は炭・粘土偽礫を含むにぶい黄色礫混りシルト

質中粒砂を主体とする。出土遺物には土師器・瓦などがある。51は土師器皿、52は三葉二転の唐草文

軒平瓦である。このほか備前焼・瀬戸美濃焼織部・肥前陶器・中国産青花などがあるが、肥前磁器を

含むSE620より新しく、遺構の時期は17世紀中葉以降である。

　SK513：東西0.8m、南北0.9m、深さ0.6m以上である。底板の直径が75㎝の桶を埋めており、便槽

の可能性がある。土師器・丹波焼・肥前陶器・中国産青花など図化していないが17世紀前葉以降のも

のである。その他、銭貨17枚が出土している。判別不能のものもあるが、元豊通寶 1 枚・寛永通寶 8

枚を含む。
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　SK04： 調査区南端で下

位で検出した瓦組の井戸側

を設けたSE620と一連の遺

構である。東西3.2m、南北

2.4mの範囲を検出し、深さ

は1.6mで底は検出してい

ない。土師器・丹波焼・備

前焼・瀬戸美濃焼・肥前陶

器・中国産青花などが出土

している。特徴的な遺物と

して17世紀前半の丹波焼擂

鉢65を掲載する。口縁部内

面には丸枠内「フ」の刻印を有する。

　SK06：東西1.8m、南北1.7mの範囲で検出した。北側のSK09で壊されている。東部は浅いが、調

査区西壁付近の深さは0.6ｍである。埋土は灰オリーブ色細礫混りシルト質中粒〜粗粒砂を主体とし、

焼土偽礫のほか長さ20〜30㎝程度の自然礫を多く含む。出土遺物には土師器・瀬戸美濃焼・肥前陶器・

中国産磁器などがある。61は土師器皿である。底部は丸底で、灯明皿として使用している。62は中国

産青花皿である。63は瀬戸美濃焼の灰釉皿である。64は肥前陶器碗である。以上は17世紀前半に属する。

　SK09：東西1.6m、南北1.9mの範囲で検出した。東部は浅く、調査区西壁付近の深さは0.9ｍである。

埋土は暗褐色中粒砂質シルトないし暗黄褐色シルト質中粒砂を主体に、炭や焼土・灰などを含む。出
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図11　出土遺物実測図③
SK607（44・46〜50）、SK608（40〜43・45）、SK619（51・52）

写真 1 　SK513出土銭貨
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土遺物は土師器・備前焼・瀬戸美濃焼・肥前陶器・肥前磁器・中国産青花など17世紀前〜中葉に収まる。

　また、これらのほかに、以下の資料をSK06・09一括で取り上げた。53・54は従来、土師器大皿と

されている資料である。体部が厚く、口縁部をヨコナデして仕上げる。内面をハケ調整し、外面は一

部ユビオサエする以外はほとんど無調整である。55は土師器の焙烙である。外面には掻き上げ痕跡が

見られる。56は中国産青花の碗である。57・58は中国産磁器の窯道具で、焼台である。同様の遺物は

中央区今橋 1 丁目で行われたOJ17－ 1 次調査地［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2019a］や、大

手前 4 丁目のNW89－ 1 次調査地［大阪市文化財協会1992］でも出土している。59は肥前陶器皿で、内

面に胎土目跡が見られる。60は肥前磁器の染付碗で、高台内に「大明」字款を有する。以上は17世紀前

〜中葉に属する。これらのうち、53・55・56・58〜60はSK09の埋土に含まれていた可能性が高い。

　SE08：東西2.7m、南北3.6mの範囲で検出した。深さは2.1m以上で底は未検出である。埋土はオリー

ブ褐色細礫混りシルト質細粒〜粗粒砂を主体に、炭を多く含む。出土遺物には土師器・備前焼・丹波焼・

瀬戸美濃焼織部・肥前陶器・肥前磁器・中国産磁器・ベトナム産陶器・瓦・碁石などがある。66〜68

は土師器皿である。66・67は小型で、底部が小さい。これらは灯明皿として使用している。68は平底

で、底部外面に糸切痕を残す。69は土師器焙烙である。70・71は土師器の大皿で、内面をハケ調整し、

口縁部をヨコナデして仕上げ、外面は無調整である。72は中国産青花で、漳州窯産の大皿である。73

はベトナム中部産の長胴瓶である。74は肥前陶器の碗である。75は肥前磁器の染付皿である。76は黒

碁石で、自然石をほとんど加工せずに利用している。以上は17世紀前半に属する。

　SK15：東西1.1m以上、南北2.3m、深さ1.7ｍで、埋土は暗灰黄色細粒砂質シルトを主体に上部の炭・

焼土偽礫のほか、貝殻や炭のラミナを多く見られる。出土遺物には土師器・丹波焼・肥前磁器など17

世紀後葉の遺物がある。

　SK19：東西0.7m以上、南北0.4ｍ、深さは0.2ｍである。出土遺物には土師器・丹波焼・肥前陶器・

肥前磁器がある。95は肥前陶器の呉器手碗である。96は肥前磁器の染付皿である。17世紀中〜後葉の

ものである。

　SK21：東西1.0m、南北1.2mで、深さは0.2mである。埋土はシルト・細粒砂偽礫を含む黄褐色シ

ルト質中粒砂を主体とする。出土遺物には土師器・丹波焼・瀬戸美濃焼・肥前磁器などがある。98・

99は土師器の皿である。100は肥前磁器の染付碗である。17世紀中葉のものである。ほかに97の土師

器大皿が出土しているが、他の遺構の類似するものとまとめて後述する。

　SK23：東西1.4ｍ、南北1.6m、深さは0.6mである。出土遺物には土師器・瓦質土器・肥前磁器な

どがある。87・88は土師器皿である。87は底部中央が窪むもので、88は丸底である。89は瓦質土器

火入れである。90は肥前磁器染付碗で、内外面に一重網手文を施す。91は肥前磁器の白磁小杯である。

これらは17世紀中〜後葉のものである。

　SK24：東西1.0m、南北0.8m、深さは0.6mである。出土遺物には瓦質土器・肥前磁器などがある。

84は瓦質土器火入れである。85は肥前磁器染付碗で、外面に一重網手文を施す。以上は17世紀中葉で

あろう。

　SK25：東西1.1m、南北0.9m、深さ0.2mである。土師器・備前焼・信楽焼・肥前陶器・中国産青
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花などが出土している。93は肥前磁器の染付碗で、17世紀中葉に属する。

　SE27：	試掘壙によって壊されていたが、東西1.5m、南北1.7m、深さ0.7m以上である。土師器・備前焼・

丹波焼・信楽焼・瀬戸美濃焼・肥前陶器・肥前磁器・貝殻などが出土した。78は信楽焼の擂鉢で、口

縁部を上方に屈曲させる。79・80は肥前陶器で、79は火入れ、80は刷毛目を施す鉢である。81は備前

焼の大甕で、豊臣期に遡る。82は肥前磁器の染付碗である。以上は81を除き17世紀中〜後葉に属する。

　以上の出土遺物のほか、SK06・09一括で出土した53・54と同様の口径約30㎝前後の土師器大皿

はSE08・27、SK19・21・23〜25・28など多くの遺構からも出土しており、70・71・77・83・86・

92・94・97がそれに当る。また図化していないがSK11・14・15からも出土し、出土総数は約コンテ

ナ 4 箱に及ぶ。外面は無調整で、内面をハケ調整、口縁部をヨコナデで調整する同一の技法で製作さ

れ、いずれも被熱していることが特徴である。遺構の時期は17世紀前〜後葉にわたる。大阪市内では

同様な皿が豊臣期から17世紀前半を中心に出土することが知られているが、これほどの量が出土する

のは初めてである。なお、現在のところ最古の例は15世紀後葉〜16世紀前葉に属するSN16－ 1 次調

査の第5b層出土遺物で、低い高台を有するものである［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2018］。

これらは内外面ともに被熱の痕跡があることから、調理具の可能性があるが、正確な使用法や用途は

よくわからない。

　SK28：東西0.5ｍ、南北1.2ｍ、深さ0.1ｍである。出土遺物には土師器・備前焼・丹波焼・肥前磁

器などがある。101は肥前磁器染付碗である。高台内には「大明年製」銘を有する。102は備前焼を模倣

した土師質の擂鉢で、内面が被熱のため剥落している。103は丹波焼の擂鉢である。以上は17世紀後

葉に属する。

　SE29：直径1.8ｍ、深さ2.2ｍ以上で、瓦組の井戸側を設けていた。底は未検出である。出土遺物は

多岐にわたり、以下におもなものを記す。104〜111は中国産磁器である。104は白磁の壺で、特徴的

な口縁部形態を持ち、肩が張る器形のいわゆる「安平壺」である。台湾地域の他、長崎市内での出土例

が報告されているが、大阪市内では初の報告例となる。105〜111は青花である。105・106・108が漳

州窯、他は景徳鎮産である。105・106は粗製の碗である。107・108・111は皿である。109・110は

鉢である。109は外面に壽文を記す。110は高台が高い。これらは出土した中国産磁器の中では後出

するものである。112〜115は肥前磁器の染付である。112〜114は碗、115は皿である。116・117は

肥前陶器である。116は呉器手碗、117は砂目跡の見られる皿である。118〜120は瀬戸美濃焼である。

118は鉄釉を施す碗、119は香炉であろう。120は灰釉を施す向付である。121・122は備前焼の擂鉢で

ある。123は備前焼を模倣した擂鉢で、摺目を施したのちに口縁部内面をナデて調整している。124は

備前焼の徳利である。125は備前焼の大甕で、豊臣期以前に遡るものであろう。126〜129は土師器で

ある。126は皿で灯明皿として使用している。127・128は焼塩壺とその蓋である。129は焙烙である。

体部外面には掻き上げ痕跡が見られる。130は三巴文軒丸瓦である。131は須恵器杯Bで、 8 世紀前

〜中葉であろう。132は中国産白磁の碗で13世紀頃のものであろう。以上のうち、107・125・128・

131は下位の徳川初期のSK512に伴うものであろう。この他の遺物はおおむね17世紀中〜末葉に属し、

114は器形からみて18世紀初頭に降る可能性がある。
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図12　出土遺物実測図④
SK04（65）、SK06（61〜64）、SK06・09一括（53〜60）、SE08（66〜76）
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3 ）まとめ
　本調査地では、中世以降の遺構・遺物を検出し、徳川期の17世紀代にかかる変遷を追うことができた。

それ以前の古墳時代・古代の遺構は検出できなかったが、遺物は散見されており、近世の遺構で壊さ

れた可能性が高いと考えられる。

　中世の遺構は小規模で数も少なかったが、北側のOJ96－11次調査地で井戸などの遺構が存在する

ことから、後代に壊された可能性があり、今後も近隣で遺構の広がりを調べる必要があろう。

　豊臣期では、前期に遡る可能性のある土師皿が出土したが、遺構・遺物ともに数量が増えるのは後

期に入ってからで、町中屋敷替後の城下町形成とともに開発が本格化したといえよう。大坂冬ノ陣で

被災した焼け面も調査区の一部で確認でき、軒丸瓦も出土していることから、付近に瓦葺きなどの建

物が存在したと考えられる。

　大坂ノ陣後になると、徳川初期に調査区の東側を嵩上げして段差を設けている。この段差が豊臣後

期に遡るかは明らかにできなかったが、17世紀前葉には大型廃棄土壙であるSK512などの掘削と埋戻

しを繰り返しながら西へ平坦面を拡張している。17世紀代を通じて井戸や土壙が多数作られたが、建

物は確認できなかった。
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北区第 7 層上面掘削状況
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南区SK611断面
（西から）

南区第5a層内遺構掘削
状況（北から）
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中央区本町一丁目22－ 1 ・33－ 4 における建設工事に伴う

大坂城下町跡発掘調査（OJ18－ 2 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市中央区本町 1 丁目22－ 1 ・33－ 4

調 査 面 積 	 64㎡

調 査 期 間 	 平成30年10月29日〜11月 7 日

調 査 主 体 	 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者	 調査課長　高橋	工、松本啓子、桑原武志
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1 ）調査に至る経緯と経過
　本調査地は本町通に面し、本町通と板谷橋筋との交差点の北東、阪神高速道路府道高速大阪池田線

の真下を流れる東横堀川から西に約100mの地点にある（図 1 ）。豊臣期の大坂城下町では南東の一角

に想定され、これまでの付近の調査では、豊臣後期の建物をはじめ、古墳時代から江戸時代までの幅

広い時代の遺構と遺物が見つかっている。

　調査地の南約100mのOJ92－17次調査では、円筒埴輪や鋸歯文を刻んだ石製容器の蓋または器台

とみられる滑石製品などの古墳時代の遺物や、飛鳥〜平安時代の遺構・遺物が出土したほか、豊臣後

期の井戸や土壙、徳川初期の遺構・遺物が見つかっている［大阪市文化財協会2004］。調査地の西約

100mのOJ18－ 1 次調査では、中世以降、17世紀代までの遺構・遺物が見つかり［大阪市文化財協会

2019］、北西約100mのOJ96－11次調査では奈良時代と中世の井戸が［大阪市文化財協会1999a］、東

約50mのOJ97－ 7 次調査では古代〜中世の遺物が多数見つかった［大阪市文化財協会1999b］。また、

南西約70〜100mのOJ05－ 2 次調査［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006］やOJ07－ 1 次調査

［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2009］では、豊臣後期の複数の遺構面や大坂冬ノ陣の片づけ

に係る焼土主体の整地層、徳川初期以降18世紀にかかる建物や土壙などが発見されている。南西約

120mのOJ17－13次調査では、豊臣後期以降の遺構と17世紀中〜後葉の礎石建物が見つかった［大阪

市教育委員会・大阪文化財研究所2019］。

　平成30年 8 月22日に大阪市教育委員会が行った試掘で、地表下約2.6mに近世以前の遺構面と遺物

包含層が見つかったため、本調査を行うことになった。調査は、地表面から2.6mまでの間にある近代

〜現代の盛土層を重機で除去し、その下の地表下3.3mまでを調査することになった。東西 8 m、南北
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図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区位置図
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8 mの調査区を設定し（図 2 ）、平成30年10月29日から重機掘削を開始した。重機掘削後は人力によっ

て掘り下げ、遺構・遺物の検出・採集と記録をとった。平成30年11月 7 日に現地における調査を終え

て撤収した。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP+○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標

に乗せたものであり、座標北を基準とした。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 、図版上）

　調査地内の現地表はTP+5.5m〜5.4mで、北東側が高い。

　第 0 層：重機で除去した層厚2.6〜3.5mの近代〜現代の盛土層である。

　第 1 層：にぶい黄橙色（10YR7/2）シルト・礫混り中粒〜細粒砂を主体とする徳川初期の整地層で、

層厚は40〜70㎝である。第 1 層上面で、石組の穴蔵SX102と土壙SK106・108・109・111・119と、

土壙SK03、井戸SE04、浅い南北方向の溝状の凹みSD05を検出した。このSD05より西側の第 1 層

上面は東側より0.3〜0.4ｍ高くなっていた。本調査では溝の明確な東の肩は検出できていないので、

溝ではなく約0.2ｍの比高の段差だったのかもしれない。東壁断面の第 1 層から肥前陶器灰釉碗16が

出土し、西半の第 1 層から肥前磁器や中国産白磁輪花型押皿15などの17世紀の遺物が出土した。

　第 2 層：本層はオリーブ褐色（2.5Y4/4）礫混り細粒砂層で、豊臣後期の整地層である。最大層厚は

30㎝ある。第 2 層上面で第 1 層で埋まる溝状の凹みSD151と、北壁断面で石を据えた土壙状の凹みS

Ｋ201を検出した。SD151も東の肩は明瞭ではなく、これを挟んで西側の地面は0.2ｍほど高くなって

いた。第 2 層から豊臣後期までの遺物が出土した。

　第 3 層：褐色（10YR4/6）シルト混り細粒〜粗粒砂層で、層厚は45㎝以上ある。遺物は出土してい

ないが、層相や標高からみて、周辺調査の中世以前の整地層に相当するものと考えられる。第 3 層上

面で第 2 層で埋まる溝状の凹みSD251を検出した。SD251も東の肩は失われていて、SD151と同様

にSD251を境に西側の地面が0.2ｍほど高くなっていた。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 〜 8 、図版中・下）

　第 3 層上面で検出した豊臣後期の第 2 層で埋まるSD251（図 5 ）は、東西幅が約2.2ｍ以上、南北長
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図 3 　地層と遺構の関係図
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さが2.5ｍ以上、深さは約0.3ｍの浅い南北方

向の溝状の凹みである。

　北壁の側溝を掘削した際に断面で観察され

た第 2 層上面のSＫ201は、全体の規模や形

状は不明だが、断面で見る限り、幅は約0.9ｍ、

深さは西側の肩から約0.2ｍあり、埋土は上

層がにぶい黄橙色（10ＹＲ7/2）粗粒砂、下層

が褐灰色（10ＹＲ6/1）礫・粘土混りシルト質

砂である。遺物は出土していない。埋土の上

にこぶし大の石を配置していて柱穴のように

も見えるが、調査区内に組み合う遺構はな

かった。

　第 2 層上面で検出した第 1 層で埋まる浅い

幅広の溝状の凹みSD151（図 6 、図版中）は、

東西幅3.5ｍ以上、南北の長さが2.8ｍ以上、

深さは西側の肩から約0.2ｍである。遺物は

出土していない。

　第 1 層上面では（図 7 ・ 8 、図版下）、重複関係や出土遺物、埋土の類似性から少なくとも二時期の

遺構がある。17世紀代の遺構には三桁100番台の遺構番号、18世紀代の遺構には二桁の遺構番号をつ

けている。

　SX102は、調査区西半にある土壙を掘って壁面に石を積んだ地下式の石組みの穴蔵である。底石や

西壁・北壁にあった石が抜き取られているため、平面はいびつな長方形になっていた。土壙の掘形は

東西約1.5ｍ、南北約2.3m、深さ約0.6ｍで、内底面に数個の石を上面が平らになるように置き、壁面

に人頭大の石を二段積んで、内法東西約1.0ｍ、南北約1.3m、現状で深さ約0.5ｍの空間になっていた。

壁面の石の上端は平坦にはなっていないので、少なくとももう一石ずつ積まれていたものと思われる。

石組みの裏込めに瓦や小石、にぶい黄橙色（10YR5/4）砂・炭混り粘土質シルトを充填し、東の石組に
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図 5 　第 3 層上面遺構平面図

図 6 　第 2 層上面遺構平面図 図 7 　第 1 層上面遺構平面図
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は石臼を転用していた。裏込めから瓦器片や近世の土師器甕・皿などが出土した。廃絶後の埋土は灰

黄褐色（10YR6/2)粘土混り砂質シルトで、肥前磁器や中国漳州窯産青花皿23・24など、17世紀後半

までの遺物が出土した。

　SK106は、調査区西半南端にある長径約0.4ｍ、短径約0.3ｍ、深さ約0.1ｍの平面楕円形の土壙で、

埋土は灰黄褐色（10YR6/2)炭・粘土混り細粒砂質シルトである。近世の土師器皿が出土した。

　SK108は、調査区南西隅にある長径0.5ｍ以上、短径約0.6ｍ、深さ約0.1ｍの平面楕円形の土壙で、

埋土は灰黄褐色（10YR6/2)炭・粘土混り細粒砂質シルトである。SX102によって北半が失われていた。

土師器の破片が出土した。

0 10㎝

1：4
第1層出土遺物

第1層上面の遺構出土遺物

第2層出土遺物

4

5

2

11

106

3
1

2423

22

20

2119

17

18

13

12

15 16

14

987

図 8 　出土遺物実測図
第 2 層（ 1 〜11）、第 1 層（西半：12・13・15・17・18、東半：14・16）、SX102（23・24）、SE04(19・21）、SD05（20・22）
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　SK109は、調査区西半にある南北約0.3ｍ、東西0.2ｍ以上、深さ約0.1ｍの平面円形の土壙で、埋土

は灰黄褐色（10YR6/2)炭・粘土混り細粒砂質シルトである。東半はSD05によって失われていた。瓦

片が出土した。

　SK111は、調査区西半北端にある南北約0.3ｍ、東西0.2ｍ以上、深さ約0.1ｍの平面円形の土壙で、

埋土は灰黄褐色（10YR6/2)炭・粘土混り細粒砂質シルトである。西半はSK03によって失われていた。

遺物は出土していない。

　SK119は、調査区西半南寄りにある南北0.4ｍ以上、東西約0.3ｍ、深さ約0.1ｍの平面楕円形の土壙

で、埋土は灰黄褐色（10YR6/2)炭・粘土混り細粒砂質シルトである。SX102によって北半が失われて

いた。遺物は出土していない。

　SK03は、調査区西半にある長径0.8ｍ以上、短径約0.7ｍ、深さ約0.2ｍの平面楕円形の土壙で、埋

土は灰黄褐色（10YR5/2)粘土・炭混り砂質シルトである。近世の平瓦や瓦質の釜が出土した。

　SE04は、東壁にかかる平面円形の井戸で、安全のため、完掘はしていない。井戸の掘形は南北1.2

ｍ以上、東西0.4ｍ以上、深さ0.6ｍ以上で、掘形の埋土は灰黄褐色（10YR6/2）炭・焼土混り砂質シル

トである。井戸廃絶時の埋土はにぶい黄橙色（10YR6/3)炭混り砂質シルトである。掘形から土師器皿

や近世瓦が出土し、廃絶時の埋土から土師器皿21や焼塩壺19のほか、関西系陶器など、18世紀後半ま

での遺物が出土した。

　SD05は、調査区中央を南北に横切る南北3.3ｍ以上、東西0.6ｍ以上、西肩からの深さが0.4ｍ以上の、

南北方向の溝状遺構で、東西幅約2.7ｍの後世の溝状の攪乱によって東側が大きくが失われている。こ

のため、形状はよくわからないが、溝または整地の段差と考えられる。埋土は灰黄褐色（10YR5/2)粘

土・炭混り砂質シルトで、SK03の埋土とよく似ている。古代〜中世の布目瓦22や豊臣期の土師器の

いわゆる「へそ皿」20などとともに17世紀の肥前陶器が出土した。

　ⅲ）地層出土遺物（図 8 ）

　第 2 層の出土遺物のうち、古墳時代〜古代の須恵器 または壺 1、奈良時代の土師器杯 2・ 3、12

世紀後半ごろの和泉型瓦器椀 5・ 6、中世の中国産青磁蓮弁文碗 4、豊臣後期の瀬戸美濃焼褐釉天目

碗 8、肥前陶器皿 7、中国産青花碁笥底皿 9と中国漳州窯産青花大皿10・11を示した。

　また、第 1 層出土遺物のうち、東半出土の12世紀後半頃の樟葉型瓦器椀14と東壁断面出土の全面に

灰釉を施した肥前陶器碗16、西半出土の中世末の土師器皿12・13、中国産白磁輪花型押皿15、中国漳

州窯産青花皿17・18を図 8 に示した。これらは平安時代末〜徳川初期のものである。

3 ）まとめ
　本調査地では、豊臣後期と徳川初期の遺構面を検出し、豊臣期の溝や徳川期の石組穴蔵・土壙・溝

などが見つかった。それ以前の古墳時代〜中世の遺構は検出できなかったが、遺物は散見されている。

本調査地にもっとも近いOJ92－17・OJ97－ 7 次調査で飛鳥〜平安時代の遺構が、またOJ96－11次

調査で中世の井戸などが見つかっていることから、本調査地にあった古い時代の遺構は後代に壊され

た可能性が考えられる。今後も近隣で遺構の広がりを調べ、さらなる検討を加える必要があろう。
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中央区徳井町一丁目33－35における建設工事に伴う
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は谷町筋から西へ 2 つ目、本町通りから北へ 2 つ目の街区に位置し、豊臣期大坂城の西部、

三ノ丸に近接した惣構内に当る。また、地形的には上町台地頂部から西斜面を西南西方向に下刻する

本町谷内に位置している。周辺では多くの調査が行われ、谷が埋没して土地利用がされていくようす

が確認されている。また、谷以外の部分では比較的地山が高く検出される地域でもあり、豊臣期の生

活面は大坂ノ陣の焼土層を含め、徳川期の整地により削平され、遺構のみが遺存している場合が多い。

今回調査地の北東、OS92－ 6 次調査では、南東に下がる谷内から飛鳥時代の土器が大量に出土した

ほか、中世の井戸が見つかっている［大阪市文化財協会2003］。東のOS89－ 7 次調査では北西方向に

下がる谷斜面から飛鳥時代の遺構・遺物が確認され、豊臣前期・徳川期の遺構・遺物も見つかってい

る［大阪市文化財協会2003］。さらに東のOS92－12次調査でも北西が低くなる谷内から飛鳥時代を主

体とする遺物が出土したほか、中世の堆積土、豊臣前期の礎石建物群、豊臣後期の大溝が検出されて

いる［大阪市文化財協会2003］。

　今回の調査地は大阪市教育委員会による試掘調査の結果、地表下2.05m以下に近世以前の遺構面お

よび遺物包含層が検出されたため、調査を実施することとなった。平成30年 4 月 9 日より大阪市教育

委員会の指示に基づき、比較的地層の残存状況がよい敷地北部に東西16m、南北 8 mの調査区を設定

し、調査を開始した。排土置場の確保から調査区は東西に 2 分割し、それぞれ東区、西区と呼称する。

調査は西区より行い、埋め戻したのちに東区の調査を行った。重機による掘削は徳川初期の整地層で

ある第 6 層が10㎝程度残るまでを行い、以下は人力による掘削を行った。また、第 8 層以下は部分的

な深掘りによって下位の地層の確認に努めた。途中適宜に遺構検出・掘削作業、図面作成・写真撮影
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などの記録作業を行いながら調査を進めた。平成30

年 4 月23日、現地における作業を終了した。

　なお、調査に使用した基準点は現場で記録した街

区図を1/2,500大阪市デジタル地図に合成すること

により得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準

にした。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP＋〇

ｍと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 、図版 1 ）

　調査地の標高は西北部でTP+10.3m、東南部でTP+9.7mと北西から南東に下がる。調査では部分

的な掘削を含め、現地表下約3.5mまでの地層を確認し、第 1 ～11層の11層に区分した。

　第 1 層：現代の整地層および攪乱で、層厚は40～190㎝である。

　第 2 層：近代の整地層で複数の整地層と生活面からなる。層厚は20～120㎝である。本層に伴う遺

構としてSE201・202がある。

　第 3 層：シルト偽礫・炭を含む暗オリーブ褐色（2.5Y6/4）中粒～粗粒砂質シルト、褐色（7.5YR4/4)

粗粒砂などからなる整地層で複数の生活面を伴う。本層に伴う遺構としてSE301・SK302～304があ

る。本層に伴う遺構や下位層の遺構の出土遺物から17世紀後葉～18世紀前葉の整地層と考えられる。

　第 4 層：炭を多く含む灰黄色（2.5Y4/2）シルト質中粒砂からなる整地層で、層厚20㎝未満で調査地

西端にのみ分布する。本層上面に伴う遺構としてSK401がある。遺構出土の遺物から17世紀中葉～後

葉の整地層と考えられる。

　第 5 層：地山層に由来するシルト偽礫を多く含む灰色（5Y5/1）～黄褐色（2.5Y5/4）を呈する細粒～

中粒砂質シルトなどからなる整地層である。最下部ではシルト薄層が認められる。層厚は20～80㎝で

全域で認められ、第 6 層上面遺構のSD601では埋土上層として厚く堆積する。多くを重機で掘削した

ため出土遺物は多くないが、上下層の年代から1615年以降、17世紀前葉の徳川期大坂城再築と城下町

整備に伴う整地層であろう。SK501は本層上面の遺構と考えられる

　第 6 層：焼土層およびその二次堆積層で層厚15㎝未満で全域に分布する。焼土層は1615年の大坂

夏ノ陣に伴うものである。土師器・瓦器・肥前陶器・中国産青花・瓦片を含む。本層上面の遺構とし

てSD601・602・SK603～607がある。

　第 7 層：本層以下は部分的な掘削で確認したのみである。シルト偽礫を含むシルト質中粒～粗粒砂

などからなり、オリーブ褐色（2.5Y4/4）～黄褐色（10YR5/6）を呈する。一連の整地層で、層厚は100

～110㎝である。本層上面でSB701・SK702～705などを検出した。SB701周辺では上面の被熱の痕

跡が顕著である。土師器・瓦片が少量出土したのみであるが、1598年の三ノ丸築造に関連した大坂町

中屋敷替に伴う、谷を埋めた整地層であろう。

　第 8 層：炭化物を含む黄灰色（2.5Y4/1）シルト質中粒～粗粒砂からなり、層厚は10㎝である。本層
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図 3 　地層と遺構の関係図
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以下は東西 2 か所の深掘りで確認したのみであり、遺物は出土しなかった。擾乱を受け、やや暗色化

しており豊臣前期の作土層の可能性がある。

　第 9 層：シルト偽礫を含む黄灰色（2.5Y5/1）シルト質中粒～粗粒砂からなる整地層で、層厚は20㎝

である。西区のみで確認した。

　第10層：黄灰色（2.5Y4/1）中粒～粗粒砂からなる水成層で、東区での層厚は20㎝、西区では層厚10

㎝以上で部分的に確認したのみである。

　第11層：黒褐色（2.5Y2/1）シルト質粗粒砂からなる水成層で、暗色帯を構成する。東区でのみ確認し、

層厚は20㎝以上である。豊臣前期あるいは中世以前に遡る可能性がある。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 ～ 8 、図版 1 ～ 3 ）

　遺構検出作業は第 6 層上面、第 7 層上面で行った。

　第 7 層上面では礎石建物SB701のほか土壙などを確認した（図 5 ）。

　SB701：調査区西部で検出した礎石建物である。礎石は 3 石が残るに過ぎないが、これ以外に建物

に伴う抜取り穴が検出された。南北3.5m以上、東西2.6m以上である。柱の組み合わせは判然としな

いが、南北方向に1.7～1.8m間隔、東西方向に2.0m幅で並ぶ。また東西方向についてはこれらの間に

位置するものもある。周囲の第 7 層上面では被熱痕が認められ、被熱の広がりからは建物範囲は南北

方向へはさらに延び、西へはこれ以上は広がらず、東にはもう 1 間分延びる可能性が高い。方位は正

方位もしくは北でやや西に降る方位であり、北で東に降る周辺の豊臣後期の遺構方位とは異なってい

る。整地を施したとはいえ、低い位置に当り、旧地形の影響を受けた可能性がある。

　SK702：東西1.3m、南北0.8m、深さ0.1mの浅い土壙である。埋土はシルト偽礫を含むシルト質中

粒砂で、被災前には埋められている。肥前陶器・備前焼・信楽焼・瓦片が少量出土した。

　SK703：東西0.7m、南北0.8m以上、深さ0.1mの浅い土壙である。埋土はSK702と同じである。土

師器細片が出土した。

　SK704：東西0.5m、南北1.0m、深さ0.4mの土壙である。埋土は下半はシルト偽礫を含むシルト質

中粒砂、上半は焼土層である。備前焼・瀬戸美濃焼・信楽焼・瓦細片が出土した。遺物のほとんどが

二次的に被熱している。

　SK705：直径0.9mの平面形が円形で、深さは0.4mの土壙である。埋土はSK704と同じである。遺

物は出土しなかった。

　ほかに直径0.3m未満の小穴が複数、SB701より東で認められたが、建物や柵として復元できるも

のはなかった。

　第 7 層上面の遺構には、いわゆるゴミ穴や井戸がなく、小穴が多く認められることから、調査地は

おもに建物が分布する空間であったと推定できる。時期は第 7 層が谷を埋めた厚い整地層であること、

焼土層で覆われること、および出土遺物から豊臣後期に位置づけられる。

　調査開始面の第 6 層上面では多くの遺構を検出した。本来、より上位の地層に遺構面があるものも

含まれる。ここでは壁面にかかる遺構や出土遺物から、本体の遺構面を推定しつつ記述を行う。

　第 6 層上面の遺構にはSD601などがある（図 6 ）。
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図 5 　第 7 層上面平面図
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図 6 　第 6 層上面平面図

－264－



　SD601：調査地東部で検出した幅1.8～2.0m、深さ0.8mの南北方向の溝である。激しい湧水による

遺構壁面の崩落により、詳細に調査することはできなかったが、検出面および底部のレベルはともに

北から南へと0.1.mほど低くなっている。調査地南端では東西方向の溝SD602が取り付くが、SD601

が屈曲するのか別の遺構であるのかは多くが調査区外のため不明である。埋土は下部0.2m程度が水漬

きの状態を示す黒色シルト、上部0.6m程度が整地層である第 5 層である。下部の埋土から土師器・瀬

戸美濃焼・丹波焼・備前焼・肥前陶器・瓦片など徳川初期、17世紀前葉の遺物が出土した。 1は土師

器大皿、 2は瀬戸美濃焼天目碗である。 3・ 4は肥前陶器皿でともに胎土目である。肥前陶器は目跡

が確認できるものはすべて胎土目であった。 5は巴文の鳥衾である。

　遺構の性格としてはその規模から土地区画をなすものと考えられる。同様の遺構は北約50mの

OS87－69・89－86次調査でも確認されており、豊臣前期の町割りに係わる遺構と報告されている［大

阪市文化財協会2003］。今回の調査では豊臣前期の遺構面を広く調査することができなかったため下

位にも同様な溝が存在する可能性は否定できないが、遺構の時期を含め再検討が必要である。

　SD602：SD601の東で検出した。一部を検出したのみであるが、東西方向の溝と考えられる。深さ

は0.2m以上で、埋土はSD601と同様である。遺物は出土しなかった。

　SK603：SD601の東に位置し、SD601に先行する。東西1.5m以上、南北1.0m以上で、深さは0.3m

である。埋土は下部が炭層、上部がシルト偽礫を多く含むシルト質中粒砂の埋戻し土である。遺物は

出土しなかった。

　SK604～607：SD601の東に位置し、SD601に先行する。いずれも平面形が不整形で、深さは0.1m

未満である。埋土はシルト偽礫を含むシルト質中粒砂あるいは粗粒砂の埋戻し土である。遺物は出土

しなかった。

　第 5 層上面の遺構と考えられるものにSK501がある（図 6 ）。

　SK501：調査地の西部で検出した東西1.7m、南北0.8mの平面形が隅丸方形の土壙である。検出面

からの深さは0.4mで、中央付近に高さ0.1m程度の高まりが認められる。埋土は下部がシルト偽礫を

多く含むシルト質中粒～粗粒砂の加工時形成層、上部がシルト小偽礫・炭を多く含む細粒～中粒砂質

シルトの機能時形成層である。土師器・丹波焼・肥前陶器・肥前磁器・瓦片など17世紀中葉の遺物が

出土した。

　第 4 層上面の遺構と考えられるものにSK401がある（図 6 ）。

　SK401：調査区西端で検出した直径1.5mの平面形が円形の土壙である。深さは0.8mで、埋土は炭

を多く含む中粒砂質シルトである。土師器・瓦質土器・丹波焼・肥前陶器・肥前磁器・中国産青花・瓦・

金属製品など多くの遺物が出土し、ゴミ穴として利用されたと推定できる。 6は土師器皿、 7は土師

器焙烙である。 8は脚部を有する瓦質土器火入で、体部外面にはていねいなヘラミガキを施す。 9は

櫛目の擂目を持つ丹波焼擂鉢である。10・11は肥前陶器碗で、10は高台脇から高台裏面、11は高台端

部から高台裏面が露胎である。12～14は肥前磁器である。12は筒形碗であるが、内底面を中心に被熱

痕が認められること、釉が剥がれるなど口縁端部の傷みが著しいことから、火入れあるいは香炉とし

て転用されたと考えられる。13は一重網手文の染付碗である。14は染付仏飯具で、口縁部は端反である。
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15は肥前陶器の仏飯具である。16は鞴羽口で装着時の被熱痕およびスラグの付着が認められる。17は

石製硯で使用痕が顕著に認められる。18は銅製の水滴である。これらの遺物は17世紀中葉～後葉に位

置づけられる。

　第 3 層に伴うあるいは第 3 層上面の遺構としては、SE301、SK302～304がある（図 6 ）。

　SE301：調査区東部で検出した。直径1.7m、深さ1.0m以上で、形状から井戸と判断した。丹波焼・

肥前陶器・肥前磁器・砥石など17世紀後葉以降の遺物が出土した。
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図 7 　出土遺物実測図（ 1 ）
SD601（ 1 ～ 5 ）、SK401（ 6 ～18）
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　SK302：調査区西部で検出した。東西1.0m以上、南北0.6m以上である。上部が攪乱で失われているが、

深さは0.9m以上である。埋土はシルト偽礫を多量に含む埋戻し土である。井戸の可能性がある。多く

の瓦片のほか土師器・瀬戸美濃焼・丹波焼・肥前陶器・肥前磁器・堺擂鉢など18世紀前葉の遺物が出

土した。

　SK303：調査区中央で検出した東西1.5m、南北2.2mの平面形が方形の土壙である。第 6 層上面付

近まで攪乱により失われているが、深さは0.4m以上である。埋土はシルト偽礫を多く含む埋戻し土で

ある。丹波焼甕・肥前磁器皿片など17世紀後葉の遺物が出土した。

　SK304：調査区中央で検出した東西2.0m以上、南北2.7m以上の平面形が不整形の土壙で、調査区
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図 8 　出土遺物実測図（ 2 ）
SK304（19～30）
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外へと続く。SK303と同じく第 6 層上面付近まで攪乱により失われているが、深さは0.8m以上で、

壁面はほぼ垂直である。埋土はシルト偽礫を多く含む埋戻し土である。土師器・軟質施釉陶器・備前

焼・丹波焼・肥前陶器・肥前磁器・金属製品・瓦片など多くの遺物が出土した。19は土師器擂鉢である。

20は軟質施釉陶器の汁注で蓋物である。21～24は肥前陶器で、21は碗、22・23は皿、24は片口である。

22・23は内底面に蛇ノ目釉剥が認められる。24の高台裏面には「二十」の墨書がある。25～29は肥前磁

器で25・26は皿、27は蓋、28・29は碗である。28の染付はコンニャク印判による。29は蓋物であろう。

30～32は銅製品で30は蓋、31は蝶番である。32は棒状の用途不明品である。二次的な変形を受けた可

能性があるが、一方が太く、一方が細くなっており、素材ではなく製品の一部と考えられる。これら

の遺物は17世紀後葉～18世紀前葉に位置づけられる。

　第 2 層に伴うあるいはそれより上位の遺構としてはSE201・202がある（図 6 ）。

　SE201：調査区西南部で検出した直径1.4mの平面形が円形の井戸で、直径0.7mの瓦積の井戸側を

有する。深さは1.4m以上である。19世紀中頃以降の陶磁器類が出土した。

　SE202：調査地東部で検出した東西2.0m、南北2.5mの平面形が楕円形の井戸で、直径0.7mの瓦積

の井戸側を有する。深さは1.2m以上である。19～20世紀代の陶磁器類のほか碍子を含む。

　

3 ）まとめ
　今回の調査では調査面積・期間の関係もあり、豊臣前期以前および徳川期の調査は十分でなかった

が、調査地が本町谷内に位置することが追認できた。また、豊臣後期の礎石建物、徳川初期の大規模

な溝など、土地利用に係わる重要な成果を得ることができた。大坂城跡における谷の調査は、複数の

整地層と生活面を認識することができ、地層の収斂や削平など台地頂部ではわかりにくい、もしくは

不明となってしまった情報を得ることができるため、今後も十分な調査を行っていくことが望まれる。

引用・参考文献

大阪市文化財協会2003、「OS86－35次およびその周辺の調査」：『大坂城跡Ⅶ』、pp.223－242	
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中央区船越町一丁目15・16－ 1 における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査（OS18－ 2 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市中央区船越町 1 丁目15・16－ 1

調 査 面 積 	 35㎡

調 査 期 間 	 平成30年 5 月 8 日～ 5 月10日

調 査 主 体 	 公益財団法人	大阪市博物館協会　大阪文化財研究所

調査担当者	 調査課長　高橋	工
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は大阪城の西500mにあり、一帯は豊臣氏大坂城の西側、惣構の北部に当る。地形的には、

上町台地の西側斜面にあって、東から西へ下降するが、調査地周辺はやや広い平坦な地形になってい

る。調査地のすぐ東側には、蛇行しながら南へ延び、釣鐘谷に合流する開析谷がある。調査地周辺で

は過去に多くの発掘調査が行われている（図 1 ）。直近のOS90－51次調査では、豊臣～徳川期の遺構・

遺物のほか、上記谷の中で奈良時代の 6 棟以上からなる掘立柱建物群が発見され、OS87－39次調査

では、総柱の掘立柱建物・柵などからなる豊臣期の屋敷地が発見されている。古代の遺構は、他に

OS87－29・88－ 1 ・91－54・94－50・99－72・99－48次調査で見つかっていて、文末に概要をまと

めた（表 1 ）。豊臣期・徳川期の遺構・遺物は図 1 の範囲ではほぼすべての調査地でみつかっている。

　当地では、大阪市教育委員会によって行われた試掘調査で、地表下1.7mで発掘調査を要する近世以

前の遺構面および遺物包含層が発見されたため、本調査が行われることとなった。当初に予定されて

いた調査区は東西 5 m、南北 6 mであったが、排土置き場を確保できなかったため、南北長を 5 mに

止めた。その後、古代の柱穴が発見されたため、排土を再整理し、南側を 2 m拡張して柱穴の性格を

把握することに努めた。その結果、最終的に調査区は東西 5 m、南北 7 mとなり、頭書の面積で調査

を行うこととなった。調査において、掘削は後述の第 2 層上面までを重機を用いて行い、そのほかは

すべて人力によった。地層ごとに掘下げと遺物の捕集を行い、遺構の検出と掘削を行った。進行に応

じて、適宜に実測図や写真撮影で記録保存に努めた。

　本報告書で用いた方位は、現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成すること

により得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。標高はT.P.値（東京湾平均海水面値）で、
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TP+○mと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　調査地の現況地形はほぼ平坦で、地表面はTP+15.6m前後であった。地表面を構成する現代の盛土

層の下で、第 1 ～ 4 層が認識された。

　第 1 層：灰黄褐色地山偽礫混り粗粒砂からなり、調査区北西部にごく一部分のみ遺存していた。層

厚は35㎝であった。整地層とみられる。遺物は出土しなかったが、下位層の年代と周辺での調査成果

から判断して、徳川期に属するものであろう。

　第 2 層：オリーブ褐色細礫混りシルト質砂からなる整地層で、層厚は55㎝であった。上面でSX1・

15・SE3を検出したが、上面は削剥されており、本来の掘込み面は不明である。中国産青花碗 6（図 7 ）

が出土した。地層の年代は、周辺の調査成果からみて豊臣期に属するものであろう。

　第 3 層：にぶい黄褐色細粒～中粒砂からなる整地層で、層厚は10㎝であった。調査区の北西隅にの

み分布していた。出土遺物は土師器・須恵器に限られ、古代の遺物相を示したが、周辺の調査成果を

参考にすると、中世から豊臣前期頃の地層で東に想定される谷の最上部を覆うものであろう。 8 世紀

代とみられる須恵器杯身 5（図 7 ）が出土した。

　第 4 層：褐色砂質シルトからなる地山層で、層厚は25㎝以上で

あった。上面は東にわずかに下降しており、谷に続くものとみら

れた。本層上面では、古墳時代のSX7、古代の掘立柱建物SB1・

SP6・SX10、 中世ないし豊臣前期の可能性がある掘立柱建物

SB2が検出された。
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5 ：暗褐色（10YR3/3）、にぶい黄褐色（10YR5/4）地山偽礫・細礫混り砂

6 ：灰黄色（10YR4/2）、黒色（10YR1.7/1）粗粒砂
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図 3 　地層と遺構の関係図

図 4 　地層断面図
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　ⅱ）遺構と遺物（図 5 ～ 7 ）

　 a ．第 4 層上面の遺構

　SB1は掘立柱建物で、SP8・11・12からなり、N12°Eの方位で調査区外に延びる。調査区内で東

西に展開することはなく、側柱建物か掘立柱塀かは判断できない。柱穴の平面形・大きさはややばら

つきがあり、平面形は円形ないし隅丸方形で、大きさは50㎝から70㎝である。柱穴の深さは最大で
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図 5 　遺構平面図

図 6 　遺構断面図
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45㎝程度であったので、上部は削平をうけているとみられた。SP11・12には柱の抜取り穴がみられ、

その直径は15～20cmほどであった。柱穴からは土師器・須恵器の細片が出土したが、実測図を示せ

るようなものはなかった。

　SP6は調査区西壁沿いにあった柱穴で、平面形は隅丸方形を呈し、東西70㎝以上、南北60㎝で、

深さは20㎝であった。柱抜取り穴の直径は20㎝であった。掘形部分から須恵器杯H蓋 1が出土した。

7 世紀代のもので、遺構の年代を示している。 2は埴輪で、遺構より古い時代の遺物が混入したもの

である。

　SX10は調査区南東隅で検出された。平面形は方形とみられ、東西1.0m以上、南北1.4m以上、深さ

は10㎝未満であった。埋土は暗褐色砂質シルトで埋められていた。出土遺物には 7 世紀後葉から 8 世

紀初頭頃のものとみられる土師器杯C 4がある。その他に、種類や本来の形状が不明な土師質の焼物

片があり写真 1 に示した。厚さは1.5～2.0㎝で、一面は被熱して赤変し、表面はやや平滑である。他

の一面は灰褐色を呈し、凹凸が著しい。胎土は 2 ～ 3 ㎜の砂粒が多く混じり、粗い。壁土、竈の一部

などかとも考えられるが、いずれとも決し難い。

　以上の遺構は古代のものである。

　SX7は、SB1・ 2に切られる。東西1.2m以上、南北1.2m以上、深さ15㎝で、地山偽礫や細粒～中

粒砂で埋められていた。韓式系土器 3が出土した。古墳時代中期の遺構である。

　SB2は掘立柱建物で、SP17・13・14からなり、N6°Eの方位で調査区外に延びる。調査区内で

東西に展開することはないが、掘立柱塀かその他の建物かは判断できない。柱穴の平面形はほぼ円

形、大きさは30～40㎝ほどで、深さは30㎝内外であった。方位はSB1と異なり、OS87－39次調査

のSA303やOS90－51次調査の

SA301などに似る。中世から豊

臣前期のいずれかに属するもの

であろう。

　 b ．第 2 層上面の遺構

　SX1は調査区西壁沿いで検

出された落込みで、 東西0.4m

0 10 20㎝

1：4

51

4 6

2 3

図 7 　出土遺物実測図
SP 6（ 1 ・ 2 ）、SX 7（ 3 ）、SX10（ 4 ）、第 3 層（ 5 ）、第 2 層（ 6 ）

写真 1 　詳細不明の遺物（表・裏）
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以上、南北1.0m以上で、深さは 5 ㎝ほどであった。井戸瓦が出土した。近世でも後半の遺構である。

　SE3は調査区東壁沿いで検出された井戸で、東西1.1m以上、南北1.4m、深さ0.7m以上で、遺構底

には達していない。暗灰黄色極細粒～中粒砂で埋められていた。肥前陶器・同磁器などが出土し、そ

の形態から17世紀中葉頃の遺構とみられる。

　SK15は調査区南東隅で検出された土壙状の遺構である。東西0.7m以上、南北1.0m以上、深さ0.8m

であった。地山偽礫が混じる砂質の堆積物で徐々に埋められ、有機質の薄層が挟在していた。時期が

わかる遺物は出土しなかった。

　SX16はトレンチ東壁地層断面で発見した遺構で、側溝の位置に当って平面的には検出していない。

断面をみると南北0.9m、深さ0.5mで、最下部には自然堆積した砂層がみられ、上部は埋められていた。

遺物は発見できなかった。

　以上の遺構は近世の遺構で、SK15・SX16は詳細な年代は不明であったが、層位的には豊臣期の遺

構である可能性もある。

3 ）まとめと若干の考察
・古墳時代中期の遺構（SX7）を発見した。この地域ではOS06－ 5 次調査地でも同じ時期の溝が発見

されている。上町台地の開発は 5 世紀に始まったとされており、法円坂遺跡の倉庫群などはその中核

となった施設であろう。今後、当地域のような周辺部がどのように開発され、空間的な広がりがどこ

まで及んでいたかを明らかにしていかなければならない。

・ 7 ～ 8 世紀の掘立柱建物などの遺構を発見した。谷町筋から当調査地にかけては、古代の遺構が多

くみつかっており、その時期は 7 世紀後半から 9 世紀中頃までに及び、中でも 8 世紀後半から 9 世紀

初頭に属するものが目立つ（表 1 ・図 8 ）。出土遺物には奈良三彩や「摂」・「厨」などの墨書土器があっ

て、一般の集落遺跡とは違う様相がみられ、遺構群の性格については、なんらかの「公的施設」を想定

する意見も多い。本調査地の遺構もこれらと同じ時期に属し、そうした遺構群の一翼を担うものとみ

次数 調査個所 面積（㎡） 主な成果 文献 頁

OS87－29 中央区島町 1 － 7 － 8 136	 8 世紀後葉（難波Ⅴ中）廃絶の井戸から奈良三彩
壺・「摂」など墨書土器など出土 大阪市文化財協会2003 pp.105－128

OS88－ 1 中央区釣鐘町 1 －23 90	 飛鳥～奈良時代の包含層　柱穴 大阪市文化財協会2003 pp.105－128

OS88－31 中央区釣鐘町 1 － 2 75	 飛鳥～平安時代　柱穴　包含層から隆平永宝・
和銅開珎 大阪市文化財協会2003 pp.105－128

OS90－50 中央区島町 1 －21 1,500	
7 C後葉～末、 8 C中葉～ 9 C初頭・中頃　掘立
柱建物・井戸・溝など　「厨」など墨書土器・緑
釉陶器など出土

大阪市文化財協会2003 pp.105－128

OS90－51 中央区船越町 1 － 6 462	 難波Ⅴ古段階　掘立柱建物群 大阪市文化財協会2003 pp.133－142

OS91－16 中央区内淡路町2－58－ 1 223	 古代?　塀 大阪市文化財協会2003 pp.147－150

OS91－54 中央区島町 1 －16、17 115	 難波Ⅴ新段階　掘立柱建物 大阪市文化財協会2003 pp.105－128

OS94－50 中央区釣鐘町 1 －32/33－34 55	 古代の柱穴 大阪市文化財協会2003 pp.105－128

OS97－ 1 中央区谷町 1 ・ 2 2,200	 飛鳥時代から平安時代初頭の遺構を多数検出 大阪市文化財協会1999 pp. 1 －139

OS99－48 中央区船越町 1 － 4 195 奈良時代（平城Ⅴ）建物群 大阪市文化財協会2002 pp.77－83

OS99－72 中央区島町 1 － 3 － 8 85	 奈良時代後半～平安時代初　柱穴など 大阪市文化財協会2002 pp.95－103

表 1 　周辺で発見された古代の遺構概要
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てよい。ただし、それらの遺構の分布は、本調査地とOS87－29・90－51調査地の南北ライン（御祓筋）

を境に西側ではほとんどみられなくなる。もちろん、西へ地形が下がり、分厚い豊臣・徳川期の整地

層で古代の遺構が覆い隠されていることが原因のひとつではあるが、このラインから数十m西までは

まだ地山の埋没深度は浅く、地山は検出されても古代の遺構は見つかっていないのである。このこと

を難波京の条坊と関連させて考えると次のようになる。

　本調査地を含む上記南北ラインは、265m四方とされる難波京条坊復元ラインのうち、中心大路か

ら西へ三本目の西三路に近く、西三路が上記施設の分布する範囲の西限である可能性が考えられるの

である。その場合、OS86－70・87－39次調査で検出された正南北方位をとる溝SD307の存在は示唆

的である。地山層上面で検出されたこの溝からは年代を特定できる遺物が出土しておらず、豊臣前期

以前として報告されている［大阪市文化財協会2003］。難波京の条坊に規制された地割が中世・近世ま

で踏襲されることは上本町遺跡などでも知られている。SD307についても、西三路から西へずれるも

のの、同様に条坊の位置を基本的に踏襲した可能性を考えてもよいのではないだろうか。そう考える

と、古代の遺構分布がこのラインを境に明らかな粗密をみせることも容易に理解できるのである。

・本調査地周辺は、豊臣・徳川期の屋敷地に当るが、今回の調査では豊臣期以降の地層はほとんど破

壊されており、井戸などの深い遺構しか検出されなかった。

引用・参考文献

大阪市文化財協会1999、『大坂城跡』Ⅳ

大阪文化財研究所2002、『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告　―1999・2000年度―』

大阪文化財研究所2003、『大坂城跡』Ⅶ

積山洋2010、「複都制下の難波京」：平成18～21年度科学研究費補助金（基盤研究B）研究成果報告書『東アジアにおけ

る難波宮と古代難波の国際的性格に関する総合研究』、pp.79－96
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東壁地層断面

地山層上面の遺構
（南から）

SB 1 等完掘状況
（南から）



中央区谷町六丁目30における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査（OS18－ 3 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市中央区谷町 6 丁目30

調 査 面 積 	 63㎡

調 査 期 間 	 平成30年5月15日〜5月21日

調 査 主 体 	 公益財団法人	大阪市博物館協会　大阪文化財研究所

調査担当者	 調査課長　高橋工、清水和明・桑原武志
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1 ）調査に至る経緯と経過
　本調査地は上町台地の西側斜面上にあり、空堀通の北側に位置する。ここは豊臣期の大坂城惣構南

堀に近接した箇所と想定されている。また、徳川期では寛永 7（1630）年に幕府の御用瓦師寺島家が

131石の空閑地を瓦の土採り場に請け負った地域に含まれ、現在でも東は谷町筋、南は空堀通、北は

長堀通で囲まれた範囲は、西側の松屋町筋裏町にかけて周囲より窪んでおり、徳川期を通じた土採り

作業のためと考えられている。

　周辺調査では、200m南の瓦屋町遺跡（WR08－ 1 次調査地）で18世紀後葉以降を中心に、土壙に廃

棄された多量の瓦と共に瓦笵や窯道具などの生産道具が出土したため、瓦窯工房に近いことが推定さ

れた［大阪市文化財協会2009］。ここは寺島家二代惣左衛門が元和元（1615）年に徳川家康から拝領し

た南瓦屋町の屋敷地の可能性があり、その北50mほどのOS17－ 1 次調査地でも少量の窯道具や埋設

された瓦管が出土して付近に工房が考えられている［大阪市文化財研究所2017］。また、これらの徳

川期の遺構は、豊臣期に発生したと考えられる大規模な斜面崩壊土を基盤層としていた。前述の空堀

通北側の窪地を含めて慶長年間の地震を起因とする地滑りの可能性が指摘されているが［大阪市文化

財協会2009］、惣構堀が崩壊を増幅させたことも考えられ、徳川期以前の地形と瓦土採りによる変化

の関係はさらに解明が必要である。一方、当地では瓦以外にもベンガラ、陶器、ミニチュア土製品、

鋳造製品、金属加工など各種の手工業生産に関連する資料が出土し、特に土製品に関してはUH13－

9 次調査地［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2015］で、鋳造製品に関してはUH16－ 2 次調査

地［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2018］で出土量が際立っており、工房が付近に存在したと

推定されている。
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　調査は平成30年 5 月15日から開始した。当初

計画のとおり東西 7 m、南北 9 mの調査区を設定

した。後述する第 3 層上面までを重機で掘削し、

遺構・遺物の検出と写真・図面による記録作業を

行い、同年 5 月21日に機材を撤収して現地にお

けるすべての作業を終了した。

　本文で用いた方位は、現場で記録した街区図を

1/2,500大阪市デジタル地図に合成することによ

り得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準に

した。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP＋〇ｍと記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　調査地はTP+9.3〜9.4mで概ね平坦な地形である。調査で確認された地層は、 3 層に大別した。以

下に東壁での観察を元に各地層の詳細を記す。

　第 1 層：第1a 〜1c層に細分された近・現代の整地層である。

　　1a層：黒色（2.5Y2/1）含ガラス・ビーズ、シルト質細粒砂層で、層厚は15㎝程度である。

　　1b層：明黄褐色（2.5Y6/6）含炭、細粒〜中粒砂層で、層厚は15㎝程度である。

　　1c層：暗灰黄色（2.5YR4/2）含漆喰、細礫混りシルト質中粒砂層で、層厚は10〜15㎝程度である。

　第 2 層：第2a・2b層に細分された近代の作土層である。

　　2a層：オリーブ褐色（2.5Y4/3）細礫混りシルト質中粒砂層で、層厚は20㎝弱である。

　　2b層：オリーブ褐色（2.5Y4/4）含細粒砂質シルト偽礫、細礫混り粗粒砂質シルト層で、大部分は

2a層によって耕起され、調査区の東北側にのみ残っていた。層厚は5㎝弱である。

　第 3 層：第3a 〜3c層に細分された近世の大規模な客土である。調査区の一部で深掘りし、最大2.0m

程度の厚みを確認したが、底には達しなかった。3a層は確実に徳川期に属し、第 3 層は瓦窯業のため

の土採り作業の後に埋め立てられた地層と判断される。本層の上面で18世紀後葉の遺構、近代の攪乱

を検出した。

　　3a層：黄褐色（10YR5/6）含シルト質細粒砂偽礫、中粒砂層ないし明褐色（7.5YR5/6）含粘土偽礫、

シルト〜粘土質極粗粒砂層で、層厚は85㎝程度である。第 3 層中では特に偽礫が顕著で、下位の3b層

との境界は明瞭である。東壁では北から南へ向かって客土が進んだことが確認できる。18世紀代とみ

られる肥前磁器の細片が出土した。

　　3b層：明黄褐色（2.5Y6/6）含シルト質細粒砂偽礫、中粒〜粗粒砂層で、層厚は60㎝程度である。

　　3c層：浅黄色（2.5Y7/4）含シルト質細粒砂偽礫、中粒〜粗粒砂層で、層厚は55㎝以上である。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 〜 9 ）

　調査した遺構は第 3 層上面の徳川期の土壙 2 基である。
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図 3 　地層と遺構の関係図
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　SK01は東西1.15m、南北0.6m、深さ0.15mである。埋土は黒色（10YR1.7/1）炭質シルト層と炭ラ

ミナの混じる砂質シルトないし中粒砂層を主体とするもので、機能時堆積層と思われる。18世紀代の

肥前磁器皿やミニチュア土製品が出土した。

　SK02はSK01の北に近接する土壙で、南北1.6m、東西1.2m、深さ1.3mである。埋土は炭を含む暗

褐色（10YR3/4）含シルト〜粗粒砂偽礫、中粒砂混りシルト質炭層を主体とする。18世紀後葉を主体

とする遺物が出土した。 1〜 6は肥前磁器染付で、 1は小杯、 2は猪口、 3は蛸唐草の碗、 4は四方

襷を口縁内側に描いた青磁染付碗である。底部外面に渦福の款がある。 5は蓋、 6は深皿で、内面は

向かい合う 1 対の扇を描いて底部に五弁花を、外面は唐草文を描いて底部に渦福款がある。 7は肥前

磁器色絵碗で内外面とも横縞を密に描いている。 8・ 9は肥前陶器の鉢である。10は関西系陶器土瓶

の底部で「洛東山」の刻印がある。11は土師器火入れである。これらは18世紀後葉のものが主体である。

　SK01・02ともに埋土に炭を多量に含み、火を使った作業に伴う廃棄土壙と考えられる。おそらく、

これらの土壙が掘削された時点では、この地点の採土作業は終了し、ほかの目的で利用されるに至っ

ていたと考えられる。

　以上のほか、近代の攪乱から鋳造製品の鋳型と瓦窯の窯道具が出土した。前述のとおり、どちらも

周辺の調査で類似資料が見つかっており、文献に記された記録からも付近に工房が存在したことが確

実である。今回の出土資料は時期を確定できないが、報告しておくこととする。
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鋳型

　攪乱1から鋳型 6 点および不明製品 1 点が出

土した。攪乱1は第 2 層上面から掘り込まれて

いることが調査区の壁面で確認できるが、出土

遺物には徳川期の18世紀代のものが少なからず

含まれており、これらも徳川期に遡る可能性が

ある。

　碗型の製品となるものの鋳型が大小 5 点、花

立が１点である。碗型となるものは、17・18・20には外縁に環座がついており、製品には寺社の饅頭

金具などの釘隠しが候補となる。環座は確認できないが19も同様であろう。

　17は直径5.1㎝、高さ2.0㎝で、鋳肌は焼けておらず、未使用のまま破棄されたと考えられる。製品

の表面は頂部にやや高い環が巡り、そこから縁までを凸線で飾って外縁に環座がつく。

　18は 2 つに割れているが、片方には鋳肌までがきれいに残る。外縁部の断面は直口気味になり、厚

みを持ったまま環座の部分を作り出している。表面には鋳型を覆う胎土の粗い粘土が一部残っている。

粗型には図の下部中央に直径1.8㎝の孔があるが、真土層によって埋まっている。また、この孔を埋

めた真土層にも先端が尖る穴があり、鋳肌を作る挽板の回転軸を受けた痕跡であろう。製品は直径8.7

㎝の碗型に0.7〜0.9㎝の幅で環座がつく。

　19は外縁部の断面が直口気味になり、厚みを持ったまま水平な平坦面をなしている。表面に鋳型を

覆う胎土の粗い粘土が一部残っている。図の下部中央に直径2.0㎝程度の孔があり、表面から穿孔さ

れて内面は孔の縁が盛り上がっている。粗型のみが残るため製品は不明だが、20を参考にすると、製

品は直径10数㎝の碗型をなす。環座に当る部分はない。

　20は外縁部の断面が直口気味になり、真土層は外れているが環座を作り出した跡が残る。表面に鋳

型を覆う胎土の粗い粘土が残っている。図の下部中央に直径4.5㎝程度の孔がある。粗型のみが残る

ため製品は不明だが、18を参考にすると、製品は19よりやや大きい直径10数㎝の碗型をなす。

　21は外縁部付近が緩やかに外反し、端部には平坦面は作らない。図の下部に直径1.4㎝の孔がある。

表面に鋳型を覆う胎土の粗い粘土が一部残っている。本体側の鋳型に埋け込んだものか、単体で鋳造

したのかは判明しない。饅頭金具の鋳型の可能性もあるが鋳肌は失われているため確定できず、外縁

部が外反する点と端部が平坦でない点も異なっている。

　23は鋳肌まで残る鋳型である。挽型法で鋳肌を成形したのち垂直に 2 分割して鋳型としたものであ

ろう。表面に鋳型を覆う胎土の粗い粘土が残り、分割した鋳型を合わせて包み込むためのものであろ

う。製品は仏壇等に供える花立で、その胴・脚部に当る破片である。現代でも同型の花立が製造され

ている。

　22は低い円錐形に台座を付けた形状で、全体の直径は9.7㎝、高さ5.0㎝である。中央を下部径で2.5

㎝の孔が貫いている。孔も含めて表面は全て熱を受けている。胎土は粗型と同じで真土は使われてい

ない。瓦屋町遺跡でも小型のものが出土しているが、これらの用途はよくわかっていない。21のよう

写真 1 　SK01断面（東から）
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図 6 　出土遺物実測図
SK02（ 1 〜11）、攪乱 1（14・15）、攪乱 2（12・13・16）
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図 7 　出土遺物（鋳型）実測図
攪乱 1（17〜23）
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な外縁部が直口しない形状に近いことから、そうした製品の中子であった可能性も考えられる。真土

を使用していないのは製品の内面側に当るため平滑に仕上げる手間を省いたためであろうか。

瓦窯道具など

　攪乱1から15、攪乱2から16の各１点ずつ支脚型窯道具が出土した。15は高さ3.5㎝で、図の上面

に刻印がある。これらの窯道具は瓦屋町遺跡をはじめ周辺調査でも出土しているが、刻印のあるもの

は初見である。16は高さ5.3㎝で身部は柱状となる。

　このほか、攪乱1からは土師器の簀子14が出土した。孔が大きく、七輪などの底に敷いて炭を載せ

るものと考えられる。復元直径13.0㎝、厚さ2.0㎝弱で、直径1.7㎝の孔が 2 箇所に残っている。攪乱

2からは肥前磁器染付蓋12・碗13が出土した。18世紀後葉のものであり、これらの窯道具も徳川期に

遡る可能性があろう。

3 ）まとめ
　本調査では、寺島家が徳川初期に拝借して以来の瓦土採り場であった「寺島藤右衛門請地」跡と推定

される地域の調査を行った。その結果、現地表面の0.7m程度下で土採り後に埋め立てたと考えられる

客土層を確認した。底は検出できず、土採りが現地表面より相当深く及んでいたことが確実となった。

今後、請地内の調査が増加すれば、より詳細な規模を確認することができよう。

　この客土層の上面で18世紀後葉の土壙を検出した。このころになると請地の範囲内で土採り活動が

終了した箇所があったことが推測される。絵図には当地以外にも瓦屋の占有地があり、それらを含め

た土採り場の調査を通じて寺島家の瓦窯業の実態を解明することができよう。

　また、鋳造製品の鋳型が出土したことにも注意したい。攪乱からの出土であるが、UH16－ 2 次調

査地以外にも工房が存在していたと考えられるため、今後も鋳型の出土分布を把握していくことが必

要である。僅少であったが、製品が仏具など寺社に関係するものであった点も、従来と同様に一帯に

おける鋳物師と寺町との関係を示していると思われる。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2015、「上本町遺跡発掘調査（UH13－ 9 ）報告書」：『大阪市内埋蔵文化財包蔵

地発掘調査報告書（2013）』、pp.391－398

写真 2 　鋳型（17）の内面 写真 3 　鋳型（18）の内面
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第 3 層上面遺構掘削状況
（北から）

SK02掘削状況（南から）

第 3 層深掘り状況
（南から）



中央区内淡路町一丁目28－ 1 ほか 4 筆における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査（OS18－4）報告書
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調 査 個 所 	 中央区内淡路町 1 丁目28－ 1 ほか 4 筆

調 査 面 積 	 約300㎡

調 査 期 間 	 平成30年 9 月19日～10月12日

調 査 主 体 	 一般財団法人	大阪市文化財協会

調査担当者	 調査課長　高橋工、大庭重信、平山裕之
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等高線は［大阪文化財研究所・大阪歴史博物館2014］より

図 2 　調査区配置図

1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は上町台地北端の西斜面、豊臣後期大坂城惣構の範囲内にあり、内淡路町通の南側に面して

いる。周辺では多くの調査が行われており（図 1 ）、近世だけでなく、難波宮西北側の難波津に近接し

た位置から、古代には外交施設や官衙である「難波館」「難波大郡」や「摂津職」「摂津国府」とのかかわ

りが指摘されている地域でもあり、調査地の北側一帯では新羅土器・奈良三彩など外来土器とともに、

飛鳥・奈良時代の建物群が見つかっている（OS90－50次など）［大阪市文化財協会2003、大阪文化財

研究所・大阪歴史博物館2014］。

　また、上町台地西斜面にはいくつもの谷が存在し、古代以降、近世にいたるまでの人間活動に大き

な影響を与えており、地形の制約・利用から改変・埋立てという変遷をたどってきた。今回の調査地

も南側に北東－南西方向の「釣鐘谷」が存在し、西側にはこれから分岐する南北方向の支谷が存在して

いた（図 1 ）。

　当該地で大阪市教育委員会が行った試掘調査の結果、地表下約1.8ｍ以下の深さで近世以前の遺物を

包含する地層が確認されたことから、平成30年 9 月19日より調査を行った。調査範囲は、東西 7 ｍ、

南北20ｍの調査区を東西 2 箇所に設け（東側を東区、西側を西区と呼称、図 2 ）、東区より調査に着手

し、次いで西区の調査を行った。まず、現代盛土および攪乱埋土（第 0 層）を重機により掘削した後に

平面調査に着手したが、東区の南西部、西区の北半部は大きく削平を受けており、西区の南半部も複

数のPC杭が打設され遺構面および地層が攪乱を受けていた。特に、西区の北半は地表下3.0ｍ以下ま

で攪乱が及んでいたことから平面調査を断念した。また、西区南半では西側へ下がる谷斜面を検出し、

東区で確認した谷上端との関係を把握するために、両区の間の南北10ｍ、東西 2 ｍの範囲を拡張した。
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図 3 　地層と遺構の関係図

10月12日には現地での全ての作業を終え、調査を完了した。

　なお、調査時にGPS基準点測量を行ったが良好な数値が得られなかったため、本報告で用いた方位

は、現場で記録した街区図を 1 /2,500大阪市デジタル地図に合成して得た世界測地系座標に基づき、

標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP+〇mと記した。

　

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序

　調査区の現地表面はTP+13.7～14.0ｍとほぼ平坦である。現代盛土および攪乱埋土の第 0 層以下、

地山層までを第 1 ～ 7 層に大別した（図 3 ・ 4 ）。

　第 1 層：東区南東部に遺存していた暗オリーブ色（5Y4/3）炭・細礫混りシルト質中粒砂からなる徳

川期の盛土層で、下部には部分的に炭と細粒砂の薄層を挟むにぶい黄色（2.5Y6/4）中粒～粗粒砂が伴

う。層厚は最大30㎝である。上面で17世紀後半以降の遺構を検出した。

　第 2 層：東区南東部に遺存していた褐色（10YR4/4）シルト質中粒～粗粒砂からなる盛土層で、大坂

夏ノ陣に伴うとみられる焼土・炭を多く含む。層厚は10～20㎝である。

　第 3 層：豊臣後期の盛土・整地層で、第3a・3b層に区分した。第3a層は東区に分布し、下からにぶ

い黄橙色（10YR7/4）粗粒～極粗粒砂、褐灰色（10YR5/1）粘土偽礫含む砂質シルト、褐灰色（10YR5/1）

粘土偽礫+粗粒砂の順で積まれた整地層で、層厚は最大で30㎝ある。上面は大坂夏ノ陣による火災に

よる被熱で黒化する箇所がある。第3b層は南および西側の低い場所（SX29・38）を埋める盛土層で、

地山起源の粘土偽礫を含む暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト質砂を主体とした下部層、地山起源の偽礫と暗

灰黄色（2.5Y5/2）シルト質細粒砂を主体とした互層からなる上部層に分けられる。下部層は落ち際、

上部層は西区の谷内に分布していた。第3a層と第3b層上部層は堆積物の特徴が類似しており、一連の

ものであった可能性もある。層厚は最大で260㎝以上ある。東区北半の本層上面でSB39やSD20など

を検出した。第3a層から十六八重表菊文軒丸瓦 8、第3b層から漆椀 9が出土した（図 5 ）。 8は胎土中

に雲母片が多く含まれる点が特徴的である。 9は内外面が赤色、外底面が黒色である。

　第 4 層：東区に分布する豊臣前期の盛土層で、オリーブ褐色（2.5Y4/3）礫混りシルト質細粒～中粒

砂からなる。層厚は45㎝である。本層から瀬戸美濃焼天目碗 7が出土した（図 5 ）。また、東区北部で

は本層上面から掘られた落込みSX37を検

出した。

　第 5 層：東区中央東部に遺存していた中

世後半の作土層で、黄灰色（2.5Y4/1）シル

ト質細粒砂からなる。層厚は20㎝であり、

下面で南北に並ぶ鋤痕を検出した。本層か

ら土師器皿 3、瓦器椀 4、東播系須恵器こ

ね鉢 5、中国産青磁鉢 6が出土した（図 5 ）。

　第 6 層：東区西端から西区にかけて分布
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図 5 　豊臣期以前の地層・遺構出土遺物実測図
第 6 層（ 1 ・ 2 ）、第 5 層（ 3 ～ 6 ）、第 4 層（ 7 ）、第3a層（8）、第3b層（9）、SP28（10・11）、SX37（12～24）、SK21（25）

する「釣鐘谷」の支谷と考えられるSX29の埋土を第 6 層とした。にぶい黄褐色（10YR4/3）砂混り粘土

質シルトないしは褐色（10YR4/4）シルト質中粒～粗粒砂を主体とし、東区と西区とで分断されている

が、おおむね 3 層に細分でき、上部層は中・下部層よりも粗粒で、中・下部層は谷の中心側の西区で

より粗粒となる。上部層からは乾痕が顕著に認められた。また、谷の上り際の東区では、中部層の基
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底に大型の地山起源の偽礫が分布し、後述するように落ち際の柱穴SP30廃絶後にその上を中部層が

覆っており、柱廃絶後の埋戻しに伴う可能性がある。谷の中心側の中部層でも偽礫が認められ、中部

層は人為的な埋立土の可能性がある。第 6 層上部層には中世前半の瓦器椀 2が出土し、中・下部層か

らは古代以前の須恵器・土師器および瓦片が出土するが、図化できたものは東区の第 6 層中部層の基

底から出土した土師器皿 1のみである（図 5 ）。 1は「て」字状口縁の皿で、10世紀代に位置づけられる。

　第 7 層：地山層である。最も高い東区（TP+11.8ｍ）では明黄褐色（2.5Y6/6）粘土、最も低い西区の

SX29の基底付近（TP+10.0ｍ）では橙色（7.5YR6/6）極粗粒砂～細礫と上方細粒化する。

　ⅱ）遺構

　a. 古代以前（図 6 ～ 8 ）

　柱列　東区で西に傾斜する谷SX29の東肩に沿うように正南北に並ぶ塀とみられる柱列SP24・32・

33・30を検出した。それぞれの柱掘形は0.4～0.8ｍの円形もしくは楕円形で、柱径は14㎝前後ある。

柱掘形の底は地形の傾斜を反映して北から南に徐々に深くなり、最も深い南端のSP30は70㎝遺存し

ていた。柱間隔はSP24・32間、SP32・33間が1.6～1.8ｍあり、SP33・30間がやや広く2.3ｍある。

南・北両側は後世に削平を受け、柱列の続きを確認することができなかった。また、SP33の真東に

はSP28があり、南北0.7ｍ、東西0.4ｍの南北に細長い掘形をもち、直径16㎝前後の柱を据えていた。

SP33の柱との距離は1.1ｍあり、南北両側にSP28と組み合う柱が存在しないことから、東側の塀に

伴う控え柱と考えられる。

　各柱穴からは土師器・須恵器の小片が出土し、このうちSP28出土の須恵器杯蓋10、土師器甕11を

図化した（図 5 ）。10はTK10型式に属する古墳時代後期のものである。他の柱穴から出土した遺物も

古墳時代後期のものが主体で、古代に降るものは認められない。いずれも古い時期の遺物が埋土に混

入した可能性が高く、遺構の時期を示すものではなかろう。SP32・33内からはスラグの小片も出土

しており、付近に古墳時代後期の金属生産に関わる施設が存在した可能性がある。前述したように、

南端のSP30の廃絶後に東側のSX29の埋土である第 6 層の中部層が覆っており、付近の中層基底から

10世紀代の「て」字状口縁の土師器皿 1が出土したことから（図 5 ・ 8 ）、柱列は10世紀には廃絶した古

代の遺構と考えられるが、詳細な時期を絞り込む情報は得られなかった。西側の谷際に設けられた南

北方向の一本柱塀で、東側に想定される施設を区画したものの可能性が高い。

　SK27　SP32の東隣で検出した土壙である。北半を豊臣前期のSX37により削平されており、東西

長1.0ｍ、深さ0.2ｍあり、埋土中には焼土・炭粒が含まれていた。古墳時代とみられる須恵器・土師

器の小片が出土した。

　b. 豊臣前期（図 6 ）

　豊臣前期の地層は第 4 層であるが、調査期間の都合上、地山である第 7 層まで掘下げて古代の遺構

と同一面で遺構検出作業を行い、第 4 層上面から掘られたSX37・38を検出した。

　SX37　東区中央で東西辺の南端を確認した大型の落込みで、南北10ｍ以上、東西 8 ｍ以上、南辺

からはゆるやかに傾斜し、深さは1.0ｍ前後ある。底には掘削時に生じた偽礫を含む加工時形成層（図

4 東区東壁－ 9 ）の上に有機質なシルトの薄層である機能時堆積層（同 8 ）が堆積し、その上を地山起
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図 6 　古代および豊臣前期の遺構平面図

図 7 　谷SX29東西断面図（位置は図 6 に示す）
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図 8 　古代以前の遺構平・断面図

源の偽礫を含む地層（同 7 ）で一気に埋められていた。

　出土遺物は土器・陶磁器類12～17、漆器18～22、木製品23・24を図化した（図 5 ）。12は灯明皿に

用いられた土師器皿、13は中国産青磁皿、14は青花碗、15は瓦質土器擂鉢、16は備前焼擂鉢で、豊臣

前期に属する。また、古い時期の遺物の混入であるが、飛鳥時代の土師器杯C17が出土した。20～22

は漆器椀、18・19は蓋である。19は天井部を薄く仕上げているので蓋として復元したが、身の可能性
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図 9 　東区豊臣後期の遺構平面図

もある。18・19は内外面赤色で外面に黒で亀甲文と草花文を描く。21は内外面赤色、外底面黒色、22

は外面黒色、内面赤色で外面に赤で文様を描く。20は内面に赤漆が残り、外底面に#字に刻みを入れ

ている。23は灯明台、24は荷札木簡で、上部の左右に切込みを入れ、下端を尖らすものである。片面

に墨書があり、「九」の文字が判読できる。

　SX38　東区と西区西端で東西方向の上端を確認した、南側に約45°の急角度で下がる落込みで、深

さは2.8ｍ以上ある。底は確認できず調査区外に及ぶ。第3b層で一気に埋められていた。南側に想定

される「釣鐘谷」の斜面をカットしたものと考えられ、東区東端では同じ第 4 層上面から下がる南北方

向の落ちの肩を確認し、SX38は東で北側に折れ曲がっていた可能性もある。また、西側はSX29の南

北方向の斜面と連結していた。東西 8 ｍのコの字形に南へ張り出す施設、もしくは第3b層による盛土

造成の際に斜面を削った跡の可能性がある。

　c. 豊臣後期（図 9 ）

　東区北半の第 3 層上面で、礎石建物・溝・土壙を検

出した。

　SB39　東区北端で東西1.2～1.3ｍ、南北0.6～0.8ｍ

の東西・南北に並ぶ礎石を 3 個検出し、これをSB39

とした。第 2 層が削平されており、徳川期の遺構と同

時に検出したが、礎石が第 3 層中にくい込んでおり、

第 3 層除去後に掘形を確認したことから、当該期のも

のと判断した。南西端の礎石は存在しなかったが、礎

石を据える掘形を確認した。北側の 2 基は掘形内に15

～30㎝の石を据え礎石を支えていた。柱間隔は東西・

南北とも芯々で1.2ｍ程度である。SB39の南辺と西辺

に瓦を立て並べており、西辺の瓦列は調査区外北側に

延びるため建物自体も南北 2 間以上あったと考えられ

るが、東側のSD20以東には礎石掘形や瓦列は認めら

れないことから、東西 1 間と判断される。

　SD20　SB39の東辺に沿った南北溝で、幅・深さと

もに0.3ｍあり、調査区内で約12ｍ確認した。南側の

続きは現代の攪乱により削平を受け、不明である。北

半の溝底には木質が遺存しており、断面観察によって

底板・側板・蓋板をもつ木樋であることが判明した。

一方、南半では木樋の痕跡が認められず、底から五輪

塔の空輪・風輪部分や拳大から人頭大の石がまとまっ

て出土する箇所や、埋土上半に大坂夏ノ陣に伴う焼土

が見られる箇所があり、南半は素掘りの溝と判断され
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図10　徳川期の遺構平面図

る。埋土下層にはシルトの薄層が認められ、溝底は北から南へ緩やかに傾斜することから、北から南

へ水を流す排水施設と考えられる。

　SK18・19・21・23　SB39の南西側でSK18・19・23、SD20の南端東側でSK21などの小型の土壙

を検出した。このうちSK21から出土した瀬戸美濃焼志野皿25を図化した（図 5 ）。

　d. 徳川期（図10）

　東区北東端・南西部、西区の大半は現在の攪乱により大きく削平されていたが、それ以外の第 1 層

上面で徳川期の井戸・土壙を検出した。遺構は東区中央北寄り、東区南東部、西区南西端に分かれ、

まとまり毎に報告する。

　東区中央北寄りでは、SE05・06・12・24、SK04・07・13・14・17・25を検出した。遺構の重複

関係と出土遺物の年代から、これらのうちで最も古い時期のものは、17世紀末までの遺物が出土した
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SE06、SK04・17およびSE06に切られるSK13・25で、SE06には焼土や焼けた瓦が廃棄されていた。

次いで、18世紀前葉までの遺物が出土したSE05・12、およびSE12より新しくSE05より古いSK07

がある。SE12には焼土・瓦が廃棄されていた。最も新しい遺構は18世紀中葉の遺物が出土したSK14

および近代の磁器が出土したSE24がある。SK14には瓦が廃棄されており、SE24は徳川期から使わ

れていた可能性がある。この場所は徳川期を通じて井戸が存在し、火災による屋敷の建替えなどによっ

てSE06→SE12→SE05→SE24の順で掘り直されたと考えられ、敷地内の空間利用が固定化されて

いた。

　東区南東部ではSK08～11・15・16・26を検出した。SK08・09からは17世紀後葉、SK10からは

18世紀前葉の遺物が出土した。小型で深さも浅く、日常生活で掘ったゴミ穴の可能性がある。また、

SK26は攪乱の底で検出し、平面プランが直径0.9ｍの円形であったことから井戸の可能性を考えたが、

深さがそれほど深くなかったため土壙と判断した。18世紀中～後葉の遺物が含まれていた。

　西区南西端ではSE36を検出した。西半は調査区外に及んでいたが、断面観察により裏込土と井戸

側内埋土を確認し、井戸と判断した。17世紀後葉の遺物が出土した。

　徳川期の遺構のうち、SE06・12、SK26・07・25の出土遺物26～55を図化した（図11）。

　SE06からは土師器皿26～28・焙烙29、肥前陶器碗30～32・皿33・34、肥前磁器碗35・白磁小杯

36、備前焼灯明皿37・擂鉢38が出土した。土師器皿27・28は口縁部端面に煤が付着しており、灯明皿

に用いていた。時期は17世紀後半～末である。

　SE12からはミニチュア土製品灯籠39が出土した。共伴遺物から18世紀前葉のものとみられる。

　SK26からは肥前磁器皿40・白磁碗41、関西系陶器碗42が出土した。時期は18世紀中～後葉である。

　SK25からは肥前陶器壺43が出土した。時期は17世紀末頃である。

　SK07からは土師器皿44、肥前陶器碗45、肥前磁器碗46～49・仏飯器50・青磁皿51、瀬戸美濃焼碗

52、巴文軒丸瓦53、ミニチュア土製品の擂鉢54・鉦55が出土した。44は灯明皿に用いていた。時期は

17世紀後葉～18世紀初頭である。

　

3 ）まとめ

　今回の調査では、攪乱がひどく得られた情報は断片的であったが、古墳時代後期より徳川期までの

連続する時期の遺構・遺物を検出することができた。特に、調査区西側に想定される「釣鐘谷」の南北

支谷の東半部を確認し、谷の上り際で古代とみられる南北方向の一本柱塀を検出した。東側の谷にか

からない平坦地に今回検出した柱塀で区画された古代の施設が存在した可能性がある。

参考文献

大阪市文化財協会2003『大坂城跡』Ⅶ

大阪文化財研究所・大阪歴史博物館2014『大阪上町台地の総合的研究－東アジア史における都市の誕生・成長・再生の

一類型』
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東区東壁地層断面および
第 7 層上面検出遺構

（南西から）

東区古代
SP28・30・32・33

完掘状況
（西から）

東区豊臣後期
SB39・SD20完掘状況

（礎石は除去後、北から）



中央区内淡路町二丁目 9 － 4 ・10における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査（OS18－ 5 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市中央区内淡路町 2 丁目 9 － 4 ・10

調 査 面 積 	 145㎡

調 査 期 間 	 平成31年 1 月21日〜 2 月 8 日

調 査 主 体 	 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者	 調査課長　高橋	工、松本啓子、桑原武志
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1 ）調査に至る経緯と経過
　本調査地は松屋町筋の東約80mに位置し、調査地北側を内淡路町通が通る。豊臣期は大坂城内惣構

の一角に想定され、徳川期には城下町になっていた場所である。これまでの付近の調査では、豊臣期

のみならず、古墳時代から江戸時代までの幅広い時代の遺構と遺物が見つかっている。

　調査地の東約120mのOS87－147次調査では、豊臣期の石垣とみられる区画施設、徳川期の遺構・

遺物が見つかっている。内淡路通を挟んで本調査地斜め向かいのOS90－142次調査では、豊臣前期の

生活面と17世紀代の銅精錬遺構が見つかり、南西約80mのOS91－64次調査では豊臣期の落込みや大

坂ノ陣の焼土、徳川初期の墨工房跡が発見されている。これらの成果は、周辺の調査成果とあわせて『大

坂城跡』Ⅶとして報告した［大阪市文化財協会2003a・b・c］。

　平成30年10月16日に大阪市教育委員会が行った試掘で、調査地内の東の試掘壙で地表下約0.5mに

近世以前の遺構面と遺物包含層が見つかり、西の試掘壙でも地表下約1.7mに同様の地層が見つかった

ため、本調査を行うことになった。調査は近代〜現代の地層を重機で除去し、おおむね地表下3.0mあ

たりまでを人力で調査することになった。土置場を確保するため、関係諸機関との協議の上、試掘結

果に基づき西の試掘壙付近に西調査区（東西9.3m、南北7.5m）を、また東の試掘壙近くに東調査区（東

西10.0m、南北7.5m）を設定し（図 2 ）、平成31年 1 月21日に西調査区の重機掘削から調査を開始した。

重機掘削後は人力によって掘り下げ、遺構・遺物の検出・採集と記録をとった。西調査区の調査終了後、

埋め戻して、東調査区で同様の調査に取り掛かった。試掘では地表下約0.5mで遺構面があるとされて

いたが、掘削をしてみると地表下約1.7mまでが重機によって掘削され、埋め戻された現代の土になっ

ており、地表下約 3 mまでの間を人力によって調査した結果、近世以前の遺構面や地層はすでに失わ
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図 1 　調査地位置図 図 2 　調査区位置図
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れていたことが分かった。平成31年 2 月 8 日に現地におけるすべての調査を終えて撤収した。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP+○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標

に乗せたものであり、座標北を基準とした。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 〜 5 、図版 1 〜 3 ）

　調査地内の現地表はTP+9.2m〜8.8mで、西側がやや低くなっているが、ほぼ平坦である。しかし、

北側の道路の調査地東端と西端部分ではTP+10.4m 〜9.3mで、道路面は西に下っており、調査地の

西端からさらに急傾斜になって西に下っていた。

　第 0 層：オリーブ褐色（2.5Y4/3）炭・焼土混りシルト質細粒砂層で、重機で除去した層厚約1.7mの

現代の地層である。

　第 1 層：第1a・1b層に分かれる整地層で、東調査区の西壁際と西調査区のみに分布する。第1a層は、

明黄褐色（2.5Y6/6）シルト混り細粒砂を主体とする18世紀中頃の徳川期の盛土層で、層厚は10〜45㎝

である。徳川期の土師器皿が出土した。第1b層は、黒褐色（2.5Y3/2）炭・焼土・粘土混りシルト質細

粒砂を主体とする整地層で、層厚は 8 〜40㎝である。第1b層から近世の平瓦が出土した。18世紀中

ごろ以前の徳川期の焼跡整理層である。

　西調査区の第1a層上面で、 井戸SE101と土壙SK102、 東調査区西壁際の第1a層上面で、 井戸

SE103を検出した。第1b層の上面に遺構は見られなかった。

　第 2 層：本層は黄褐色（2.5Y5/3）炭・粘土混り細粒砂質シルトを主体とする整地層で、最大層厚は

28㎝である。第 2 層上面で南北方向の石を用いた区画痕跡とみられる溝状の落込みSX204を検出し

た。第 2 層から遺物は出土していないが、SX204から16世紀末〜17世紀初頭の豊臣後期の遺物が出土
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図 3 　地層と遺構の関係図
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しており、本層は豊臣期の可能性が高いと考えられる。

　第 3 層：本層は段丘構成層で、第3a 〜3g層に細分される。第 3 層のいずれの層も現状で西へと下

る傾斜をもって堆積しており、厚さ約1.9m分を観察した。遺物は出土していない。また、各層中に巣

穴化石が見られ、本層が海中で堆積した地層であったことがわかる。東調査区では垂直に近い方向に

切れ込んだ亀裂が南北方向に 2 本入り、亀裂間の地層が最大20㎝ほど滑り落ちている状況SX305が

見られた（図 3 〜 6 ）。また、第3c層では層中に水平方向の亀裂が見られ（図 4 、西調査区北壁・東壁）、

第3d層では地層が波打っている様子が観察された（図 5 、西調査区南壁）。亀裂や地層の波打った状況

が同時かどうかは不明だが、どちらも地震や地面の隆起といった地殻変動の痕跡と考えられる。各層

の岩相と層厚は以下のとおりである。

　第3a層は明黄褐色（2.5Y7/6）細粒砂と極細粒砂の互層で、最大層厚は72㎝である。第3b層は褐色

（7.5YR4/6）シルト混り細粒砂層で、最大層厚は10㎝である。第3c層は明黄褐色（2.5Y6/6）極細粒砂

混りシルト層で、最大層厚は60㎝である。第3d層は明褐色（7.5YR5/8）細粒砂層で、最大層厚は10㎝

である。第3e層は明黄褐色（2.5Y7/6）細粒〜極細粒砂層で、最大層厚は70㎝以上になる。第3f層以下

は西調査区の深掘り部分でのみ観察された地層で、第3f層が明黄褐色（10YR6/8）シルト質極細粒砂層

で、波打ったような堆積である。最大層厚は 5 ㎝である。第3g層は明黄褐色（2.5Y6/8）細粒砂混り粘

土質シルト層で、層厚は15㎝以上である。

　ⅱ）遺構と遺物（図 6 〜 9 ）

　a.	第 3 層上面

　第 3 層上面以下に遺構は見つからなかったが、層序でも触れたように、地殻変動による 2 本の亀裂

と、その間の地層が落ち込んだ様子が観察された（図版 3 下）。亀裂は、東調査区の西半部にあって、

ともに南北方向で平行して走っている。第3a層上面では後世の攪乱のため判別しづらかったが、第3b

層上面でよく観察することができた。それで、本報告では第3b層上面の様子を図 6 と図版 3 中に示し

た。亀裂間の距離は第3b層上面で幅約1.8mであるが、断面を見ると第3a層上面付近では約2.1m、第

3e層の層中では約1.3mにすぼまっていた。亀裂間に落ち込んだ地層は垂直方向に12〜20㎝の比高と

なっていた。

　また、第 3 層では海中にあったときにできた管状の巣穴化石が多く観察された（図版 2 下）。直径が

2 〜 4 ㎝程度のチューブ状のものが多く、内壁面には灰色細粒砂質シルト、その内部には灰褐色極細

粒砂が詰まっていた。

　ｂ.第 2 層上面

　西調査区西端の第 2 層上面で、南北方向の溝状の落込みSX204（図 7 、図版 1 下）を検出した。東西

幅1.6m以上、南北の長さが4.7m以上、深さは東側の肩から約0.8mで、内部に不整形な凹みが多数検

出された。SX204内部に石は残っていないが、SX204がOS87－147次調査で見つかった石垣の痕跡に

似た遺構であることから、不整形な凹みは石の抜取穴で、石垣のような地形の傾斜を石で留めて地面

を作る区画施設であった可能性が考えられた。SX204の底部に堆積した裏込め土は黄褐色（2.5Y5/3）

炭・粘土混り砂質シルトで、不成形な凹みにはにぶい黄色（2.5Y6/4）シルト混り細粒〜極細粒砂や暗
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図 7 　第 2 層上面の遺構

図 8 　第1a層上面の遺構

図 6 　第3b層上面の様子
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褐色（10YR3/3）炭混り細粒砂質シルトなどが堆積し、その上をにぶい黄褐色（10YR4/3）細粒〜中粒

砂が覆っていた。石の抜取穴やその上を覆う土から土師器の焼塩壺 1やいわゆるヘソ皿、肥前陶器向

付 2、中国産青花小杯 4など、16世紀末〜17世紀初頭の豊臣後期の遺物が出土した。

　第 2 層上面の生活面は、西調査区ではTP+7.0ｍ前後であったことが西調査区東半部の平面にわず

かに残る第 2 層や地層断面の状況から読み取れ、SX204東端まで生活面はほぼこの高さであったと推

測される。そしてSX204の下端がTP+6.0ｍあたりにあることから、SX204の深さも約1.0ｍはあった

ものと推定される。

　また、東調査区の第 2 層は第3a層の上面とともに現代の攪乱ですでに失われ、東調査区の中央東半

部では第3a層が一辺約1.0ｍの上端を削平されたTP+7.2ｍを越える四角い高まりとなって残っていた

（図 7 ・ 8 ）。また、12〜20㎝落ち込んだ亀裂間の第3a層でも上面が削られていることから、本来あっ

たであろう東調査区の第 2 層上面の生活面は、西調査区の第 2 層上面より少なくとも0.3ｍ以上は高い

位置にあったと推測される。

　したがって、東調査区と西調査区では高さの異なる生活面があったと考えられる。

　ｃ.第1a層上面

　第1a層上面では（図 8 ）、西調査区で井戸SE101と土壙SK102が、東調査区でSE103が見つかった。

　SE101は、西調査区東半部にある平面楕円形の井戸で、掘形の長径約1.6m、短約1.4m、深さは1.6m

以上あり、この深さで井戸側は見つかっていない。埋土は明黄褐色（2.5Y6/6）シルト混り細粒砂であ

る。SE101は完掘してない。遺物は土師器焙烙13、軟質施釉陶器鬢盥 6・皿 7、肥前陶器ひだ皿 8、

0 10 20㎝

1：4

2

1

43 5

86 ７

9

10

13

1211

図 9 　出土遺物実測図
SX204( 1 ・ 2 ・ 4 ）、SE101（ 6 〜13）、東調査区重機掘削後清掃（ 3 ・ 5 ）
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肥前磁器染付碗11・12、京焼皿 9、京焼風肥前陶器鉄絵丸碗10などが出土した。これらは18世紀中頃

までのもので、井戸の埋まった年代を示している。

　SE103は、東調査区西壁にかかる平面円形の井戸で（図版 3 中）、掘形の直径で約1.1m以上、深さは

1.0m以上あり、井戸瓦を円筒状に組んで井戸側にしていた。井戸瓦の外側で直径0.6m以上あり、井

戸瓦は 2 段以上積み上げられている。掘形の埋土はにぶい黄橙色（10YR4/3）炭・焼土・礫混りシルト

質砂である。SE103は安全のため掘削しておらず、遺物は採集していない。井戸瓦を使用しているので、

徳川期後半の井戸と考えられる。
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　SK102は、西調査区西半にある長径約2.1m、短径約1.8m、深さ約0.4mの平面楕円形の土壙で、埋

土はオリーブ褐色（2.5Y4/3）粘土・焼土混り細粒〜中粒砂である。徳川期後半の焼締擂鉢や備前焼擂

鉢が出土した。

　また、東調査区では第 1 層や第 2 層はすでに失われていたが、重機掘削の際に中国産青花破片 3や

肥前磁器染付一本網目文碗 5といった豊臣期や徳川初期の遺物が散見され、これらの時期の地層や遺

構面が存在した可能性が考えられた。

　ⅲ）今回見つかった遺構と周辺の調査結果から（図10）

　今回第 2 層上面で見つかった地形の傾斜を石で留めて地面を作るSX204のような豊臣期の区画施

設、またはその痕跡とみられる 1 m近い段差は、本調査地周辺では他にも見つかっている（図10）。

　調査地の南、大手通のOS91－64次調査では、人為的に掘られた深さ約1.2mの南北方向の段差が見

つかり、豊臣期の土地造成にかかわる遺構とされ、その上端の北延長線近くにSX204の上端がある［大

阪市文化財協会2003c］。OS12－20次調査では、北西隅で北と西に落ちる平面L字状の深さ 1 m以上

にもなる豊臣期の落込みが確認された［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2014］。この落込みは南

東隅の屈曲部から北側・西側へと延びていて、これをさらに北へ延長すると本調査の東調査区中央部

へと向かい、第3a層の高まりの西上端近くを通る。第3a層の高まりに近い内淡路通のD地点でも傾斜

の変換点があることも考え合わせると、OS12－20次調査の落込みと第3a層の高まり、D地点を結ぶ線

上に土地をひな壇上に区画する構造物があった可能性が考えられる。もしそうであるならOS12－20

次調査の落込みと本調査のSX204および東調査区の第3a層の高まりで画される同じ高さの空間が広

がっていた可能性がある。あるいはこれが敷地の 1 筆になるのかもしれない。また、本調査地の 2 街

区北の船越町にあるOS17－ 7 次調査でも徳川初期の地層で埋まる西に下る約0.3mの段差が見つかっ

ている［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2019］。この段差の上端の方向もSX204とほぼ平行で、

SX204上端の延長線に近い位置に当たる。また、本調査地の東側には、OS87－147次調査の豊臣期の

東西方向の石垣とみられる区画痕跡がある［大阪市文化財協会2003a］。これはSX204とほぼ直交方向

で、内淡路通との境界を画するものと考えられる。この他、大手通に面したOS91－93次調査でも豊

臣期の石垣の根石とみられる石が南北方向に並んで検出された［大阪市文化財協会2003c］。この方向

もSX204とほぼ平行であった。

　さらに、これに現在の道路の地表面で明らかに傾斜が急になる地点と、調査区北面の内平野の通の

傾斜をこの図に加えると、道路の傾斜の変換点⑧⑤③①とその下端の⑦⑥②は、それぞれほぼ一直線

に並んでいて、OS91－93次調査の根石の並びは位置・方向とも下端の線に近い。また、OS17－7・

12－20・91－64および本調査のSX204も、内淡路通のF・G	地点の急傾斜と同じ傾斜の変換点を結ぶ

線上にある可能性が高い。こういった傾斜の変換点を結ぶ線上では、もともとこの辺り一帯にあった

第3a層上面の急な斜面に、居住に適した敷地を創出するため、石垣や石列を使って土留するなど、何

らかの土地整備作業が行われた可能性が高い。そしてその時期は発掘調査の結果で見る限り、豊臣期

と考えられるのである。
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3 ）まとめ
　本調査地では、豊臣期と徳川期の遺構面を検出し、豊臣後期に壊された石垣とみられる落込みや徳

川期の井戸・土壙が見つかり、それ以前の段丘構成層では、地殻変動の痕跡や巣穴化石が見つかった。

本調査地で検出された豊臣期の石垣痕跡のような区画遺構は、周辺調査でも痕跡らしきものが見られ

ることから、豊臣期の大坂城内の土地整備を推し測ることができるようになってきた。今後も近隣で

遺構の広がりを調べ、さらなる検討を加える必要があろう。
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中央区島之内二丁目29－ 1 における建設工事に伴う

島之内 2 丁目所在遺跡発掘調査（SI18－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市中央区島之内 2 丁目29－ 1

調 査 面 積 	 63㎡

調 査 期 間 	 平成31年 1 月21日〜 1 月29日

調 査 主 体 	 一般財団法人	大阪市文化財協会

調査担当者	 調査課長　高橋	工､ 積山	洋
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は上町台地の西側、難波砂州の東端付近に位置する（図 1 ）。現地の標高は約3.4ｍである。豊

臣後期に開発された近世大坂の船場城下町の南方にあたり、東約40ｍには南北方向の東横堀川、南約

170ｍには東西方向の道頓堀川がある。いわゆる島之内の南東隅に当たる。

　周辺ではSI16－ 1 、SI04－ 1 などの調査が南方で行われており、前者ではラグーンの一部とみられ

る古代の湿地性堆積層が検出され、中世には耕作地、近世に宅地化した様相がみられた［大阪市教育

委員会・大阪文化財研究所2018］。さらに南方の後者の調査では、湿地性堆積層は検出されず、近世

になってこの地が開発されたとの所見であった［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2005］。

　当該地で大阪市教育委員会が行った試掘調査では、地表下約1.15ｍ以下の深さで本格的な発掘調査

を必要とする近世以前の遺構面および遺物包含層が検出されたため、今回の調査が実施された。調査

期間・調査面積などは頭書にあげた通りである。調査位置の詳細は図 2 のとおりである。調査開始時

の重機による掘削は、実際の地層の残り具合を確認しながら、地表下1.6〜1.8ｍまでとした。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP±○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を 1 /2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標

に乗せたものであり、座標北を基準とした。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 〜 5 、写真図版上）

　第 0 層：砕石による現代の整地層で、層厚は20〜30㎝である。
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　以下に述べる層序のうち、第 1 層〜第 3 層は盛土

によって地面を整えた整地層であり、第 4 層は自然

の湿地性堆積層（人による変形も加わる）、第 5 層は

流水による自然堆積層である。

　第 1 層：焼土を主体とする現代の層準で、下面に

石敷きや漆喰・コンクリートの床面などが検出され

た。層厚は30〜40㎝で、第 2 次大戦の戦災後の整

地層とみられる。

　第 2 層：重機によって掘削した近世の整地層を一

括して第 2 層とした。大きくは 3 層に分かれる。第

2a層は主に東壁側で認められた層厚40〜50㎝の整

地層で、さらに細分することも可能だが、ここでは一括した。最上部は近代に降るかもしれない。第

2b層は黄褐色〜オリーブ褐色系で、炭を多く含む砂混りシルトの上部層と、偽礫を含むシルトを主体

とする下部層からなる。第2c層はにぶい黄色〜オリーブ褐色のシルト混り粗粒砂である。

　第 3 層：暗灰黄色〜にぶい黄色の粗粒砂や礫などからなる整地層で、層厚は50〜60㎝である。出土

遺物は瓦であり、丸瓦ではコビキBの手法が見られるので、近世に入ってからの整地である。

　第 4 層：湿地性堆積層である。第4a層は黄褐色〜暗灰黄色の粘土層であり、層厚は最大30㎝余であ

る。SI16－ 1 次調査の第 4 層に対応する。この粘土は自然堆積したものだが、その上部・中部・下部

層のうち、中部層以外には人による変形がみられた。出土遺物はなく、年代は不明である。第4b層も

粘土層だが、黒色の泥炭層で、層厚は最大で30㎝余である。SI16－ 1 次調査の第 5 層に対応する。本

層も 3 枚に細分可能で、上部・中部層には人による変形がみられた。出土遺物は須恵器の壺・甕類の

体部破片 1 点しかないが、SI16－ 1 次調査では弥生時代のサヌカイトや古墳時代前期の土器や古代の

須恵器（内面の同心円文タタキ目を擦り消した甕・壺類）などが出土している。

　第 5 層：強い流水によって形成された砂礫層である。第5a層は、その上部は砂混りシルト、下部は

中粒砂を主体とする。最大層厚30㎝弱である。第5b層は砂礫層で最大層厚は50㎝弱、第5c層は礫が

主体で、層厚は30㎝以上あるが、部分的な検出にとどまった。

　ⅱ）遺構と遺物（図 6 〜 8 、写真図版中・下）

　今回報告する遺構は大半が重機掘削後の第 3 層の上面で一括して検出したものであり、第 2 層段

階のどの層位に属するかは不明なものが大半である。ただ、大型の半地下式倉庫とみられるSK04・

SK06は第2a層上面から掘り込まれており、重複関係でSK04より新しいのはSK03、古いのはSK05

である。そのほかの重複関係としては、SK01はSK06より新しく、SK02はSK05・落込みSX09より

新しく、SK06〜SK08もSX09より新しい。

　SK01：東西0.7ｍ以上、南北0.6ｍ、深さ0.2ｍの土壙である。出土遺物（図 8 ）は関西系土鍋 1、丹

波焼甕 2、被熱した棒状土製品 3、堺擂鉢 4などである。遺物の年代は18世紀でもおかしくないが、

後述するSK04と同じ層位にあるSK06より新しいので、19世紀に降るとみられる。

第0層第0層

第1層第1層

SK04・06SK04・06

第 3層第3層
窪み窪み

第5a層第5a層

第4a層第4a層

第2a層第2a層

第5b層第5b層

第4b層第4b層

第2b層第2b層

第5c層第5c層

第2c層第2c層

図 3 　地層と遺構の関係図
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　SK02：東西・南北とも約1.2ｍ、深さ1.05ｍの土壙である。凸面にくさび型の刻み目がある井戸側

の瓦が出土しており、年代の詳細は不明ながら18世紀に遡ることはないだろう。

　SK03：東西1.45ｍ、南北0.95ｍ、深さ0.4ｍの不定形な土壙である。底でSK04の木製品の上面が姿

を現す。出土遺物は瓦や硯のほか、後述するSK05の 5と同様の肥前磁器皿が出土しているが、これ

は重複するSK05からの混入であろうから、年代もそれより新しいと予想される。ほかに棒状土製品

も出土している。
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　SK04：東西の最大幅約2.5ｍ、南北3.2ｍ以上、深さは検出面から約 1 ｍであるが、北壁断面からみ

ると、約 2 ｍである。大型の半地下式の穴倉と考えられる遺構である。検出当初は東西各辺の 1箇所

で外側に不整形な半円状に張出すプランが見られた（図 6 ）。南西部が突出しており、出入り口であろ

う。その部分で大型の木製部材が検出された（図 7 、写真図版下）。それは長さ1.3ｍ、幅0.75ｍ、厚さ

約0.2ｍの部材の四隅を方形に切り欠いたもので、南端は幅0.2ｍ弱、厚さ0.05ｍ弱の部材の下端をく
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SK01

SK06

SX09

第 3層上面で発見した遺構

SK02

SK04

SK03

SK08
SK07SK05
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Y－44,905Y－44,910

０ ２ｍ

１：50

GN

Y－44,906

X－147,380

Y－44,908

図 6 　遺構平面図

図 7 　SK04平面図
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さび状に削り出した杭で固定されていた。同じ杭が、その東0.5ｍの位置でも打ち込まれていた。この

部材の北端の下位には薄い板が 2 枚重ねで敷かれており、この板の北側、北東側、東側でも板材また

はその抜取り穴とみられる浅い掘り込みがみられた。この 4 か所は規則的な配置であり、それぞれに

基礎となる部材が置かれ、その上に床を張ったものとみられる。類例は新町 2 丁目所在遺跡のSC18

－ 1 次調査で検出されており、木製部材は転用材と考えられた［大阪市教育委員会・大阪文化財研究

所2019］。SK04から出土した肥前磁器には筒形碗や広東碗があり、丹波焼徳利などもある。肥前磁器

の年代では18世紀末〜19世紀初頭ではあるが、丹波焼徳利の存在を重視すれば、19世紀に下る可能性

があるとみられる。断面形が方3.5㎝と大型の棒状土製品も出土している。

　SK05：東西1.4ｍ、南北2.2ｍ、深さ0.3ｍ余の隅丸方形の土壙である。粘土・シルト・砂礫などの

偽礫で埋められていたが、多量の炭が混じっていた。出土遺物には肥前磁器皿 5、同色絵皿 6のほか、

産地不明の白磁皿（中国徳化窯?）、軒平瓦 7、焼壁破片などがある。 5は同様のものがあと 2 点はあり、

0 10 20㎝

1：4

5
6

7

1

4

2

3

8
9

10

図 8 　出土遺物実測図
SK01（ 1 〜 4 ）、SK05（ 5 〜 7 ）、SX09（ 8 ・ 9 ）、第 3 層（10）
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何客かで一組のセットものである。底裏銘は「富貴長春」である。陶磁器や瓦には火を受けたものが目

立つ。埋土にも炭が目立ち、焼け壁もあることを併せ考えると、火災の後始末をした土壙かと思われる。

肥前磁器には18世紀後半に下る要素は見られない。

　SK06：東西0.6ｍ以上、南北3.3ｍ以上、西壁の断面観察によれば深さ約1.4ｍ以上の大型土壙であ

るが、東端のみ検出された。第2a層上面の遺構であること、南東部で一部が外側に張り出す特徴から、

SK04と同様の穴倉であった可能性があるが、確証に欠ける。遺物からは18世紀以後としか言えないが、

SK04と同じく19世紀に降る可能性がある。

　SK07：東西0.6ｍ、南北0.8ｍ、深さ0.05ｍ弱の土壙であるが、本来の大きさ、深さは不明である。

遺物から細かい年代は導けないが、ここでも火を受けた棒状土製品の破片が出土しており、近世でも

後半に属するとみられる。

　SK08：東西0.3ｍ、南北0.4ｍ、深さ0.05ｍ弱の土壙であるが、これも本来の大きさ、深さは不明で

ある。出土遺物がなく、年代は不明である。

　SX09：調査区の南端で検出した大規模な落込みである。大型の遺構の一部かと思われたが、南壁

の断面観察では正確なところは不明である。出土遺物には18世後半の肥前磁器碗 8、棒状土製品 9の

ほか、平面方形で大型の土師器火入れ、関西系土瓶などがあるので、18世紀末以後の年代とみられる。

　以上のほか、主な遺物としては、第 3 層出土の瓦10がある。凸面に縄タタキ、凹面に布目が残る古

代の平瓦である。

3 ）まとめ
　今回の調査のポイントは以下の 4 点である。

　第一は、島之内南東部の開発が近世に降ると確認されたことである。SI16－ 1 次調査では、それに

先立つ中世の作土層が検出されているが、SI04－ 1 次調査や今回の調査ではそうした作土層は発見さ

れていない。とはいえ、町場の開発に先立つ小規模な耕作地の開発は、当然ありうるだろう。

　第二は、半地下式の穴倉の検出である。その所属年代は18世紀末以後で、19世紀に降る可能性が想

定された。類例である新町 2 丁目所在遺跡（SC18－ 1 次）の穴倉は18世紀前半と考えられ、この種の

床張り半地下式穴倉は比較的長期にわたって近世の大坂で用いられていた可能性が出てきた。

　第三は、用途不明の棒状土製品の出土である。これもSC18－ 1 次調査でまとまって出土し、「火鉢屋」

の刻印を有するものもあった。引き続き、その用途の検討が必要である。その場合、被熱している例

が多いことは、本製品の用途に関わる重要な情報である。

　第四は、古代の湿地性堆積層（泥炭層など）が検出されたことである。当地は上町台地の西裾と難波

砂州の境界付近にあたり、東横堀川の前身にあたる南北に長い水域が中世後期にいたるまで復元され

ている。この想定は今回の調査でも裏付けられることとなった。この地が埋められて陸化するのは第

3 層の段階であり、その年代は第 3 層出土丸瓦のコビキBの手法により、近世段階としかいえないが、

すぐ南で道頓堀が完成する段階が画期となったであろうことは、容易に察しがつく。それは元和元年

（1615）とも言われ、近世初期にあたる。
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　しかし現在のところ、こうした見方を裏づける考古学的な明証はまだなく、今後の調査に期待され

るところが大である。
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中央区上汐二丁目 1 － 9 における建設工事に伴う

上本町遺跡発掘調査（UH18－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市中央区上汐 2 丁目 1 － 9

調 査 面 積 	 60.5㎡

調 査 期 間 	 平成30年 6 月19日～ 6 月27日

調 査 主 体 	 公益財団法人	大阪市博物館協会　大阪文化財研究所

調査担当者	 調査課長　高橋工、清水和明・平山裕之
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は上本町遺跡の中央部に当り、近世の平野町を通る旧熊野街道の一筋東に位置する。近接し

た調査事例は少ないが、北約200ｍの上汐一丁目で行われたUH14－ 1 次調査地では飛鳥時代の建物

群や中世の正南北に延びる溝など、難波宮前段階から前期難波宮期、およびその後の都市の変遷に係

わる遺構が検出されている［大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2016］。北東100mのUN05－ 1 次

調査地では古代～近世の遺構に加えて、古代から中世にかけて埋没した谷頭付近にあたる落込みが見

つかっている［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006］。この谷は南東へ延びて「味原谷」へ合流

するものと考えられる。南70mのUH17－ 6 次調査地では攪乱が著しかったものの古代の柱穴が見つ

かった［大阪文化財研究所2018］。また、南130m付近のUH11－ 5 次調査地では14世紀前半に廃絶し

た井戸が見つかり、古代の丸・平瓦のほか、中世の土器や軒丸瓦が出土していることから、熊野街道

沿いの熊野参詣に関連する施設が存在した可能性が指摘されている［大阪市教育委員会・大阪文化財

研究所2013］。

　本調査地では、大阪市教育委員会による事前の試掘調査により、地表下約0.8ｍで本格的な発掘調

査を必要とする近世と考えられる遺構面および遺物包含層が検出されたため、発掘調査を行うことに

なった。

　調査は平成30年 6 月19日に開始した。東西5.5ｍ、南北11ｍの調査区を設定し、後述の第 3 層（地山層）

上面まで南から重機掘削を開始した。途中、残土置き場を確保するため、大阪市教育委員会と協議の

うえで南北 2 回の反転掘りで調査することとなった。南側6.5mの範囲（南区）で遺構の検出・掘削、写

真・図面などの記録による調査を進め、残りの北側4.5m（北区）は 6 月25日から開始して、同様の調
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査を行い、 6 月27日に現地における全ての作業を

終了した。

　本文で用いた方位は、現場で記録した街区図を

1/2,500大阪市デジタル地図に合成することにより

得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にし

た。標高はT.P.値（東京湾平均海面値）でTP＋〇ｍ

と記した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　調査地はTP+21.4～21.5m程度の概ね平坦な地形である。

　第 1 層：暗褐色含礫・レンガ、シルト質中粒砂層で、層厚60～80㎝程度の現代整地層である。

　第 2 層：にぶい黄褐色（10YR4/3）～オリーブ褐色（2.5Y4/3）の地山偽礫・炭を含む細礫混りシル

ト質中粒砂～細礫混りシルト質粗粒砂層を主体とする遺構群の埋土である。調査区西壁南部の地層（図

4 － 3 ）は遺構埋土でない可能性もあるが、調査区の範囲では確認できなかった。層厚30～50㎝程度

の近世の地層である。

　第 3 層：褐色（10YR5/6）含礫、シルト質粗粒砂層で、段丘構成層に当る。層厚20㎝以上を確認した。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 ・ 6 ）

　確認した遺構は徳川期のほか、豊臣期に遡る可能性のあるものもあった。以下に、おもなものを記

述する。

　遺構は規模や分布によって大きく 3 種類に分けられた。

　第一はおもに調査区北部で確認された平面が方形ないし長方形で底の平らな土壙である。今回の調

査地では比較的大型の遺構となる。

　SK21は南北2.5m、東西2.6m以上、深さ0.2m程度で、埋土は地山偽礫や炭を含む褐色細礫混りシ

ルト質中粒砂層で埋められている。南のSK20を壊しているが、SK20もよく似た埋土である。SK21

の出土遺物には中国産青花13、瓦器の細片がある。13は漳州窯産で、豊臣期に遡る可能性がある。

SK24は南北2.3m、東西0.9m以上、深さ0.2m弱である。地山偽礫や炭を含む褐色細礫混りシルト

質中粒砂層で埋められている。詳細な時期は不明であるが、出土遺物には平瓦、土師器片がある。

SK23は検出範囲が狭小で確証はないが、埋土の共通性から以上と同様の遺構の一部である可能性が

高い。須恵器甕、瀬戸美濃焼皿14、土師器の細片が出土した。14は灰釉で外面の高台部は無釉である。

また、SK18は東西が2.3m以上であるのに比べて、南北が最大でも1.7mと幅が狭い点で異なるが、や

はり埋土が共通し、同様の性格とみられる。SK18の出土遺物はない。

　これらの遺構の出土遺物はごく少量であるが、徳川期の遺物がなく豊臣期以前と考えられるものに

限られているため、確実ではないが豊臣期に遡る可能性がある。遺構の性格は、矩形となる平面形で

底面が平坦であること、上端が接するような近い位置で掘削されていることなどから土採りを目的と

第3層第3層
第2層第2層

第1層第1層重機掘削

遺構群

図 3 　地層と遺構の関係図
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した可能性が考えられる。

　第二は調査区の南部および中央部で一部が重複しな

がら密に分布するやや小型の土壙を中心とするもので

ある。

　南部ではSK01～06が集中している。SK01は南北

0.9m、東西0.8m、深さ0.1m以下で、埋土は炭を含む

褐色砂質シルト層である。17世紀代の土師器皿のほか、

遊離資料として14世紀代とみられる土師器皿細片が出

土している。SK02は西側をSD07に壊されているが、

南北0.8m以上、東西1.0m以上、深さ0.1m程度で、出

土遺物はなかった。SK04は南北0.8m、東西0.4m、深

さ0.2mで、埋土は炭を含む褐色砂質シルトおよび地山

偽礫を含む暗褐色粗粒砂層で、土師器 1、肥前磁器 2・

3、窯道具12のほか実測していないが関西系陶器など

が出土した。 1は皿で灯明皿に転用されたものである。

2・ 3は染付碗でコンニャク印判を施している。 3の

高台内にも圏線がある。12は 3 個のピンが付いた円板

状のトチンである。これらは17世紀末～18世初頭のも

のである。ほかに、SK06から17世紀後葉以降の肥前

磁器碗の細片が出土している。

　中央部ではSK09～16、SD17・19などが集中してい

る。SK09は南北1.1m、東西1.0m、深さ0.4mで、埋

土は炭を含む褐色シルト質粗粒砂、にぶい黄褐色粗

粒砂質シルト、灰黄褐色細礫質粗粒砂層などからな

る。出土遺物は土師器 4、肥前磁器 5、肥前陶器 6・

8、軟質施釉陶器 7などがある。 4は皿で灯明皿に転

用されている。 5は染付碗である。 8は山水文を描い

た絵皿で、 6は鉄釉で外面に水平線、雲、鳥を描いて

いる。 7は灯明皿で内面の口縁部直下に突起を一つ貼

り付けたものである。これらは17世紀後葉頃のもので

ある。SK12は南北0.8m、東西0.6m、深さ0.1m弱で

SK15に壊されている。SK12からは灯明皿に転用され

た土師器皿 9が出土した。17世紀後葉のものであろう。

SK15は東西0.9m。南北0.5m、深さ0.1mで、埋土は

褐色砂質シルトである。肥前陶器皿、土師器皿、肥前

TP
＋
21
.0m

＋
20
.0m

TP
＋
21
.0m

＋
20
.0m

1
1

2
2

3

4
4

1 2

3
3
4

5
6

7
8

9
10

1
：

暗
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
3/

3）
地

山
偽

礫
2
：

暗
褐

色（
2.5

Y
3/

4）
細

礫
混

り
中

粒
～

粗
粒

砂（
作

土
の

可
能

性
）

3
：

褐
色（

10
Y
R4

/6
）含

地
山

偽
礫

、シ
ル

ト
質

粗
粒

砂（
SK

02
）

4
：

明
黄

褐
色（

10
Y
R6

/8
）含

礫
、シ

ル
ト

質
粗

粒
砂（

段
丘

構
成

層
）

5
：

灰
黄

褐
色（

10
Y
R4

/2
）シ

ル
ト

質
粗

粒
砂

6
：

暗
褐

色（
10

Y
R3

/4
）含

地
山

偽
礫

、細
礫

混
り

粗
粒

砂
7
：

暗
灰

黄
色（

2.5
Y
4/

2）
細

粒
砂

質
シ

ル
ト（

機
能

時
堆

積
層

）
8
：

黄
褐

色（
2.5

Y
5/

3）
含

地
山

偽
礫

、シ
ル

ト
質

粗
粒

砂
）

9
：

に
ぶ

い
黄

褐
色（

10
Y
R4

/3
）シ

ル
ト（

機
能

時
堆

積
層

）
10

：
褐

色（
10

Y
R4

/4
）シ

ル
ト

質
粗

粒
砂

（
SD

07
）

1
：

に
ぶ

い
黄

褐
色（

10
Y
R4

/3
）含

わ
ず

か
に

地
山

偽
礫
・
炭

、細
礫

混
り

シ
ル

ト
質

中
粒

砂
2
：

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
4/

3）
含

地
山

偽
礫
・
炭

、細
礫

混
り

シ
ル

ト
質

粗
粒

砂
3
：

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
4/

3）
含

わ
ず

か
に

地
山

偽
礫

、細
礫

混
り

シ
ル

ト
質

細
粒

～
粗

粒
砂（

作
土

の
可

能
性

）
4
：

褐
色（

10
Y
R5

/6
）含

礫
、シ

ル
ト

質
粗

粒
砂（

段
丘

構
成

層
）

第
1層

第
1層

S
K
02

S
K
18

S
K
20

S
D
07

西
　
壁

南
　
壁

０
２
ｍ

１：
60

S
N

E
W

図
4
　

調
査

区
北

壁
地

層
断

面
図

－329－



0 5㎝

1：2（13・14のみ）
0 10 20㎝

1：4

3

2

12

13 14

1 94

5

7

6

8

11

10

－147,590－147,590

－147,586－147,586

X－147,582X－147,582

Y－44,180Y－44,180－44,184－44,184

０ ５ｍ

１：100

SK24SK24

SK23SK23

 22 22
SK21SK21

SK20SK20

 25 25

SK15SK15

SK13SK13SD17SD17

SK14SK14

SK04SK04
SK05SK05

SK06SK06

SK01SK01

SK03SK03SK02SK02

SK12SK12

SK11SK11

SK18SK18
SK18SK18

SD07SD07
SK16SK16

SK10SK10

SK09SK09

SD19SD19

GN

＋20.0m

TP＋20.5m

＋20.3m

TP＋20.5m

＋20.3m

TP＋20.5m

＋20.3m

＋20.3m

TP＋20.5m

TP＋20.5m

TP＋20.7m

＋20.5m

1
2

3

SK09
SK12

SK01

SK15

SK21

SK20

SK23

SK24

SK02

SK04

1 ：褐色（10YR4/4）含炭、シルト質粗粒砂
2 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）粗粒砂質シルト
3 ：灰黄褐色（10YR4/2）細礫質粗粒砂

1 ：褐色（10YR4/4）含炭、砂質シルト
2 ：暗褐色（7.5YR3/4）含地山偽礫、
　　粗粒砂

1 ：にぶい黄褐色（10YR4/3）
　　シルト質粗粒砂

1 ：褐色（10YR4/4）含炭、砂質シルト
2 ：明黄褐色（10YR6/6）細礫質粗粒砂

1 ：褐色（10YR4/4）
　　含地山偽礫・炭、細礫混り
　　シルト質中粒砂
2 ：明黄褐色（10YR6/6）
　　中粒～粗粒砂（自然堆積層）

1 ：褐色（10YR4/4）砂質シルト

1 ：褐色（10YR4/6）含地山偽礫・炭、
　　細礫混りシルト質中粒砂

1 ：褐色（10YR4/6）含地山偽礫・炭、
　　細礫混りシルト質中粒砂

1

1

2

1

2
1

1
2

1

1

０ ２ｍ

１：50

NS

WE

SN

SN

EW

SN

NS

WE

図 5 　遺構平面・断面図

図 6 　出土遺物実測図
SK04（ 1 ～ 3 ・12）、SK09（ 4 ～ 8 ）、SK12（ 9 ）、SD17（10・11）、SK21（13）、SK23（14）

－330－



磁器などの細片が出土し、17世紀末以降のものであろう。SD17からは土師器皿10、肥前磁器染付碗

11が出土した。11は外面に蝶を描き、高台内には崩れた「大明年製」銘がある。17世紀後葉以降のもの

である。

　第三は南北に延びるSD07である。幅1.0m、深さ0.4m程度で、最下部の埋土に、機能時堆積層であ

る水漬きのにぶい黄褐色シルトが厚さ0.1m程確認できる。方位はN 5 °Eである。出土遺物には信楽

焼壺、肥前磁器鉢、軟質施釉陶器灯明皿、肥前陶器皿など、17世紀後葉以降のものがあるが、先述の

SK06を壊しているところから、より後代に降る可能性が高い。開口していた溝であることから、土

地の境界や排水などの目的が考えられる。

3 ）まとめ
　本調査では、徳川期の遺構を中心に一部豊臣期に遡る可能性のあるものが見つかった。古代に遡る

資料は未検出であるが、周辺調査では遺構・遺物が存在しているため、当地では削平され失われた可

能性が考えられる。中世では、ごく少量であるが遺物が出土したことは熊野街道に近接することと関

連しよう。豊臣期の資料も少ないが、平野町城下町の実態には不明な点が多いため、今後も調査を継

続して明らかにする必要がある。徳川期では17世紀後葉～18世紀前葉の比較的古い段階の遺構・遺物

が見つかった。豊臣期以来の平野町城下町の変遷をたどる資料となる。特に 1 点のみであるが陶器窯

道具が出土したことは、今後の周辺調査で注意すべき要素であろう。
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南区遺構完掘状況
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南区南部遺構断面
（北から）

南区中央部遺構断面
（東から）

SK21断面
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西区北堀江三丁目57－ 3 ・59－ 2 における建設工事に伴う

北堀江3丁目所在遺跡発掘調査（BH18－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市西区北堀江 3 丁目57－ 3 ・59－ 2

調 査 面 積 	 100㎡

調 査 期 間 	 平成30年 7 月17日〜 7 月25日

調 査 主 体 	 公益財団法人	大阪市博物館協会　大阪文化財研究所

調査担当者	 調査課長　高橋	工､ 積山	洋
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地（北堀江三丁目所在遺跡）は大阪市を南北に貫く上町台地の西方約 2 ㎞の低湿地に位置し、現

地の標高はTP+0.6〜0.7mである（図 1 ）。この地は上町台地の西縁を南北に走る難波砂州に当る。

　調査地の東約70mには浄土宗の和光寺があり、和光寺旧境内遺跡となっている。この遺跡には『摂

津名所図会』にも登場する名所「阿弥陀池」がある。阿弥陀池は信濃善光寺の本尊の阿弥陀三尊像が

出現した場所との伝説が残されている。2016年度の発掘調査WK16－ 1 次調査［大阪文化財研究所

2016］の結果、干潟のような環境であった場所に17世紀中葉に層厚 2 m近くにおよぶ盛土が行われ、

その上に17〜18世紀の遺構群が形成されたことが判明している。

　当該地で大阪市教育委員会が実施した試掘調査によれば、地表下約1.5m以下に近世の遺構や遺物包

含層が確認され、その結果をうけて今回の調査を実施することとなった。調査面積、調査期間は頭書

にあげたとおりである。調査位置の詳細は図 2 のとおりである。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP±○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標

に乗せたものであり、座標北を基準とした。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　第 0 層：現代の整地層・攪乱層である。厚さは約160㎝である。

　第 1 層：第1a 〜1c層に細分された。第1a層は黄褐色粗粒砂の整地層で、層厚は最大80㎝である。
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第1b層はさらに 3 層に分かれ、上から第1b－ 1 層（灰色シルト混

細粒〜中粒砂）、第1b－ 2 層（オリーブ褐色シルトやにぶい黄褐色

粗粒砂など）、第1b－ 3 層（暗オリーブ灰色シルトや黄褐色粗粒砂）

などが認められた（図 4 北壁地層断面図－ 3 〜 5 ）。この 3 層の層

厚は合わせて約20㎝である。第1c層は黄褐色粗粒砂、灰色粘質シ

ルトの偽礫などからなり、西壁北端部では後者が主体となってい

た。層厚は最大35㎝であった。

　第 2 層：第 2 層は本調査区の全域に堆積していた盛土層で、一

応、細分はできるが、ほとんど差はなく、ほぼ一括の盛土とみられるが、以下のとおり細分した。第

2a層は暗オリーブ灰色粘土質シルト、灰色シルトの偽礫などを主体とし、第2b層は暗オリーブ灰色シ

ルト、シルトなどの偽礫からなる（図 4 西壁北部地層断面図10・11）。この 2 層の最大層厚は50㎝を測る。

第2c層は暗オリーブ灰色粘土質シルト、粗粒砂の偽礫などを主体とする。層厚は不明であるが、50㎝

以上である。第 2 層の年代は18世紀初頭頃が下限とみられる（後述）。

　以上に述べた各地層はいずれも人為的な整地盛土層であり、今回の調査ではこれより下位に存在す

る難波砂州の自然堆積層には到達していない。

　ⅱ）遺構と遺物

　 a ．第 2 層出土遺物（図 5 ）

　先述したように第 2 層は一括の盛土とみられるため、出土遺物も一括して取り扱う。 1〜 8は肥前

磁器で、染付碗 1〜 4、そば猪口 5は、器形、底裏銘、初期のコンニャク印判（ 2）などの特徴から、

ほぼ17世紀末頃の様相を示す。 6は仏飯具、 7・ 8は蓋付の染付壺である。 9〜11は肥前陶器で、 9

は蛇の目釉剥ぎの刷毛目碗、10は高台がやや低い京焼風碗であり、いずれも18世紀に入るかもしれな

い。11は皿である。12は軟質施釉陶器壺である。13〜15は擂鉢で、13は備前焼、14は信楽焼（畑中編

年の 3 期新段階に近い［畑中英二2007］）、15は土師器である。16〜18も土師器で、16・17は皿、18は

焙烙e類である。19は銅製煙管の雁首である。以上から、第 2 層の遺物は17世紀末を中心とし、一部

18世紀初頭まで（江戸時代 7 〜 8 ）の範囲に収まるとみられる［積山洋1999］。

　 b ．第 2 層上面の遺構と遺物（図 6 〜 9 ）

　SK14：調査区北部の西壁に沿うようにして検出された溝状の土壙である。検出長約 4 m、検出幅

0.8m、深さ0.15〜0.2mで、出土遺物（図 9 －20〜24）は肥前磁器の碗20・皿21と肥前陶器刷毛目碗22、

瀬戸美濃焼陶器片口鉢23である。産地不明陶器24は型押しで、口縁部が六角形をなし、体部には把手

がはがれた痕跡が見られる。外面にはスタンプ文が施されている。これらを肥前陶磁からみると、第

2 層の遺物とあまり変わらない。第 2 層の下限である18世紀初頭頃に位置づけられる。

　SD13：調査区の北端で検出された板組の東西溝である（図 6 〜 8 ）。図 7 の立板①と⑩を境に、西部・

中央部・東部と仮称する。西部と中央部は北に対して東北東に向う方位であるが、東部はやや東方向

に方位が変わっている。

　この溝は検出長3.2m、中央〜西部の掘形幅0.85m、側板幅0.6m前後（西部がやや狭い）で、中央部

SD13 SD15

第1a層

第2a層

第1b層

第2c層
第2b層

第1c層

第0層

図 3 　地層と遺構の関係図
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に底板④が設置されていたが、西部には底板は認められなかった。蓋板の有無は不明である。側板上

端から底板までの深さは約0.25mである。中央部には立板①の下部に隅丸方形の孔をあけ、東部の小

さな板組溝の先端をこの孔に通していた。東部では蓋板②③の下に内法で幅0.2mほどの板組溝（暗渠）

があり、底板⑧と側板⑦⑨および側板が倒れないように内側から支える板材⑥からなり、要所を鉄釘

で留めていた。②と⑥の南北は上下二段の石材で固定していた。溝の西端は先述の立板①の孔から中

央部に排水する仕組みであった。立板⑩の上端は側板上端より10㎝以上低く、その水位まで中央部に

水が溜まると溢水して西に流れる仕組みであった。つまり中央部は沈殿槽の役割を果たしていたよう

である。

　出土遺物は肥前磁器碗25・肥前陶胎染付碗26・不明土製品27であり、25はこれまで見てきた碗と変

西壁北部

北　壁

第1a層
第1b層

第1b層

第1c層

第1b－1層

第1b－1層

第1b－3層

第1b－2層
第1b－3層

第2c層
第2b層

第1a層

第2a層

第2c層

第2a層

板
第1c層

2

1

1

4 3
5

7
6

8 9

1010

11 12

SD131 ：現代攪乱層
2 ：黄褐色（2.5Y5/4）粗粒砂
3 ：オリーブ黒色（5Y3/1）シルト混粗粒砂
4 ：灰色（7.5Y4/1）シルト混細粒～中粒砂
5 ：オリーブ灰色or暗オリーブ灰色（2.5GY4/1）シルト、黄褐色（2.5Y5/4）粗粒砂
6 ：オリーブ黒色（10YR3/2）砂混りシルト
7 ：灰色（7.5Y5/1）粘土質シルトの偽礫など
8 ：オリーブ黒色（5Y3/1）砂混りシルト、暗オリーブ灰色（5GY3/1）粘土質シルトの偽礫など
9 ：オリーブ黒色（10Y3/1）砂混りシルト、同粘土質シルトの偽礫など
10：暗オリーブ灰色（5GY3/1）粘土質シルト、灰色（10Y4/1）シルトの偽礫など
11：暗オリーブ灰色（2.5GY3.5/1）シルト、シルトなどの偽礫からなる
12：暗オリーブ灰色（2.5GY4/1）粘土質シルト、粗粒砂の偽礫など

1 ：現代攪乱層
2 ：黄褐色（2.5Y5/4）粗粒砂
3 ：灰色（7.5Y4/1）シルト混細粒～中粒砂
4 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト、にぶい黄褐色（2.5Y6/3）粗粒砂など
5 ：暗オリーブ灰色（2.5GY4/1）シルト、黄褐色（2.5Y5/4）粗粒砂
6 ：黄褐色（2.5Y5/6）粗粒砂、灰色（5Y4/1）粘土質シルトの偽礫など
7 ：暗オリーブ灰色（5GY3/1）粘土質シルト、灰色（10Y4/1）シルトの偽礫など
8 ：暗オリーブ灰色（2.5GY4/1）粘土質シルト、粗粒砂の偽礫など
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図 4 　地層断面図
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わらない。26も器壁の薄いつくりからみ

て、ほぼ同じ頃とみられる。SK14と同

様に18世紀初め頃とみられる。

　SD15：この遺構はSD13と重複し、そ

れに先行する南北の板組溝である。調査

区の東壁（コンクリート）の直下が西の側

板と重なっていたため、全貌はつかめな

かったが、 西側板と蓋板の検出長は約

2 mで、内法の溝幅は0.45m前後であっ

た。北端はSD13東部に壊されていたが、

その直下で底板らしき板材を認めてい

る。遺物の出土はなかったが、遺構の年

代は他と同じく18世紀初頭頃である。

　SK12：調査区中央で土壙状の落込み

を認めたが、残りが悪く、詳細は不明で

ある。遺構の東側は0.15mほどの深さで

あった。

　 c ．第1c・1a層上面の遺構と遺物（図

9 〜11）

　SX11：第1c層の上面で検出した北と西

への落込みである（図10）。北へは0.1m、

西へは0.2mほどの深さで落ち込んでい

た。これを埋めた第1b層から肥前磁器碗

28、同小杯29、銅製煙管30が出土してい

る。28は18世紀に多いものであるが、29

は極端に器壁が薄く、また色絵の特徴か

ら19世紀前半以後のものである。

　その他の遺構：機械掘削終了後の第1a

層上面の遺構群（図11）は今回の調査で検

出したもっとも新しく、SX11の年代か

ら見て、幕末や近代に降る遺構を含む可

能性が高い。このうち、SX06は不定形

な落込み状の遺構で、深さは北端、南端

ともに0.3m前後であった。遺物は多いが、

直接遺構の年代を示すものは少ない。31
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図10　第1c層上面遺構平面図
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〜38は肥前磁器で、31〜37は碗である。

31は見込みに二重圏線と染付が施されて

いる。これが遺構の年代に関わるものか

もしれない。32は広東碗、33〜35は染付

碗、36は青磁染付碗、37も染付碗である

が、圏線のみで見込みを蛇の目釉剥ぎし

ている碗である。38は仏飯具である。39

は陶器擂鉢で、内外面に鉄釉を施してお

り、肥前ないしは須佐唐津の可能性があ

る。40は関西系陶器鉢で、内面に鉄絵を

施し、外面は下 3 分の 1 以下、外底面ま

でを露胎としている。41は土師器焙烙、

42・43は土製品である。42は面摸（めん

がた）で、粘土遊びの型である。43は犬

形であるが、体部上半に鉄釉を施した珍

しい例である。

3 ）まとめ
　今回の調査の意義を簡単にまとめてお

く。

　第一に、板組溝SD13の発見があげら

れる。この遺構は中央に沈殿槽のような

施設を伴っており、泥水の排水を担う施

設であったと考えられる。SD13の中央

部が沈殿槽でよいとすれば、そこは地上

に開けていたことになり、西部も同様で

あろう。一方東部は二重の蓋板で丁寧に

覆われており、木材の傷みもほとんどな

く、暗渠であった可能性が高い。このよ

うな所見から、この地にどのような景観

が想定されるのか、興味深いところであ

る。年代は18世紀初頭頃であり、当時の

生活の知恵を知るまたとない発見であっ

た。

　第二に、これに先立つ板組溝SD15が
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図11　第1a層上面遺構平面図
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あげられる。詳細は充分明らかにできなかったが、蓋板が伴っており、暗渠であったとみられる。こ

の溝は、やはり18世紀初頭頃、まずこの地で施された街並みの地割に関係するのではないかと考える。

例えば、東西通りの南北に並ぶ宅地からの排水施設などが想定される。

　第三に、当地の最初の開発（盛土）が18世紀初頭頃と考えられたのも重要な所見である。一方で、直

近の和光寺旧境内遺跡のWK16－ 1 次調査では、最古の盛土層は17世紀中頃の第11層とされており、

若干の齟齬がある。しかしこの点は今後の検証を待ちたい。

　そのためにも、近世大坂の成り立ちを考古学的に明らかにしていくことが、今後一層求められてい

る。

参考文献

大阪文化財研究所2016、『西区北堀江三丁目16－ 1 ・18・19における建設工事に伴う和光寺旧境内遺跡発掘調査
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第 2 層上面　全景
（北から）

第1c層上面　全景
（北西から）

第 1 層上面　全景
（北から）
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SD13・SD15検出状況（西から）

SD13・SD15検出状況（北から）
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北壁地層断面

SD13細部（北西から）
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西区新町二丁目11－ 3 ・13－ 3 における建設工事に伴う

新町2丁目所在遺跡発掘調査（SC18－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市西区新町 2 丁目11－ 3 ・13－ 3

調 査 面 積 	 288㎡

調 査 期 間 	 平成30年 8 月16日〜 9 月22日

調 査 主 体 	 公益財団法人	大阪市博物館協会　大阪文化財研究所

調査担当者	 調査課長　高橋	工､ 積山	洋
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は大阪市を南北に貫く上町台地の西方約1.2㎞の低湿地に位置し、現地の標高はTP+0.5mで

ある。

　調査地の東400mには豊臣期の城下町船場の西を画した西横堀（現四ツ橋筋）が南北に走り、南300m

余には東横堀から西に分岐した長堀（現長堀通）と大坂築城時の資材置場との伝承がある「砂場」などが

あり、北50m余には17世紀に開発された東西堀である立売堀が位置する。また新町 1 〜 2 丁目の一帯

は17世紀前半に始まる江戸幕府公認の新町遊郭が置かれた地でもあり、近世の絵図や近代の地図で復

元すると、調査地はその北西部に当る（図 1 ）。

　当該地で大阪市教育委員会が実施した試掘調査によって、地表より約1.3m以下に近世の遺構や遺物

包含層が確認され、新発見の「新町 2 丁目所在遺跡」として今回の調査を実施することとなった。現地

で設定した調査区の規模は東西18m、南北16mである。調査面積、調査期間は頭書にあげたとおりで

ある。調査位置の詳細は図 2 のとおりである。

　調査では、地表下130㎝まで重機による掘削を行ったため、人力による調査は後述する第 3 層の層

中で開始することとなった。この遺構検出面では各時期の遺構が多数検出されたため、完掘できない

遺構が残ってしまうことになった。そのため、それより下位層での調査は東壁・南壁に沿うトレンチ

調査に限定されることとなった。

　以下の本文等に示す標高はT.P.値（東京湾平均海面値）で、TP±○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより世界測地系座標

に乗せたものであり、座標北を基準とした。
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2 ）調査の結果
　ⅰ）層序（図 3 ・ 4 ）

　今回の調査で検出された地層はすべて人為的な盛土

層や焼土層であり、この地域に広く認められる自然堆積

の砂礫層には到達していない。

　重機掘削開始後、焼土層が 2 層認められたため、上位

の焼土層を第 2 層、下位の焼土層を第 4 層とし、第 2 層

より上位層を第 1 層、また第 2 層と第 4 層の間の層を一

括して第 3 層とした。

　第 0 層：現代の整地層・攪乱層である。層厚は60〜200㎝である。

　第 1 層：南壁の西部でごく部分的に見られた地層であるが、重機で掘削したため、詳細は不明である。

褐色粗粒砂（層厚約10㎝）、オリーブ褐色シルト（層厚 2 〜 3 ㎝）などからなる。

　第 2 層：明赤褐色シルトを主体とする焼土層である。瓦片多数を含んでいた。本層も重機で掘削し

たが、深い遺構などの埋土として平面的にも一部に残存していた。東壁では南壁ほどよく残っていな

かったが、焼土塊を含む層準を第 2 層とした。年代は不明である。

　第 3 層：東壁、南壁とも 4 層に細分される整地層で、層厚は、残りの良いところで80㎝弱である。

シルトの偽礫や砂を主体とする。出土遺物から18世紀前半頃の整地層とみられる。今回の調査で検出

された遺構の大半が本層の上面で検出された。

　第 4 層：赤褐色〜明赤褐色シルトの焼土層で、南へ低く傾斜して堆積していた。低くなるとともに

灰色シルトが優勢となり、これに焼土塊を含む程度であった。出土遺物は少ないが、17世紀後半の陶

磁器を含んでいた。

　第 5 層： 3 層に分かれるが、灰色〜オリーブ褐色粘質シルト・シルト・細粒砂などを主体とする。

層厚は最大で約60㎝である。上面は焼土層（第 4 層）に覆われていたので生活面であるが、既述したよ

うに、本層上面は平坦面となっておらず、調査区南部には窪地が残っていたことから、火災に遭った

建物などは調査区の北端またはその北側にあったとみられる。本層には17世紀後半の遺物が含まれて

いた。

　第 6 層：オリーブ黒色〜灰色シルト・砂・粘土などからなる整地層で、 5 層に細分可能であったが、

一連の盛土とみられる。層厚は170㎝で、下位層によって形成された南のくぼみを埋めていた。出土

した陶磁器（図 8 ）には中国製のものもあるが、肥前磁器は染付輪花皿41、青磁染付碗42のほか、一重

網手文碗などで、17世紀中頃から第 3 四半期とみられる。

　第 7 層：浅黄色〜黄褐色の砂礫にシルトの偽礫が多数混る盛土層で、やはり 3 層に細分できるが、

一連の盛土であろう。今回の調査で検出されたもっとも古い地層であるが、この盛土によって、北側

を高くしている。本層の年代は細かく確定できないが、肥前陶器の三島手鉢の破片が出土しており、

第 6 層の年代を下限とする17世紀であろう。

　ⅱ）遺構と遺物（図 5 〜 8 ）
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図 3 　地層と遺構の関係図
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　先述したように、遺構の大半が第 3 層上面で検出されたが、層位的にはより上位層から掘り込まれ

た遺構と第 3 層上面から掘り込まれた遺構の二種がある。ただ、上位層は機械で掘削したため、その

識別はできていない。随所で平面的に分布する焼土層（主に第 4 層）と重複し、これより新しい。また

調査区北部には第 3 〜 5 層が分布せず、第 6 層または第 7 層の上で検出された。遺構の数は38にのぼ

るが、以下ではそのうち主なものを報告する。

　SK23：調査区の北西部で検出された土壙で、南北1.4m、東西約1.3m、深さ0.75mの規模である。

第 7 層の上で検出されたが、埋土に焼土塊を含むので、第 4 層上面遺構の可能性が高い。出土遺物（図

7 ）は肥前磁器白磁鉢 1、染付皿 2、薄手の一重網手文碗 3、土師器小皿 4・ 5、銅製キセル 6などが

あり肥前磁器からみると、17世紀後半である。

　SK22：同じく調査区北西部で検出された南北3.8m、東西は最大2.1m、深さ0.85mの長方形の土壙

で、穴倉の可能性が高い。肥前磁器染付皿 7、須佐系陶器擂鉢 8などが出土し、18世紀代に属する。

　SK16：調査区南東部で検出された半地下式穴倉である（図 6 ）。東西約3.8m、南北約7.7mで、深さ

1.4m以上で、北側の狭い突出部分が出入口とみられる。底には転用とみられる大きな木製の部材を
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図 5 　遺構平面図
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規則的に設置して根太とし、そ

の上に床板が張られたと考えら

れる。 部材には二種あり、Aは

長さ約1.3mで最大幅0.35m、厚

さ0.1〜0.15mの矢印形を重ねた

ようなタイプであり、 2 点ある

が、残りは悪い（残りが良いもの

はSK26で出土）。Bは長さ約1.0m

で、幅、厚さとも0.15m程度で、

断面形は隅丸方形、両端をわず

かにとがらせ、中央に穿孔する

タイプで、 9 点である。これら

は上面のレベルが揃わず、数㎝

ほどの高低差があったが、低い

材には上面に別の部材を充てて

レベルを揃えたのであろう。ま

た、いずれの部材でも外側の端

部に接して杭を打ち込んでいた。

このほかにも板材が点在してい

た。南東隅では壁面を外側にえ

ぐり、そこに杭が多数打ち込ま

れていた。杭はみな断面が方形

のもので大きさはまちまちで

あった。根太材の除去後、底面で 4 個所、浅い小土壙状の掘り込みが見られた。以上の知見では上部

構造は不明であるが、床板の上に壁に接するように柱を立て、地上には低い屋根が架けられていたの

ではないかと推測する。

　出土遺物（図 7 ）には青花小碗 9、肥前磁器10・11や関西系陶器半筒碗12などがあり、18世紀前半の

ものである。特徴的なのは、埋土の上層からまとまって出土した棒状土製品16〜23で、16は全長32.1

㎝である。これらは断面形が隅丸方形のものが多く、「火鉢屋□□（四郎ヵ）兵衛」22・23、「山口」21

などの刻印を持つものもある。多くが被熱している。また、鉄釘13〜15が出土している。

　SK26：調査区のほぼ中央、SK16の西側で検出された長方形土壙（図 6 ）で、南北4.0m、東西2.1m、

深さ1.3m以上を測る。北側がやや狭いこと、底にはSK16と同じ部材のA・B二種がともに配置され

ていることから、SK16と同じ半地下式穴倉で、年代も同様かと思われる。

　SK24・25：調査区南西部で並んで検出された穴倉で、いずれも完掘できていない。SK24は南北

4 m以上、東西 3 m弱、深さ約1.8mで、SK16と似た規模のようである。南壁断面の観察により、先
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1 ：オリーブ黒色（7.5Y3/1）シルトに灰色（7.5Y4/1）シルト（第 5 層に由来）・粗粒砂・指先代の焼土塊混じる
2 ：灰色（10Y4/1）シルトに灰色（7.5Y4/1）シルト・細粒砂のやや大きい偽礫・焼土混じる
3 ：オリーブ黒色（7.5Y3/1）シルト・灰色（7.5Y4/1）シルト（第 5 層）の小偽礫からなる焼土含む

SK26
1 ：オリーブ黒色（5Y3/2）シルトとオリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト、焼土混じる（SK15と同じ埋土）
2 ：オリーブ黒色（7.5Y3/1）砂混シルトと灰色（10Y4/1）シルト
3 ：オリーブ黒色（10Y3/1）シルトとオリーブ灰色（10Y4/2）砂混シルト（ブロック）

図 6 　SK16・SK26遺構実測図
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行して同様の穴倉があったことが判明している。埋土の上を第 2 層が覆っていた。SK25も南北 4 m

以上、東西 2 m以上、深さ約1.8mで、埋土の上を第 2 層が覆っていた。

　SK13：調査区南東部で検出された南北2.7m余、東西3.2m余、深さ0.3mの不整形な大型土壙で、

SK16と重複し、かつそれより新しい。出土遺物は肥前磁器染付筒型碗24・染付碗25、軟質施釉陶器

の火入れ（焙烙？）26、被熱した棒状土製品27、太い棒状に加工され、被熱した豊島石28などで、年代

は18世紀後半である。

　SK01：調査区北東部で検出された南北1.3m余、東西2.65m、深さ0.3mの土壙である。出土遺物は

肥前磁器染付碗29・30、同筒型碗31、同皿32、青磁染付鉢33、色絵皿34、火入れ35、藁灰釉を施す

肥前陶器輪花大皿36、瀬戸美濃焼丸皿37、小杉文を施す信楽焼碗38、関西系陶器碗39、「上々高嶋石」

の刻銘がある高嶋石製硯40などがある。肥前磁器の底部は蛇の目凹形高台であることから、18世紀後

半でも末に近い頃とみられる。

　SK09・SD36・SE38：調査区内各所に遺構埋土などで平面的に焼土が分布していたが、この 3 箇

所の埋土は第 2 層の焼土である。SK09は調査区東部で検出された埋甕遺構で、南北約1.3m、東西0.8m

で、陶器甕の底部が遺存していた。SD36は南西部で検出された南北溝で、検出幅0.3m、途切れなが

らも残長は約 7 m、深さ0.1m足らずであった。屋敷堺の溝の可能性がある。SE38は直径1.15m、深

さは 2 m以上で、最上層に第 2 層の焼土が堆積していた。

　SD28：調査区南東隅でみつかった南北溝で、幅0.3〜0.5m、残長4.0m、深さは0.1mほどであった。

拳大より小さい石が多数出土した。本来の所属層位は明らかではないが、屋敷堺の溝の可能性がある。

3 ）まとめ
　判明した調査地の変遷は、以下の通りである。

　17世紀のおそらく中頃までに、第 7 層の盛土が北側を中心に行われた。これは調査地北面に東西道

路があった可能性を示す。17世紀後半の早い段階に第 6 層の盛土が施され、さらに第 5 層の盛土によっ

て、調査区は次第に平坦面に近づく。17世紀後半の火災後、第 3 層の盛土で、ほぼ調査地は平坦面と

なった。この火災（第 4 層）は大坂三大火の一といわれる新町遊郭で発生した1666（寛文 6 ）年の火災で

あった可能性が高い。その後、第 3 層の盛土が施され、上面が生活面となったが、ふたたび大火に遭う。

その焼土層が第 2 層である。年代は確定できないが、この地を襲った火災としては1724（享保 9 ）年の

妙知焼けがあり、それに該当するのかもしれない。

　さて、今回の調査によって浮かんだ課題は、以下の通りである。

　第一に、近世の巨大な新町遊郭はいかに形成されたか、という点である。史料上、新町の初現は

1629（寛永 6 ）年であり、これ以後、大坂各地の遊里がこの地に移転し、一応の完成をみたのが1657（明

暦 3 ）年とされる。その間、1640（寛永17）年には公儀の関与（規制）が始まっている［塚田孝2006］。今

回の調査地は新町遊郭の北西部にあたり、第 7 〜 6 層がこの時期ではないかと思われる。第 5 層上面

が生活面なので、第 4 層が寛文 6 年の火災でよければ、比較的短期間での造成であったことになる。

　以上は新町遊郭の北西部での知見にすぎず、巨大なこの傾城町の中心部のものではない。この一帯
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は「九軒町」「佐渡屋町」などの地であるが、中心部に比べてこれらの町の形成に関する史料が不足し

ている［吉元加奈美2017］ので、発掘調査の資料を積み上げていくことが必要である。

　第二の課題は、大型の穴倉がいくつもみつかったことである。床張りの立派な造りなので、地上に

は屋根が架かっていたいたと推定したが、これもやはり類例の蓄積が必要であろう。

　第三の課題は、珍しい棒状土製品がまとまって出土したことである。そのうち 2 点には火鉢屋の屋

号の刻印があった。火鉢屋の商品であり、断面隅丸方形で、被熱している。火に関わる道具であるこ

とは確かであろうが、今回はその用途を確定できていない。引き続き検討が必要である。

　以上、新町遊郭で初めての発掘調査は、その形成に関する新たな知見を得ることになったが、一方

では、さらなる課題を提起することになった。周辺での発掘調査の進展が望まれる。

引用・参考文献

塚田孝2006、「17世紀・大坂における傾城町」：『近世大坂の都市社会』　吉川弘文館、pp.157－182

吉元加奈美2017、「大坂の傾城町：新町」：『市大日本史』第20号　大阪市立大学日本史学会、pp.119－134
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第 3 層上面全景
（南西から）

東壁地層断面
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（棒状土製品出土状態）
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西区靭本町一丁目51・52－ 7 ・53における建設工事に伴う

靭本町 1 丁目所在遺跡発掘調査（UT18－ 1 ）報告書
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調 査 個 所 	 大阪市西区靭本町 1 丁目51・52－ 7 ・53

調 査 面 積 	 90㎡

調 査 期 間 	 平成30年12月 5 日～平成30年12月20日

調 査 主 体 	 一般財団法人　大阪市文化財協会

調査担当者	 調査課長　高橋	工、趙	哲済
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1 ）調査に至る経緯と経過
　調査地は中世～近世の集落遺跡である靭本町 1 丁目所在遺跡に位置する。これまで西横堀川（現阪

神高速大阪池田線）の西側で実施された当該期の調査は多くないが、当該地の南方約230mで行われた

UT08－ 1 次調査地［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2010］では、大坂冬ノ陣で焼失した豊臣後

期末の礎石建物や土壙が検出されていた（図 1 ）。

　当該地における建設計画に伴い、2018年 9 月 4 日に大阪市教育委員会が試掘調査を行ったところ、

地表下約1.5mの深さで本格的な発掘調査を必要とする近世以前の遺構面および遺物包含層が検出され

た。そこで、地層の年代や遺構・遺物の分布状況など、この地域の歴史的変遷の基礎資料を得ること

を目的に、本調査を実施することになった。

　調査は既に建設予定の建物柱基礎と地下水位を下げるための揚水井、および固定クレーンが設置さ

れた状況の中、東西15m×南北 6 mの範囲で実施する予定であった。しかし、重機の旋回スペースや

残土置き場を確保するために東西13m弱×南北 7 mに変更して実施することになった（図 2 ）。

　12月 5 日に実働12日間の予定で調査を開始した。地表下1.5mまでの残土は重機掘削時に場外搬出

した。その後は人力により掘り下げ、17世紀後葉～18世紀初頭の遺構と遺物を記録し、さらに2.5～

3 m程度まで掘り進めていくことにした。しかし、現代の攪乱深度が地表下 2 m前後まで及んでいた

ことや、建設建物の基礎周囲のベントナイトが調査範囲に浸透して固化していたため重機掘削に手こ

ずり、2 日間を要せざるを得なかった。また、固化攪乱により遺構の層準判定もし辛くなった。さらに、

作業員が不足し、場内での残土置場の面積も十分ではなかった。

　このような障害により、円滑な調査は実施できなかった。そのため、 8 日目午後、揚水井のある東
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側は、地表下 2 m付近の17世紀後葉の遺構面

の記録を終えた段階で調査の継続を断念して

残土置き場とし、西側のみを重機掘削を併用

して下位層を探ることにした。

　西側調査区では、地層断面で17世紀中葉の

徳川期の土壙や17世紀初期以前の豊臣期の遺

物包含層を確認し、可能な範囲で平面調査を

実施した。地表下 3 mを超える深さに分布し、

遺跡の立地を示す基盤の河川成層については、

最終日の12月20日に重機により深掘りを実施

し、堆積情報を集めて調査を終了した。

　本報告書で用いた基準点は、都市再生街区基本調査成果に基づく大阪市街区三角点1A001と1510A

の世界測地系座標を用いて計測した。また、方位は世界測地系に基づく座標北を基準とした。標高は

T.P.値（東京湾平均海面値）でTP±〇mと記した。

　遺物の観察と記述は、主として学芸員の小田木富慈美が担当した。

2 ）調査の結果
　ⅰ）層序

　調査地は難波砂州の浜堤列 3［趙・中条2017］の海側に位置し、大阪海岸低地のほぼ平坦地にあり、

南前面道路の標高はTP+1.2～1.4mで西横堀川側が少し高く、かつ、北に向けても緩やかに高くなる。

　調査地の地層は、レンガ、コンクリートブロック、ベントナイト注入による固化攪乱などを含む現

代の攪乱層（第 0 層）の下位を10層に区分した。第 1 層から第 4 層は四周壁面で、第 5 層から下位は西

側の深掘り区で詳しく観察し、各層を適宜細分した。なお、各層厚は 5 ㎝刻みの概数である（図 3 ～ 6 ）。

　第 1 層は褐色（10YR4/4）～オリーブ褐色（2.5Y4/6）・暗褐色（10YR3/4）などの褐色系を基色とす

る粘土偽礫や礫混り砂質シルトなどが混在する整地層と盛土層の互層である。攪乱を免れて東壁側と

西壁側に残存する本層の最大層厚は80㎝あり、地表下0.5m前後に浅く分布する。下半部に包含され

る陶磁器や基底の遺構出土陶磁器から、18世紀初頭以降と推定され、上半部には漆喰偽礫が含まれる

ことから18世紀後半以降と推測される。下半部の中位に挟まれる層厚10㎝の焼土客土層は、1724（享

保 9 ）年に現在の大阪市西区で発生し、延焼により大坂中を焼き尽くした妙知焼け直後の火事場片付

けによる整地層の可能性がある。

　第 2 層は調査地西半部では暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）の細礫質粗粒～細粒砂の客土からなり、層厚

は50㎝である。調査地東半部では砂は尖滅し、灰オリーブ色（5Y4/2）細礫質砂質シルト（層厚30㎝）

の客土に移り変わる。

　第 3 層は調査地東部では炭を多量に含む暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）砂質泥の作土層である。第3a・

3b・3c層の 3 枚に区分でき、各層15～20㎝で、全層厚は50㎝ある。上面には微妙な帯状の起伏があ
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図 3 　地層と遺構の関係図

－360－



第
1層

第
2層

第
2層

第
8層

第
5層

第
4層

第
8層

S
E
07

第
3層

第
6層
下
部

第
7層

第
6層
上
部

極
粗
粒
～
粗
粒
砂

礫
質
極
粗
粒
砂

植
物
片
多
含
砂
質
シ
ル
ト

砂
質
粘
土

円
～
亜
円
・
中
礫

極
細
粒
砂

第
3層

S
A
08
a

S
A
08
a

41
42
43

45 46
47

48

49

50
51

52 53
53

54
55

56

57
58

59
60

61
62

1
1

2

3
4

5
6

7
7

8

9
10

11 12
13

14

15

16

17

18
19

20

21

22
23

24
25

26
27

28 29 30
31

32 33

1
：

に
ぶ

い
黄

褐
色（

10
Y
R4

/3
）シ

ル
ト

質
砂

、
　

　
シ

ル
ト

質
砂

偽
礫（

客
土

）、
炭

混
り

シ
ル

ト
質

砂
の

細
か

い
偽

礫
2
：

黄
褐

色（
2.5

Y
5/

6）
中

粒
砂

3
：

暗
灰

黄
色（

2.5
Y
4/

2）
シ

ル
ト

質
砂

4
：

に
ぶ

い
黄

橙
色（

10
Y
R6

/4
）細

礫
質

粗
粒

砂（
客

土
）

5
：

褐
色（

10
Y
R4

/4
）貝

殻
多

く
含

む
砂

質
泥

6
：

暗
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

.Y
3/

3）
炭

多
く

含
む

砂
質

泥
7
：

黒
褐

色（
10

Y
R2

/2
）腐

植
質

シ
ル

ト
8
：

黒
色（

10
Y
R2

/1
）炭

多
く

含
む

砂
質

泥
9
：

黄
褐

色（
2.5

Y
5/

6）
炭

多
く

含
む

砂
質

泥
10

：
暗

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
3/

3）
炭

多
く

含
む

砂
質

泥
11

：
暗

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

4/
3）

泥
偽

礫（
客

土
）

12
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色（

5Y
4/

2）
砂

質
シ

ル
ト

、粗
粒

～
中

粒
砂

13
：

黄
褐

色（
2.5

Y
5/

3）
中

粒
砂

＆
粘

土
偽

礫（
客

土
）

14
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色（

5Y
5/

2）
炭

含
む

シ
ル

ト
偽

礫
15

：
暗

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

4/
3）

シ
ル

ト
偽

礫（
客

土
）

16
：

暗
褐

色（
10

Y
R3

/3
）砂

質
シ

ル
ト（

客
土

）
17

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

4/
2）

粗
粒

砂
＆

シ
ル

ト
偽

礫（
客

土
；
SE

07
裏

込
め

）
18

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

4/
2）

砂
質

シ
ル

ト（
客

土
）

19
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色（

5Y
4/

2）
砂

質
シ

ル
ト（

客
土

）
20

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

4/
2）

暗
褐

色
粘

土
21

：
灰

色（
5Y

4/
1）

材
22

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

3）
粘

土
偽

礫
23

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

5/
3）

粗
粒

砂
24

：
黒

色（
10

Y
2/

1）
細

粒
砂

質
炭

25
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色（

5Y
5/

3）
シ

ル
ト

質
細

粒
砂

偽
礫

26
：

黒
褐

色（
2.5

Y
3/

2）
砂

質
シ

ル
ト（

客
土

）
27

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

3）
シ

ル
ト

質
砂

偽
礫

28
：

暗
灰

黄
色（

2.5
Y
4/

2）
砂

質
シ

ル
ト（

客
土

）
29

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

3）
シ

ル
ト

質
偽

礫
30

：
黄

褐
色（

2.5
Y
5/

3）
細

粒
砂

質
シ

ル
ト（

客
土

）
31

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

4/
2）

シ
ル

ト
質

砂
32

：
暗

灰
黄

色（
2.5

Y
4/

2）
極

粗
粒

～
粗

粒
砂（

客
土

）
33

：
灰

色（
10

Y
4/

1）
シ

ル
ト

質
粗

粒
砂

41
：

浅
黄

色（
2.5

Y
7/

3）
細

礫
質

粗
粒

砂
質

シ
ル

ト
42

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

4/
2）

粗
粒

～
中

粒
砂

～
上

方
細

粒
化

シ
ル

ト
質

砂
43

：
オ

リ
ー

ブ
色（

5Y
5/

4）
砂

質
シ

ル
ト

45
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色（

5Y
5/

3）
偽

礫（
客

土
）

46
：

灰
色（

5Y
4/

1）
粗

粒
砂（

上
方

細
粒

化
）

47
：

黄
褐

色（
2.5

Y
5/

4）
細

粒
砂（

客
土

）
48

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

3）
粗

粒
～

中
粒

砂
、上

方
細

粒
化

シ
ル

ト
質

砂
49

：
黄

褐
色（

2.5
Y
5/

2）
粗

粒
～

中
粒

砂
、上

方
細

粒
化

シ
ル

ト
質

砂
50

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

5/
2）

砂
質

シ
ル

ト
51

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

4/
2）

砂
52

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

6）
細

粒
砂

質
シ

ル
ト

偽
礫

53
：

暗
灰

黄
色（

2.5
Y
4/

2）
炭

多
く

含
む

シ
ル

ト
質

砂
54

：
黄

褐
色（

2.5
Y
5/

3）
シ

ル
ト

質
砂

偽
礫
・
粘

土
偽

礫
55

：
暗

灰
黄

色（
2.5

Y
5/

2）
炭

多
く

含
む

シ
ル

ト
質

砂
、砂

質
56

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

4）
砂

質
シ

ル
ト

偽
礫

57
：

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
4/

3）
粗

粒
砂（

客
土

）
58

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

4）
砂

質
シ

ル
ト

～
シ

ル
ト

質
砂

、偽
礫（

客
土

）
59

：
暗

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
3/

3）
極

粗
粒

～
粗

粒
砂（

客
土

）、
細

粒
砂

偽
礫

、シ
ル

ト
質

砂
偽

礫
60

：
暗

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
3/

3）
シ

ル
ト

質
粗

粒
砂

61
：

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
4/

4）
極

粗
粒

～
細

粒
砂

含
む

泥
偽

礫（
客

土
）

62
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色（

5Y
4/

2）
粗

粒
砂

、シ
ル

ト
偽

礫
混

在（
客

土
）

±
0.0
m

－
1.0
m

－
2.0
m

－
3.0
m

TP
＋
1.0
m

０
２
ｍ

１：
50

W
E

：
断
面
図
の
位
置

：
断
面
図
の
位
置

GN

図
4
　

南
壁

地
層

断
面

図

－361－



第
3層

第
5層

第
5層

第
4層

第
4層

第
6層

第
7層

第
8層

第
2層

第
2層

第
2層

第
2層

第
1層

第
1層

第
3層

S
K
19
d

S
K
19
d
S
K
19
b

S
K
19
b

S
E
22

S
E
22

シ
ル
ト
質
中
粒
砂

シ
ル
ト
質
中
粒
砂

細
礫
質
極
粗
粒
～
細
粒
砂

細
礫
質
極
粗
粒
～
細
粒
砂

細
礫
質
極
粗
粒
砂
、中
粒
砂
～
極
細
粒
砂

細
礫
質
極
粗
粒
砂
、中
粒
砂
～
極
細
粒
砂

粗
粒
砂
＝
偽
礫

粗
粒
砂
＝
偽
礫

粗
粒
砂
＆
偽
礫

粗
粒
砂
＆
偽
礫

粗
粒
砂

粗
粒
砂
シ
ル
ト
質
粘
土
偽
礫

シ
ル
ト
質
粘
土
偽
礫

砂
質
粘
土

砂
質
粘
土

粗
粒
～
細
粒
砂
シ
ル
ト

上
部
や
や
シ
ル
ト
質
の

暗
褐
色
粘
土
偽
礫
含
む
攪
乱
ゾ
ー
ン

粗
粒
～
細
粒
砂
シ
ル
ト

上
部
や
や
シ
ル
ト
質
の

暗
褐
色
粘
土
偽
礫
含
む
攪
乱
ゾ
ー
ン

試
掘
孔

試
掘
孔

S
K
19
c

S
K
19
c

S
K
19
a

S
K
19
a

51
52

53
54

55

56
57

58

59
60

61
62

63

64

65

66

67
68

69 70

1’
2’

3

1
2

2

4

5
6

7 8

9

10
11

13
14

15
16

17

18
19

20
21

22

23

24

25 26

27
28

29 30
31

32

33
34

35

36

37

38

39

40
41

31
：

明
黄

褐
色（

10
Y
R6

/6
）粗

粒
砂（

客
土

）
32

：
に

ぶ
い

黄
色（

2.5
Y
6/

3）
シ

ル
ト

～
砂

質
シ

ル
ト（

客
土

）
33

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

3）
シ

ル
ト

～
砂

質
シ

ル
ト（

客
土

）
34

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

3）
細

粒
砂

質
泥

35
：

黄
灰

色
or

暗
灰

黄
色（

2.5
Y
4/

1.5
）シ

ル
ト

偽
礫

、中
粒

砂
、シ

ル
ト

36
：

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
4/

3）
シ

ル
ト

偽
礫

、中
粒

砂
、シ

ル
ト

37
：

暗
灰

黄
色（

2.5
Y
4/

2）
極

粗
粒

砂
38

：
灰

色
or

灰
オ

リ
ー

ブ
色（

7.5
Y
4/

1.5
）有

機
質

粘
土

偽
礫

～
砂

質
泥

39
：

黒
褐

色
or

暗
オ

リ
ー

ブ
色（

2.5
Y
3/

2.5
）シ

ル
ト

～
砂

質
シ

ル
ト（

客
土

）
40

：
暗

オ
リ

ー
ブ

色（
5Y

4/
3）

粘
土

偽
礫

、シ
ル

ト
質

細
粒

砂（
客

土
）

41
：

灰
色（

5Y
4/

1）
シ

ル
ト

質
砂

、砂
質

シ
ル

ト
～

泥（
客

土
）

51
：

褐
色（

10
Y
R4

/4
）シ

ル
ト

質
中

粒
砂

偽
礫（

客
土

）
52

：
灰

黄
褐

色（
10

Y
R4

/2
）シ

ル
ト

質
砂

53
：

に
ぶ

い
黄

褐
色（

10
Y
R4

/3
）

　
　

炭
少

量
含

む
シ

ル
ト

質
粗

粒
～

中
粒

砂
＆

砂（
客

土
）

54
：

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
4/

3.5
）炭

多
く

含
む

砂
質

シ
ル

ト（
客

土
）

55
：

暗
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
3/

3）
炭

多
く

含
む

砂
質

シ
ル

ト（
客

土
）

56
：

黄
褐

色（
2.5

Y
5/

3）
シ

ル
ト

質
中

粒
砂

57
：

黄
褐

色（
10

Y
R5

/6
）シ

ル
ト

質
粗

粒
～

細
粒

砂
～

砂
質

シ
ル

ト
58

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

3）
シ

ル
ト

質
粗

粒
～

細
粒

砂
～

砂
質

シ
ル

ト
59

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

4）
粗

粒
～

細
粒

砂
60

：
に

ぶ
い

黄
色

or
明

黄
褐

色（
2.5

Y
6/

5）
粗

粒
～

細
粒

砂
61

：
に

ぶ
い

黄
褐

色（
10

Y
R4

/3
）炭

多
く

含
む

砂
質

シ
ル

ト（
客

土
）

62
：

暗
灰

黄
色（

2.5
Y
4/

2）
シ

ル
ト

質
細

粒
砂

63
：

黄
褐

色（
2.5

Y
5/

4）
中

粒
砂

64
：

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
4/

4）
杭

跡
65

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

4）
シ

ル
ト

質
中

粒
砂

偽
礫（

客
土

）
66

：
黄

褐
色（

2.5
Y
5/

4）
細

礫
質

極
粗

粒
～

細
粒

砂（
客

土
）

67
：

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
4/

3）
細

粒
～

中
粒

砂
偽

礫（
客

土
）

68
：

に
ぶ

い
黄

褐
色（

10
Y
R4

/3
）炭

69
：

に
ぶ

い
黄

褐
色（

10
Y
R4

.5/
3）

砂
質

シ
ル

ト
70

：
黄

褐
色

or
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4.5

/3
）砂

質
シ

ル
ト

偽
礫

、粗
粒

砂（
客

土
）

炭
含

む
砂

質
シ

ル
ト

～
シ

ル
ト

質
砂

砂
質

泥

細
粒

砂
質

シ
ル

ト
偽

礫
＆

粗
粒

～
中

粒
砂

、シ
ル

ト
質

砂
、

シ
ル

ト
質

粗
粒

砂（
客

土
）

炭
含

む
砂

質
シ

ル
ト

～
シ

ル
ト

質
砂

1
：

黄
褐

色（
2.5

Y
5/

4）
中

粒
～

細
粒

砂
主

体（
客

土
）、

　
　

極
細

粒
砂

偽
礫（

客
土

）を
薄

層
状

に
挟

む
2
：

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
4/

3）
砂

質
シ

ル
ト

、シ
ル

ト
質

砂（
客

土
）

1’
：

に
ぶ

い
黄

褐
色（

10
Y
R4

/3
）砂

質
シ

ル
ト（

客
土

）
2’
：

浅
黄

橙
色（

10
Y
R8

/4
）シ

ル
ト

質
砂

偽
礫

3
：

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
4/

6）
粗

粒
～

細
粒

砂
偽

礫（
客

土
）

4
：

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
4/

3）
焼

土（
客

土
）

5
：

に
ぶ

い
黄

褐
色（

10
Y
R4

/3
）

6
：

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
4/

4）
7
：

に
ぶ

い
黄

褐
色（

10
Y
R5

/4
）

8
：

黄
褐

色（
2.5

Y
5/

3）
9
：

黄
褐

色（
2.5

Y
5/

4）
10

：
に

ぶ
い

黄
褐

色（
10

Y
R4

/3
）

11
：

褐
色（

10
Y
R4

/6
）

13
：

黄
褐

色（
2.5

Y
5/

6）
細

礫
質

極
粗

粒
砂

～
細

粒
砂（

客
土

）
14

：
暗

褐
色（

10
Y
R3

/4
）

15
：

褐
色（

10
Y
R4

/4
）

16
：

に
ぶ

い
黄

褐
色

or
褐

色（
10

Y
R4

.5/
4）

17
：

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
4/

6）
18

：
褐

色（
10

Y
R4

/4
）

19
：

に
ぶ

い
黄

橙
色（

10
Y
R6

/4
）

20
：

に
ぶ

い
黄

褐
色

or
褐

色（
10

Y
R4

.5/
4）

21
：

黄
褐

色（
2.5

Y
5/

4）
細

礫
質

極
粗

粒
～

細
粒

砂（
客

土
）

22
：

オ
リ

ー
ブ

褐
色（

2.5
Y
4/

3）
細

粒
～

中
粒

砂
質

泥
23

：
褐

色（
10

Y
R4

/4
）中

粒
～

細
粒

砂
偽

礫（
客

土
）

24
：

暗
褐

色
or

黒
褐

色（
10

Y
R2

.5/
3）

細
粒

中
礫

～
細

礫
25

：
に

ぶ
い

黄
色（

2.5
Y
6/

4）
細

粒
中

礫
～

細
礫

26
：

黒
褐

色（
2.5

Y
3/

1.5
）腐

植
質

シ
ル

ト
質

砂
27

：
に

ぶ
い

黄
褐

色（
10

Y
R4

/3
）

28
：

に
ぶ

い
黄

褐
色（

10
Y
R5

/4
）

29
：

に
ぶ

い
黄

褐
色（

10
Y
R4

.5/
3）

砂
質

シ
ル

ト
30

：
オ

リ
ー

ブ
褐

色（
2.5

Y
4/

4）
炭

質
砂

質
シ

ル
ト細
粒

砂
質

シ
ル

ト
偽

礫
＆

粗
粒

～
中

粒
砂

、シ
ル

ト
質

砂
、

シ
ル

ト
質

粗
粒

砂（
客

土
）

±
0.0
m

－
1.0
m

－
2.0
m

－
3.0
m

TP
＋
1.0
m

０
２
ｍ

１：
50

E
W

：
断
面
図
の
位
置

：
断
面
図
の
位
置

GN

図
5
　

北
壁

地
層

断
面

図

－362－



り、畠の畝・畝間の名残とみられる。また、上から 2 枚目の作土層（第3b層）上限には黒褐色（10YR2/2）

の腐植質シルトがレンズ状分布する。これは 2 枚目畠の畝間を埋めた草本作物の焼却物かと思われる。

西部では第3b・3c層の攪拌は貧弱で砂や砂質泥の客土相に移化して層厚が増し、第3a層上面は東部に

比べて40㎝高くなる。その地形変換線を図11に示す。第3b層からウリ科の種子が出土した。

　第 4 層はにぶい黄色（2.5Y6/3）で一部シルト質の粗粒～中粒砂主体の客土層であり、西部では層厚

25㎝前後で連続し、東部では第 3 層と第 5 層に挟まれて層厚10㎝以下で断続的に分布する。

　第 5 層は褐色（10YR4/4）の砂質シルト偽礫やオリーブ褐色・黄褐色（2.5Y4/4～5/4）の粗粒砂と泥

偽礫が混在する客土層である。層厚は最大で70㎝ある。主として西部に分布し、東部ではトレンチ底

で上限付近を確認したのみである。

　第 6 層は焼土偽礫が特徴的な客土層である。上部が坩堝やスラグほか、鋳造関係の遺物や焼土偽礫

を含むシルト質砂、砂質シルト、粘土などからなる暗灰黄色（2.5Y5/2）の客土層であり、層厚は 5 ～

40㎝、下部が灰褐色（7.5YR4/2）焼土偽礫の客土層で層厚は 5 ～15㎝である。後述するように、第 6

層は出土した陶磁器の年代から17世紀前～中葉に近隣に存在した鋳造施設から搬入された客土層とみ

られる。

　第 7 層は下位層上面の斜面に堆積した炭の混じる客土層で、粗粒砂、シルト質砂、粗粒砂と砂質シ

ルト・シルト偽礫などの客土からなる。層厚は10～110㎝である。南壁の一部には、中位に 6 枚のシ

ルト質砂偽礫客土薄層や細粒砂質シルト客土薄層などからなる全層厚30㎝の整地層を挟む。また、深

掘り区東壁中位の細礫質砂質シルトは暗色を帯びる。

　第 8 層はオリーブ褐色～黄灰色（2.5Y4/4－4/1）のシルト質粗粒砂～砂質泥の客土層である。基盤

層上面の侵食斜面を西から東に傾斜して堆積し、層厚は 5 ～20㎝である。

　第 9 層は灰色（5Y4/1）を基色とし、下部の細礫質極粗粒～細粒砂からなる河川成砂礫層、層厚50㎝

と、上部の同質の客土層、層厚25㎝からなる。下部の平行ラミナは不規則に波打つように変形している。

　第10層は上部が植物片を多く含む黒褐色砂質シルト層で層厚 5 ～15㎝あり、下部はトラフ型斜交葉

理が顕著な細礫質極粗粒砂～極細粒砂からなる河川成砂礫層であり、層厚は40㎝以上あり、下限は未

確認である。下部の各トラフ型斜交層理からみた古流向は北から南が優勢で、東から西も認められる。

斜交層理は正級化成層する。

　ⅱ）遺構と遺物

　 a ．豊臣期以前の遺物（図 7 ）

　第 8 層をはじめ、各層からは古代～豊臣期の遺物が出土しており、ここでまとめて記述する。第 8

層からは 1・ 2・ 6～ 9をはじめとする土師器・須恵器・緑釉陶器・瓦器が出土した。 1は須恵器杯B

で、底部にはヘラ記号を有する。 2は須恵器壺の底部で、底部外面は糸切りを施す。 6は瓦器（椀）で

ある。 7～ 9は土師器皿である。 7の体部外面にはユビオサエ痕跡が顕著である。 8は口縁部内外面

に煤が付着しており、灯明皿として使用している。 9は口縁端部を軽くつまんで仕上げており、体部

外面にはユビオサエ痕跡が残る。 3は第 6 層上面から出土した淡路・播磨系の製塩土器である。 4は

第 3 ～ 6 層から出土した土師器皿で、内面にはハケメ調整がある。 5は第 5 層から出土した平瓦で、
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1 ：暗オリーブ色（5Y4/3）粗粒砂（客土）
2 ：灰黄褐色（10YR4/2）砂質シルト（客土）
3 ：にぶい黄褐色（10YR5/3）砂質シルト偽礫（客土）
4 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）砂質シルト（客土）
5 ：黒褐色（2.5Y3/1）SE25の材
6 ：黒褐色（2.5Y3/1）砂質泥
7 ：黒褐色（2.5Y3/1）粗粒砂
8 ：灰色（7.5Y4/1）砂質シルト偽礫
9 ：黒褐色（2.5Y3/1）砂質泥
10：灰色（10Y4/1）粘土
11：黒褐色（2.5Y3/1）粘土

12：黒色（10YR2/1）砂質泥
13：黒色（10YR3/1）粘土
14：黒色（10YR3/1）砂質シルト
15：黒色（10YR3/1）粘土
16：黒褐色（2.5Y3/1）泥偽礫
17：灰色（5Y4/1）砂質泥
18：灰色（5Y4/1）粘土
19：オリーブ黒色（5Y3/1）粘土
20：灰色（7.5Y4/1）中粒～細粒砂
21：黄褐色（2.5Y5/4）砂質泥偽礫
22：灰オリーブ（5Y4/2）砂質泥偽礫

23：黄褐色（2.5Y5/3）シルト質砂偽礫
24：にぶい黄色（2.5Y6/3）粘土偽礫砂質シルト偽礫混在
25：暗灰黄色（2.5Y4/2）砂質シルト
26：灰黄褐色（10YR4/2）シルト質砂
27：暗褐色（10YR3/3）炭多く含むシルト質砂
28：にぶい黄色（2.5Y6/3）砂質泥偽礫
29：黒褐色（10YR3/2）シルト質砂
30：オリーブ黒色（5Y2/1）泥偽礫
31：灰オリーブ色（5Y4/2）砂質シルト（客土）
32：黒色（2.5Y2/1）シルト質砂
33：黒褐色（2.5Y3/2）砂質シルト（客土）～粘土
34：にぶい黄褐色（2.5Y4/3）炭含む砂質シルト
35：灰オリーブ色（5Y5/3）粘土偽礫
36：黄褐色（2.5Y5/4）粗粒砂
37：黄褐色（2.5Y5/4）粗粒砂
38：暗灰黄色（2.5Y4/2）粘土
39：暗灰黄色（2.5Y5/2）粘土
40：暗灰黄色（2.5Y5/2）粘土
41：黄褐色（2.5Y5/4）粗粒砂
42：暗灰黄色（2.5Y4/2）炭多く含むシルト質砂
43：暗灰黄色（2.5Y4/2）
44：黄灰色（2.5Y4/1）
45：灰黄褐色（10YR4/2）
46：黒褐色（10YR1.7/1）
47：灰黄褐色（10YR4/2）
48：オリーブ灰色（10Y5/2）
49：黒色（10Y1.7/1）
50：黄灰色（2.5Y5/1）中粒砂
51：黄灰色（2.5Y4/1）礫・砂質シルト
52：黄灰色（2.5Y5/1）中粒～細粒砂
53：黄灰色（2.5Y4/1）
　　砂質泥偽礫＆細礫質極粗粒～中粒砂
54：黄灰色（2.5Y4/1）砂質シルト
55：暗オリーブ灰色（2.5GY4/1）
56：暗灰黄色（2.5GY5/2）
57：灰色（5Y4/1）粘土
58：灰色（5Y4/1）細礫質極粗粒～細粒砂（上方細粒化）
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1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）細粒中礫～細礫シルト質砂（客土）
2 ：黄灰色（2.5Y4/1）シルト質砂
3 ：褐色（10YR4/4）シルト質砂偽礫（客土）
4 ：褐灰色（10YR4/1）シルト質砂（整地層）
5 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）炭、礫、砂、シルト
6 ：オリーブ褐色（2.5Y4/6）礫・砂質シルト
7 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）細粒中礫～細礫、シルト質砂（客土）
8 ：黄灰色（2.5Y4/1）杭痕
9 ：灰黄褐色（10YR4/2）焼土（客土）
10：黄灰色（2.5Y4/1）穴
11：褐色（10YR4/4）砂質シルト偽礫（客土）
12：黄灰色（2.5Y4/1）砂質シルト偽礫（客土）
13：オリーブ褐色（2.5Y4/3）
14：黒褐色（2.5Y3/2）
15：にぶい黄褐色（10YR4/3）
16：にぶい黄褐色（10YR4/3）
17：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
18：にぶい黄橙色（10YR7/4）シジミ貝殻多く含む、中粒～細粒中礫≫粗粒砂
19：オリーブ褐色（2.5Y4/3）砂質シルト
20：オリーブ褐色（2.5Y4/3）砂質シルト
21：にぶい黄色（2.5Y6/4）
22：褐色（10YR4/4）
23：にぶい黄橙色（10YR6/3）

24：褐色（10YR4/4）炭少ない中粒砂質シルト（作土層）
25：にぶい黄橙色（10YR6/3）中粒砂
26：黒褐色（10YR3/2）砂質シルト、シルト質砂
27：黄褐色（10YR5/6）粘土偽礫
28：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質砂偽礫（客土）
29：黄褐色（10YR5/6）砂質シルト偽礫、
　　シルト質砂細粒偽礫、中礫～細礫からなる整地層
30：灰黄褐色（10YR4/2）
31：灰黄褐色（10YR4/2）
32：褐色（10YR4/4）粘土偽礫、粗粒砂、細礫～細粒中礫質シルト質砂
33：オリーブ褐色（2.5Y4/6）シルト偽礫含む粗粒～細粒砂
34：にぶい黄色（2.5Y6/4）細礫質粗粒～細粒砂（客土）
35：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）
36：灰オリーブ色（5Y4/2）
37：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）
38：暗褐色（10YR3/3）（漆喰）
39：灰黄褐色（10YR4/2）砂質シルト偽礫（客土）、瓦を多く含む
40：暗褐色（10YR3/3）砂質シルト偽礫（客土）瓦を多く含む
41：オリーブ褐色（2.5Y4/4）シルト質粗粒砂
42：にぶい黄褐色（10YR4/3）細礫質シルト～シルト質砂（客土）、（SE01埋土）
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1 ：灰黄褐色（10YR4/2）焼土・炭含むシルト質砂（客土）
2 ：黄褐色（2.5Y5/3）砂質シルト偽礫
3 ：灰黄色（2.5Y6/2）砂質シルト偽礫
4 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）砂質シルト
5 ：灰オリーブ色（5Y4/2）焼土・炭含むシルト質砂（客土）
6 ：にぶい黄褐色（10YR5/3）砂質シルト偽礫
7 ：黄褐色（2.5Y5/4）シルト質砂～砂質シルト（客土）
8 ：にぶい黄橙色（10YR7/4）細粒砂質泥偽礫（客土）、
　　中礫～細礫、極粗粒～中粒砂の基質
9 ：灰黄褐色（10YR4/2）炭少量含むシルト質砂・シルト偽礫
10：にぶい黄色（2.5Y6/3）泥偽礫含む極粗粒～細粒砂（客土）
11：灰褐色（7.5YR4/2）焼土（客土）
12：黄褐色（2.5Y5/3）細粒中礫～細礫質粗粒～細粒砂＆シルト質砂偽礫（客土）
13：オリーブ褐色（2.5Y4/4）砂質シルト偽礫
14：オリーブ褐色（2.5Y4/6）シルト質砂偽礫（客土）
15：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）炭混り砂質シルト偽礫（客土）
16：オリーブ褐色（2.5Y4/3）泥偽礫、砂質シルト偽礫、粗粒砂偽礫
17：暗褐色（10YR3/4）粗粒砂偽礫
18：黄褐色（2.5Y5/4）砂質泥偽礫＞中粒～粗粒砂、貝殻含む
19：にぶい黄褐色（10YR5/3）中粒～細粒砂
20：黄灰色（2.5Y4/1）砂質シルト（客土）
21：にぶい黄橙色（10YR6/3）砂質シルト（客土）
22：暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト質砂

23：褐色（10YR4/4）砂質シルト（客土）
24：にぶい黄色（2.5Y6/3）粗粒～中粒砂主体砂（客土）
25：褐色（10YR4/4）砂質シルト偽礫（客土）
26：オリーブ褐色（2.5Y4/4）～黄褐色（2.5Y5/4）粗粒～中粒砂、粘土偽礫（客土）
27：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）粗粒～中粒砂、粘土偽礫（客土）
28：暗灰黄色（2.5Y4/2）焼土・炭含むシルト質砂偽礫（客土）
29：暗褐色（10YR3/3）粗粒～中粒砂、粘土偽礫（客土）
30：褐色（10YR4/4）焼土・炭・砂質シルト偽礫などからなる（客土）（整地層）
31：暗褐色（10YR3/4）粗粒～細粒砂主体砂、シルト質砂偽礫、
　　炭・焼土、シルト質砂などからなる（客土）（整地層）
32：明赤褐色（5YR5/8）粗粒～細粒砂主体砂、シルト質砂偽礫、
　　炭・焼土、シルト質砂などからなる（客土）（整地層）
33：オリーブ褐色（2.5Y4/3）粗粒～細粒砂主体砂、シルト質砂偽礫、
　　炭・焼土、シルト質砂などからなる（客土）（整地層）
34：黄褐色（2.5Y5/6）粗粒～細粒砂主体砂、シルト質砂偽礫、
　　炭・焼土、シルト質砂などからなる（客土）（整地層）
35：暗オリーブ色（5Y4/4）シルト質砂（客土）
36：にぶい黄色（2.5Y6/3）シルト質砂偽礫、粗粒砂
37：黄褐色（10YR5/8）焼土・炭・砂質シルト偽礫などからなる（客土）（整地層）
38：にぶい黄色（2.5Y6/4）焼土・炭・砂質シルト偽礫などからなる（客土）（整地層）
39：オリーブ褐色（2.5Y4/3）焼土・炭・砂質シルト偽礫などからなる（客土）（整地層）
40：黄褐色（2.5Y5/4）粗粒～細粒砂主体砂、シルト質砂偽礫、
　　炭・焼土、シルト質砂などからなる（客土）（整地層）
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図 6 　南北地層断面図
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1 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）細粒中礫～細礫シルト質砂（客土）
2 ：黄灰色（2.5Y4/1）シルト質砂
3 ：褐色（10YR4/4）シルト質砂偽礫（客土）
4 ：褐灰色（10YR4/1）シルト質砂（整地層）
5 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）炭、礫、砂、シルト
6 ：オリーブ褐色（2.5Y4/6）礫・砂質シルト
7 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）細粒中礫～細礫、シルト質砂（客土）
8 ：黄灰色（2.5Y4/1）杭痕
9 ：灰黄褐色（10YR4/2）焼土（客土）
10：黄灰色（2.5Y4/1）穴
11：褐色（10YR4/4）砂質シルト偽礫（客土）
12：黄灰色（2.5Y4/1）砂質シルト偽礫（客土）
13：オリーブ褐色（2.5Y4/3）
14：黒褐色（2.5Y3/2）
15：にぶい黄褐色（10YR4/3）
16：にぶい黄褐色（10YR4/3）
17：オリーブ褐色（2.5Y4/4）
18：にぶい黄橙色（10YR7/4）シジミ貝殻多く含む、中粒～細粒中礫≫粗粒砂
19：オリーブ褐色（2.5Y4/3）砂質シルト
20：オリーブ褐色（2.5Y4/3）砂質シルト
21：にぶい黄色（2.5Y6/4）
22：褐色（10YR4/4）

SK19c埋土、炭多く含む砂質シルト、
上部10～15㎝は粗粒～中粒砂

細礫質粗粒～細粒砂、砂質シルト偽礫、
粗粒～中粒砂シルト質砂（客土）

砂質シルト偽礫、シルト質砂細粒偽礫、
中礫～細礫からなる整地層

23：にぶい黄橙色（10YR6/3）
　　細礫質粗粒～細粒砂、砂質シルト偽礫、粗粒～中粒砂シルト質砂（客土）
24：褐色（10YR4/4）炭少ない中粒砂質シルト（作土層）
25：にぶい黄橙色（10YR6/3）中粒砂
26：黒褐色（10YR3/2）砂質シルト、シルト質砂
27：黄褐色（10YR5/6）粘土偽礫
28：オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト質砂偽礫（客土）
29：黄褐色（10YR5/6）砂質シルト偽礫、
　　シルト質砂細粒偽礫、中礫～細礫からなる整地層
30：灰黄褐色（10YR4/2）
31：灰黄褐色（10YR4/2）
32：褐色（10YR4/4）粘土偽礫、粗粒砂、細礫～細粒中礫質シルト質砂
33：オリーブ褐色（2.5Y4/6）シルト偽礫含む粗粒～細粒砂
34：にぶい黄色（2.5Y6/4）細礫質粗粒～細粒砂（客土）
35：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）
36：灰オリーブ色（5Y4/2）
37：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）
38：暗褐色（10YR3/3）（漆喰）
39：灰黄褐色（10YR4/2）
40：暗褐色（10YR3/3）
41：オリーブ褐色（2.5Y4/4）シルト質粗粒砂
42：にぶい黄褐色（10YR4/3）細礫質シルト～シルト質砂（客土）、（SE01埋土）

炭多く含む細粒砂質泥、
中位が暗色化し 3 層に分けられる（作土層）

（24の同時異相）

炭質砂・泥・細礫質砂質シルト互層（整地層）

砂質シルト偽礫（客土）瓦を多く含む

東壁東壁

1 ：暗オリーブ色（5Y4/3）粗粒砂（客土）
2 ：灰黄褐色（10YR4/2）砂質シルト（客土）
3 ：にぶい黄褐色（10YR5/3）砂質シルト偽礫（客土）
4 ：暗灰黄色（2.5Y4/2）砂質シルト（客土）
5 ：黒褐色（2.5Y3/1）SE25の材
6 ：黒褐色（2.5Y3/1）砂質泥
7 ：黒褐色（2.5Y3/1）粗粒砂
8 ：灰色（7.5Y4/1）砂質シルト偽礫
9 ：黒褐色（2.5Y3/1）砂質泥
10：灰色（10Y4/1）粘土
11：黒褐色（2.5Y3/1）粘土
12：黒色（10YR2/1）砂質泥
13：黒褐色（10YR3/1）粘土
14：黒褐色（10YR3/1）砂質シルト
15：黒褐色（10YR3/1）粘土
16：黒褐色（2.5Y3/1）泥偽礫
17：灰色（5Y4/1）砂質泥
18：灰色（5Y4/1）粘土
19：オリーブ黒色（5Y3/1）粘土
20：灰色（7.5Y4/1）中粒～細粒砂
21：黄褐色（2.5Y5/4）砂質泥偽礫
22：灰オリーブ（5Y4/2）砂質泥偽礫
23：黄褐色（2.5Y5/3）シルト質砂偽礫
24：にぶい黄色（2.5Y6/3）粘土偽礫砂質シルト偽礫混在
25：暗灰黄色（2.5Y4/2）砂質シルト
26：灰黄褐色（10YR4/2）シルト質砂
27：暗褐色（10YR3/3）炭多く含むシルト質砂
28：にぶい黄色（2.5Y6/3）砂質泥偽礫
29：黒褐色（10YR3/2）シルト質砂

30：黒色（5Y2/1）泥偽礫
31：灰オリーブ色（5Y4/2）砂質シルト（客土）
32：黒色（2.5Y2/1）シルト質砂
33：黒褐色（2.5Y3/2）砂質シルト（客土）～粘土
34：オリーブ褐色（2.5Y4/3）炭含む砂質シルト
35：灰オリーブ色（5Y5/3）粘土偽礫
36：黄褐色（2.5Y5/4）粗粒砂
37：黄褐色（2.5Y5/4）粗粒砂
38：暗灰黄色（2.5Y4/2）粘土
39：暗灰黄色（2.5Y5/2）粘土
40：暗灰黄色（2.5Y5/2）粘土
41：黄褐色（2.5Y5/4）粗粒砂
42：暗灰黄色（2.5Y4/2）炭多く含むシルト質砂
43：暗灰黄色（2.5Y4/2）
44：黄灰色（2.5Y4/1）
45：灰黄褐色（10YR4/2）
46：黒色（10YR1.7/1）
47：灰黄褐色（10YR4/2）
48：オリーブ灰色（10Y5/2）
49：黒色（10YR1.7/1）
50：黄灰色（2.5Y5/1）中粒砂
51：黄灰色（2.5Y4/1）礫・砂質シルト
52：黄灰色（2.5Y5/1）中粒～細粒砂
53：黄灰色（2.5Y4/1）砂質泥偽礫＆細礫質極粗粒～中粒砂
54：黄灰色（2.5Y4/1）砂質シルト
55：暗オリーブ灰色（2.5GY4/1）
56：暗灰黄色（2.5Y5/2）
57：灰色（5Y4/1）粘土
58：灰色（5Y4/1）細礫質極粗粒～細粒砂（上方細粒化）

砂質泥～泥／炭多く含むシルト互層

砂質泥偽礫＆礫質極粗粒～中粒砂

南北畦南北畦

1 ：灰黄褐色（10YR4/2）焼土・炭含むシルト質砂（客土）
2 ：黄褐色（2.5Y5/3）砂質シルト偽礫
3 ：灰黄色（2.5Y6/2）砂質シルト偽礫
4 ：オリーブ褐色（2.5Y4/3）砂質シルト
5 ：灰オリーブ色（5Y4/2）焼土・炭含むシルト質砂（客土）
6 ：にぶい黄褐色（10YR5/3）砂質シルト偽礫
7 ：黄褐色（2.5Y5/4）シルト質砂～砂質シルト（客土）
8 ：にぶい黄橙色（10YR7/4）細粒砂質泥偽礫（客土）、
　　中礫～細礫、極粗粒～中粒砂の基質
9 ：灰黄褐色（10YR4/2）炭少量含むシルト質砂・シルト偽礫
10：にぶい黄色（2.5Y6/3）泥偽礫含む極粗粒～細粒砂（客土）
11：灰褐色（7.5YR4/2）焼土（客土）
12：黄褐色（2.5Y5/3）細粒中礫～細礫質粗粒～細粒砂＆シルト質砂偽礫（客土）
13：オリーブ褐色（2.5Y4/4）砂質シルト偽礫
14：オリーブ褐色（2.5Y4/6）シルト質砂偽礫（客土）
15：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）炭混り砂質シルト偽礫（客土）
16：オリーブ褐色（2.5Y4/3）泥偽礫、砂質シルト偽礫、粗粒砂偽礫
17：暗褐色（10YR3/4）粗粒砂偽礫
18：黄褐色（2.5Y5/4）砂質泥偽礫＞中粒～粗粒砂、貝殻含む
19：にぶい黄褐色（10YR5/3）中粒～細粒砂
20：黄灰色（2.5Y4/1）砂質シルト（客土）
21：にぶい黄橙色（10YR6/3）砂質シルト（客土）
22：暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト質砂

23：褐色（10YR4/4）砂質シルト（客土）
24：にぶい黄色（2.5Y6/3）粗粒～中粒砂主体砂（客土）
25：褐色（10YR4/4）砂質シルト偽礫（客土）
26：オリーブ褐色（2.5Y4/4）～黄褐色（2.5Y5/4）粗粒～中粒砂、粘土偽礫（客土）
27：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）粗粒～中粒砂、粘土偽礫（客土）
28：暗灰黄色（2.5Y4/2）焼土・炭含むシルト質砂偽礫（客土）
29：暗褐色（10YR3/3）粗粒～中粒砂、粘土偽礫（客土）
30：褐色（10YR4/4）焼土・炭・砂質シルト偽礫などからなる（客土）（整地層）
31：暗褐色（10YR3/4）粗粒～細粒砂主体砂、シルト質砂偽礫、
　　炭・焼土、シルト質砂などからなる（客土）（整地層）
32：明赤褐色（5YR5/8）粗粒～細粒砂主体砂、シルト質砂偽礫、
　　炭・焼土、シルト質砂などからなる（客土）（整地層）
33：オリーブ褐色（2.5Y4/3）粗粒～細粒砂主体砂、シルト質砂偽礫、
　　炭・焼土、シルト質砂などからなる（客土）（整地層）
34：黄褐色（2.5Y5/6）粗粒～細粒砂主体砂、シルト質砂偽礫、
　　炭・焼土、シルト質砂などからなる（客土）（整地層）
35：暗オリーブ色（5Y4/4）シルト質砂（客土）
36：にぶい黄色（2.5Y6/3）シルト質砂偽礫、粗粒砂
37：黄褐色（10YR5/8）焼土・炭・砂質シルト偽礫などからなる（客土）（整地層）
38：にぶい黄色（2.5Y6/4）焼土・炭・砂質シルト偽礫などからなる（客土）（整地層）
39：オリーブ褐色（2.5Y4/3）焼土・炭・砂質シルト偽礫などからなる（客土）（整地層）
40：黄褐色（2.5Y5/4）粗粒～細粒砂主体砂、シルト質砂偽礫、
　　炭・焼土、シルト質砂などからなる（客土）（整地層）

西壁西壁
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格子状タタキを施している。以上は 1・2・3・5が 8 ～ 9 世紀、 6が12世紀、 7が14～15世紀、 4・8・

9が16世紀から豊臣期に属するものであろう。なお、第 8 層出土遺物以外は、他所からの搬入した客

土に含まれる遺物であり、本遺跡に伴うものとは言えない。

　 b ．徳川期 1（17世紀前～中葉以前）の遺構と遺物

　（ 1 ）第 7 層上面の遺構とその遺物（図 6 ・ 8 ・10）

　SK24は調査地西部南西隅で検出した南北1.3m×東西0.9m以上、深さ0.5mの歪な方形土壙である。

埋土は細粒砂質泥偽礫混り中礫～細礫質極粗粒～中粒砂の客土である。中国産磁器・ベトナム産陶器・

肥前磁器・肥前陶器・瀬戸美濃陶器・丹波焼・土師器が出土した（図10）。32は中国産青花の芙蓉手皿で、

景徳鎮産である。33は肥前磁器の染付皿である。以上は17世紀前葉に属する。また、後述するベトナ
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図 8 　第 3 層上面～第 7 層上面の遺構平面図

図 7 　各層出土遺物（ 1 ）
第 8 層（ 1 ・ 2 ・ 6 ～ 9 ）、第 6 層（ 3 ）、第 5 層（ 5 ）、第 3 ～ 6 層（ 4 ）
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図 9 　各層出土遺物（ 2 ）
第 6 層上部（10～14・25・27・31）、第 4 層（28）、第 3 層（15～24）、第 3 ～ 6 層（26・29）、第 2 層（30）
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ム産長胴瓶14は、第 6 層出土遺物と接合したが、本遺構に伴う遺物である可能性が高い。

　（ 2 ）第 6 層出土遺物（図 9 ）

　図示した遺物はすべて第 6 層上部からの出土である。10は底部に糸切を施す土師器皿である。11

は砂目跡の見られる肥前陶器折縁皿、12は肥前陶器で内野山系の碗である。13は肥前磁器の染付皿で

ある。14はベトナム産長胴瓶で、SK24出土破片のほか第 4 層出土破片と接合した。以上は17世紀前

半に属する。

　この他に、本層および上位層からは鋳造や金属加工に関する遺物が多く出土している。これらは本

来、本層に伴うものと考えられることから上層で取り上げた資料を含めて以下で述べる。25は鋳造に

使用した甑炉の破片で、中甑に当たる。内面にはガラス質が付着する。26は金属を溶解するための小

型の坩堝である。27は鞴羽口で、甑炉内に差し込まれていた部分に当たる。外面にはガラス質の付着

が顕著である。28は鋳型の外型で、環状を呈する。29は鋳型焼成用の支脚である。30は鋳け込み用の

0 10 20㎝

1：4
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図10　SK24・25・27出土遺物
SK24（32・33）、SK25（34～36）、SK27（37～46）
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鋳型で、孔を有する鍋の耳部分に当たる。31は鉄製品で、釜の口縁部分と思われる。以上の遺物は、

17世紀前半において、近隣に鋳造や金属加工作業を行う施設が存在したことを示す資料である。

　（ 3 ）第 5 層上面の遺構とその遺物（図 4 ・ 6 ・ 8 ・10・12）

　SK25はSK27の上部構造であった可能性のある1.3m×1.0mの木組み遺構であり、板材の幅は 5 ～

15㎝と不揃いである。基底付近だけが残ったものであり、板材の最大幅は25㎝あるが、遺構の高さ

はわからない。遺物は木組みの中から出土した 3 点を図示した（図10）。34は肥前陶器の蓋で、小型の

壺などに使用されたものであろう。35は土師器の火入れで、外面には丁寧なヘラミガキを施し、巴文

の刻印を有する。36は備前焼の擂鉢である。

　SK27はSK25の下位とその南側に拡がる土壙であり、南北2.9m、東西1.8m以上（推定2.1m）で深さ

1.1mである。埋土は粘土や泥偽礫などの客土であり、板材や木片を多く含む。出土遺物は10点を図

示した（図10）。37・38は肥前磁器の染付碗である。37は寿字文を施し、「太明」銘を有する。38の外面

は鉄釉に長石で文様を施し、内面は染付で文様を描く。39は白磁の皿、40・41は染付の皿である。42

は砂目跡の残る肥前陶器の折縁皿である。43は瀬戸美濃焼の白天目碗である。44は土師器皿で、底部

を糸切り調整する。45は瓦質土器の火入れである。46は黒地に赤で紋様を描く漆椀である。以上は17

世紀前～中葉に属する。

　 c ．徳川期 2（17世紀後葉以降）

　（ 1 ）第 4 層上面の遺構（図 8 ・12）

　SK23は南北1.0ｍ、東西0.7ｍの角丸方形の土壙である。深さは0.2ｍある。

：地形変換線

SK19bSK19b

SK19dSK19d

SE07SE07

矢板矢板

SE07の下部検出状況SE07の下部検出状況

SK10bSK10b

SK13SK13

SK10aSK10a

SK19SK19

SK20SK20 SK17SK17

SK03SK03
SK09SK09

SK14SK14

SK15SK15

SK16SK16

SK04SK04

SK05SK05

SK11SK11
SK12SK12

SK18SK18

SA08aSA08a

SA08bSA08b

SK06SK06

SD21SD21

SK02SK02

SE01SE01

SK19cSK19c
SE22SE22 X－145,804X－145,804

－145,808－145,808

Y－46,050Y－46,050－46,054－46,054－46,058－46,058

０ ５ｍ

１：100

GN

図11　第 2 層上面および同層上位の遺構平面図
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　（ 2 ）第 3 層出土遺物（図 9 ）

　15は土師器の火入れである。外面には丁寧なヘラミガキを施し、底部内面中央には宝珠形の刻印を

有する。16は肥前陶器の水指である。17は瀬戸美濃焼陶器の灰釉を施す碗である。18～23は肥前磁器

の染付である。18は小杯で、内面に「太明成化年製」を記す。19・20は碗である。21は珍しい器形の皿

で、陶器質に近い焼成である。内面には草花文を施す。22は輪花の皿、23は鳥と波の文様を施す皿で

ある。24はベトナム産長胴瓶である。以上は17世紀中葉を中心とし、一部は後葉に属するものである。

　（ 3 ）第 3 層上面の遺構（図 6 ）

　SK26は第 3 層上面の土壙であり、1.6ｍ以上の径がある。深さは0.7ｍ以上で、中央南北壁でのみ確

認した。

　（ 4 ）第 2 層上面の遺構とその遺物（図11～13）

　SA08a・bは調査区南東側で検出した石垣か塀とみられる遺構である。西面をSA08a、北面を

SA08bとした。布掘りの掘形に割石を据えて基礎としたものとみられた。北西コーナーの 3 礎石が長

辺30～50㎝、短辺30～40㎝で目立って大きい。SA08aの幅は0.6～1.1mで深さは0.8m前後ある。西

寄り（外寄り）にやや大型の割石および石の抜取り穴がコーナー礎石を除いて 5 石以上並び、その周辺
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図13　SE07・SK13出土遺物実測図
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に長径20㎝未満の亜角～亜円礫が散在する。SA08bの幅は0.8～1.0mで深さは0.5m程度ある。石垣の

痕跡は確認できないが、長径20㎝未満の亜角～亜円礫が点在し、布掘り掘形北寄りに土留めとみられ

る板材が認められる。両布掘り掘形の交角は直角より広く100度程度あり、また、SA08aの西側数10

㎝には第 2 ～ 5 層に東に下がる地層上面の段が認められることから、SA08a・ bは礎石建物の基礎で

はなく、敷地境の石垣か塀の布掘り掘形であったと考えられる。特にSA08aは第 3 層上面の地形変換

線（図11の中央付近に延びる南北方向の二点鎖線）とも重なることから、当該地の区画方向を示すもの

と考えられる。その方向はN10°Eであり、一方のSA08bがほぼ東西であることから、歪な区画であっ

たようだ。

　SE07は調査区西南部で検出した桶側井戸である。2.6m以上の深さがあり、井戸底は第10層の深さ

まで到達している。検出した 2 段の桶は、下段の直径56㎝、高さ96㎝、側板は約20枚、上段の直径

が58㎝、高さ70㎝以上で、側板が12枚以上で、少なくとも 3 段以上積み重ねられていたと推定できる。

井戸底には汲み上げ水の濁りを抑えるために 5 ㎝の厚さで中粒中礫サイズが主体の円～亜円礫が敷か

れていた。掘形は桶より一回り大きく、0.8m前後である。井戸側内から出土した遺物を中心に図示す

る（図13）。47～49は肥前磁器である。47・48は染付碗である。49は白磁の紅皿である。50は瀬戸美

濃焼で褐釉を施す壺の蓋である。51は中国宜興窯産の朱泥急須で、把手部分に当たる。同一個体と思

われる蓋が後述するSK19から出土している。52～56は肥前陶器である。52・53は呉器手の碗である。

54は京焼風陶器の鉢である。55は刷毛目文を施す大型の皿である。56は刷毛目文を施す鉢形の壺であ

る。57は備前焼の灯明受皿である。58～60は土師器皿で、いずれも灯火具として使用している。61は

軟質施釉陶器の火入れである。62は瓦質土器の炬燵枠で、口縁部に刻印を有する。以上は17世紀末葉

に属するものであろう。

　（ 5 ）第 2 層上位の第 0 層基底面の遺構とその遺物（図 5 ・11～15）

　多くは第 1 層内の遺構、すなわち第 1 層内のいずれかの層の上面と推定する。

　SK13は調査区西北部で検出した直径1.0mの土壙であり、瓦が密に出土した。63は瓦質土器の炬燵

枠で、体部の 2 箇所に穿孔を有する。口縁部は〇の刻印を有する。

　SK19は調査区東北部で検出した東西4.1m以上×南北1.9m以上で、深さ0.6mの土壙である。埋土

は重なりと岩相・分布の違いで 4 区分できる（図 5 ）。最下部のSK19dはSK19の西部の窪みであり、

シルト質中粒砂主体の客土が埋める。SK19cは東部の窪みであり、炭多含のシルト質粗粒～中粒砂の

客土が埋め、SK19bは19a・19bの埋まり残った凹みであり、炭多含砂質シルトの客土が埋める。さ

らにその上面のわずかな凹みを埋めて嵩上げするのがSK19aであり、この層準は第 1 層の下半部の一

部を占める。覆土からは多数の遺物が出土している（図14）。64は肥前磁器で青磁染付の小杯である。

65は肥前磁器の染付碗である。66～71は肥前陶器である。66は鉄釉を施す壺の蓋である。67は碗で、

内面は白泥を象嵌して文様を施す。68～71は刷毛目文を施す片口である。本遺構からは同様な片口が

13個体以上出土しており、なんらかの生業に関係する可能性があろう。72～78は備前焼である。72は

擂鉢、73～78は灯明皿と同受皿である。79は中国宜興窯産の朱泥急須蓋である。80は鬼瓦である。81

は軟質施釉陶器で猿の人形である。以上は17世紀末に属し、肥前陶器の片口鉢や備前焼の灯明皿など、
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同時期の大坂城下町跡ではあまり出土しない、特徴的な遺物が多いことが特徴である。

　SE01は調査区南東角で検出した井戸である。直径0.8～0.9mで1.4m以上の深さがある。埋立て埋

土から出土した遺物を図示する（図15）。82・83は肥前磁器の染付碗と皿である。84・85は鉄絵を施す

瀬戸美濃焼の皿、86は同壺の蓋である。87～95は肥前陶器である。87～89は呉器手の碗、90～92は

京焼風陶器の碗である。93・94は底部内面を蛇の目釉剥ぎした皿である。95は火入れである。以上は

17世紀末～18世紀初頭に属する。

　SK02は調査区東南部で検出した、長径1.1m、短径0.9m、深さ0.4mの土壙である。埋土から出土

した遺物を図示する（図15）。96は肥前磁器の染付碗、97は同仏飯具である。98・99は少量の地金を溶

解した坩堝である。下位層からの混入品の可能性がある。100は骨製品で留め具である。

　このほか、鋳造に関する遺物としてSK18からは鞴羽口101が出土している。
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図15　SE01、SK02・18出土遺物実測図
SE01（82～95）、SK02（96～100）、SK18（101）
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3 ）まとめ
　西横堀川西側の本町通周辺付近では、本調査はUT08－ 1 次調査に次いで 2 例目の遺跡調査に当る。

本調査では18世紀初頭の徳川期前半以前の遺構と遺物を発掘し、記録保存した。

　顕著な遺構は見つからなかったが、井戸や土壙のほか、盛土や整地などの客土などの当該地の積極

的な人間活動が豊臣期まで遡ることが明らかとなった。特に、第 6 層上部以上に鋳造を含めた金属加

工関連遺物が多く含まれることから、徳川期に入って、近隣にあった関連遺構の土砂が当該地に搬入

されたものと推定される。また、第 8 層には中世に遡る遺物も含まれており、難波砂州の浜堤列 3 の

海側の開発に係る新たな知見となった。

　また、18世紀初頭に当る石垣か塀とみられる遺構を検出した。その延び方向はN10°Eであり、調

査地南方約230mのUT08－ 1 次調査地で見つかった豊臣後期の建物方向がN15°Eであり、概ねこれ

らの方向が豊臣期～徳川期前半の当該地周辺における町割りの方向を示す可能性がある。ただし、17

世紀に西横堀川と木津川を繋ぐように掘削された阿波堀川、海部堀川などは、この付近では西でわず

かに南に振る方向であり、堀川と街並みとの関係は課題として残る。

　金属加工関連遺構や区画の問題、および大坂冬ノ陣の層準の解明は、今後の周辺地域の調査に期待

したい。
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深掘り区地層断面（北西から）

調査地全景（北から）
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西壁地層断面（東から）

東壁地層断面（西から）
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SK27検出状況（西から）

SK27の遺物出土状況
（西から）

第 3 層上面の畠か？
（西から）
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SA08、SE07ほか第 2 層上面・および同層上位の遺構（東から）

SE07　右上：検出状況（西から）、右下：掘下げ途中（北から）、左：井戸底検出状況（北から）
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